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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　太平洋上の孤こ島とうに存そん在ざいする巨きよ大だい学園〝オーヴァードアカデミア〟。

　そこは、超ちよう常じよう能のう力りよくを持った者〝オーヴァード〟と、力を持たない一いつ般ぱん人じんが共きよう存ぞんするために造つくられた、実験的な学園都市である。

　しかし、人が……特に若わか者ものが集まれば、そこにトラブルが発生する。

　中でも解かい決けつ困こん難なんな事じ件けんを扱あつかうべく、選えりすぐりのオーヴァードを集めた万ばん能のう解決集しゆう団だん。

　それが──アカデミア第三生徒会である！




　──やあ、お友達。

　この本は、テーブルトークＲＰＧロールプレイング・ゲーム（ＴＲＰＧ）『ダブルクロス The 3rd Edition』の追加ステージ、「オーヴァードアカデミア」を舞ぶ台たいにしたリプレイシリーズの、第三巻かんである。もし、本書で、当シリーズを初めて手に取った方がいれば、先に第一巻『進め！　第三生徒会』および第二巻『燃もえろ！　第三生徒会』をお読みになることをおすすめする。




　この『アカデミア』シリーズもいよいよ最さい終しゆう巻である。

　当初、二冊さつで完結する予定だった当シリーズが、こうして三巻まで出せることになったのも、一巻、二巻と応おう援えんしてくれたみなさんのおかげだ。本当にありがとう。

　最終巻となる本書では、これまでにも増まして、ヘンテコなＮＰＣを、笑える展てん開かいを、そして萌もえる・燃もえるエピソードをありったけ詰つめ込こんだ。おかげで、前二冊よりもだいぶ厚あつくなってしまったが、楽しんで頂いただければ幸いだ。

　そして、ゲストプレイヤーである片かた岡おかあづささんの策さく士しぶり……もとい、テクニシャンぶりも、佐藤有世さとう・ありせさんのボンクラ発言……もとい、ユニークで爆ばく発はつ力りよくのある発言も、ますます加速している。ぜひぜひ、楽しみにして頂きたい。




　最終巻ということで、シナリオの方も、かつてない大ピンチを用意した。

　ヘタレで鈍どん感かんな第三生徒会会長、〝星の魔眼スターズ〟星川修太郎ほしかわ・しゆうたろう。

　お色気と毒どく舌ぜつを振ふりまくＳランクオーヴァード、〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟御影透子みかげ・とうこ。

　妄もう想そうと爆発力でおなじみ、みんな大好き〝ラブ☆ハリケーン〟光こう月げつれい。

　甘あま味みを貪むさぼり天才に変える自じ称しよう天才幼よう女じよ、〝ジルコニア〟エナ・ソフォス。

　果たして、彼かれら四人は、いかにして大ピンチを乗り切るのか。

　そして、修太郎をめぐる恋こいの戦い、その行方は──。

　それでは──ようこそ、オーヴァードアカデミアへ！







　　　前回までのｇｄｇｄ生徒会




　自らの力を隠かくし放ほう浪ろうする少年、星川修太郎は、オーヴァードと一般人が共存するという実験学園都市、オーヴァードアカデミアに入学することになった。

　そこで修太郎は、幼おさななじみである御影透子、運命の出会い（？）によって彼に恋する光月れい、そして天才にして生徒会メンバー、エナ・ソフォスと共に、オーヴァードに関わる事件を解決する特とく務む組そ織しき〝第三生徒会〟を結成することになる。

　生徒からの依い頼らいや、学園内のトラブルに次々と関わる第三生徒会。

　第三生徒会宣せん伝でんのためのＰＶ製せい作さくや、修太郎に恋する少女たちがキスを目当てに戦う「風雲、モテキ城じよう！」などを経へて、彼らは、多くの生徒を助け、多くの生徒と友達になり、そして互たがいに、友ゆう情じよう、愛あい情じようを築きずいていった。

　そして、第三生徒会の前に立ちはだかる、仮か面めんの秘ひ密みつ結社〝ディオゲネスクラブ〟。ニセのＰＶや、モテキ城を利用した仮面の宣伝、それによってバラ撒まかれた仮面の力による、全学園を巻まき込こんだ暴ぼう走そう事件──第三生徒会は、それらの事件を解決していく。

　そして、次なる敵てきの影。「大たい佐さ」と呼よばれる謎なぞの敵は、ディオゲネスクラブを壊かい滅めつさせ、「アカデミアを制せい圧あつする」と告げる。果たして、学園の運命は──。
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆編へん集しゆうさん、ハーレムですよ、ハーレム！




　恋とバトルの祭典「風雲、モテキ城！」。仮面の秘密結社ディオゲネスクラブの幹かん部ぶ〝ディアボロ・ロッソ〟春日紅之介や、〝血と薔薇プレジール〟ヒロミ・マスケンドールとの対決。

　そんな激げき動どうの第二巻の執しつ筆ぴつを終え、しばらく後。

　わたくし、中村やにおは、例によって編集・萩はぎ原わらさんと打ち合わせをしております。




中村やにお

　フリーライター。様々なゲームで、シナリオやワールド設せつ定てい、データ設せつ計けいに関わる。ＧＭとしては、個こ性せい豊ゆたかなＮＰＣを山やま盛もり出すのが得意技。




萩原猛たけし

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆう者しや。最近、大出世したそうで、以前にも増して忙いそがしそう。そんな中でも、アナログゲームで遊ぶことは忘わすれないゲーマー。あとドＭ。




萩原猛（以下、萩原）：いよいよ最終巻ですねー。

中村やにお（以下、やにお）：ですねー。いざ最後となると、色々やりたいことが多くて。

萩原：そうでしょうねぇ。そういうときは、初心に帰るといいかもしれませんね。

やにお：初心……。──わかりました。見つけました、俺おれの初心。

萩原：……ほう。それは？

やにお：編集さん、ハーレムですよ、ハーレム！

萩原：（両手で顔を覆おおって）この作者バカだ──────────っ!?

やにお：ハーレム学園ラブコメ。俺は、それがしたかった……！　しかし、そうすると、まだ出してないヒロイン属ぞく性せいが色々あるんですよね。妹とか、メイドとか、ロボとか……それを、全部出したい！

萩原：全部……だと……？　くっ、コイツ、本物のバカだ！

やにお：フッ、そんな俺を嘲笑わらうかい？

萩原：──いいや、そんなバカも……嫌きらいじゃないぜ。




　ファミレスの席で、がっしりと手を握にぎり合う男たち。実にハードボイルドな光景である。




萩原：……ところで、出てない属性のヒロインを出す……は、いいんですが。前ぜん巻かんのラストでは、ディオゲネスクラブが、大佐と呼ばれる謎なぞの人物によって全ぜん滅めつするという、緊きん迫ぱくした状じよう況きようでしたね。それはどうするんですか？

やにお：いやー、ハハハ。……あれ書いたの、五話のシナリオ作る前ですしねー。

萩原：待てコラ。

やにお：冗じよう談だんです。

萩原：タチの悪い冗談はやめてください。

やにお：その話も、もちろん進めていきますよ。ヒロインの属性をコンプしつつ、裏うらでは新たな敵の陰いん謀ぼうを進めつつ、もちろん、ＰＣのヒロイン、透子さんとれいちゃんの見せ場も作りつつ──最終話、アカデミア全体を揺ゆるがす大だい事じ件けんへと繫つなげます！

萩原：マジですか。全部できたらすごいですけど……適てき当とう言ってませんよね？

やにお：…………（目を逸そらす）。

萩原：……信じて、ますよ？（優やさしく肩かたに手を置く）




　微笑ほほえむ編集。笑っていない瞳ひとみ。美しい信しん頼らい関係である。

　……果たして、大量の課題を抱かかえたセッションは、どんな展開を迎むかえるのだろうか。







◆Preplay02◆衝しよう撃げき！　有世ノート！




　──時間は瞬またたく間まに過すぎ去さり、よく晴れた初夏のある日。セッション当日。

　東京神田は明神下、ゲーム製作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集まったのは、おなじみ、第三生徒会の面々を演えんじるプレイヤーたちです。

　まずは、そのプレイヤーたちを紹しよう介かいしていきましょう。




大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。編集者、ゲームライターとして活かつ躍やくする。プレイヤーとしては、〝ミスター三下〟の異い名みようを持ち、様々なリプレイで活躍する。本書では、第三生徒会の会長にして、モテモテ……というより女じよ難なんの主人公、星川修太郎のプレイヤーである。




矢野俊策やの・しゆんさく

　ゲームデザイナー、作家。『ＤＸ３』のデザイナーであり、小説『ダブルクロス』シリーズ、『リプレイ・ナイツ』シリーズの著ちよ者しやでもある。本書では、天才幼女エナ・ソフォスのプレイヤー。あのさあ、矢野はクレバーでスマートみたいな評ひよう判ばんですが、案外とあれだよ、ボンクラだよ。




片かた岡おかあづさ

　声せい優ゆう。81プロデュース所しよ属ぞく。『プリティーリズム』シリーズの高たか峰みねみおん役、『侵しん略りやく!? イカ娘むすめ』の斉藤渚さいとう・なぎさ役などで活躍されているでゲソ。本書では、修太郎の幼おさななじみにしてダイナマイトボディのガラス使い、御影透子のプレイヤー。ＴＲＰＧ経けい験けんこそ少ないものの、的てき確かくなストーリー認にん識しき、そしてサービス精せい神しんは抜ぬきんでている。今回も、サービスサービス！




佐藤有世さとう・ありせ

　声優。アトミックモンキー所属。『機動戦士ガンダム００』のクリスティナ・シエラ役、『ストライクウィッチーズ』シリーズの山川美千子（みっちゃん）役などで活躍されている。本書では、修太郎に一ひと目め惚ぼれした暴走元気娘、光月れいのプレイヤー。同じくＴＰＲＧ経験こそ少ないものの、その突とつ飛ぴでユニークな発言は、卓たくを爆ばく笑しように、そして時に感動に誘さそう。




大畑顕（以下、Ｏはた）：『アカデミア』のプリプレイといえば、やっぱり最初は、佐藤さんの書いてきたキャラ日記や準備のノート……通称、「有世ノート」からですよね。

矢野俊策（以下、矢野）：途と中ちゆうに挟はさむと、それまでの話、全部吹ふっ飛とんじゃうからな（笑）。

佐藤有世（以下、佐藤）：いやいやいや、とんでもないですっ！　もうっ、全然、スルーしてくださっても大だい丈じよう夫ぶですのでっ！　もう、もう……ねっ♡

片岡あづさ（以下、片岡）：読まないわけには、いかないからなぁ（笑）。

やにお：ですねえ。では……（ノートを開き）まずは、れいちゃんの日記。四話で、ニセ修太郎が夜中に逢あいに来たシーンですね。




■月○日　くもり　『Working Star』

　大変!!　何このシチュエーション!!　燃える!!　窓まどに石を投げて呼よび出だしてくれるなんて、ドキドキしすぎて胃腸が震えてるわ!!

　この展開……革かく命めい的てき!!　ナポレノンバンザーイ!!




矢野：え……誰だれ？（一同爆笑）

片岡：ナポレオンのこと……かな。

佐藤：あっ、そう！　そうだよ！　ちょっと間ま違ちがえた。

Ｏはた：（ぷるぷる震えている）……お、面白い……っ。

やにお：もっと紹介したいのはやまやまなんですが、この……今回、第五話のために準じゆん備びしてきたページがやばい。やばすぎる。風が語りかけます。

Ｏはた：そんなに……（ページをめくる）……これかな？

矢野：なんか……大学のレポートみたいなのがあるぞ！（笑）




「親友とラブ☆ライバルだったら!?　～れいの私し情じよう調ちよう査さ」




一同：し、私情調査……っ!?

佐藤：ありますよね、私情調査って言葉。

片岡：うん……普ふ通つうは、「市場調査」かな。

佐藤：え、そうなの？　じゃあ、私情調査ってどういう意味？

やにお：わかりません。

矢野：うおっ、調査って、ホントに調査なのか……!!




①親友と好きな人が一いつ緒しよだったらどうする？

[image: →]戦う：８

[image: →]諦あきらめる：22




片岡：これ、ホントに、三〇人に聞いたんだ？

佐藤：そうなの！　大変だったわ。

やにお：ちゃんと、質しつ問もんごとに理由とかも聞いて、書いてあるんですね。




戦う派は：親友だからこそ諦められない！

諦める派：好きな人はまたできるだろうけど、親友はなかなかできない!!




片岡：力作だ……（笑）。

佐藤：でもね、なんか、「諦める」っていう子が多くて……なんでなのかなぁ。

やにお：え、理由、書いてありますよね。「好きな人はまたできる」って──。

佐藤：（聞いてない）納なつ得とくいかないわ！　みんな諦めるって！

片岡：ほぼ、一対三だもんね。

佐藤：しかも、これ、実は……あたしの票も入ってるのよ……。

やにお：微び妙みようにズルっぽいですね（笑）。──他にも、色々質問があるんですね。




②どうやって好きな人にアプローチすべき？

③親友がもし邪じや魔ましてきたらどうする？




矢野：色んな意見がありますねぇ。「親友の足を引ひっ張ぱり引きずり下ろす」とか（笑）。

Ｏはた：佐藤さんのコメントつき。「おバカＶＳ策さく士しじゃ無理だわ！」（笑）

片岡：面白い……（笑）。

やにお：俺、この意見好きですね、「もし邪魔してきたらどうする？」に対して──。「邪魔してるのは、あんたじゃないの？」（一同笑）

矢野：ツッコミだね（笑）。

Ｏはた：しかし、力作ですね。三〇人にアンケート。

佐藤：もうっ、大変だったのよ！　これ、仲のいいお友達とかに聞いたんだけど、ちょっと、その、れいと透子の──キャラクターの話だっていうのが恥はずかしくて……。

やにお：ああ、そうですよね。

佐藤：はい！　だから、自分の話として相談したの。

片岡：そっちのほうが恥ずかしくないか？（一同笑）

佐藤：（聞いてない）そしたら！　すごく仲のいい子たちから、「うちの旦だん那なのこと好きなの？」とか、「わたしの彼かれ氏しのこと好きだったの？」とか聞かれちゃって……（一同爆笑）。

やにお：せ、せめて……友達の話として話せばよかったのでは……（笑）。

佐藤：ほんまや！

片岡：この次の質問がまたすごい。質問からしてもう……長い（笑）。




④腹はらが黒くて常つねに上から目線なんだけど、魅み惑わくのボディで超ちよう絶ぜつ美人なエロデビルと、腹は白くて一直線なんだけど、ちょっとだよ？　ちょーっとBabyボディでかわいい系けい列れつな、おバカエンジェルだったら、どっちを彼かの女じよにしたい？




一同：なんだこの質問!?（爆笑）

やにお：「腹が白くて」って、これ、犬の話ですよね、表現が。

佐藤：腹が黒いの反対の意味ですよ！

片岡：……え、エロデビルと、おバカエンジェル……っ！（[image: ←]ツボに入っている）

佐藤：（微妙にしょんぼりして）でも、結果がこうなの……。




[image: →]エロデビル：19

[image: →]おバカエンジェル：11




片岡：く……こ、ここについてる、ありさんのコメントが……（笑）。「おバカエンジェルって言ってくれたの全員女の子じゃ──────ん!!」って……（一同笑）。

佐藤：そうなの！　男の人ってセクシーボディに弱いみたい！

やにお：そっ、そうかも……しれません……ね（笑）。

佐藤：しかも、「だって性せい格かくは悪くないんでしょ？」とか言って。

片岡：常に上から目線だけどね……（笑）。

佐藤：そう、それもね、「いいじゃん上から目線！」って言われて……ちょっとイラっとしました（一同爆笑）。

片岡：そう……（笑）。男の人は、みんなエロデビルだったんだね……（笑）。

佐藤：そうなの。しかも、ここでも、一票はあたしなの（一同笑）。

片岡：ズルだね（笑）。

やにお：で、最後の質問が──。




⑤もし、好きな人が自分を選んでくれた場合、親友とは今まで通りでいられるよね？




佐藤：はい！　これは、「相手も親友だと思ってくれてるなら大丈夫。ギクシャクしても、受け入れてくれるはず」って答えがよかった！

片岡：ありさんのコメントが……「だよね!!　透子はあたしの事スキだもん」（笑）。

佐藤：え、そうでしょ？　スキだよね!?

片岡：うん……まあ、好きだよ（笑）。

やにお：俺、この意見が好きですね。「選ばれると思ってるの？」（一同爆笑）

矢野：鋭するどいツッコミだ……（笑）。

やにお：この人、質問③で「邪魔してるのは、あんたじゃないの？」って言った人と、同じ人ですよね。

佐藤：そうなの！　すごい！　なんでわかるんですか!?（一同笑）

やにお：うん、なんとなく……（笑）。

矢野：……俺さぁ、この、「結けつ論ろん」ってトコがやばい……。（[image: ←]ぷるぷる震えている）

やにお：「親友とラブ☆ライバルだったら!?」に対する結論だね。




結論

・エロデビルは男受けがいい。

・おバカエンジェルは女受けがいい。

・ふたりは大切な親友同士。




片岡：最後……最後……っ!!（一同爆笑）

佐藤：そういう結論になったわ！

矢野：これ……最初の疑ぎ問もんと、結論が……関係……ない……!!（爆笑）

佐藤：え、あれ……？

片岡：……もうなんか、笑い疲つかれた……（笑）。

やにお：まだゲーム開始前なのにね（笑）。ちょっと休きゆう憩けいして、始めましょう（笑）。







◆Preplay03◆トレーラー＆ハンドアウト




やにお（以下、ＧＭ）：えー、では、みなさん落ち着いたところで、セッションに入っていきましょう（笑）。

矢野（以下、エナ）：考えてみたら、まだ何も始まってないもんなー（笑）。

ＧＭ：そうだよ（笑）。というわけで、まずはトレーラーを読み上げます！




●トレーラー

「お兄様、あなたは堕だ落らくしました」

　アカデミアに、修太郎の妹がやってきた！




一同：妹!!

ＧＭ：はい。修太郎の初期のロイスだった妹でございます。

エナ：いたねえ、そういえば（笑）。

Ｏはた（以下、修太郎）：おお、妹よ！　元気だったかい!?

ＧＭ：元気ですよ。何しろ、続きはこうです──。




　その頭ず脳のうはコンピュータ！　その体はマシーン！




修太郎：ロボじゃねえかぁ──────────っ!?（一同爆笑）




　そして、その能力は──運命を、見通す力。

　彼女は言う。

　三日後、伝説の木の下で。

　修太郎は、たったひとりの、運命のヒロインと結ばれ──グッドエンディングを迎えると。

『ダブルクロスThe 3rd Edition リプレイ・アカデミア』第五話

「ときめきアカデミア」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：と、ときめき……アカデミア……っ！

エナ：（しみじみと）やにおは、バカだなぁ……。

片岡（以下、透子）：なんか、いろんなものが混まざっている感じがする……（笑）。

修太郎：い、妹が……ロボに……！　僕ぼくが、ロイスを消してしまったから！（一同笑）

ＧＭ：そんな理由ではないです（笑）。では、ハンドアウトにいきましょう。




ハンドアウト：星川修太郎

シナリオロイス：星川ロボ子　　　推すい奨しようロイス　Ｐ：慈じ愛あい／Ｎ：悔かい悟ご

　妹がアカデミアにやってきた。

　だがおかしい、キミの妹がこんなにロボなわけがない。




佐藤（以下、れい）：ロボ子て……すごい名前!!（一同笑）

修太郎：ちょっと待ってくださいよ、妹はそんな名前じゃない！（笑）

エナ：それ以前に、ロボじゃないだろ（一同笑）。




　その正体は、アカデミアの超ちよう科か学がくが生み出した、妹型メイドロボだった。

　ロボ子は、キミの運命の相手──メインヒロインを見つけるために来たのだという。




透子：メインヒロイン……だと……。

れい：あたしのことだわ！（一同笑）

ＧＭ：それはわかりませんが（笑）。──最後は、こうです。




　一方、学園では、謎のロボによりオーヴァードが襲おそわれる事件が続いていた。

　……色々と怪あやしさ全開のロボだが、どうにも、悪い人間（？）には思えなかった。




エナ：犯はん人にんこいつだろ!?（一同笑）

ＧＭ：ロボ子、わるいロボじゃないよ。

修太郎：まあ、本物の妹だ、とかハンドアウトに書いてなくて安心しました（笑）。

透子：妹型メイドロボって……すごく意味がわからないぞ（笑）。

ＧＭ：最終巻ということもあり、出してないヒロイン属性を一気に出してみました。

修太郎：全部ひとりに入れちゃダメでしょ!?（一同笑）

ＧＭ：はっはっは。──では、続いて、透子さんのハンドアウトです。




ハンドアウト：御影透子

シナリオロイス：星川ロボ子　　　推奨ロイス　Ｐ：有ゆう為い／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん




透子：……猜疑心は否いなめないな（一同笑）。

エナ：まあ、ロボだからなー（笑）。




　修太郎の妹を名乗るロボ、星川ロボ子。

　彼女の言葉によれば、三日後、修太郎は運命の相手と結ばれるのだという。

　そんなヨタ話はともかく、ロボ子には、感かん情じようを見み抜ぬくセンサーがあるという。

　それを使って、修太郎への好感度が高いヒロインを探さがして回るというのだ。

　……これは、邪じや魔ま者ものどもを排はい除じよするチャンスといえよう。




透子：（冷静に）……なるほど（一同笑）。

修太郎：こっ、こわっ！　なんかロボ子が索さく敵てきレーダーみたいになってる！（笑）

透子：「役に立ちそう」ということで「有為」だな。了りよう解かいした。

ＧＭ：そういうことでございます（笑）。

透子：まあ、妹だとか名乗るのはスルーしよう。……透子さん、本物の妹に会ったことあると思うし（笑）。

ＧＭ：そうですね、何なん歳さいかはともかく、会ったことはあると思います。なので、本物の妹じゃないことはわかりますよ。

修太郎：まあ、ロボだし……（笑）。

ＧＭ：そうね（笑）。では、続いて、れいちゃんのハンドアウト。




ハンドアウト：光月れい

シナリオロイス：星川ロボ子　　　推奨ロイス　Ｐ：感服／Ｎ：脅きよう威い




　修太郎に妹がいた！　彼女の名前は星川ロボ子。

　彼女には、運命の相手──メインヒロインを見つける力があるという！

　しかも、恋に関わる未来を予よ測そくし、操あやつることすらできるのだ！




れい：すごいわロボ子ちゃん！　さすが、ほっしーの妹ね！（一同笑）

ＧＭ：あ、本物の妹だって信じなくていいですよ。見た目でロボだってわかるので（笑）。




　彼女は言う。三日後、伝説の木の下で、修太郎はメインヒロインと結ばれる。

　これは……妹に気に入られ、修太郎と結ばれるチャンスだ！




れい：チャンスだわ！　あたし行くわ！

透子：ど、どこ行くの……？（笑）

れい：伝説の木の下！　行っちゃうわ！（笑）

ＧＭ：はい、がんばってください（笑）。では最後、エナのハンドアウト──。




ハンドアウト：エナ・ソフォス

シナリオロイス：黒くろ沢さわＡ太郎　　　推奨ロイス　Ｐ：尊そん敬けい／Ｎ：敵てき愾がい心しん




エナ：誰だよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：新キャラです。ハンドアウト読めばわかりますよ。

エナ：既すでにボンクラの気配がぎゅんぎゅんするんだけど……（笑）。

ＧＭ：失しつ敬けいな。彼はすごい奴やつですよ。続きを読めばわかるでしょう！




　黒沢Ａ太郎──またの名を、〝ギャルゲーマスター〟黒沢。

　彼こそは、アカデミアでもキミの次くらいに天才な、未来科学研究会の部長。そして、妹型メイドロボ、ロボ子の生みの親である！




エナ：やっぱりボンクラじゃねえか!?（一同笑）

修太郎：〝ギャルゲーマスター〟黒沢……ダメな人の予感しかしない……（笑）。

ＧＭ：黒沢くんはすごい奴だってば！　まあ、続きを読みましょう。




　だが、ロボ子はこともあろうに、別の男を〝兄〟として認識してしまった。

　失意に打ちひしがれる黒沢……。友人として、気の毒に思う。




れい：かわいそう……（一同笑）。

エナ：ああ……うん、まあ、気の毒というか、残念な男だな……色々な意味で（笑）。




　一方その頃ころ、学園のあちこちで、オーヴァードが謎のロボに襲われるという事件が発生していた。……謎はすべて解とけた。ペロ！　これは青せい酸さんカリ！　犯人はロボ子に違ちがいない！　奴を見み張はり、シッポを摑つかまなければ。




ＧＭ：──と、いうハンドアウトでございます。

エナ：なんだ青酸カリって。

ＧＭ：……なんとなく、書いちゃった。……てへ。

エナ：（しみじみと）やにおは、アホだなぁ……。

ＧＭ：アホじゃないですぅ！　すべて計算のうちだっつうの！

エナ：そうだね、プロテインだね。じゃあ、キャラの成長しよっか。

ＧＭ：はい……お願いします……。




▼星川修太郎

ＧＭ：せいちょー！　ほーこくー！

エナ：（スルーして）いやー、さすがにだいぶ強くなったね。

ＧＭ：……そうですよね（着席）。

修太郎：はい。エフェクトをふたつ取得しました。まず、１シナリオに一回、相手の判はん定ていを失敗させるバロールの《時の棺ひつぎ》。

れい：（厳きびしい表ひよう情じようになって）小石ちゃんと同じ能力……！

修太郎：いやあの、強いんで、はい（笑）。それから、衝しよう動どう「闘とう争そう」のアージエフェクト、《リヴァイブセル》。これは、戦せん闘とう不ふ能のうから復ふつ活かつするエフェクトで、さらにＨＰが［レベル×10］点まで回かい復ふくします。２レベルで取得しました。

エナ：アージエフェクトを取得したことで、「闘争」の変異暴走になるね。バッドステータスの暴走が、回復しにくくなる。これまで以上に暴走に気をつけないとな。

ＧＭ：はい、了解です。固定ロイスは？

修太郎：透子ちゃんとれいちゃんで変わらず。以上です。
















▼御影透子

透子：うむ、私もアージエフェクトを取得したぞ。

ＧＭ：アージエフェクトは、すべて[image: 120]％制せい限げん、つまり侵しん蝕しよく率りつ[image: 120]％以上でしか使えませんが、いずれも強力な、切きり札ふだ的なエフェクトですからね。

透子：シーン攻こう撃げきを一発ドカンとやる私には向いているのでな。二種類取得した。

ＧＭ：おお。衝動「殺さつ戮りく」の、エンジェルハィロゥとモルフェウスのエフェクトですね。

透子：そうだ。エンジェルハィロゥのアージエフェクトは《ストライクミラージュ》。これは、名前的にも、私は取らざるを得ない（笑）。効果は、攻撃がリアクション不可になる。

ＧＭ：ガードもできなくなる……強力ですね。

透子：もうひとつはモルフェウスの《不ふ可か避ひの魔ま弾だん》。これを攻撃に組み合わせると、カバーリングができなくなる。

修太郎：シーン攻撃との相あい性しようが最高だなー。透子ちゃんがますます怖こわく……（笑）。

透子：ふっ、まとめて殲せん滅めつしておきたいからな。固定ロイスは修太郎とエナに。修太郎には、「Ｐ：親近感／Ｎ：食しよく傷しよう」。共感というか連帯感というか……すでにこう、家族のような間あいだ柄がらということで。エナには「Ｐ：連帯感／Ｎ：脅威」。

ＧＭ：両方とも、ポジティブが表ですね。

透子：全体的に、仲間意い識しきが強くなった感じだな。以上だ。
















▼光月れい

れい：はい！　あたしもアージエフェクト取りました！　衝動「破は壊かい」の、ブラックドッグのアージエフェクト、《爆ばく雷らい撃げき》！

ＧＭ：他人のダメージロールにプラスするエフェクトですね。これは、「対象：単体」の攻撃には乗せられないので……。

れい：透子の攻撃に合わせるつもり！　友情アタック！

ＧＭ：いいですね、かっこいい。一いつ緒しよに攻撃してる感じになりますね。

れい：そうなると嬉うれしいなって。これ、シナリオでレベル回なんで、２レベルで取った！　それから、もうひとつブラックドッグの、《加か速そく装そう置ち》を取ったわ。

ＧＭ：行こう動どう値ちを上げるエフェクトですね。速くなった。

れい：そうなの！　速く動きたいな～って思うことが、けっこうあったから。それでも、エナちんとか、透子ほどは速く動けないけど。

透子：敵より速く動けるといい時はあるからな。

ＧＭ：ですね。固定ロイスはどうしましたか？

れい：ほっしーには、いつも通り「Ｐ：純じゆん愛あい／Ｎ：偏へん愛あい」！　透子には、「Ｐ：友情／Ｎ：嫉しつ妬と」！　両方とも、ポジティブが表よ！

ＧＭ：色々乗のり越こえてきたから、ロイスの意味も深まってきましたね。ＯＫです。
















▼エナ・ソフォス

エナ：うい。あたいは細々と成長したぞ。まず、やっとこさ《ディフェンスサポート》を上じよう限げんの３レベルまで上げた。ずっと２レベルだったからなー。

修太郎：おお、こっちのガード値を上げてくれるのはありがたい。

エナ：それから、〈射しや撃げき〉を11レベル、〈調達〉を７レベルにしたぞ。これで成長はおしまい。

ＧＭ：〈射撃〉は攻撃と、防ぼう御ぎよエフェクトの《守りの弾たま》用だね。〈調達〉上げたんだ？

エナ：侵蝕率上じよう昇しようを抑おさえるドリンク、スペリオルミックスを買うためにね！　前巻、モテキ城で飲んで「これはすごい！」と思った。あたいも欲ほしい。むしろ自分で作る演えん出しゆつでいく。あれを飲まないと落ち着かない。手が震ふるえる。

ＧＭ：中毒じゃねえか！　固定ロイスは？

エナ：うん、まず、ひばりちゃん……雲雀宏一ひばり・こういちに、「Ｐ：うすい／Ｎ：やばい」。なんか最近、存在感というか、活躍度合いがどんどん薄うすくなってやばい。

ＧＭ：「うすい」がポジティブなのか……まあ、よくわからんけど、いいよ。

修太郎：「うすい」「やばい」って組み合わせはなんか……別のものっぽい……。

ＧＭ：あいつハゲそうだよね……なんとなく。──もうひとつの固定ロイスは？

エナ：しゅーたろーに、「Ｎ：にぶい」は変わらず、ポジティブは……「もやい」。なんか最近、もやっとする。まあ、意味は自分でもよくわからない（笑）。以上だよ。
















ＧＭ：以上で、成長報ほう告こくは終しゆう了りようです。さすがにみんな、強くなってきたねー。

エナ：消費経けい験けん点てんも[image: 100]点を超こえたからなー。あたい、成長したぜ！

ＧＭ：エナは、ロイスの内容はむしろ、どんどん幼よう児じ化かしているけどね（笑）。

エナ：あたい、九歳さいだからなー（笑）。

れい：ぴちぴちだね。

ＧＭ：ぴち……？　えーと、最後に、ＰＣ間ロイスを決めましょうか。修太郎とエナは、既に固定ロイスで持っているので、透子さんとれいちゃん。

透子：うむ。れいには、「Ｐ：信頼／Ｎ：猜疑心」。色々乗り越えて信頼……しているのだが、時々、何をやらかすかわからないところが……（笑）。表はポジティブだ。

れい：失敬ね！（笑）　あたしは、エナちんに、「Ｐ：尊敬／Ｎ：嫉しつ妬と」！　天才だから尊敬してて、時々、嫉妬しちゃうくらいだわ！

ＧＭ：エナのこと、天才として扱あつかってるのって、実はれいちゃんだけですよね（一同笑）。

エナ：れーちゃんは、あたいのことをよくわかってる……（笑）。

ＧＭ：はい。あとは、シナリオロイスの感情を推奨から変えたい人がいれば、どうぞ。

エナ：あたいは、〝ギャルゲーマスター〟黒沢Ａ太郎……Ａちゃんが、どんなボンクラだか全然わからないんで、話してから決めるよ。

ＧＭ：彼は天才だよ！（笑）　まあ、了解です。では──セッションを始めましょう！


















アージエフェクト　特定の衝動を持つキャラクターのみが取得できる特殊なエフェクト。サプリメント『レネゲイズアージ』に収録されている。









　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆ロボ子登場！　Scene Player ─── 星川修しゆう太た郎ろう＆御み影かげ透子




　朝。オーヴァードアカデミア高等部、二年Ｃ組の教室。

　ホームルーム前。次々と生徒が教室に集まり、朝の挨あい拶さつをかわしている。

　星川修太郎と御影透子は、そんな賑にぎやかな教室で、始業のベルを待っていた。




ＧＭ：というわけで、朝の教室──実は、教室の場面は本リプレイシリーズで初だという。

一同：ほんとだ！

透子：学園ものなのに……（笑）。

ＧＭ：で、いつも、割わりと賑やかな教室なのですが、今朝は特に騒さわがしい。というのも、今日、新しい担たん任にんの先生が来るからです。

修太郎：そ、そうか……ヒロミ先生がいなくなったから。

ＧＭ：はい。公式には、ヒロミ先生は、一身上の都合で休きゆう職しよくした──と発表されました。まあ、そのことについて、疑ぎ問もんに思う生徒はいないみたいですね。「あの先生なら、ふらっとどこか行きそう」くらいのリアクション。

エナ：まあ、そーだよなー（笑）。

ＧＭ：ちなみに、崖がけの下に落ちたヒロミ先生は発見されませんでした──と、それは余よ談だん。で、教室ではみんな、新しい先生についての噂うわさ話ばなしをしています。

修太郎：確たしかに気になるね。

ＧＭ：どうも新しん任にんの教きよう師しらしいのですが、チラっと見たり、他の教師から話を聞いた生徒によると、「なんか真ま面じ目めそうだった」「すごい堅かた物ぶつらしい」……という話。

透子：私わたしは、朝に弱いので……ぼんやりと机つくえに突つっ伏ぷしているぞ。

ＧＭ：さて、そんな、のんびりした空気が──勢いよく扉が開く音で乱されます。足音も高く入ってきたのは、メイド服を着た少女です。無む表ひよう情じようで、足早に歩いて入って来ます。

修太郎：これが……新しい、先生……？（笑）

ＧＭ：その背せ中なかには巨きよ大だいなネジがあり、ゆっくり、ぐりん、と回ります。

修太郎：ね、ネジ……？

エナ：（他の生徒になって）「おい、ロボだ……」「ロボだぞ」（一同笑）

透子：（眠ねむそうに）なんだ、やかましいな……。

ＧＭ：教きよう卓たくの前まで来ると、少女は、教室の方に向き直り、仁に王おう立ちになる。……そして少女は、修太郎をびしっと指さす。「お兄様、あなたは堕だ落らくしました」

修太郎：へ？　お兄様？　ノーノー、キミは、妹じゃない！

ＧＭ：「お忘わすれですか？　あなたの妹、ロボ子です、お兄様」

修太郎：お忘れもなにも、うちの妹はそんな名前じゃないよ!?（笑）

ＧＭ：「お兄様……あなたは、もう四年も、妹と会っていないはず。四年もあれば、名前のひとつやふたつ、変わることもあるでしょう」

修太郎：いやいやいやいや！　いやまあ、もし変わったとしてもだよ、キミは全然妹に似にてないし、そもそもロボだよね!?

ＧＭ：ロボ子は無表情のまま……微び妙みように目が泳いだ後、キリっとして、こう言います。「お兄様、あなたは堕落しました」

修太郎：今ごまかしただろお前!?（一同笑）

ＧＭ：「お兄様、あなたは、何のために、このアカデミアに来たのですか？」

修太郎：人の話聞けよ！（笑）　……何のため、って、そりゃあ……。

ＧＭ：「青春を、学園生活を謳おう歌かする、そのためでしょう」

修太郎：ま、まあ……そう、だね。

ＧＭ：ロボ子は、遠い目になって、窓まどの外を見て呟つぶやく。「青春……それは、恋こい」

修太郎：急に何の話!?（一同笑）

ＧＭ：「それなのに、お兄様と来たら、一向に恋の花はな咲さくこともない」

修太郎：い、いや、まあ……それは、そうかもしれないけど……。

ＧＭ：「青春を求めながら、恋もしない。これを堕落といわずしてなんといいましょう」

透子：（体を起こして）ふむ。一理あるな。

修太郎：とっ、透子ちゃん!?（一同笑）

ＧＭ：「お兄様、このロボ子が、お兄様にふさわしい相手……そう、運命のヒロイン、いわばメインヒロインを探さがしだし、グッドエンディングに導みちびいて差し上げます」

修太郎：こっ、こいつ……ツッコミどころが多すぎて、どう対たい処しよしていいかわからない！

透子：（ガタッと立ち上がって）メインヒロインとは聞きき捨ずてならんな。

ＧＭ：「む……なんですか、あなたは」

透子：私は、幼おさななじみ枠わくだ。

修太郎：と、透子ちゃん？　枠って何の話？（一同笑）

ＧＭ：「なるほど。幼なじみ枠ですか。確かに、そのくらいはいるでしょうね」

修太郎：お前もあっさり納なつ得とくしてるなよ!?（笑）

ＧＭ：（修太郎をスルーして）「……ですが、幼なじみであればメインヒロイン、などという時代は終わりました。今では負け組幼なじみという言葉もあるほどです」

修太郎：すごい嚙かみ合あってるのに、何の話をしてるのか全然わかんないよ!?（笑）

透子：むむっ……私は、ただの幼なじみではない。眼鏡めがね属ぞく性せいだし、白衣枠だぞ。

ＧＭ：「ふっ、設せつ定ていが過か積せき載さいではありませんか？」

透子：妹型メイドロボにだけは言われたくないな（一同笑）。

修太郎：な、なんだこれ。僕はどうすれば……（笑）。

ＧＭ：ロボ子は修太郎をスルーして、透子に向かって胸むねを張はります。「ふっ、どうやら、このロボ子を甘あまく見みているようですね。いいでしょう、見せてあげます、ロボ子の力を！」

透子：ほう？

ＧＭ：「フラグレーダー、起動！」　ロボ子の頭のところに、光でできたアンテナのようなものが浮うかびあがり、ぐるぐる回って教室内をサーチ……一見誰だれもいない、片かた隅すみを示しめして、ピタリと止まります。「いますね、ヒロインの気配──そこだ！」

透子：一見誰もいない場所……小石か。

れい：やだもー、出てこないで！（一同笑）

ＧＭ：はい、七節小石ななふし・こいしです。
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「な、なんですか？」

　怯おびえる小石に、ずかずかと近ちか寄よるロボ子。

「あなた、お兄様に好意を持っていますね」

「そっ、それは、そのっ……あわわっ」

「隠かくしても無む駄だです。このロボ子にはすべてお見通し──好感度スカウター、起動！」




一同：好感度スカウター!?（笑）

ＧＭ：ロボ子の片かた目めを覆おおうように、装そう置ちが飛び出します。で、ピピピ……と音を立てる。「ふむ、92……というところですか。なかなかの好感度ですね。これは、なかなかのヒロイン力です。では……ルートスキャナー、起動！」

修太郎：こ、言葉の意味はよくわからないが、とにかくすごい機き能のうだ！

エナ：ものすごく、超ちよう技ぎ術じゆつの無む駄だ遣づかいって感じがするぞ（笑）。

ＧＭ：「スキャン完かん了りよう。なるほど、あなたは……第三話のヒロインですね」

透子：第三話……？　一体、何の話だ？（一同笑）

ＧＭ：「しかも、三人のシナリオヒロインのひとりでありながら、『なんか小石がメインぽいので、二巻47ページのイラストは小石ひとりにしますか？』と富ふ士じ見みの編へん集しゆうさんに言われたほどのヒロイン力……なかなかのものですね」

修太郎：何の話してるんだよ!!（一同爆笑）

透子：ふん、小石程てい度どに目を付けているようでは、まだまだだな。

ＧＭ：「く、たいした自信ですね……いいでしょう、見せてもらいますよ、あなたの力とやらを──好感度スカウター、起動！」




　ふたたび好感度スカウターを装そう着ちやくしたロボ子。

　片目を覆う装置からは、ピピピピピと、絶たえ間まなく電子音が響ひびく！




ＧＭ：「こ、これは……！　好感度、80、90──馬ば鹿かな、まだ上がるだと!?」（一同笑）

透子：ふっ……当然だ。

ＧＭ：「なんてこと、これ以上は計けい測そく不ふ能のう……！」ロボ子が叫さけんだところで、好感度スカウターが、「ボンッ！」と音を立てて爆ばく発はつします（一同笑）。

修太郎：い、一体何が起こっているんだ!?

ＧＭ：「これほどの好感度とは……あ、あなたは一体……」

透子：私こそ幼なじみ枠──〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟御影透子だ。

ＧＭ：「……なるほど、たいした好感度です。……わかりました。御影透子、あなたをメインヒロイン候こう補ほとして認みとめましょう」

エナ：…………なんだこれ（笑）。

れい：メインヒロイン候補！　いいなー！（一同笑）

透子：ふむ……どうやら、好感度を計れる、というのは本当らしいな。……なるほど、お前、なかなか使えるじゃないか。

ＧＭ：「はっ！　ロボ子を認みとめましたね！　御影透子、なかなかいい人だ。もっとロボ子を褒ほめてください！　もっと！　もっと！」

透子：こいつ……案外チョロいぞ（一同笑）。

ＧＭ：「お兄様は、もっとロボ子を妹っぽく扱あつかってください」

修太郎：どうやったらお前を妹扱いできるっていうんだよ!?（笑）

エナ：グダグダだ……（笑）。

ＧＭ：さて、そんなところで、ホームルーム開始を告げる、チャイムが鳴ります。その、チャイムが鳴るのと同時に、教室に、長身の女じよ性せいが入ってくる。

修太郎：え、誰……？

ＧＭ：女性は、カツカツ、と、規き則そく正ただしい足音を立てて教きよう卓たくまで進むと、正せい確かくな動作でみんなに向き直り──。「今日から、このクラスの担任になった、機き島じまだ」

修太郎：新しい担任の先生！　忘れてた！（笑）

ＧＭ：機島先生は、冷静に教室を見み渡わたし──「クラスの生徒以外は、出て行ってもらおう」と、ロボ子の首根っこを摑つかんで、教室の外に放り出します（一同笑）。

透子：まあ、正しいな（笑）。

修太郎：な、なんだったんだ、あの子……（笑）。

ＧＭ：「お兄様～、ロボ子は必ず、メインヒロインを見つけ、お兄様にグッドエンディングを～」という声が、遠くから聞こえてきます（笑）。

透子：どうせ、また後で来るだろう。……新任の教師は、どんな女だ？

ＧＭ：長身で、堅かたい感じのスーツ姿すがた。ミラーシェードのサングラスをかけています。で、冷静な声で──「機島雷らい架かだ。担たん当とうは物理。以上」とだけ言う。

透子：確かに、堅物のようだな。

ＧＭ：他の生徒から、「恋こい人びとはいますか？」とか「趣しゆ味みは？」とか、軽い質しつ問もんが出ますが、表情を変えることなく、「授業に関係のない質問に、回答など不要」とだけ答えます。

修太郎：ま、また極きよく端たんな人が来たな……。

ＧＭ：ま、ともあれ、そんな感じで、機島先生は、淡たん々たんとホームルームを終え、出て行きます。教室はざわざわとしている。「確かに堅そうな先生だ」「ていうか、あのメイドはなんだったんだ」「星川の妹なの？」

修太郎：ちがうよ！（笑）　……あ、朝から大おお騒さわぎだった……（笑）。




　なんだかよくわからないが、また、大騒ぎになりそうな気がする。

　修太郎は、そんな予感にどっと疲つかれ、机に伏ふせるのだった。







◆Opening02◆伝説の木の上で　Scene Player ─── 光月れい




　高等部校こう舎しや群ぐんの中央あたりに、大きな桜さくらの木がある。

　本土から持もち込こまれたその木は、アカデミアの生徒たちに、こう呼よばれていた。

〝伝説の木〟──と。




ＧＭ：さて、れいちゃんのオープニングです。れいちゃんは今、授業のない時間でして、で、その時間を使って、生徒からの依い頼らいをこなしています。初等部の生徒のボールが、木の枝えだに引っかかったので取って欲ほしいという依頼。

透子：依頼というか、雑ざつ用ようだ……（笑）。

れい：いいよ！　木登りして取ってくる。

ＧＭ：で、その木が、〝伝説の木〟ケラススです。
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エナ：桜の木のレネゲイドビーイングだね。この木に桜が咲さいている時に、その下で告白すると永えい遠えんに結ばれるという噂うわさがある。

れい：素す敵てきだわ！

ＧＭ：れいが、枝によじ登っていると、ケラススが喋しやべりかけてきます。「悪いな、嬢じようちゃん。自分で枝を揺ゆすってみたんだが、引っかかってるみたいで、なかなか落ちなくてよ。初等部の子が泣いてて、かわいそうでな」

れい：（ケラススに）あんたって、優やさしいのね！

ＧＭ：「べっ、別に優しいとかじゃねえよ！　ガキが泣いたらうるさいからだよ！」

れい：そっかそっか……ねえ、ところで、次いつ咲いてくれるの？

ＧＭ：「ああ？　ん～、この調子だと、もう二～三日かなぁ」季節はもう夏ですが、ケラススは、ある程てい度ど、自分で開花をコントロールでき、年に何回も咲いてくれます。「なんだぁ？　お前も、俺おれの下で告白する気かよ」

れい：もちろんに決まってるでしょ！

ＧＭ：ケラススは、ちょっとうんざりした感じで言います。「やめとけ、やめとけ」

れい：どうして？　だって、あんたの下で告白すると、永遠に結ばれるのよ！

ＧＭ：「そんなの、あくまで噂だろ？　俺には、そんな力はねえよ」

れい：そんなぁ……。でもさっ、成功してる人、いっぱいいるのよ？

ＧＭ：「そりゃ別に……俺の下じゃなくたって、告白すりゃ、成功する奴やつもいれば、失敗する奴もいるだろうよ。そんだけだろ」

れい：えー、やだやだやだ！

ＧＭ：「やだって言われてもよ……そりゃ、俺だって目の前で告白してんだから、うまくいって欲しいけどな。だからって、別に特別な力があるわけじゃねえし……たとえば、あのカップルとかさ」──ケラススの枝が示しめす先には、一組の男女が歩いています。

れい：あら……っ！　しーっ、静かに♡

ＧＭ：中等部の生徒かな、男の子の方が、あきらかにラブっぽい空気を出してるんですが、女の子の方は、無表情に、冷たいリアクションをしている……そんな二人です。「あれとかなぁ、いくら俺の下で告白したって無理だろ」

れい：えー……そうなのかなぁ……。

ＧＭ：では、そこで──れいの上から、声がします。「いいえ、そんなことはありません。あの二人なら、うまくいくでしょう」

れい：え、だ、誰……？

ＧＭ：「ロボ子は星川ロボ子。星川修太郎お兄様の、妹です」

れい：（ハッとして）──ほっしーの！　はっ、はじめまして！　ハングリー精せい神しんだけはいっちょまえな、光月れいですっ!!（一同爆笑）

透子：なんだその自じ己こ紹しよう介かい（笑）。

れい：体の半分は愛でできてます！　ええと、あの、ほっしーとは、まだプラトニックな関係ですけれども、その──息子むすこさんを、あたしにくださいっ!!

ＧＭ：「妹です。妹」

れい：あ、間ま違ちがえた。えっと、じゃあ、お兄さんを！　あたしにください！

透子：（苦しげに前まえ屈かがみになって）……す、すっごい……興こう奮ふんしてる……っ（笑）。

ＧＭ：ロボ子は、シュタっと、れいの隣となりに下りてきます。「落ち着いてください」（一同笑）

れい：はっ、はい！　すいません！

ＧＭ：「この妹型メイドロボであるロボ子には、あのカップルのエンディングが見える！」

れい：本当ですか！　す、すごいです！

透子：な、なんで……敬けい語ご……っ（一同笑）。

ＧＭ：ロボ子は、ふふふ……と不ふ敵てきに笑う。「ロボ子の、多次元因いん果が律りつ干かん渉しよう型ラブナビゲーションシステム、通つう称しよう〝ラブラスの魔ま〟さえあれば、幸せなエンディングを迎むかえられます」

透子：……ラブプラスの魔？

ＧＭ：「ラブラスの魔です。この世界に存そん在ざいするラブ原子を観かん測そくすることで、恋れん愛あいに関する過か去こ・現げん在ざい・未来を見通すシステムです。どうです、すごいでしょう」

れい：はい、すごいです！

エナ：即そく答とうしたぞ（笑）。

ＧＭ：「あなた、すごくリアクションがいいですね。ロボ子はとても気分がいい」（一同笑）

エナ：本気で目がキラキラしてるもんね（笑）。

ＧＭ：「いいでしょう、本来ならば、お兄様のためにしか使わないはずの、この力、特別に、少々ご披ひ露ろうしましょう。フラグレーダー、ルートスキャナー、起動！　スキャン開始……終しゆう了りよう、ラブナビゲーション開始！」

れい：すごい、すごいわ！

ＧＭ：ロボ子がカップルに向けて腕うでを突つき出だすと、そこに発はつ射しや口こうが開きます。

修太郎：ちょっと待て、何するつもりなんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：「イベントミサイル、起動！」──その叫さけびと同時に、ロボ子の腕から、ミサイルが飛び出し、カップルの足下に着ちやく弾だん！　爆発する！

一同：なにやってんだ──────────っ!?（爆笑）




「危あぶない！」

　男の子が、女の子をかばい、ふたりは爆ばく風ふうに煽あおられ、倒たおれ込こむ。

「ちょ、ちょっと、なにかばってんのよ……え、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ぐ、ぐふっ……いいんだ、キミが、守れれば……。最後に……ずっと言いたかったことを……伝え……す……き……だ」

「あ、あたしも！　あたしも好き！」




ＧＭ：──そしてふたりは、がしっと抱だき合あいます。

透子：えぇ～？（一同笑）

れい：すごい！　すごすぎる！　あたし、もう感動して、泣いてる！

一同：泣いてる────────っ!?

ＧＭ：「そ、そう！　そうです！　ロボ子はすごい、すごすぎるのです！」

修太郎：……このふたり、出会わせてはいけなかった……（笑）。

ＧＭ：「ロボ子はこのすごい力で、お兄様に、運命のメインヒロインと、最高のエンディングを迎むかえていただくために来ました」

れい：はい！

ＧＭ：「ロボ子はそのために、メインヒロインを探さがして、学園中を回るのです」

れい：あのっ、そのメインヒロインの候補に、わたくしも入っておりますでしょうか！

ＧＭ：「ふふふ……あなたは、とても見所があります。ロボ子的に高ポイントです」

れい：本当ですか！　ありがとうございますっ！

透子：それ、れいがお前のこと褒ほめてくれるからってだけじゃないのか？（笑）

ＧＭ：「しかし、お兄様のために、きちんと見極める必要がありますね。好感度スカウター、起動！」しゅん、と片目を覆う好感度スカウター。

修太郎：さっき壊こわれてたのに……（笑）。

れい：…………！（[image: ←]緊きん張ちようしている）

ＧＭ：「ほほう、なかなかの好感度……い、いや、こ、これは！　80、90──馬ば鹿かな、まだ上がるだと!?　なんてこと、これ以上は計測不能……！」ロボ子が叫んだところで、好感度スカウターが、「ボンッ！」と音を立てて爆発します（一同笑）。

修太郎：さっきと同じじゃないか!!（笑）

透子：そのスカウター、本当に正せい常じようなのか……？（笑）

れい：やだもう！　すっごい嬉うれしい！　ねえ、ちょっとケラスス聞いた？　ねえねえ！

ＧＭ：「お、お前ら、そんなことより、あいつ、ケガしてるんじゃないのか？　保ほ健けん委員会に連れん絡らくしたほうがいいだろ」

修太郎：いいやつだな、ケラスス（笑）。

エナ：しかも常識人だよね（笑）。

ＧＭ：まあ、ロボ子の言うとおり、ダメージはないようで、ちょっと煤すすで汚よごれたりしつつ、「もっと早く、素す直なおになっていればよかったわ」「僕たちが結ばれたのも、あのミサイルのおかげだね」みたいな会話をして、イチャコラしてますよ。

エナ：……やにおの出すモブは、どうしていつもそんなボンクラなんだよ（笑）。

ＧＭ：ボンクラじゃない！　彼かれらは、彼らの人生を生きているっつうの！　……ええと、なんの話だっけ……ああ、そうだ、ロボ子は壊こわれたスカウターを見て、真ま顔がおになる。「……しかし、こんなところにも、お兄様への好感度ガンギマリのヒロインがいるとは」

れい：ヒロインって言われて嬉しい……（一同笑）。──あたし、光月れい！　一ひと目め惚ぼれ枠です！　よろしくね！　って、ぺこってする！

ＧＭ：「なるほど、一目惚れ枠ですか……。さすがロボ子のお兄様。ちょっと歩いただけで、フラグの立ったヒロインだらけですね」

れい：そうなの！　ほっしーのモテ方は、異い常じようなのよ！　やばいの！

ＧＭ：「……なるほど。あなた、お兄様について詳くわしいようですね。……実は、ロボ子は……お兄様のことをあまりよく知らないのです」

れい：そうなの？　妹なのに。

ＧＭ：「確かに妹ですが、まだ生まれてから一週間ほどなので」

れい：そうなんだ！　……あ、ネジ！　え、ロボ子ちゃんて、ロボなんだね！（一同笑）

透子：な、なんだ、この会話……（笑）。

ＧＭ：「光月れい、あなたはロボ子にとても優しいし、いい人のようですね。お兄様のこと、教えてください。代わりに、ヒロインポイントおまけしておきます」

透子：いいのかそれで!?（一同笑）

れい：わかった！　これからよろしくね、ロボ子ちゃん！




　こうして──もしかしたら、出会ってはいけなかったかもしれない、波長の合いすぎるふたり、光月れいと星川ロボ子は出会ってしまった。







◆Opening03◆兄になれなかった男　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　大通りから、数本奥おくへと入った細い裏うら路ろ地じの奥に、そのバーはあった。

　薄うす暗ぐらく、静かにジャズの流れる店内。磨みがき抜ぬかれたバーカウンターに突っ伏して、彼は、震ふるえる手でグラスを傾かたむけていた……。




修太郎：あ、アカデミアだよね、ここ……（笑）。

ＧＭ：そうです。市街区の片かた隅すみにある、生徒向けのノンアルコールバー。バーカウンターでは、白衣を着た、小こ柄がらでぽっちゃりした男が、サイダーのグラスを手に潰つぶれている。

エナ：その横に座すわってよう。これ、黒くろ沢さわＡ太郎だよね？（笑）
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ＧＭ：そうです。Ａ太郎は、「くそー、やってられるか！　……ヒック」と呻うめきながら、サイダーをラッパ飲みしています。

エナ：Ａちゃん……そんな飲み方、体に悪いよ……（笑）。

ＧＭ：「いいんだ、もう俺なんかどうなっても……ゲップが止まらなくなってもいいんだ」

エナ：こんなにヤケになって……一体どうしたんだ……。

ＧＭ：「この俺が、苦く難なんの末に完成させたアレが……妹型メイドロボが、あろうことか──俺を兄と認みとめず、他の男を兄と認にん識しきしたのだ！」

エナ：う、うん、意味わかんないけど、それはヤバいね（一同笑）。

ＧＭ：「そして、『ロボ子はお兄様のために活動します』などと言って、出ていったのだ！」

エナ：迷めい惑わくなものを解とき放はなってくれたなぁ……（笑）。

ＧＭ：「せっかく、妹が……理想の妹ができるはずだったのに……！」

エナ：う、うん……予想通り、ブロッコ級のボンクラだった（笑）。あたいのシナリオロイスは、こんな奴やつばっかりだなぁ……（笑）。

ＧＭ：「しかもだ、エナくん。あのロボ子は、ただの妹型メイドロボではないのだ」

エナ：そもそも、〝妹型メイドロボ〟がなんだかわからないけど、そうなんだ。

ＧＭ：「そうだ。ロボ子には、多次元因果律干渉型ラブナビゲーションシステム、通称〝ラブラスの魔〟が搭とう載さいされている」

エナ：ラプラスの悪あく魔まのこと？

ＧＭ：「いいや、違ちがう。世界をただ解かい析せきしても、未来は予よ測そくできない。しかし、この俺の作り上げた〝ラブラスの魔〟は、世界をギャルゲーとして認識することで、未来のルートを予想し、操そう作さすら可能としたのだ！　この力で俺は新世界の神になるはずだった！」

エナ：うん。全然意味わかんないけど、なるほどね。あたい天才だからわかるよ。

ＧＭ：「わかってくれるかい、エナくん……」

透子：いや、「意味わかんない」って言ってたぞ（一同笑）。

ＧＭ：「苦難の末、この俺はロボ子を完成させた──しかし、起動したロボ子は、『あなたなどお兄様ではありません。ちなみにフラグレーダーを起動してみましたが、あなたにはひとつのフラグも確かく認にんできません』などと言ったのだ！」

エナ：ひ、ひとつのフラグも……（笑）。

ＧＭ：「そうだ、『突とつ入にゆう可能なルートも、ひとつもありません』とも言った！」

れい：かわいそう……。

ＧＭ：「かわいそうじゃない！　俺はかわいそうじゃないぞ！」

エナ：（沈ちん痛つうな声で）Ａちゃん……そんなに彼かの女じよ欲ほしかったの？

ＧＭ：黒沢くんは両手で髪かみをかきむしり、「ウオアアアー！」と叫さけぶ（一同笑）。

修太郎：かなしすぎる……。

ＧＭ：「うっ、うう……フラグ、ゼロってことは、ないだろ……。あるだろう……？　ひとつくらい……幼よう稚ち園えんの頃ころとかさぁ」

一同：…………（悲しげに顔を背そむける）。

エナ：Ａちゃんへのロイスは、そうだな……「Ｐ：すごい／Ｎ：つらい」で取ろう。

修太郎：すごくつらい人みたいになっちゃってる！（笑）

ＧＭ：さて、そんなところで、バーカウンターを、すーっと、牛ぎゆう乳にゆうの入ったコップが滑すべってきます。で、影かげの薄うすいバーテンダーが「あちらのお客様からです」と、カウンターの端はしを示す。

エナ：影の薄い……って、もしかして、シャド田くん？

ＧＭ：「いらっしゃいませ、影田です」──はい、影田くんですね。
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修太郎：ってことは、カウンターの端には……。

ＧＭ：雲雀ひばりがいます（一同笑）。「やあ、エナくん」

エナ：なにしてんの、ひばりちゃん（笑）。
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ＧＭ：「少し、エナくんに話があってね、その、黒沢くんの造つくったロボの話だ」──黒沢くんは、カウンターでつぶれて、寝ねています。

エナ：あの、メイド型妹ロボだか、ロボ型メイド妹だかいうやつ？

ＧＭ：「実はこの数日、学園内で、謎なぞの通とおり魔まが出しゆつ現げんしていてね。それがどうも、機械の体を持っているらしい」

エナ：ふんふん。それがＡちゃんのロボだってこと？

ＧＭ：「それはまだわからない。ただ、気になることがあってね。襲われたのは全員オーヴァード生徒で──その通り魔と遭そう遇ぐうした際さい、エフェクトが使用できなくなったと言っている」

エナ：エフェクトを封ふうじる能のう力りよく……それはヤバいね。その通り魔を捜さがして欲しい、って話？

ＧＭ：「いや、そうじゃない。事件は風紀委員会が捜そう査さしている」

エナ：そうだよね。

ＧＭ：「黒沢くんのロボが今朝、高等部校舎に現あらわれ、星川ロボ子と名乗ったらしい」

エナ：星川……ってことは。

ＧＭ：「うん。そっちの、会長くんを兄だと認識したようだね、理由はわからないが」

エナ：また、しゅーたろーは変なフラグ立てて……（笑）。

ＧＭ：「ま、会長くんについてくるなら、第三生徒会で監かん視しをお願いしたいんだよね。通り魔事件と関係があるかわからないけど、なにしろ、この黒沢くんの造ったロボットだ。方ほう向こう性せいはともかく、性せい能のうはすごいだろうしね」

エナ：Ａちゃんは、あたいの次くらいに天才だからなー。うん、わかった、監視しとく。

ＧＭ：「頼たのんだよ、エナくん」

エナ：んー……これさ、理由なかったら別にいいんだけど、一いち応おう聞いておこう。──なんでこんな、人目につかない場所選んで、その話してきたの？

ＧＭ：「……うん、まあ、ちょっと、今あんまり、揉もめ事ごとは表おもて沙ざ汰たにしたくないんだよね。通り魔の件も、風紀委員会には、内ない密みつに捜査してもらっている」

エナ：そうなんだ。どうして？

ＧＭ：「この間の事件で、学園全体で、生徒の暴ぼう走そうが発生しただろう？」

エナ：うん。

ＧＭ：「あれで、運営機関カウンシル内部では、生徒、特にオーヴァードの管理を強め、自じ治ち権けんや自由を制せい限げんしよう、って声が大きくなっていてね」

エナ：あー……それは、そうなるだろうなー。

ＧＭ：「当然ではあるね。それで、運営機関カウンシル内でも、元々、オーヴァード生徒の行動を厳きびしく管理すべき、と主しゆ張ちようしていたＵＧＮの一いつ派ぱ──〝管理派〟が強くなってる」

エナ：……あたいが言うのもなんだけど、その〝管理派〟の言うことも、一理あるよね。

ＧＭ：「そうだね。でも、僕は今のアカデミアが好きだからね」

エナ：……ひばりちゃんはさ、オーヴァードじゃない、一いつ般ぱん生徒でしょ。オーヴァードが、その気になれば自由にエフェクト使えるの、怖こわくない？

ＧＭ：「僕は──」




　雲雀は、オレンジジュースの入ったグラスを揺ゆらしながら、微笑ほほえんだ。

「僕は、みんなで幸せになりたいね」

「そっか、まあ、ひばりちゃんらしいね」

　エナはそう言って──牛乳を飲のみ干ほした。



ラプラスの悪魔　すべての事象を把握し、計算可能な架空の超存在。フランスの数学者ラプラスが提唱した。









　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆世界ギャルゲー化計画　Scene Player ─── 星川修しゆう太た郎ろう




　今朝のロボット少女は、一体なんだったのだろう……。

　気になりつつも、放課後、修太郎は第三生徒会本部にやってきた。

　扉とびらを開けた修太郎の目に飛とび込こんできたのは──。




ＧＭ：ロボ子が机つくえの上に仁に王おう立ちになっています。「いいですか、この世界をギャルゲーとして認にん識しきすることで、フラグ、イベント、ルート──そしてエンディングといった、運命を予よ測そくし、介かい入にゆうすることができるのです」

れい：（真しん剣けんな声で）はい！　先生！

修太郎：………………なにこれ。

透子：また、れいが騙だまされているのか。──と、修太郎の後ろに立って。

れい：ちがうわよ。この子、ロボ子ちゃん。ほっしーの妹なのよ！（一同笑）

修太郎：いや、あのね、れいちゃん……それは僕ぼくの妹では……。

ＧＭ：「ロボ子はお兄様の妹です」

修太郎：くっ、人の話を聞かないロボだ！（笑）

エナ：じゃ、そこで、あたいも登場しよう。──そいつは、Ａちゃんの造つくったロボだよ。

ＧＭ：ロボ子はエナを見ます。「お父様を知っているのですか？」

一同：お父様!?

エナ：（しみじみと）そうだよねー、妹型ロボとか言っても、造った人はお父様になっちゃうよねー、そりゃそうだよ、Ａちゃん……。




　第三生徒会本部に全員が集合し、ひとまず、エナからロボ子について説明された。




透子：……なるほど、恋れん愛あい支し援えんロボ、といったところか。

れい：そっか、妹じゃないんだ。

ＧＭ：「いえ、妹です」（一同笑）

透子：というか、お前は、なぜ自分のことを修太郎の妹だと思っているんだ？

ＧＭ：「？」……ロボ子は不思議そうな顔で透子を見ます。

エナ：なんか、思おもい込こんでるっぽいね。

ＧＭ：「ロボ子は、お兄様に幸福なエンディングをもたらすためにやってきました」

修太郎：あのね、その、まあ幸福とかはありがたいんだけど、僕の妹はちゃんと別にいるっていうか、それに、そんなフラグとかは別に──。

ＧＭ：（さえぎって）「三日後」

修太郎：あの、話聞いてる？（一同笑）

ＧＭ：「お兄様は伝説の木の下で、メインヒロインとグッドエンディングを迎むかえます」

透子：……その、エンディングとやらを迎えると、どうなるのだ？

ＧＭ：「いい質しつ問もんですね、御み影かげ透子。『グッドエンディングを迎えたならば、メインヒロインと永えい遠えんに結ばれるであろう』……」と、遠い目になる。

修太郎：なんでそんな予言者みたいな顔してるの（笑）。

ＧＭ：「お父様の真ま似ねです。『永遠に結ばれる、すなわち俺おれの嫁よめである』──と」

透子：ふむ……嫁か。なるほどな。

修太郎：いやいや、透子ちゃん、「いいこと聞いた」みたいな顔しないで！（笑）　ていうか、みんな、まだ高校生なんだから、そんなの無理でしょ。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです。ロボ子には、そういった事じ態たいに対たい応おうした機き能のうも搭とう載さいされています」

エナ：ま、まさか……。

ＧＭ：ロボ子の目からビーっと光が出ると、空中にホログラムで「この物語に登場する人物は、全員18歳さい以上です」と浮うかび上あがる。

一同：やっぱりか！（笑）

エナ：……まあ、よくわかんないけど、三日後に、ケラススのとこで、修太郎と、誰だれだかわかんないけど、メインヒロインが結ばれるって話ね。

ＧＭ：「その通りです。素す晴ばらしい理り解かい力りよくですね。さてはあなたは、天才ですね」

エナ：そう！　あたい天才！（一同笑）

透子：ちなみに、グッドエンディングというが、他のエンディングになったらどうなるのだ。バッドエンディングとか。

ＧＭ：「ロボ子は、フラグレーダーやルートスキャナー、イベントミサイル、そしてセーブ・ロード機能により、バッドエンドへの分ぶん岐きを回避することができます」

修太郎：ちょっとまって。その、セーブ・ロード機能ってなに!?（一同笑）

ＧＭ：「ある時点でデータをセーブし、ロードすることで巻まき戻もどすことができます。やってみましょうか」──と、ロボ子は懐ふところからハンマーを取り出します。

修太郎：ちょ、ちょっと、それ、なに？

ＧＭ：「これはロードハンマー、これで叩たたくことにより、お兄様の記き憶おくを、以前セーブした時点まで巻き戻すことができます」

修太郎：殴なぐって記憶を消そうって話だよねそれ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「ともあれ、こういった装置を駆く使しして、ロボ子は三日後に、ヒロイン候こう補ほの中から、お兄様の運命のヒロイン、メインヒロインを決定します」

修太郎：え、キミが決めるの？

ＧＭ：「決めます」

修太郎：ぼ、僕の意思は……？

透子：ふむ、そのヒロイン候補というのは、何人くらいいるのだ？

ＧＭ：「今のところ、御影透子と光月れい。それから、クラスにいた影かげの薄うすい──」

れい：また、小石ちゃん……。

透子：……ちっ。（[image: ←]舌した打うち）

ＧＭ：そこで──ガラガラーッと窓まどが開きます。「小生のことも、忘わすれてもらっては困こまるでありま──────っす！」（一同笑）

修太郎：し、しねまちゃん……いたんだ（笑）。
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ＧＭ：するとロボ子は、窓をピシャッ、カーテンも閉しめる。「──今のところ、その三人です」（一同笑）

れい：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：「ヒロイン候補は他にもいるでしょう。ロボ子は三日後までに、学園中を巡めぐり、ヒロインを探さがし、イベントを消化し、フラグ管理をしなくてはいけません」

修太郎：つまり、どういうこと？

ＧＭ：「お兄様は、ロボ子と一いつ緒しよに学園中を回ってください。ロボ子は学園のすべてを、生徒のすべてを見るのです。ロボ子は生まれた研究室と、教室と、木のところくらいしか見てませんし、もっと色々見たい」

修太郎：後半お前の願望じゃないか！（笑）

エナ：んー……ねえ、ロボ子ちゃん、とりあえず、この建物のあちこち見てきたら？

透子：……む？

ＧＭ：じゃ、ロボ子は、「なるほど。さすがは天才、いいアイデアですね。ロボ子、探たん検けんしてきます！」と言って出て行きますよ。

修太郎：どうしたの、エナちゃん？

エナ：ちょっと、ロボ子ちゃんに内ない緒しよで話したかったんだよね。──実は今、学園に、オーヴァードを狙ねらった通とおり魔まが出ててさ。それが、ロボらしいんだよ。

透子：ふむ。あいつが、その犯はん人にんかもしれないというわけか。

エナ：なにせ、ミサイルとかハンマーとか持ってるしさ（笑）。

れい：でも、ミサイルの時も、ケガとかなかったよ？

エナ：まあ、ロボ子ちゃんが犯人だって決まったわけじゃないけど、一いち応おう、一緒に学園回って、見み張はってた方がいいと思うんだよね。勝手にフラフラされるよりは。

修太郎：なるほど……。

れい：あたしは、もちろん一緒に行くわ！

透子：ふむ。私わたしも、そのイベントや、ヒロイン候補とやらには興きよう味みがあるな。

エナ：ＯＫ。みんなで見張りつつ、隙すきを見て、あれこれ調べたりもしていこうか。

ＧＭ：──では、そんなところで、外からフレーズの声がします。「あわわ、だめですよ～」
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一同：お？

ＧＭ：フレーズが、ふわふわ浮うきながら、ロボ子を引ひっ張ぱってやってくる。「こ、この子が、勝手にあちこちに入ったり、物を動かしたりするんですよ～」

エナ：ああ、世話を押おしつけちゃった（笑）。

ＧＭ：もう、部屋に入ったら散らかしまくり、出したら出しっぱなし、みたいな感じだそうです。でもロボ子は、胸むねを張はってます。「ロボ子は悪くありません。この建物はお兄様のものなのでしょう？　なら、ロボ子の物といっても過か言ごんではありません」

修太郎：いや、僕のじゃないから、公共の建物なんだから。

ＧＭ：「そうですか……ごめんなさい」ロボ子はしょんぼりしてます。

修太郎：見て回ってきなよ、って言ったのはこっちだから、それはしょうがないけど。怒おこられたら、ちゃんと言うこと聞かないとダメだよ。

ＧＭ：「しょんぼり」

れい：かわいい～。

透子：そうか……？（笑）

修太郎：ま、ロボ子ちゃん、その三日後まで、学園中を回るのは付き合うよ。

ＧＭ：「ありがとうございます、お兄様」

修太郎：その呼よび方かたは……まあ、もういいや……（笑）。

ＧＭ：「そうだ、ロボ子忘れていました。この、幽ゆう霊れいみたいなふわふわした人に、好感度スカウターを使ってみるのです」

れい：あ、それ気になる！

ＧＭ：で、フレーズが「え？　え？　ちょっと、やめてください～」とか怖こわがるところに、スカウターを向けて、ピピピ……。「ふむ、75、85……ちょっと数すう値ちが安定しませんね。幽霊っぽいからでしょうか」。

れい：でも、高いよね？

ＧＭ：「そうですね。さすがは、第一話のヒロインといったところですか」

修太郎：第・一・話！（一同笑）

エナ：やっぱり、よくわからない単語が入ってくるな。さすがＡちゃんの技ぎ術じゆつ、あたいですら理り解かいできない部分があるとは……第一話とは一体……（一同笑）。

ＧＭ：「ついでに、天才の人にも使ってみましょうか」

透子：お、それは気になるな。

ＧＭ：「えいっ」ピピピピ……（エナに）どうなるの？

エナ：ああ、あたいが決めていいのか（笑）。んー、そうだな、じゃー、数値が、極きよく端たんに大きくなったり、小さくなったりする。

ＧＭ：「う～ん、よくわかりません」──お！

エナ：どした？

ＧＭ：すごい、シナリオに書いてあった。「エナに好感度スカウターを使う。『う～ん、よくわかりません』」って（笑）。

修太郎：ばっちり的中している（笑）。

れい：ん～……？（難むずかしい顔）

透子：どうした、れい？

れい：好感度って……ほっしーにどのくらい好かれてるか、って話じゃなくて、もしかして、こっちから、っていう話？

透子：そうだ。

れい：そうだったのかぁ～……がっくし……（一同笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです、光月れい。ギャルゲーでは、好感度がもっとも高いキャラこそ、もっともメインヒロインに近い。あなたは有力候補です」

れい：そうなんだ！　よっし、がんばるぞ～！

修太郎：えーと、僕の意思……いや、もういいです、はい……（笑）。

れい：どうしたら、メインヒロインになれるのかな？

ＧＭ：「ヒロイン候補を探し、イベントを消化していきます。その間、ロボ子の前でヒロインらしい行動を取ることで、メインヒロインに近くなるでしょう」

れい：わかった！　あたし、がんばる！

透子：ヒロインらしい行動か……ふっ、造ぞう作さもない。

エナ：また、ろくでもない勝負が始まってしまうのか……しゅーたろー、がんばれ（笑）。

ＧＭ：「それでは、お兄様、いざ、運命のヒロイン探しに出発です。学園中のヒロイン候補を見て回り、学園のあちこちでイベントＣＧを埋うめていきましょう！」

修太郎：イベントＣＧってなんだよ!?（一同笑）




　数多くの謎を抱かかえつつ──ロボ子と第三生徒会の、ギャルゲー的ツアーが始まった。







◆Middle02◆ロボ子の学園漫まん遊ゆう記きその一　Scene Player ─── 星川修太郎




「お兄様見てください！　飛行機！　飛行機ですよ！」

　──学園島、空港。ロボ子は飛行機を見て、大変興こう奮ふんしていた。




修太郎：こ、子こ供どもだ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、学園を端はしから見て回ろう、というツアー。まずは空港に来たのですが、ロボ子は飛行機とか車とかに興奮してます。

透子：空港か……こんなところに、ライバルがいるのか？

ＧＭ：とりあえず、学園島を全部見て回ろう、という感じですね。「わー、お兄様、見たことのない車です！　階かい段だんがついていますよ！」

透子：既すでに当初の目的を忘わすれ去さっているな（笑）。

ＧＭ：「……はっ。ええと……空港には、お兄様に恋こいする者はいないようです」（キリッ）

エナ：そりゃ、いないだろうね（笑）。

ＧＭ：「では、次に行きましょう」──と、空港を離はなれます。こんな感じで、あちこちを見て回っていきます。
















　続いて一行がやってきたのは、初等部校こう舎しや群ぐん。




ＧＭ：ロボ子はしゃがみこんで、初等部の生徒相手に、「どうですか？　お兄様のこと好きですか？」と尋たずねています。

修太郎：なにやってんの!?（笑）

ＧＭ：「好感度スカウター起動！　……反はん応のうしない。あなたに用はありません、子供よ」解放された初等部の生徒は、なんだか釈しやく然ぜんとしない顔で、走っていきます。

修太郎：ご、ごめんね……（笑）。

ＧＭ：ロボ子はきょろきょろしてる。「このあたりには、子供しかいないですね、お兄様」

修太郎：そりゃ、初等部だからね。

ＧＭ：「学園というのは、18歳以上しかいないと思っていました」

透子：なんだその知ち識しきは（笑）。

ＧＭ：どうやら、ロボ子は、ギャルゲーとか恋れん愛あいゲームと呼よばれる、ゲーム由ゆ来らいの知識しか持っていないようですね。「お兄様、この学園はキャラが多すぎます」（一同笑）

修太郎：こ、困こまったもんだ……。まあ、普ふ通つうに、ここは初等部で、あっちが中等部で……って説明してよう。

ＧＭ：「さすがお兄様、物知りです！　ロボ子のハードディスクにはない情じよう報ほう！」

透子：お前のハードディスクには碌ろくな情報が入ってないだろ（笑）。

れい：かわいいな～、ロボ子ちゃん！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、そんな感じで、高等部校舎群のあたりまでやってきました。

エナ：あ、スペリオルミックス買っていい？

ＧＭ：そうですね、ここまでタイミングなかったし、二回まで購入判定していいですよ。

エナ：サンキュー。じゃ、〈調ちよう達たつ〉の判はん定ていする……（ダイスを振ふる）ん、よし。二個目は財ざい産さんポイント使ったけど、二個買えた。

ＧＭ：けっこう高いんだけどね。さすが、〈調達〉７レベル。

エナ：んじゃこれを、そうだな……修太郎と、透子ちゃんに渡わたそう。

修太郎：ああ、いつも紅之介がくれるジュースだ！（一同笑）　ありがとう、エナちゃん。

透子：登場の侵蝕率が下がるやつか。ありがたい。助かるぞ、ちっこいの。

ＧＭ：──では、そんな感じで、キミたちが買い食いとかしつつ、校舎群のあたりを歩いていきますと、清せい掃そう活動中の、美化委員会と遭そう遇ぐうします。

修太郎：お疲つかれ様さまです、ギルバートさん、ヴィペラさん。

ＧＭ：（早口で）「フッ、誰だれかと思えば、第三生徒会の諸しよ君くんではないか。何だね、この美しき美男子、ギルバート・エデンに会いに来たのかね？　見ての通り、我われ々われは仕事中だ。だがまあ、なんだ、親友である星川修太郎がどうしてもと言うのであれば──」
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透子：ギルバート、邪じや魔まだ。お前はどうでもいい。

ＧＭ：「なん……だと!?」

透子：（無む視しして）おい、ロボ子。ちょっとこの女を見てみろ。

ＧＭ：では、ロボ子がすたすたとヴィペラの前に行きます。「このロボットは何ですか？」「ロボ子です。あなたの好感度を計ります」「はあ、どうぞ」ピピピ……。
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透子：どうだ、ロボ子？

ＧＭ：「好感度83。なかなかの数値ですね。第二話でだいぶ上がったみたいです」

透子：……やはりか。

ＧＭ：ヴィペラは困こん惑わくしています。「第三生徒会、これは一体何の真ま似ねですか？」

修太郎：えーと、なんだか、僕に対する好感度を調べている……と、まあ、本人は言ってるんですが、その……すいません、仕事の邪魔して（一同笑）。

ＧＭ：「星川修太郎に対する好感度ですか。低くはないと自負していますが」

れい：ちょっとちょっと！　なんか余よ裕ゆう！

エナ：つか、好感度とか受け入れちゃうんだね（笑）。

ＧＭ：そこで、ロボ子とヴィペラの間に──シュタッ！　クルクル！　と、ギルバートが割わって入ります。「何、星川修太郎への好感度だと？　馬ば鹿か馬鹿しい！　そんなものを計ってどうするというのだ？　うん？」──と言いつつ、ロボ子をチラッ（一同爆笑）。

透子：（嫌いやそうに）計って欲ほしいのか……。

ＧＭ：「べ、別に計って欲しいわけではない。わけではないが、まあ、どうしても計りたいというなら、好感度のひとつやふたつ、構かまわんよ。友ゆう情じよう的な意味で」チラッ。

エナ：う、うっとうしい……（笑）。

ＧＭ：で、チラチラ見られたロボ子ですが──「では、次の場所に行きましょうか」と、ギルバートを華か麗れいにスルーします（一同笑）。

エナ：異い性せいしかチェックしないのかなー。

ＧＭ：とりあえず、ギルバートには反応しないですね。ヴィペラには「あなたのことは、お兄様のメインヒロイン候補として登録しておきます」と言う。

れい：登録されちった！

ＧＭ：さて、そんな感じで、次の場所に行きましょうか。

修太郎：ご、ごめんギルバートさん……またね。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：やってきたのは、高等部校舎群の一角。運動用の、グラウンドのひとつです。

エナ：高等部だけでも一万人の生徒がいるからなー。グラウンドも10個くらいは必要だ。

ＧＭ：ですね。──で、そのグラウンドで、なにやら生徒たち同士が揉もめているようです。風紀委員会が来ていて、一応、両サイドを押おさえているんですが、止まっていない。

れい：喧けん嘩かかな？

ＧＭ：風紀委員会の中には、委員長であるベアトリスもいます。で、「貴き様さまら、いい加か減げんにせんか！」と怒おこっている。
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修太郎：どうしたんですか、ベアトリスさん。

ＧＭ：「む、なんだ。第三生徒会のボンクラどもか」

れい：ベッキー、ひどいわ！（笑）

ＧＭ：「ベッキー言うな！　……光月れい、お前は来るな。余よ計けい騒ぎになる」

れい：なに？　どゆこと？　どうしたの？　って言って、そっち行く（一同笑）。

修太郎：れいちゃんの興味を引いてしまった……（笑）。

ＧＭ：ロボ子が、「いちおう、あの女もチェックしておきますか？」。

れい：うん、しといて！

ＧＭ：ではベアトリスに、ピピピ……。「好感度たったの５か……ゴミめ」（一同笑）

れい：よかったぁ……（笑）。

ＧＭ：ベアトリスは、キミたちが近づいて来たので、嫌いやそうな顔してます（笑）。「余計なことをするな。今、オーヴァード野球部とオーヴァードサッカー部で、グラウンドの使し用よう権けんで揉めているのだ」

エナ：オーヴァード系けいの運動部か……厄やつ介かいだね。

ＧＭ：「グラウンドの使用権はサークル連合の管かん轄かつだがな、騒ぎになっては、我々も動かないわけにはいかん。……しかし、ラチがあかんな。制せい圧あつするしかないようだ」

修太郎：ちょ、ちょっと待ってください。話し合いで解かい決けつしましょうよ！

ＧＭ：「連中、頭に血が上っていて、聞く耳もたんのだ」

修太郎：だからって……。じゃあ、グラウンドに下りて──ちょっとちょっと、やめましょうよ、って間に入ろうとする。

ＧＭ：部員が「うるせえ！」と叫さけぶと、風が渦うず巻まいて、修太郎は吹ふき飛とばされます。

修太郎：うぼあ────────っ!?（笑）

エナ：しゅーたろーは、なんか、やられる時、いきいきしてるなあ（笑）。

ＧＭ：「お兄様になんということを……！　あのような、自じ制せい心しんの低い者に自じ律りつ行動を許きよ可かするのが間ま違ちがいなのです。管理者がコントローラーで操そう作さすればいいではありませんか」

透子：こいつ、人間のことをよくわかってないぞ（笑）。

修太郎：うーん、困ったな……。もし、それが可か能のうでも、ちゃんと納なつ得とくして、計画とかシステムを改良してさ、そうじゃないと、解決にならないんだよ。

ＧＭ：「むう、そういうものですか……」

れい：ほっしーの言うとおりだよ、言葉でしか解決しないこともあるんだよ。

ＧＭ：そこで、さらにヒートアップしたサッカー部と野球部の代表が、制せい止ししていた風紀委員を振ふり払はらい──互たがいに、オーヴァードの能のう力りよくで攻こう撃げきしようとします！




「前々から気に食わなかったんだよ、そこの、棒ぼうきれ遊び部が！」

　サッカー部のエースストライカーが、サッカーボールと共に宙ちゆうに浮うかびあがる！

「なんだと、この玉たま蹴けり野や郎ろうが！」

　野球部の主しゆ砲ほうがバットを構かまえると、バットが渦巻く炎ほのおに包まれる！




一同：大だい惨さん事じだ────────!?（笑）

修太郎：ちょ、ちょっとそれ、止められますか？

ＧＭ：割って入れば、両方の攻撃を受け止めることができます。ダメージ喰くらいますが。

修太郎：〝魔ま眼がん〟を召しよう喚かんしつつ、飛とび込こみます！

ＧＭ：では、エフェクトを使用した攻撃を二回、受けてもらいましょう。




　風を纏まとって螺ら旋せんを描えがくサッカーボール。炎に包まれ分ぶん裂れつして射しや出しゆつされるバット！

　それらが、飛び込んだ修太郎に直ちよく撃げき。グラウンドに爆煙が吹ふき上あがる。




ＧＭ：ダメージは、サッカー部が33点、野球部が40点ですが──。

修太郎：《グラビティガード》使って、ダメージは１点と７点……傷きずは受けるけど──バットを魔眼で絡からめ取とって受け止めて、そのバットで、サッカーボールを打ち返す！

ＧＭ：では、キミが体を張って攻撃を止めたのを見て、野球部は、スイングを終えたポーズのまま、ハッ！　とした表ひよう情じようになる。そして、ボールを打たれたサッカー部は、マウンドの上でがっくりと膝ひざを突つきます……。

エナ：何やってんだ、おまえらは（笑）。

ＧＭ：まあ、さすがに、エフェクトによる攻撃はまずい、というのを、止められて少し冷静になって、気づいたと。風紀委員の目の前ですしね。「す、すまない」「とんでもないことを……」と、青い顔で、修太郎に頭を下げます。

修太郎：いや、誰も大きなケガをしなくて、よかったよ。……ケガもなかったし、ベアトリスさんも、そんなに厳きびしくしない……で、いい、ですよね？

ＧＭ：ベアトリスは溜ため息いきをつきます。「……いいわけがなかろう。だがまあ、唯ゆい一いつの被ひ害がい者しやである貴様がそう言うなら、仕方あるまい」

修太郎：ふう、よかった……。じゃあ、その、グラウンドのこととかは、ちゃんと相談して、決まりを作って使うようにしてください。

ＧＭ：「ああ、そうするよ」「かばってくれて、ありがとう」汗あせを輝かがやかせ、爽さわやかに言うサッカー部と野球部。スポーツマンらしいですね。

エナ：スポーツマンは自分の競きよう技ぎの道具をあんな風に使わないよ（一同笑）。

れい：やっぱり、ほっしー素す敵てきだわ！　かっこいい！

ＧＭ：「そうですね、ロボ子もそう思います。今のは、お兄様の、圧あつ倒とう的てきな防ぼう御ぎよ力りよくで無力化された相手が、戦せん闘とう力りよくの差を悟さとり、敗北を認みとめたのですね」

透子：……ん？

れい：ちがうちがう！　ほっしーの、真心が伝わったんだよ！

ＧＭ：「マゴ……コロ……？」ロボっぽく困惑するロボ子。

れい：そう！　ほっしーの気持ちが伝わったんだよ！　素敵だよね。

ＧＭ：「選択肢によって、野球部とサッカー部の好感度が上がったのですか？」

れい：えっ？　……そ、そうなのかな……？

透子：あながち間ま違ちがってはいない……のか？（笑）

ＧＭ：──そんな感じで、騒ぎは収おさまり、風紀委員も、野球部とサッカー部も、解かい散さんしていきます。サークル棟とうに移い動どうして、相談する、ということです。

修太郎：よかったよかった。

ＧＭ：というところで、ものすごい勢いきおいで走ってくる人ひと影かげがあります。

一同：…………？

ＧＭ：「待て待てー！　オーヴァード生徒同士の喧けん嘩かだと!?　この〝居い合あい番長〟がいるからには、そのような無法は許ゆるさんぞ！」と叫さけびながら、日本刀を持った少女が走ってくる。

れい：千ち鶴づ香かちゃんだ。

ＧＭ：「即そつ刻こく、互いに剣けんを引くのだ！　……おや？」と無人のグラウンドの前で困っている、番長連三番隊番長、姫ひめ鶴づる千鶴香さんです。
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透子：こいつは、いつもタイミング悪いな。

エナ：つるつる、もう終わってるよ。

ＧＭ：「やめろ。私をその名で呼よぶな！　……またお前たちか。まったく、お前たちと会うと、ろくなことにならん。……とっ、特に、星川修太郎、お前は！」となんとなく赤面。

エナ：会えて嬉うれしい、みたいな反応か、これ。

透子：よし、ロボ子。行け！

ＧＭ：「了りよう解かい、好感度スカウター、起動！」ピピピ……！　「80台後半……。この人も高いですね。ヒロイン候補に入れておきましょう」

れい：やっぱりねー！

ＧＭ：「80？　何の話をしている？　ま、また破は廉れん恥ちな話か!?」

エナ：しゅーたろーへの、好感度だよ。

れい：どのくらい、ほっしーが好きか、みたいな話よ！　もうっ♡（笑）

ＧＭ：「すっ、好きなどと、ばっ、馬ば鹿かな！　そんなはずがあるか！　無礼者め！」千鶴香は、そう叫さけんで真っ赤になると、だだだーっと走り去っていきます（一同笑）。

修太郎：すごい勢いで走ってきて、走って帰っていった……（笑）。

ＧＭ：さて、そんなところで夕方──といった感じですね。

修太郎：今日はこのくらいにしようか。お腹なかもすいてきたし。

ＧＭ：「むむ……ロボ子、まだあまり、お兄様の役に立っていない気がします。候補は何人か見つけましたが……。ロボ子の力を、もっと見せつけたい。褒ほめられたい」

修太郎：いやまあ、十分すごいと思うよ（笑）。

ＧＭ：──というところで、修太郎の携けい帯たいに電話があります。第三生徒会本部から。

修太郎：本部から？　フレーズちゃんかな。もしもし。

ＧＭ：「あ、修太郎さん」──はい、フレーズでした。「あの、第三生徒会に、依い頼らいしたいって人が来てるんです。なんでも、急ぎの話らしくて」

修太郎：依頼？　なんか久ひさしぶりだな……（笑）。うん、わかった、戻もどるよ。




　グラウンドを離はなれ、第三生徒会本部に戻る修太郎たち。

　久しぶりの依頼に、足早になる一行の後ろで──ロボ子は、どこか不安げに、

「ロボ子は……お兄様のお役に立ちたい……」

　──と呟つぶやいた。



オーヴァード系の運動部　一部のサークルは、一般生徒向けとオーヴァード生徒向けに分かれている。オーヴァードと同時に活動するのが困難なためだ。なお、野球部、サッカー部、バスケ部といったメジャーな運動部は、それぞれ数種類のサークルに分かれていることが多く、サークル同士の対抗戦なども行なわれている。









◆Middle03◆ドキドキ☆デート大作戦！　Scene Player ─── 光月れい




　第三生徒会は、生徒たちの困こまり事ごとやトラブルを解決する組そ織しきである。

　生徒からの依頼を受けることは、本来の役やく割わりといえる。

　久しぶりの依頼に、第三生徒会の面々は張はり切きって本部に戻もどってきたのだった。




ＧＭ：さて、本部の応おう接せつ室しつに行くと、フレーズと、ひとりの女子生徒がいます。金きん髪ぱつ縦たてロールの、なんだかツンツンと高こう慢まんそうな人。

透子：見たことのない女だな。新キャラか。

ＧＭ：はい。フレーズが、「こちらは、高等部二年のジェーン・フォーリーヴスさんです。第三生徒会に依頼があるそうで……」と紹しよう介かいします。
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エナ：どんな人か知ってるかな？

ＧＭ：大金持ちのご令れい嬢じようで、気位が高い。大変美少女で、次々と告白されるのですが、毎回、けんもほろろに断ことわることで有名です。「待っていましたわ。わたくし、第三生徒会に依頼がありますの」

透子：偉えらそうな女だな。

れい：……っ!?（[image: ←]何か言いたそうに透子を見ている）

修太郎：どんな依頼でしょう？

ＧＭ：「わたくし、見ての通り、しょっちゅう、殿との方がたに言いい寄よられるのですけども──」

れい：ちっ……あ、ごめんなさい、舌打ちしちゃった。

透子：素で舌打ちしてた、今（一同笑）。

れい：いいから、続けて、続けて！（笑）

ＧＭ：「まあ、このわたくしに釣つり合あうような殿方もいませんし、この学園には、オーヴァードの力を学びに来ているので、いつも断っているのです……けど」

エナ：けど？

ＧＭ：ジェーンは、急にもじもじし始めます。「で、ですけど……その、まあ、たまには、誘さそいに乗ってもいいとも思ったのですが……でも、わたくし、実は、気が昂たかぶったり、緊きん張ちようすると、エフェクトが勝手に発動してしまうんですの……」

エナ：どんな能力なの？

ＧＭ：「確かく率りつ操作能力ですの。わたくし、力をあまりコントロールできなくて……わたくしに害はないのですが、周囲で事じ故こやトラブルが発生してしまうんですの」

修太郎：オルクス……かな。

ＧＭ：はい。オルクスの〝領りよう域いき〟を無む意い識しきに展てん開かいし、その内部、自分の周辺に不幸をもたらす、という能力ですね。

エナ：《支し配はいの領域》とかか。

ＧＭ：です。嫌なことでも嬉しいことでも、動揺すると周囲に不幸が発生する。そのため、ついたアダナが〝疫病神カラミテイ〟ジェーン。

エナ：なるほどねー。確かに、それはデートとかできないな。

ＧＭ：誘ゆう拐かいされそうな時とかには、役に立ってきたんですけどね。お金持ちですから。

透子：ふむ。告白されても断ってるのは、ちゃんと理由があったのだな。

れい：切ない……。

ＧＭ：で、もじもじしているジェーンが、さらに赤面していく。「け、けれど、今日の相手は、その、わたくしが行くまで待ってる……などと言っているのですわ……。それは困こまりますし、それに、わたくしも、その……」

れい：（嬉うれしそうに）行きたいんだ!?

ＧＭ：ジェーンは真っ赤になって、小さな声で「……はい」と答えます。

れい：恋こいする乙女おとめだわ！

修太郎：それで、僕たちに依頼っていうのは──。

ＧＭ：「その、わたくしたちの、デートを……成功させて欲しいんですの。エフェクトで周囲に、特に、相手に及ぶ不幸を、こっそりと防ふせいで頂いただければ……」

れい：わかった、まかせて！

透子：……しかし、毎回、デートのたびに護ご衛えいするのは無理だぞ。

ＧＭ：「い、一度だけでいいのです。それで、わたくしは……十分ですから……」

れい：え～、そんなこと言わないでよ！

修太郎：そのうち、コントロールできるようになるよ、きっと。

ＧＭ：ちなみに、ジェーンが、相手の写真を見せてくれます。「この方ですわ」──写真を見ると、すごく地味で平へい凡ぼんな男子生徒が写うつっている。名前は地味川くん（一同笑）。

エナ：適当な名前つけやがって！（笑）

修太郎：じゃあ、ジェーンさんのデートを手伝ってあげる感じでいいかな。

れい：あたし、この依頼やりたい！

エナ：うーん、でも、周囲に不幸が発生するって、すごい曖あい昧まいな能力だよねぇ。防ふせぐっていっても、どうしたらいいのか……。

れい：あー……そっか……。どうしよう……。

ＧＭ：「ふふふ、このロボ子にお任まかせください！」

透子：お。

ＧＭ：「デートイベントとあれば、このロボ子の〝ラブラスの魔〟システムにより、完璧に未来を見通すことができます。キラーン……エンディングが、見えた！」

れい：すごいわロボ子ちゃん！　さすがだわ！

透子：れいが、どんどんロボ子に心しん酔すいしていく……（笑）。

ＧＭ：「ロボ子の力があれば、デートで発生するトラブルを事前に予測して、防ぐことが可能です。お任せください、お兄様」

修太郎：確かに……それならいけそうだ。うん、じゃあ、ジェーンさん、任せて。

ＧＭ：「本当ですの!?　ありがとう、ありがとうですわ！」ジェーンは飛び上がって喜ぶ。

れい：かわいい～。絶ぜつ対たい、デート成功させようね！

ＧＭ：──では、デートイベントへと移い行こうしましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、みなさんは、市街区へとやってきました。デートを隠かくれて見守りつつ、トラブルに対たい処しよする、といった態たい勢せいになります。

れい：ドキドキしてきたわ……！

ＧＭ：待ち合わせ場所には、地味川くんが先に来ています。緊きん張ちようして真っ赤になっていて、手には、報ほう道どう部ぶの発行している市街区のタウン誌しみたいなのを持ってますね。

透子：予習してきたんだな。

ＧＭ：ジェーンは、皆さんに「それでは、よろしくお願いいたしますわ」と言って、待ち合わせ場所へと向かいます。こっちも、緊張している感じ。

エナ：電柱とかに隠れてよう。あたい、ロボ子の肩かたとか乗ってる。見やすいように。

ＧＭ：「お任せください、ロボ子には、完かん璧ぺきな偽ぎ装そう能力があります」と言って、郵ゆう便びんポストの着ぐるみとかきてるよ（一同笑）。

エナ：完璧な偽装だ。さすがＡちゃん、あたいの次に天才なだけはある……。

修太郎：かえって目立ちそうだよ！（笑）

ＧＭ：まあ、なんとか隠れています。で、見守る中、待ち合わせ場所にジェーンが着く。「ふん、わたくしをデートに誘さそうなんて、身みの程ほど知しらずにもほどがありますわ。来てあげたのだから、感かん謝しやなさってくださいね」

れい：どうして!?　どうしてそういうこと言うの!?（一同笑）　もっとかわいい子なのに～。

透子：ツンデレだからな、仕方がないんだ（笑）。

ＧＭ：地味川くんは、「はっ、はい！」と直立不動で答えてますよ（笑）。タウン誌とか、すっごい読よみ込こんでシワシワになってて、付ふ箋せんいっぱいついてる。

修太郎：なんとなく、共感を覚える人だな、地味川くん……。

ＧＭ：「わたくしにふさわしいコースをエスコートしてくださるのでしょうね？」「ま、満足してもらえるかわからないけど、がんばるよ！」そんな会話を交わし、ふたりは大通りへと歩き出します。




エナ：よし、追いかけよう！　……と、ポストが歩き出す（笑）。

れい：頼たのんだわよ、ロボ子ちゃん！

ＧＭ：ピピピ……！　「出ました！　イベント解かい析せき……最初の判定は〈調ちよう達たつ〉か〈情報：アカデミア〉、難なん易い度どは７です！」

[image: ]

修太郎：すごい具体的なこと言い出した!?（一同笑）

ＧＭ：では、ここからラウンド進行で、ＦＳ判定です。




◆第一ラウンド

ＧＭ：さて、デートを開始したジェーンと地味川くん。地味川くんも緊張でコチコチですが、ジェーンの方も、頰ほおは赤らみ、緊張丸出しです。並ならんで歩きながら、手がちょっと触ふれて、ビクって慌あわてて手を離はなしたりしている。

れい：はぁ～～、甘あま酸ずっぱい……！

ＧＭ：で、地味川くんがチェックした店に行くんですが、ちょうど目の前で材料が切れたり、調理器具が故障したりして、どこも臨時休業になります。

修太郎：あわわ、不幸の能力が……。

ＧＭ：ジェーンは「段だん取どりが悪いですわね！」などと言いつつ、焦あせった顔で、後ろをチラチラ見ています。

透子：これは、行っても行っても同じ目に遭あうのか。

ＧＭ：そうですね。で、ロボ子が「ルート解析しました。この後に向かう店をリストアップします。品切れや、休業に対処し、開いている店に誘ゆう導どうしましょう」と言う。

修太郎：それで〈調達〉か〈情報〉なんだね。

ＧＭ：では、まずセットアップ。ハプニングチャートを振ふります。修太郎、どうぞ。

修太郎：Ｄ[image: 100]だよね……74。

ＧＭ：「チャンス到とう来らい、ラウンド中の進行判定はダイス＋５個」。ロボ子が言う。「任せてください、ウェブから、店の情報をゲットしてサポートします」

れい：さすがだわ！

ＧＭ：では、行こう動どう値ち順にいきましょう──エナから。

エナ：材料切れが問題なら──園芸部部長のマキちゃんに電話する。ちょっと、大だい至し急きゆう、材料を持ってきてくれない？　って。判定は〈調達〉。クリティカルで達成値19！
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ＧＭ：「急ねえ。ま、いいわよ」とマキちゃん。

透子：相変わらず、頼たよりになる女だ（笑）。




「すいません、今日はちょっと材料切れでして……」

「そんなぁ……選んだ店が、みんな休みだなんて……」

　がっくりとうなだれる地味川。その背はい後ごで、泣きそうなジェーン。

　その時──。

「ちわー、宅たつ急きゆう部ぶです。材料、お届とどけにあがりましたー！」




一同：卓たつ球きゆう部？

ＧＭ：いえ、宅急部。学園内で宅たく配はい便びんを届とどける部活です。特別に、市街区での移動系エフェクトの使用を許可されています。

透子：なるほど。道理で、あっという間に届くわけだ。

ＧＭ：──で、マキちゃんからの野菜が届くと、店員が「おお、これなら、料理が作れます！　中へどうぞ！」と、ふたりに言う。

れい：やったわっ！

ＧＭ：ふたりは窓まど際ぎわの席に通され、食事をしています。ジェーンは、「ふんっ、こんな安っぽい店、初めてですわ！」とか、「貴方あなたのような庶しよ民みんが選んだ店にしては、まあまあのお味ですわね」などと言いつつ、頰ほおを染そめて嬉うれしそう。

れい：ツンデレだわ。

ＧＭ：進行値が２に達したところでロボ子が言う。「技ぎ能のうが〈射撃〉か〈ＲＣ〉に変へん更こうされます。この後、ふたりは街をブラブラしますが、上から次々と、植うえ木き鉢ばちや物もの干ほし竿ざお、金だらいなどが落下してきます。それを未然に防いだり、撃うち落おとしたりする必要があります」

修太郎：横スクロールのアクションゲームみたいだ（笑）。

透子：ふっ、任まかせるがいい。ロボ子、落ちそうな物を片かたっ端ぱしからポイントしろ。

ＧＭ：「了解です」ロボ子が、レーザーポインタで、怪あやしい場所を次々示しめします。

透子：よし。落ちないよう、全部ガラスで固めてやろう。──〈ＲＣ〉で達たつ成せい値ち18。

ＧＭ：なるほど……。では、店を出て、ぶらぶらと歩き出したふたりですが、その通りのあちこちに、ガラスのオブジェが置かれている。

れい：すごいロマンチック……透子、やるじゃない！

透子：ふっ、ただ固定するだけでは芸がないからな。

ＧＭ：日が暮くれて、灯ともり始めた街灯に、あちこちに置かれたガラスが輝かがやきます。地味川くんは素す直なおに感かん激げきしてる。「うわー、綺き麗れいだね！　ジェーンさん！」

修太郎：いいやつだなぁ、地味川くん……（笑）。

ＧＭ：ジェーンは、「ふ、ふんっ！　まあ……悪くは、ないですわね……」と。

透子：本当に素直じゃない奴やつだな（笑）。

ＧＭ：「なかなかレベルの高いツンデレなのです」と、ロボ子は感心（笑）。さて、進行値４でイベントが発生します。

一同：お？

ＧＭ：「おぬしら、何をしておるのじゃ？」と、熊くまに乗った少女が話しかけてきます。

れい：あら、リオーネちゃんじゃない。
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透子：街中でも熊に乗ってるのか……（笑）。

ＧＭ：まあ、モテキ城じようで有名になったのもあって、周囲は特に驚おどろいていない感じ。で、リオーネは「なんじゃ、あのカップルを尾び行こうしておるのか？」と。

れい：あのね、デートを成功させてあげるの！

ＧＭ：「ほう、それは面白そうじゃな」リオーネが手伝ってくれることになりました。以後、判定のダイスに＋３個のボーナスです。

透子：リオーネというか、熊が手伝ってくれるイメージだな（笑）。

ＧＭ：では、次の行動は修太郎か、れい。技能は〈射撃〉か〈ＲＣ〉です。

修太郎：実は〈ＲＣ〉は１レベルある。〝魔眼〟で重力を操って落下物を止めよう。──おおっと、クリティカル連続！　達成値32！

ＧＭ：すごいな！　達成値上じよう限げんが20なので、獲得した進行値は３──これで合計の進行値が７。状じよう況きようが変わります。




　大通りを歩き、雑ざつ貨か屋ややゲームセンターを覗のぞいていく、地味川とジェーン。

　そうしていると、似に合あいのカップルにも見える、そんなふたりに──。




ＧＭ：「……ようよう兄ちゃん！　ずいぶんと見せつけてくれるじゃねーかよー」と、チンピラが絡からんできます（一同笑）。

透子：また安っぽいのが出て来たぞ（笑）。

ＧＭ：ロボ子が言う「チンピラに絡まれたふたりをこっそり助けるためには、〈白兵〉〈射撃〉〈ＲＣ〉のいずれかの判定が必要です」──というところで、れいちゃんの番ですね。

れい：任せて！　得意だわ（笑）。




「俺たちとも遊んでくれよ、なあ？」

「ああ、まったくだ──うぐっ」

　チンピラのひとりが、巨きよ大だいな鋼はがねの腕うでに摑つかまれ、路ろ地じに引ひっ張ぱり込こまれる。周囲から見えない路地の奥おくで──光月れいは、拳こぶしに紫し電でんを走らせた。




れい：デートの邪じや魔ますると、ラブ☆ハリケーンをぶちかますわよ！

ＧＭ：「げえ！　Ｓランクオーヴァードの光月れい！　し、しかも熊までいやがる！」と悲鳴を上げるチンピラ（一同笑）。達成値13で進行値２獲得、合計９でラウンド終了です。




◆第二ラウンド

ＧＭ：あと進行値１で終了ですが、ハプニングチャートは振りましょう。透子さんどうぞ。

透子：（ダイスを振る）30だ。

ＧＭ：「プレッシャー。進行判定を行なったキャラクターは、判定終了後にバッドステータスの重じゆう圧あつを受ける」ですね。重圧を受けるとオートアクションが使用不ふ能のうになります。

エナ：あと進行値１で終了だから、問題ないね。んじゃ、あたいからだ。〈射撃〉で判定するよ。リオーネちゃんのサポートで３個増ふえて──よし、達成値25だ。




「やっ、やめろ！　ジェーンさんに……手を出すな！」

　見るからに非ひ力りきな地味川は、必死の面持ちでジェーンをかばうと、チンピラに向かって叫んだ。そして、ぷるぷると震ふるえる拳を、へにょっと突つき出だし──。




エナ：それにタイミングを合わせて、チンピラにゴム弾だんを命中させる！　まるで、地味川くんのパンチで倒たおれたように見せる……ふふふ、さすがあたい、天才！

ＧＭ：「ぐぺっ！」とチンピラが倒れ……地味川くんは驚いて、自分の拳を見ています。「こ、これが……僕のチカラ……？」（一同笑）

透子：違ちがうぞ、地味川（笑）。

エナ：で、あたいは重圧を受けるけど──これでＦＳ判定は終了だから関係ないかな。

ＧＭ：はい、終了なんですが……実は、重圧すこし関係あるかも。

エナ：お？

ＧＭ：ＦＳ判定が終了したところで、イベントが発生します。ピピピ……！　とロボ子のアンテナが激はげしく反応する。「いけません！　大だい規き模ぼな不幸が発生します！」

修太郎：な、何が起こるの？

ＧＭ：「これは……上!?」ロボ子の声に、みんなが一いつ斉せいに夜空を見上げると──。なんということでしょう、空から飛行船が墜つい落らくしてきている！

一同：ええええええ──────っ!?

ＧＭ：島内の観かん測そく用ように大学部が動かしている、無人の飛行船です。このままでは、あたり一帯が落下してきた飛行船に潰つぶされてしまう。

修太郎：ちょ、あれ、あれどうにかしないと！

ＧＭ：──全員で攻こう撃げきして、合計[image: 100]点のダメージを与あたえると、飛行船を破は壊かいできます。全員、一回ずつ攻撃できますが……エナの重圧はそのまま。

エナ：《支援射撃》が使えないか。

ＧＭ：ですね。ちなみに、落としきれない場合、周囲の店や通行人に被ひ害がいが出ます。被害の程てい度どは、残りダメージによって決まります。

れい：０にしなきゃ！　デートが台無しになっちゃう！

ＧＭ：０にできればベストですね。では、ダメージを出していきましょう！

エナ：順番は好きにしていいのね？　じゃあ、あたいからいくぞ！

ＧＭ：飛行船はドッジしないので、命中判定の後、すぐダメージ出していいですよ。

エナ：《コンバットシステム》《コンセントレイト：ノイマン》で攻撃！　命中の達成値は25だから……ダメージは３Ｄ10＋３。えいっ（ダイスを振る）。……げええっ！

修太郎：こ、これは……ひどい……。

エナ：３Ｄ10振って……出目が、１、１、２！　ひ、ひどい……ダメージ、７点！




　ちなみに３Ｄ10の期き待たい値ちは16・５点である。これはひどい。




修太郎：次は僕がやろう！　《伸しん縮しゆく腕わん》《コンセントレイト：エグザイル》、《漆しつ黒こくの拳》！　〝星の魔眼スターズ〟、一角獣座モード：モノセロス。黒い槍やりが伸のびていく……達成値は30で、ダメージが22点！

ＧＭ：合計29点か。あとのふたりで、だいたい35点ずつ出す必要がありますね。

れい：ど、どうしよう……大丈夫かなっ!?

透子：やるしかないさ。《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》！達成値30ッ！　ダメージは４Ｄ＋３……28点。

エナ：う、これは厳しいかも……。

れい：あたしが止める。デートは失敗させないわ！




　夜空から落ちてくる、巨きよ大だいな飛行船。

　道を歩く人々の何人かが、その存そん在ざいに気づき、ざわめいている。

　第三生徒会の面々は、ビルの屋上に上がり、飛行船を攻撃していた。

　銃じゆう弾だん、〝魔眼〟の槍、ガラスの針──。

　そして今、屋上を蹴けり、空中へ、雷らい光こうを纏まとった拳が伸びる！




れい：「学生王者ヘラクレス」で達成値上げて……《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《雷光撃げき》──ううっ、Ｄロイス使ったのに達成値低い！　28！

透子：ダメージのダイスは３個か……これは……さすがに。

れい：まだまだ！　「Ｓランク：アタッカー」使う！　これでダメージ＋２Ｄよ！　お願い、ふたりのデートを邪魔しないで！　──合計、48点！

ＧＭ：……全員の合計が、[image: 105]点。ギリギリですが──破は壊かい成功！




「こっのぉ────！　こっち来んな────────っ!!」

　落下してきた飛行船が屋上に接せつ触しよく──する寸すん前ぜん、拳が飛行船を捉とらえ──。

「邪魔っ、すんな────────────────っ!!」

　夜空へと、弾き返した！




一同：やった──────────っ!!

エナ：すっげーギリギリだった！

ＧＭ：飛行船が弾はじき飛とばされる轟ごう音おんに、道行く人々が夜空を見上げます。その視し線せんの先で、雷光を纏った飛行船は、夜空に弾け、爆ばく発はつする。

修太郎：れ、れいちゃん……すごすぎ……（笑）。

ＧＭ：まるで花火のようなその光を見上げ……ジェーンは呟つぶやきます。




「綺き麗れい……」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、デートコースの最後は、夜の公園です。

れい：ドキドキするぅ！　（みんなに）ちょっと、隠かくれて隠れて！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、もう夜も遅おそいので、リオーネは熊に怒られて帰りました。

エナ：中学生だもんね（笑）。

ＧＭ：で、地味川くんが、「今日は楽しかったね」って言うと、ジェーンは、そっぽを向いて「ふんっ！　まっ、まあまあでしたわっ！」──と。

透子：あいつ、耳が真っ赤じゃないか（笑）。

ＧＭ：「まあまあでしたけれど……でも、もう、デートなんて、こりごりですわ」

れい：そんなぁ……諦あきらめないで……！




　──その、れいの声が聞こえたかのように。

　地味川は、淡あわく、微笑ほほえんだ。

「わかってるよ……周りに、不幸が起きちゃうんだよね、ジェーンさんの能力で」




一同：おおお────────っ!!

透子：意外とやるな、地味川。

れい：もう～、ちょっと、ティッシュティッシュ～！

エナ：え？　ティ……え？

透子：……鼻血、ってこと？

れい：そうよ！　もう感かん激げきしちゃって！（一同笑）

透子：そこは、鼻血じゃなくて涙じゃないのか……（笑）。

ＧＭ：そこでさらに──「第三生徒会のみなさんが、守ってくれたんですよね」と、みんなが隠れているところに、地味川くんが声をかけます。「ありがとうございました」

修太郎：気づいてたんだね。まあ、ポストが歩いてたしね……（笑）。

ＧＭ：「みなさんのおかげで、ジェーンさんと、楽しいデートができました」




　そして、地味川はジェーンに向き直る。

「この次は手助けなしで……僕は、ケガとか、少しはしちゃうだろうけど、でも、がんばるから。一緒にがんばって──また、デート……してくれませんか？」

　ジェーンは呆ぼう然ぜんとして──そして、その頰ほおを涙なみだが流れた。

　喜びの涙が。




れい：はあああああ────────っ！　ちょっと！　いいじゃない！

透子：地味川……やるじゃないか。修太郎も、もっと……こう……。

れい：ほんとよね！（一同笑）

修太郎：えっと、その、なんのことだろう……？（笑）

ＧＭ：一方、地味川くんとジェーンは、キミたちを無視して盛もり上あがっている（一同笑）。

修太郎：と、とにかく、うまくいってよかった。手伝った甲か斐いがあったよ。

ＧＭ：「ありがとう……ですわ……」ジェーンは地味川くんの胸で、泣き出します。

透子：いいシーンだ。

れい：もう、もう……素す敵てきっ……！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：そんなわけで、デート大作戦は、無事終了。ジェーンと地味川くんとも別れ、みんなで帰るところです。

れい：すごくよかったぁ……。

ＧＭ：「ふふふ、ロボ子の力、わかって頂いただけましたか？」と超ちようドヤ顔のロボ子。

エナ：まあ、ロボ子ちゃんいなくても、うまくいってた気がするけど（笑）。

修太郎：でも、ケガとか事故もなくて済すんだのは、ロボ子ちゃんのおかげだね。

れい：そうよ！　すごいわ、ロボ子ちゃん！

ＧＭ：「そうでしょう、そうでしょう……ふふ、ふふふ……あれ？」

透子：どうした？

ＧＭ：「ロボ子、感謝されたのって初めてです。これが……感謝……心地ここちよい……」

エナ：なんか味を覚えたぞ（笑）。

ＧＭ：「心地よい……もっと、もっと欲しい……！」

透子：暴ぼう走そうしてるじゃないか（笑）。

れい：でも、ほんとすごいよ、ロボ子ちゃん！　素敵な力だわ！

透子：うむ。その力で、他のヒロイン候こう補ほもどんどん見つけてくれ。

エナ：とーこちゃんは、見つけたヒロイン候補をどうするつもりなの……（笑）。

透子：……ふっ。

修太郎：なんか悪い顔になってるよ!?（一同笑）

ＧＭ：「わかりました。明日も学園中を回って、ロボ子はヒロイン候補を探さがします」そう言って、ロボ子はホログラムでヒロインリストを出して確かく認にんしたりしている。ちなみに、リストの最後、最新は──千鶴香ですね。

エナ：ん？　リオーネちゃんは？

透子：そういえば、好感度見るの忘れてたな。

ＧＭ：「そんな人いましたっけ」とロボ子。

エナ：……？　スルーしたのか。中学生だからかな。

ＧＭ：ロボ子は、「ふふ、感謝、いいですね。……ロボ子の使命とは関係ないのに、なんだか、あのふたりには幸せになって欲しいと思います」と嬉うれしそうに呟いています。

れい：そうだよね！　あたしもそう思う！

修太郎：うまくいって、よかったねぇ……。




　長い一日だった。

　夜道を歩きながら、一同は、ジェーンと地味川くんのこと、今日見て回った、学園のあちこちのことなどを話していく。

　それは、他愛たわいのない──どこにでもあるような、楽しい時間だった。



《支配の領域》　対象の振ったダイスの目ひとつを１に変えるオルクスのエフェクト。

《支援射撃》　対象の判定ダイスを増加させるノイマンのエフェクト。

《コンバットシステム》　攻撃のダイスを増加させるノイマンのエフェクト。

《コンセントレイト》　メジャーアクションのクリティカル値を下げる一般エフェクト。シンドロームごとに別のエフェクトとして習得する。

《伸縮腕》　攻撃の射程を視界に伸ばすエグザイルのエフェクト。

《漆黒の拳》　拳に魔眼を纏って装甲無視の攻撃を行なうバロールのエフェクト。

《光の手》　〈ＲＣ〉判定を【感覚】で行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の刃》　錬成した物質で攻撃するモルフェウスのエフェクト。









◆Middle04◆パジャマパーティ　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　長い一日を終え、ＰＣたちはそれぞれ、帰っていく。

　そこでひとつ、問題が発生した。

　──ロボ子はどこに泊とまるのだろう？




ＧＭ：さてさて、夜になりました。一日目はこれで終わりで、ということで。場面は、春風寮りようの前までやってきたところ。透子さんとれいちゃんは登場ですね。

修太郎：僕ぼくも出ておこう。侵しん蝕しよく率りつも余よ裕ゆうあるし。

エナ：あたいは、本部に戻ろう。調べたいこともあるし。

ＧＭ：了りよう解かい。では、エナ以外の三人と、ロボ子は春風寮の前、男子寮と女子寮に分かれる、門のところにいます。ロボ子は修太郎の隣となりに立って、「では、御影透子、光月れい、本日はお疲つかれ様さまでした。お休みなさい」と、ぺこり。

修太郎：どうして僕と一いつ緒しよに帰る態たい勢せいなの!?（笑）

透子：……おい、ロボ子。そっちは男子寮だぞ。

ＧＭ：「ご安心を。男子とか女子とかは人間の区分。ロボ子、ロボですから」

透子：都合のいい時だけロボっつらするな！（一同笑）

修太郎：寝るところがないなら、透子ちゃんかれいちゃんのとこで、寝かせてもらって！

ＧＭ：「むう」

透子：……ふむ。まあ、行くところがないなら、そうするといい。

れい：じゃ、みんなで寝ようよ！　がっ……ガールズ……うひっ……トークしよっ！

透子：なんだ、「うひっ」って（笑）。

れい：なんか、照れくさくって……。

ＧＭ：「ガールズトーク。興きよう味み深ぶかい。ロボ子、それやってみたいかもしれません」

修太郎：じゃ、じゃあ、透子ちゃん、れいちゃん、ロボ子ちゃんをよろしくね。

ＧＭ：──では、そんなところで、三人は女子寮に向かいます。修太郎は退たい場じようして──それでは、女子寮の一室へと場面を移い動どうしましょう。

透子：じゃあ、私の部屋で。……夕食、適てき当とうに済すませたからな。軽食でも用意するか。

れい：おかしがいいな～。ちょっと、部屋から持ってくる。

ＧＭ：ロボ子は、お菓か子しをむしゃむしゃ食べてます。「美お味いしい！　美味しい！」（一同笑）

エナ：意外と意い地じ汚いな、ロボ子ちゃん（笑）。

透子：……ふむ。興味深いな。普ふ通つうに食事もできるのか。

ＧＭ：「はい。食事もエネルギーに変へん換かんできるみたいです。すごいですね。生体部品とか使ってるからじゃないでしょうか」

透子：他人ひと事ごとみたいだな（笑）。

ＧＭ：「ロボ子、生まれてからまだ一週間も経たっていないので、意外と物を知りません」

れい：……意外だわ（一同笑）。

透子：そうかぁ……？（笑）




　透子のいれた紅こう茶ちやに、れいの用意したお菓子。

　女子（？）三人は、思い思いの格かつ好こうでくつろいでいた。




ＧＭ：「さて、夜に自室に戻もどってくると、ロボ子は現げん在ざいのヒロインリストを展てん開かいし、状じよう況きようを整理します」──と、ヒロインリストがホログラムで表ひよう示じされます。

修太郎：ああ、ギャルゲーっぽい……（笑）。

透子：ふむ……だいぶリストアップされたな。そろそろ、まとめて片かた付づけるか……。

ＧＭ：「それ、最後のひとりとお兄様が協力して、御影透子を倒たおすルートでは」（一同笑）

れい：ほんとだ！（笑）

ＧＭ：「ヤンデレはうっかりするとラスボスになってしまって油ゆ断だんできませんね」

透子：そうか、気をつけないとな……。

ＧＭ：「しかし、確たしかにお兄様はモテモテですね……」と、ロボ子は小首を傾かしげます。「……どうして、お兄様はそんなにモテるのでしょう」
















透子：確かに、どこが好きか、とあらためて聞かれると……。

れい：そかな？

透子：れいは得意そうだな、そういうの。

れい：あたしはねー、海辺で、ほっしーと出会ったの。

ＧＭ：「出会ったのですか」

れい：うん。そしたらね、ほっしーが、「そのままのキミでいい」って、言ってくれたの。

ＧＭ：「出会ったばかりなのに、ですか？」

れい：こらっ！　そういうこと言うな！（一同笑）

ＧＭ：「す、すみません」（笑）

れい：とにかくね、ほっしーは、ひとりひとりを、見てあげられる、そのままの相手の、いいとこを見てあげられるのよ。それって、とってもすごいことじゃない？

透子：……そうだな。

ＧＭ：「なるほど……」

れい：……と、ところでさ、とっ、と、透子は、どっ、どこが好きなの？（一同笑）

透子：なんで嚙んだんだ（笑）。

れい：な、なんか緊きん張ちようして……。

ＧＭ：「ロボ子も気になります」

透子：私か……といってもな、付き合いが長すぎて……どこが、と言われても困こまるな。

れい：なんかさ、ずっと一いつ緒しよにいると、ドキドキしなくなったりするんでしょ？

透子：ドキドキ……は、する……（笑）。

れい：そうなの？　あんた、あんまり顔に出ないもんね。

透子：しかし、彼かの女じよとか恋こい人びと……なんていうのは、もう今さら、照れくさい気がするな。

れい：えっ、じゃあ、なんなの？

透子：嫁よめ？

れい：ばかやろう！（一同爆ばく笑しよう）

透子：（動じず）世の中には「俺おれの嫁」という言葉があるらしいぞ。

れい：何それ？

ＧＭ：「ふふふ、ロボ子は知っています」（一同笑）

修太郎：得意分野だ（笑）。

ＧＭ：「『俺の嫁』というのは、『一番好きなヒロイン』のことです。実じつ際さいにはもう少しいろいろなニュアンスがあるのですが、まあ、タイトル内ではなく、自分の好みのランクとして一位、あるいは上位にいる、という理り解かいでいいでしょう」

透子：急に流りゆう暢ちように喋しやべり始めたな（笑）。

ＧＭ：「まあ、しかし、ギャルゲー世界において、お兄様が誰だれを一番好きか、というのはルート選せん択たくには関係ありません」

れい：ええっ！　どゆこと？

ＧＭ：「ルート突とつ入にゆうは、ヒロインの好感度とフラグの状況によって決まります。お兄様の気持ちが誰に一番向いているか、という判はん断だんではないのです」

れい：そんなのダメよ！　恋こいっていうのは、その人の気持ちが大事なのっ！

ＧＭ：「しかし、気持ちがあっても好感度とフラグがなければルートは進みませんし、ルートに入ればそのヒロインのことを好きになるものです。……あれ、これ案外、現げん実じつでもそうじゃないですか？　今ロボ子、世界の真実にたどり着いてますか？」（一同笑）

エナ：途と中ちゆうから、ただのやにおのセリフじゃねえか（笑）。

れい：そういうんじゃないの！　人を好きな気持ちは、その人だけのものよ！

ＧＭ：「光月れいルートに入ることで、お兄様を独どく占せんできるとしても……？」

れい：そっ、そんなのダメ、ダメよ！　って、首を上下左右に振ふります。

ＧＭ：上下に振ったら肯こう定ていしてますよ（一同笑）。

れい：ほっしーの気持ちは、ほっしーだけのものよ。だから、他人が操そう作さとかしちゃダメ！

透子：いいセリフなのだが、ロボ子に取り入っていたれいが言うと、説得力が……（笑）。

れい：あたしは、ほっしーに好きになって欲ほしいけど、それは、無理矢理にどうにかするとかじゃないもん。

ＧＭ：「難むずかしいですね」と、ロボ子。「でもなぜか、一理ある気もします」

透子：そうだな。気持ちは……操作はできないものだ。自分の気持ちも。……まあ、私はその、決して恋れん愛あいは得意分野ではないのだが……。

れい：あたしも、勉強中だけど……。

ＧＭ：「ロボ子も、生まれたばかりですから」

れい：ロボ子ちゃんは、誰だれかを好きになったりしないの？

ＧＭ：「ロボ子は、お兄様の役に立つためだけに造つくられたので、それだけでいいのです」

れい：う……そんなの──そんなのイヤっ！

透子：なんだ、どうした、れい？

れい：だって、何かのために造られたとか聞いたら、なんか、すごい、悲しくなって……。イヤやー！　って、ダンベルとか投げる。

修太郎：危あぶないよ!?（一同笑）

透子：落ち着け、れい──と、ガラスの針はりを錬れん成せいして、壁かべにダンベルを縫ぬい付つけよう（笑）。

ＧＭ：「ロボ子は、お兄様のお役に立てればそれでいいのです。不満はありません」

れい：不満はない……のかぁ……。でもさ、デート成功したときとか、嬉うれしそうだったよね？　あれ、ほっしーのためじゃないでしょ。

透子：そうだな、参加したのは修太郎のためでも、嬉しいのは別の気持ちじゃないか？

ＧＭ：「それは……確かに。『ありがとう』と言われた時、なんだか、胸むねが──」

れい：ね？　そうだよ、感かん謝しやされて、嬉しかったでしょ！

ＧＭ：「……いい気持ちでした。甘かん露ろ甘露」

エナ：またなんか、悪い味を覚えた奴やつみたいになってるぞ（笑）。

ＧＭ：「……じゃなくて、なんだか胸が、あたたかくなりました。この気持ちは……一体」

透子：その気持ちは与あたえられたものじゃない。お前自身のものだろう？

ＧＭ：「……はっ！　本当だ！」尊そん敬けいのまなざしで透子さんを見るロボ子。

透子：私のことを、お姉様と呼よんでもいいのだぞ（一同笑）。

れい：透子、意外とロボ子ちゃんに取り入ってくるよね！（笑）

ＧＭ：「ロボ子自身の……そう、かもしれません」ロボ子は、なんだか神しん妙みような顔になって、胸に手を当てています。「これが……ココロ……」（一同笑）

れい：うん。あたしも、あのジェーンちゃんと地味川くんがうまくいって、すごく、あったかい気持ちになったよ！　一緒に、解かい決けつしたんだよ。もう、あたしたち、第三生徒会の仲間だよね。

ＧＭ：「仲間……」

透子：そうだな。ロボ子がいなければ、解決できなかったろう。

れい：お話もいっぱいしたし、もう友達だよ！　だからさ、ほっしーの役に立つのはいいけど、そのためだけに生まれてきたなんて……そんな、悲しいこと言わないでよ。

透子：れいは、ずっと、そこに引っかかってるな。

れい：仕事だけじゃなくて、一緒に遊んだり、喋ったりしよ！　友達だもん！

ＧＭ：「トモ……ダチ……」カタカナで呟つぶやく（一同笑）。

エナ：お前の、ロボ感の演えん出しゆつはそればっかりだ（笑）。

れい：そうだ、友達になった記念に、一緒に写真とろ、写真！

透子：写真か……。

れい：そ！　三人でさ、あの……ええと、なんとかタイマーで！

透子：セルフタイマーな（一同笑）。

れい：よっし！　これ、ポラ……えっと、ポメ……。

透子：ポラロイドか。

れい：それ！　それだから、三枚まい撮とって、記念に持ってよ！

ＧＭ：「記念……友達」ロボ子は、なんだか、おっかなびっくり、写真を手に取ります。

れい：友達の印だよ♡

ＧＭ：「友達の……印」──呟つぶやいて、胸に抱だきます。

透子：……れいは、すごいな。やっぱり。




　春風寮の夜は更ふけていく。

　ひとしきり騒さわいでいた少女たちも、それぞれ、ベッドや布ふ団とんで眠ねむりにつき……。

　夏の風に揺ゆれるカーテン。差さし込こんだ星明かりと、それに照らされたテーブル。

　そこには、少女たちの笑顔を写うつした写真が置かれていた。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──と、いうところで、シーン終しゆう了りようになります。

透子：ロボ子への感かん情じようを、書かき換かえたいんだが、いいかな？

ＧＭ：はい。いいですよ。

れい：あ、あたしもしたい！

ＧＭ：ＯＫです。書き換えた内ない容ようを教えてください。

透子：私は、ポジティブが「有ゆう為い」だったのを、「好こう奇き心しん」にした。なかなか面白いやつだ。

れい：あたし、ポジティブの「感服」を、「友ゆう情じよう」にした！

ＧＭ：はい、了解です。いい変へん更こうですね。──では、次のシーンへ。







◆Middle05◆蠢うごめく陰いん謀ぼう　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　夜。第三生徒会本部。

　その屋や根ね裏うらで、天才たるエナは、今日一日のデータを検けん討とうしていた。




ＧＭ：では、エナのシーンにしましょうか。第三生徒会本部に住んでるんだよね。

エナ：そうそう、屋根裏に寝ね泊とまりしている。

ＧＭ：虚こ空くうに浮うかんだロボ子の幻げん影えいがうらやましそうにしている。「屋根裏部屋……ロボ子ちょっと興味あります」（一同笑）

エナ：出てこなくていい（笑）。──ま、そのロボ子が気になるんだよね。

ＧＭ：はい。どんなことが気になりますか。

エナ：ふたつある。まず、「なんで修太郎を兄だと認にん識しきしているのか」ということ。それから、もうひとつ……今日、けっこうエフェクト絡がらみの事じ件けんあったじゃん。

ＧＭ：野球部とサッカー部の対決と、それに、ジェーンの話ですね。

エナ：そう。もし、ロボ子が噂うわさの通とおり魔まで、エフェクトを封ふうじる能のう力りよくを持っているなら、あそこで使ってもおかしくなかったよな……って。修太郎の役に立つ場面だからね。

透子：確かにな。

ＧＭ：ではロボ子を観察してわかったこと……みたいな判はん定ていでいいかな。〈知ち識しき：機械工学〉〈知識：レネゲイド〉あたりで判定をどうぞ。達たつ成せい値ちによって、わかる情報は変わります。

エナ：ほい。じゃ、屋根裏のモニターに、こっそり隠かくし撮どりしてた、ロボ子ちゃんの映えい像ぞうとか出して、解かい析せきをしよう。

れい：わお、ハイテク！（一同笑）

エナ：侵しん蝕しよく率りつは今、65％なので、ダイスが５個こ……おっと、低いな。達成値は５。

ＧＭ：では──なぜ修太郎を兄だと認識しているか、は、わかりません。ただ、ロボ子が噓うそをついたりしている様子はないです。

エナ：うん、まあ、それはあたいも、ないと思ってた（笑）。

ＧＭ：それと、エフェクト封じ……こちらもまあ、ロボ子が何か隠している様子はない、くらいのことしかわかりません。

エナ：ま、そうだろうね。映像を止めて……うーん、ちょっと天才が足りないなー……とぼやく（一同笑）。フレーズちゃーん、おかしない～？

ＧＭ：じゃ、天てん井じよう裏うらの床ゆか……というか天井をするーっと突つき抜ぬけて、フレーズが顔を出します。「買い置き、なくなっちゃったんですよ～、ごめんなさい～。何か作りましょうか？」

エナ：んー、まあいいや、ありがと。コンビニでも行こうかな。

ＧＭ：行きますか？　じゃあ、このままシーン続けますよ。

エナ：お？　……なんかイベントありそうだな。うん、じゃあ、あたいおかし買いに行く。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──では、夜道を歩き、エナが買い物に行く場面です。女子組はちょっと難しいですが、修太郎は登場できますよ。どうします？

修太郎：そういえば、昼間、グラウンドの喧けん嘩かの時に、ちょっと怪け我がしてるんだよね。応おう急きゆう手当キット買いに行こうかな、コンビニに。

ＧＭ：では、コンビニの前でばったり会った、ということで。ちょっと距きよ離りありますけど、まあ、そこは、行きつけのコンビニがかぶった、とかで。

エナ：おー、しゅーたろー。何買いに来たんだ？　あたいはね、おかし！

修太郎：夜中にお菓子買うのよくないよ（笑）。僕は、応急手当キット。

エナ：それなら、こっちだぞー……と、ポンポン、とオモチャの銃じゆうで棚たなを射しや撃げきして、《支し援えん射撃》しよう（一同笑）。

ＧＭ：コンビニの店員に怒おこられますよ（笑）。

修太郎：でもダイスが増ふえるのはありがたい……よし、〈調達〉成功。じゃあ、すいませんすいません、って、床に落ちたＢＢ弾を拾っておく（笑）。




　無事に買い物を済すませ、途中まで一緒に帰るふたり。




エナ：そういえば、例の通り魔の話だけどなー。

ＧＭ：──と、エナが話しかけたところで、夜道の向こうから、「な、なんだお前は!?」「なにすんだよ！」という、叫さけび声ごえがします。

修太郎：なんだろう、行ってみよう、エナちゃん！

ＧＭ：街がい灯とうの下。叫び声を上げているのは、それぞれ、野球とサッカーのユニフォームを着た少年ふたりです。昼間に会った、オーヴァード野球部とサッカー部の人ですね。

エナ：おまえら……あの後、意気投合したのか（笑）。

ＧＭ：で、街灯は、何か強い力で叩たたかれたように曲がっていて、道路も破は壊かいされている。どうやら、ふたりが何者かに攻こう撃げきされているようです。

修太郎：じゃあ、走っていく！




　街灯の光が及およばぬ暗がりに、腕うでを突つき出だした人ひと影かげがある。

　闇やみに隠かくされ、顔は見えないが、戦せん闘とう用のスーツに身を包んだシルエットは女。そして、その腕からは──銃じゆう口こうが突き出し、硝しよう煙えんを上げている。

「舐なめるなよ、サッカー部エースのテクニックを見せてやる！　喰くらえ、今必殺の──必殺シュート！」

「こっちも受けろ、ファイヤーバット、ホームラン！」

　人影に向かって放たれる、風を巻くボールと、燃もえさかるバット！




修太郎：あいつら反省してないじゃん！（一同笑）

透子：まあ、先に攻撃されてるから……（笑）。

ＧＭ：人影は、しかし、その攻撃を腕で受け止めます。ガキーン！　と、腕から金属音がし、スーツと、皮ひ膚ふが傷きずついて──その下から、金きん属ぞくの腕が見える。

エナ：あいつが……通り魔のロボ！

ＧＭ：「まだまだぁっ！」と、運動部のふたりが攻撃を続けようとするんですが……その時、風も火も、唐とう突とつに消しよう滅めつ。ボールとバットが地面に落ちます。

修太郎：エフェクトが……打ち消された!?

ＧＭ：そして、雷かみなりを纏まとった弾だん丸がんが、人影の腕から連れん射しやされ、ふたりへ──。

修太郎：割わって入ります！　エフェクトは……僕のも消されるかな。

ＧＭ：ＯＫ。修太郎のエフェクトは打ち消されません。展開した〝魔ま眼がん〟が銃じゆう弾だんをねじ曲げ、叩たたき落おとして──謎なぞの人影、いや、ロボ影は、そのまま跳とび去って、闇の中へと走っていきます。《瞬しゆん間かん退場》です。

エナ：……ちっ、もう追いつけないか。

修太郎：（ふたりに）あの、大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：「あ、ああ……ありがとよ。また助けられたな」「歩いてたら、急に襲おそわれたんだ、俺たちは特にそれ以外の情報は知らないんだ、すまないな」（一同笑）

修太郎：そ、そうですか。じゃあ、あの、帰り道、気をつけて……（笑）。

ＧＭ：ふたりは、特に怪我もないようで、礼を言って去っていきます。

エナ：ふーむ、あれが通り魔か……しゅーたろー、顔とか見えたか？

修太郎：いや、全然見えなかった。

エナ：ロボ子ちゃんなのか……どうなのか。

修太郎：違ちがうと思うけど……。

エナ：また、ディオゲネスクラブの仕し業わざかな……ロボゲネスクラブとか（一同笑）。

修太郎：ロボゲネスクラブ！　つ、強そうだ……（笑）。




「────いいや、そいつは違うぜ」

　不意に、新たな声がかけられた。




ＧＭ：「あいつは、ディオゲネスクラブじゃない。その敵てきだ」

エナ：誰だ!?

ＧＭ：「俺だよ。──もっと熱くなれよ！」

修太郎：紅之介！（一同笑）

[image: ]

エナ：こーちゃんか……なんでこんなところにいるんだ。ていうか、夜道なのに、人多すぎないか？　ここ（笑）。

ＧＭ：「……俺も、あの通り魔を追ってたのさ。ヤバかったら、助けに入るつもりだった」

透子：けっこうやばかったのに、放置してたんだ（笑）。

ＧＭ：そこはまあ、彼かれも、エフェクト使っちゃうと自分が怪我しちゃいますし、あと、修太郎を信しん頼らいしているんですよ（笑）。

れい：ふふ、信頼……♡

修太郎：敵、って、どういうことなんだ？

ＧＭ：「実は、何日か前に、ディオゲネスクラブの、アジトのひとつ──放置されていた建物のひとつが、急に崩くずれてな。見に行ったら……瓦礫の中に、壊こわれた仮か面めんがあった」

修太郎：仮面……？

ＧＭ：「〝カルペ・ディエム〟や、〝マスターブレイド〟のもあった。誰かに襲われた……俺は、そう推すい測そくしている」

修太郎：でも、あんなに強い人たちを襲うって……。

ＧＭ：「ああ、おかしな話だ。──だが、翌よく日じつから、通り魔の話が出て来た。オーヴァードを狙ねらい……そして、エフェクトを封じる力がある。さっき見た通りだ」

エナ：あいつに、ディオゲネスクラブが襲われたってこと？

ＧＭ：「俺はそう考えている。俺はもう、ディオゲネスクラブを抜ぬけたが、連中の強さはよく知ってる。それが壊かい滅めつしたとなると……何か、恐おそろしいことが起こってる」

修太郎：そんな……本当に、やられちゃったのかな。

ＧＭ：「わからん。しかし、仮面が破壊されていた以上、ディオゲネスクラブが戦せん闘とう力りよくを失っているのは間ま違ちがいない」

エナ：うーん、一体、通り魔は何が目的なんだ……？

ＧＭ：「それだよ。目的と正体──俺も、そいつが気になってる」

修太郎：そうだね……。これは、調べてみないとな……。

ＧＭ：「俺も、もう少し調べてみる。何かわかったら連れん絡らくする」

エナ：了解。こーちゃん、もうエフェクト使うと怪我するんだし、無理しちゃだめだぞ。

修太郎：うん、何かあったら、すぐ呼んでよ。

ＧＭ：「はは、まあ、これでも〝ディアボロ・ロッソ〟と呼よばれたんだ、そうそう簡かん単たんに、やられはしないさ」

透子：負けフラグっぽいこと言い出したぞ（一同笑）。

ＧＭ：「俺は負けない！　気持ちの問題だよ！　やれる、やれる！」

エナ：うっさい（一同笑）。

ＧＭ：では、そんな感じで──紅之介は去っていきます。そろそろシーンを締しめますね。

エナ：……通り魔事件のことも、調べないとだな、これは。

修太郎：そうだね。生徒会長さんにも連絡しておこう。

エナ：うん、そうだね。それに──やっぱり、ロボ子ちゃんのことも、見み張はっておくべきだと、あたいは思うよ。

修太郎：……僕は、ロボ子ちゃんじゃないと思う。

エナ：あたいも……そうじゃないといいなと、思ってるよ。

修太郎：…………。




　歪ゆがんだ街灯の照らす夜道。

　ふたりは、光の届とどかぬ暗くら闇やみを見つめ、沈ちん黙もくした──。



《瞬間退場》　シーンから退場する、エネミーエフェクト。









◆Middle06◆ロボ子の学園漫まん遊ゆう記きその二　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　翌日──。

　放課後、第三生徒会本部に集まった一同を前に、ロボ子は宣せん言げんした。

「今日は、イベントＣＧを回かい収しゆうします！」




修太郎：お前は一体、何を言っているんだ……（笑）。

ＧＭ：「ロボ子、考えました。ロボ子は第三生徒会の一員。ですからロボ子は、第三生徒会の仲間である、透子とれいを応おう援えんします」

れい：ありがと♡

透子：うむ、いいぞロボ子。

修太郎：すっかり仲良くなったなぁ……と思ってる（笑）。

ＧＭ：「ヒロインとして勝利するための鍵かぎ、それがイベントＣＧです」

一同：ＣＧってなんだよ！（笑）

ＧＭ：「まあＣＧっていうか、具体的には、しらび先生にイラストにしてもらえるようなシーンのことですけどね」

修太郎：具体的っていうか、メタ発言じゃねえか!?（一同爆笑）

ＧＭ：「じゃああれです、心の？　印象？　に残る？　思い出？　とかそういうのですよ」

修太郎：くそっ、こいつ、適当すぎる（笑）。

透子：ふむ……イベントとやらの内容は、お前が考えるのか？

ＧＭ：「いえ、透子とれいに、それぞれ考えてもらいます」

れい：うーん、どんなのがいいんだろ。

ＧＭ：「そうですね、たとえば透子であれば、草原で花はな冠かんむりを作って、昔の思い出を語る……とか、れいであれば、コスプレをしてお料理をするイベントを発生させるとかです。その場面でラブっぽさが高ければ、イベントＣＧになります」

れい：ラブっぽさ！　試される……！

ＧＭ：「そういうことになります。昨日、行っていない場所に行くといいでしょう」

エナ：学園島の南側だよね。




　学園島のマップを広げ、イベント内容を考えるＰＣたち。

　南側には、市街区や大学部、農場や港、発電所などがある。




透子：教会があるな。……うん、教会はいい。

れい：あ、いいね、教会。あたしもそこがいいかな～。

透子：れいは発電所だろ？（一同笑）

れい：なんでよ!?（笑）　あたしもなんか、ロマンチックなとこがいいなぁ。海行こうかな。

透子：海か。ここなんかいいんじゃないか──漁港。

れい：えっ、そこであたし、なにするの!?

透子：華か麗れいにマグロを競せり落としたりする。

れい：ばっかやろぅ!?　全然ロマンチックじゃないでしょ！（一同笑）

ＧＭ：では、場所と、イベントの順番を決めましょう──。




　マップを睨にらみ、しばし相談。

　その結果は──。




透子：ふむ……後こう攻こうの方が有利かもしれないが、私が先に行こう。

れい：いいの？

透子：ああ。二巻は透子の巻だったからな。このくらいは譲ゆずっておく。

れい：ええっ!?　ちがうでしょ、あたしよ、あたし!!

ＧＭ：ま、そんなわけで、では透子さんのイベントからいきましょう──。




　一行が向かった先は──市街区を越こえ、ＵＧＮブロックのそばにある、教会。

　ここで、透子のイベントＣＧ（？）を回収するのだ。




透子：では、修太郎と一緒に、教会に入ろう。

修太郎：僕は一体どうすれば……いや、まあ、一緒に行きます、はい。

れい：（そわそわして）……邪じや魔ましてもいいのかな？（一同笑）

ＧＭ：「それは……」とロボ子が言うと、ふたりが入った教会の周囲に、青白い障しよう壁へきが展開されます。「──イベントが始まりました。我われ々われは中には入れません」

エナ：なにその機き能のう!?（笑）

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、ロボ子が中ちゆう継けいします」と、ホログラムで動画を出す。では、教会の中のふたり──。




　教会には誰もいないようだった。

　静かで、薄うす暗ぐらい室内には、ステンドグラス越ごしに色づいた光が差し込んでいる。




透子：教会か……懐なつかしいな。昔、住んでいた場所にも、人のいない教会があって……よく、ふたりで潜もぐり込こんで遊んだものな。

修太郎：そうだったねぇ。入っちゃいけないって言われると、妙みように入りたくなるんだよね。

透子：（懐なつかしそうに）シーツを持もち込こんで、よく、ごっこ遊びをしたっけな……。

れい：シーツ？

透子：こう、頭からかぶって……花はな嫁よめの真ま似ねをしてな……ふふ、懐かしい。

ＧＭ：では、外のロボ子が、きゅぴーん！　と反はん応のうします。「これは……回想シーン！」ロボ子は新しい映像を投とう影えい。そこには、子こ供どもの頃ころの修太郎と透子さんが映うつっています。

れい：す、すごい機能……っ!!（一同笑）

エナ：マジですげーな！　さすがＡちゃんの超ちよう技ぎ術じゆつだ……（笑）。




　シーツをかぶり、頰ほおを染そめて修太郎を見上げる──幼おさない透子。




透子：（幼い声で）とうこを、いっしょうだいじにするって……ちかいますか？




　それは、他愛たわいのないごっこ遊びだった──その時は。




修太郎：（脳のう天てん気きに）懐かしいねー。あの頃ころは、意味もわからず、やってたもんね。

透子：──今は？

修太郎：え？

透子：……今は、どうだ？　──ここで選択肢が欲しいな（一同笑）。

ＧＭ：「ロボ子に任まかせてください！」と外から返事します。そして、修太郎の目の前に、ホログラムで選択肢が表示される（一同笑）。




①「今でも気持ちは変わらないよ」

②「今なら……もっと大事にしてみせる」

③「ハハハ、子供って無む邪じや気きだよね」




修太郎：げ、げえ……これは、きつい……っ（笑）。

エナ：安全なのは③だけ、だけど──③は、とーこちゃんが怒おこりそうだなぁ（笑）。

ＧＭ：ピ……ピ……ピ……ピ、ピ、ピ……ピピピ……！（[image: ←]徐じよ々じよに速くなる電子音）

修太郎：時間制せい限げんつきかよ!?（笑）　え、えっと、でも、これは……えーと……！

ＧＭ：「時間切れです」がしゃーん！　と、選択肢のホログラムが崩ほう壊かいする（一同笑）。

修太郎：そんなシステムなのか……（笑）。

透子：ちっ（笑）。──では、私は、懐ふところから大きめのハンカチを取り出して、広げよう。

修太郎：透子ちゃん？

透子：ふわっと頭にかぶって──（悪戯いたずらっぽい声で）星川修太郎は、御影透子を、一生大事にすると──誓ちかいますか？

ＧＭ：すごい踏ふみ込こみだっ！（一同笑）

エナ：どっ、どうするんだ、しゅーたろーっ！（笑）




　色づいた光の中。

　あの頃と同じように、けれど、あの頃とは違う表ひよう情じようで──透子が囁ささやく。

「──誓いますか？」




修太郎：あー、懐かしいなー、そんな感じだったねー（一同爆笑）。

一同：かっ、かわした──────────っ!!

透子：修太郎の答えに……ちょっと、そっぽを向いて、頰を膨ふくらませる。

修太郎：あれ、えっと……透子ちゃん？

透子：（微び妙みように怒った声で）もういいっ！（笑）

ＧＭ：「フィールドが解かい除じよされましたね。イベント終了のようです」

れい：ストーップ！　ストップよ！　って、中に入っていく！（一同笑）

修太郎：ふ、ふう……終わった……のか（笑）。

エナ：ちなみに、ロボ子ちゃん、今のでイベントＣＧは回収できたの？

ＧＭ：「そっちはバッチリです。ＣＧはお兄様のアルバムに入れておきました。存ぞん分ぶんにお楽しみください」

修太郎：そんな機能が付いてるのか……っていうか、アルバムってなんだ（笑）。

ＧＭ：「ＣＧやイベントの回想ができる機能のことです」（一同笑）

修太郎：わかるけど全然わかんないよ!?（笑）

ＧＭ：それでは、次のイベントに行きましょう（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、れいちゃんのイベントです。

れい：海にやってきたわ！　初めて、ほっしーと会った場所！

エナ：あれって、海水浴場なのかな。

ＧＭ：一巻には「浜はま辺べ」としか書いてないんですよね。だから、港の付近でいいかな、と。

れい：たたたーって、浜辺を走ってく！　ほっしー、こっちこっち！

修太郎：ああ、うん……じゃ、ついていこう。

ＧＭ：「むっ！」きゅぴーん、と、またフィールドが展開されます。「イベントが開始したようですね。我々は入れませんが、また中ちゆう継けい動画で見ていましょう」




　夏の日差しが降ふり注そそぐ、浜辺。

　北側の、ふたつの海水浴場には、生徒たちが繰くり出だしているだろうが、この浜辺には人影はない。砂すな浜はまを、小こ柄がらなれいが、元気よく駆かけていく。




れい：覚えてる？　ほっしー。ここ、あたしたちが、初めて会った場所よ！

修太郎：ああ、僕が打ち上げられて……懐かしいね。

れい：ふふっ、ここで、ほっしーが、あたしのこと、イカから助けてくれたんだよね。

修太郎：あれ、そうだっけ……僕が、れいちゃんに助けられたような……（笑）。

ＧＭ：「回想シーン、出します」とロボ子。

一同：回想きた──────────っ!?（笑）

ＧＭ：ぐったりした修太郎、抱だき起こすれい──そして、イカとの遭そう遇ぐう（一同爆笑）。

エナ：あー、うん、れーちゃんが、吹っ飛ばしてるねえ（笑）。

ＧＭ：その前に、イカの攻撃からかばってもいますね。「さすがお兄様、ヒロインとみればすかさずカバーリングし、フラグ、ゲットだぜ！」（一同笑）

れい：ねえ、ほっしー♡

修太郎：なんだい？

れい：初めて会った時に言ってくれた言葉……あたし、すごい嬉うれしかった♡

修太郎：言葉……って……え、っと……。







　陽光を受けて輝かがやく海原。

　その、煌きらめく青を背せに、光月れいは太陽のように笑い──そして、言う。

「ね、あの時の言葉……もう一回、言って？」




ＧＭ：「む！　選択肢いきます！」とロボ子（一同笑）。

透子：そうだよなー、ここだよなー（笑）。




①「キミは……そのままの、キミでいいんだ」

②「うう……イカ……イカが……っ」

③「ここは……どこ……っ！　キミは？」




れい：あたしは、「わかるよね？」って顔して、にっこにこしてるっ！（一同笑）

透子：（素すになって）か、かわいい……（笑）。

エナ：でもなぁ……しゅーたろー、気き絶ぜつしてたんだよね、あのとき……（笑）。

修太郎：……そうなんだよねぇ。

ＧＭ：ピ……ピ……ピ……ピ、ピ、ピ……ピピピ……！（[image: ←]徐じよ々じよに速くなる電子音）

修太郎：うおっ、時間制限きた……えっと、えっと……っ！




　記き憶おくを辿たどる修太郎。

　そして、手にした答えは────。




修太郎：確か……「ここは……どこ……っ！　キミは？」かな。




　それは、確かに（修太郎が覚えている限かぎりは）正解だった。

　しかし────。




れい：……白目になります（一同爆笑）。
















　……彼女の、求めている答えではなかった。




れい：う、うっそ──────っ!?　おっ、覚えて……ないの!?

修太郎：え、ええ？　違うかな……えっと……。

れい：ショ、ショック……。

ＧＭ：では……「ＣＧが登録されました」とロボ子が言う。そして、おどろおどろしいＢＧＭとともに、白目を剝むいたれいの姿すがたが投影される（一同爆笑）。

エナ：……まあ、そう、なるよな……（笑）。

ＧＭ：「これは、ギャグイベントのようですね」とロボ子。

れい：どっ、どうして……どうしてなのぉ～っ!?（一同笑）

透子：（勝かち誇ほこった声で）ふっ……れいらしくて、いいＣＧじゃないか？（一同爆笑）

れい：もぉ～！　信じられない！　ほっしーめ！

修太郎：す、すいません……ホントすいません……（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、イベントＣＧ回収作戦は、終了いたしました。「……ルートには、どちらも入れませんでしたね」と、淡たん々たんと言うロボ子。

エナ：まあ、見事なスルースキルだったよ（笑）。

れい：とほほ……。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──さて、そんなイベントを終えた後、キミたちは、まだロボ子の見ていない、学園島のあちこちを回っていきます。




　夏の空の下、青々とした畑が広がる、農場ブロック。

　そこには、畑仕事で汗あせを流す、ボール・マキと、アフロ団吉の姿。

[image: ]




ＧＭ：「よう、ブラザー！　超ちようこんなところまで、超どうした？」

修太郎：やあ、団吉。この子を案内してるんだよ。

ＧＭ：では、紹しよう介かいされたロボ子が──。「お兄様の妹、星川ロボ子です」

修太郎：いやいやいや、本物の妹じゃないから（笑）。

ＧＭ：そう聞くと、団吉は真顔で頷うなずきます。「……そうか。まあ、超色いろ々いろあるよな」

修太郎：え、ちょ、なんか、誤ご解かいしてる!?

ＧＭ：「超気きにするなって。ファミリーの絆きずなってのはよ、血とか遺い伝でん子しじゃねえんだ。ソウル、そしてハートだよ。超わかるぜ」

修太郎：わかってね────!?（笑）

ＧＭ：「なかなかいいことを言うアフロですね」と頷いたロボ子は、「一応、好感度もチェックしておきましょう」ピコーン。「むむ、なかなかの好感度。ヒロイン級です」

一同：団吉、ヒロインなの!?（笑）

透子：ギルバートはスルーされたのに……（笑）。

ＧＭ：で、「こっちの丸い人は特に反応ないです」とロボ子。

透子：まあ、マキは心配ないだろう。

エナ：あ、そうだ、マキちゃん、昨日はありがとね、野菜の手配。

ＧＭ：「いいのよ。材料切れで料理が出せないなんて、卸おろしてるこっちも、いやだもの」

れい：マキ先輩は頼たよりになるぅ！

ＧＭ：「せっかく来たんだから、スイカでも持っていきなさいよ。丸いわよ」

透子：田舎いなかのおばあちゃんみたいだ（一同笑）。

ＧＭ：ロボ子は、周囲の畑を、物もの珍めずらしそうにきょろきょろしてますね。




　青く広がる空と、緑の畑。

　みずみずしい香かおりを孕はらんで吹ふく──夏の風。

　ロボ子は、驚おどろいたように、眩まぶしそうに、目を細める。




修太郎：こんな風に、色々なものを見られるのも、この学園のいいところだと思うんだ。

ＧＭ：「……そう、ですね」

修太郎：一緒に、色々なものを見ようよ、これからもさ。

ＧＭ：「……」ロボ子が、急にぼうっとした感じで、修太郎を見ます。すると、どこからか、「ぴろりろりーん♪」という音がする。

エナ：……ん？　何の音？

ＧＭ：「おや、誰かの好感度が上がりましたね」とロボ子。

一同：好感度の上がった音か！（笑）

ＧＭ：「誰でしょう？」と周囲を見るロボ子。

れい：え？　それって、もしかしてロボ──。

透子：シッ！（一同笑）

れい：（ひそひそ声で）今の、ロボ子ちゃんのじゃないの……？

透子：（ひそひそ声で）気づかせるな、厄やつ介かいなことになるぞ（一同笑）。

ＧＭ：では、そんなところで、農場ブロックも離はなれましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、路面電車に乗って、移動するのですが──ロボ子が、困こまった感じで、自分の胸を押おさえて言います。「うーん……。おかしいですね、なんだか、お兄様を見ると、メインエンジンがドキドキします」（一同笑）

れい：やっぱり！　ちょっと……やだもう！（笑）

透子：（真ま面じ目めに）それはきっと、慣れない場所に来たり、慣れない物を食べたせいだな。

ＧＭ：「そうかもしれませんね。なんだか、お兄様の感情とか記憶もうまく認識できませんし……。ロボ子、ちょっとお父様のところで、検けん査さしてもらおうかと思います」

透子：そうしろ、そうしろ。メンテナンスしてもらえ（一同笑）。

ＧＭ：「では、ロボ子は、お父様のところで検査してもらいます」

修太郎：じゃあ一回、ロボ子ちゃんと別れて、みんなで第三生徒会本部に戻もどろう。

ＧＭ：はい、了解です。シーンを閉とじましょう。




　第三生徒会の一行は、路面電車に揺ゆられていく。

　車しや窓そうから差さし込こむ夏の陽光で、修太郎の横顔が照らされる。

　ロボ子は……高鳴る胸を押さえながら、じっとその横顔を見つめていた。







◆Middle07◆リサーチフェイズ　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　第三生徒会本部に戻ってきた一行。

　色々と、調べたいことが溜たまっていた。




ＧＭ：では、全員、本部に戻ってきたところ。フレーズがお茶を入れてくれます。

エナ：さて、と。──じゃ、あたいから、昨日の晩ばんの話をしよう。謎なぞの通とおり魔まの話。

透子：……ロボ、か。それは、黙だまり込こんで……ロボ子のことを考えてしまうな。

れい：ちがうよ！　ロボ子ちゃん、そんなことしないって！

修太郎：僕ぼくも、そう思う。

透子：私わたしも、そう思いたいが……。

エナ：通り魔の目的とか、能のう力りよく……それに、ロボ子ちゃんのあの能力のこととか、色々気になるんだよね。手分けして、色々調べた方がいいと思うんだ。

ＧＭ：──はい、それでは、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンにします。現げん時じ点てんで調ちよう査さ可か能のうな内ない容ようは、こちらから提てい示じする項こう目もくが「通り魔について」「ロボ子について」「黒沢Ａ太郎について」のみっつ。他に調べたいことがあれば、それでもＯＫです。

エナ：Ａちゃんのことも調べられるんだ!?（笑）

透子：まあ、考えてみれば、異い常じようなほどの技ぎ術じゆつ力りよくだものな、そいつは（笑）。

ＧＭ：判はん定ていはひとり一回です。途と中ちゆうで新しい項目が出る場合もあります。

エナ：《インスピレーション》使える？

ＧＭ：はい。使用した場合、手番が追加され、判定が自動成功したものとします。つまり、通つう常じようの手番以外に調査が行なえるわけですね。

エナ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだね。了りよう解かい。

ＧＭ：あと、フレーズが、この調査の間に一回、《妖よう精せいの手》を使ってくれます。

れい：ダイス目10にするやつだ。ありがと！

ＧＭ：「わたしと海ちゃんも、お手伝いしますよ～」「にゃー」と、ガッツポーズをする。

エナ：ん、何から調べようかな、まずは……通り魔、か。

れい：じゃ、あたし、ベッキーに聞いてくるよ！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、れいちゃんは風紀委員会本部にやってきました。相変わらず、警けい察さつ署しよ然ぜんとした、堅かた苦くるしい雰ふん囲い気きの建物です。受付の生徒も警けい官かんぽい生真面目な感じ。

れい：ベッキーに会いに来たわ！

ＧＭ：すると、奥おくから「ベッキー言うな！」という声がします（一同笑）。

れい：あ、いたいた。すたすた奥に入っちゃう。あのね、通り魔の話を聞きたいの。

ＧＭ：「……あれは我われ々われの管かん轄かつだ。貴き様さまらには関係ない」と言うベッキーですが……では、〈情報：アカデミア〉〈情報：警察〉などで判定してみてください。難なん易い度どは８。

れい：〈情報：アカデミア〉に、「コネ：学園通の友人」使っちゃう。……ありゃ、失敗。

修太郎：早速だけど、フレーズちゃんにサポートお願いしよう。

れい：抱だきかかえてる海ちゃんに、お願い！　って言う（笑）。

ＧＭ：海が、「にゃー」と鳴くと、ベッキーは「し、仕方ないなー！」と言う（一同笑）。

修太郎：それじゃただの猫ねこ好きの人じゃないか。




　謎の通り魔──それは、オーヴァード生徒のみを狙ねらう、正体不明の襲しゆう撃げき者しやだ。

　なんらかのエフェクトで偽ぎ装そうしているのか、女じよ性せい型のロボット、もしくはサイボーグであること以外、容よう貌ぼうなどは不明。

　内ない蔵ぞうされた武ぶ器きを使用し、戦せん闘とう能力は非ひ常じように高い。高度な訓練を受けているようだ。

　また、相手のオーヴァード能力を一時的に封ふうじる、謎の力を持っている。




エナ：「謎」とか「不明」が多いなぁ（笑）。

ＧＭ：「どうにも手がかりが少ないのだ」と、悔くやしそうに言います。──ただ、れいちゃんは、話を聞いているうちに、思い出したことがあります。

れい：なになに？

ＧＭ：エフェクトを封じる能力といえば、以前、美化委員会が使っていた、ＡＲＦ──アンチ・レネゲイド・フィールドが、それに近いものでした。

透子：そういえば、あったな。一巻の時か。

れい：ほんとだ！　あのＡＲＦってやつじゃないの？

ＧＭ：「ふむ、私はよく知らんな……」とベッキー。

れい：意外と使えないわねー、あんた（一同笑）。

ＧＭ：「くっ、き、貴様に言われたくない……！」とベッキー、ぷんすか。「ええい、出て行け！　捜査の邪じや魔まだ！」とれいを追い出します（笑）。

れい：（気楽に）またね、ベッキー！

ＧＭ：──というわけで、「ＡＲＦについて」という項目が新しく出て来ました。

透子：美化委員会か……。ふむ、私が話を聞きに行くか。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、透子さんは美化委員会にやってきました。ギルバートが、顔をしかめて、でも、ちょっと嬉うれしそうに、「なんだ御み影かげ透子。この美しき美男子、ギルバート・エデンに何か用か？　まったく仕方ないな、お前たちは！　仕方ないなー！」と言う（一同笑）。

透子：無む視しして、ヴィペラに話を聞こう。ＡＲＦについて知りたいのだが。

ＧＭ：「ＡＲＦですか……」とヴィペラさん。では、判定をどうぞ。

透子：〈情報：アカデミア〉でいいんだな？　では、「コネ：学園通の友人」──これはヴィペラだな──を使用し、達成値13。

ＧＭ：成功です。「ＡＲＦは、未来科学研究会が開発したものです。レネゲイド災さい害がいへの対たい応おうに有ゆう益えきと考え、美化委員会に提てい供きようしてもらいました」

エナ：未来科学研究会……Ａちゃんのとこか。

ＧＭ：「フィールド内の、レネゲイドの働きを抑よく制せいする効こう果かがあります」

透子：ふむ……。それを使えば、エフェクトを封ふう印いんできるか？

ＧＭ：「理り論ろん上は可能でしょうが……」と、ヴィペラは考かんがえ込こみます。「そんな効果を得るには、出力が低すぎますね、リミッターを解かい除じよしても、弱い能力ならともかく、ＡランクやＳランクオーヴァードの力を封印することは難むずかしいでしょうね」

透子：ふむ……。そうだな、出力を上げる方法とかはないのか？

ＧＭ：「……改良すれば、多少は上がるでしょうが。それでも、エフェクトを封印、とはいかないと思います。開発者に聞けば、もう少し詳くわしいことがわかるかもしれません」

透子：開発者……未来科学研究会か……。うむ、助かったぞ、ヴィペラ。

ＧＭ：「どういたしまして、御影透子」と、淡たん々たんと頷うなずくヴィペラ。その向こうでは、ギルバートが椅い子すの上で後ろ向きに体育座ずわりして、いじけています（一同笑）。

透子：そいつはどうでもいい（一同笑）。……では、帰るか。




　　　　＊　＊　＊




エナ：残りは、「ロボ子について」か、「黒沢Ａ太郎について」……か。

ＧＭ：「ロボ子について」の方が、難易度は高いです。

エナ：あたいの方が、情報収集得意だし、一回失敗してるからリベンジもしたいな。じゃ、しゅーたろー、Ａちゃんについて調べてよ。

修太郎：いいよ。でも、誰だれに聞けばいいのか、想そう像ぞうもつかない（笑）。

エナ：ひばりちゃんとか、団だん吉きちちゃん……あとは、こーのすけかな？

修太郎：紅之介が知ってるのかな？

ＧＭ：実は、知ってます。ちょっと意外な理由ですけどね。

修太郎：何だろう？　じゃあ、紅之介と、寮りようで話そう。

ＧＭ：了解です。どこがいいかな……一緒にお風ふ呂ろ入るとか？

修太郎：そんなサービスシーン誰が得するの!?（一同笑）

れい：あたし、嬉うれしい……（一同笑）。

ＧＭ：まあ、イラストは入らないですけどね！（笑）　……では、春風大浴場サウナルーム。修太郎と紅之介が一緒に入ってます。

修太郎：あ、暑い……（笑）。

ＧＭ：「もっと熱くなれよ！　サウナで！」（一同笑）

修太郎：紅之介とサウナにいるの、やだなぁ……（笑）。まあいいや、ねえ、紅之介、黒沢……黒沢Ａ太郎って知ってる？

ＧＭ：すると──紅之介が急に、真顔になります。「（シリアスな口調で）──それは、二年の〝ギャルゲーマスター〟のことか？」

修太郎：あ、うん、そう。その人。

ＧＭ：「それは──」では、〈情報：アカデミア〉か〈情報：ＵＧＮ〉、または〈情報：ＦＨ〉で判定してください。難易度は８。

一同：〈情報：ＦＨ〉!?

エナ：ま、まさか……（笑）。

修太郎：──せ、成功っ！

ＧＭ：「……あいつは、元マスターエージェントだ」と紅之介。

一同：マスターエージェント!?（爆ばく笑しよう）

エナ：やっ、やっぱり……ギャルゲーマスターだからか!!（爆笑）

ＧＭ：そうです。紅之介の春日一族は、ＦＨと深い繫つながりがあるので、彼かれも知っているのです。ディオゲネスクラブ自体、ＦＨの内部にある組織ですからね。

修太郎：そ、そんな人が、なんでアカデミアに……？

ＧＭ：「『巨きよ大だい学園とか、超ギャルゲーっぽいから、俺あっちいくわ』と言い残してＦＨを去り、アカデミアの生徒になった」（一同笑）

エナ：Ａちゃんらしい……（笑）。

修太郎：すごく……アホなんだね……（笑）。

ＧＭ：「ああ、アホだが、あいつの能力は本物だ。黒沢の能力は、因いん果が律りつの観かん測そくと介かい入にゆう。言いい換かえれば、過か去この観測と未来への介入だ。とんでもない代しろ物ものだぞ」

修太郎：た、確かに……。

ＧＭ：「まあ、その能力を、ギャルゲーに関するところにしか使わないんで、ＦＨでも、変わり者扱あつかいされていたけどな」（一同笑）

エナ：そりゃそうだろう（笑）。

ＧＭ：「まあ、黒沢は、たいした奴だぞ。……アホだが」（一同笑）

修太郎：そうみたいだね、ありがとう。……暑いし、もう出ようか。

ＧＭ：「あきらめんなよ！　もっと熱くなれよ！」（一同笑）

エナ：やっぱり、このオチか……（笑）。




　　　　＊　＊　＊




エナ：ロボ子ちゃんの話を聞きに、Ａちゃんに会いに行こう。

ＧＭ：了解です。黒沢くんは、未来科学研究会のラボのひとつにいます。奥のポッドにロボ子が入っていて、メンテナンスをしているところ。

エナ：Ａちゃん、あたいが来たぞー！

ＧＭ：「やあ、エナくん」と、どこかまだ憔しよう悴すいした顔の黒沢くん。「どうだ、俺の……うっ、俺のロボ子は……役に立っているか……？」と、悲しそうな顔で（一同笑）。

エナ：う、うーん……役に立ってる、のかなぁ？　まあ、活かつ躍やくはしてる（笑）。

ＧＭ：「そうか……。ロボ子は、俺の妹になってくれるかもしれなかった女性だ」

エナ：ああ、うん、そうね。判定していい？（一同笑）

ＧＭ：「うう、うう……〈知ち識しき：機械工学〉か〈知識：レネゲイド〉だ」（一同笑）

エナ：ありがと（笑）。んー……よし、達成値12。




　多次元因果律干かん渉しよう型ラブナビゲーションシステム──〝ラブラスの魔〟。

　その実体は、多人数を対象とし、対象の固有レネゲイドパターンを解かい析せき、介入することで、過去の観測と、可か能のう性せいへの干渉を行なう技術である。




エナ：固有レネゲイドパターン？

ＧＭ：「オーヴァードが個こ々こに持つ、レネゲイドの波長、特とく性せいだな。実じつ際さいのところ、俺の一番の能力は、そのレネゲイドパターンの解析技術なのだよ」

エナ：そのパターンを解析することで、あのギャルゲー能力になるんだ？

ＧＭ：「そうだ。無む制せい限げんに、〝世界〟にアクセスする技術は、俺にはない。あくまで、対象の持つレネゲイドパターンから、過去の解析と未来への介入を実じつ現げんする」

エナ：えーと、つまり、オーヴァードに関することにしか、介入できないんだ。

ＧＭ：「そういうことだな」デートの時の未来予よ測そくも、ジェーンのレネゲイドパターンを解析したため、です。オープニングでミサイル撃うったカップルも、オーヴァード生徒だった。

修太郎：あ、それで、しねまちゃんと、リオーネちゃんはスルーしてたんだ。

一同：あ────────っ!!

透子：なるほど……ギルバートも、それでか。

れい：そっかそっか！　そういうことだったんだ、すごい！

エナ：なるほどねぇ……Ａちゃん、その能力って恋れん愛あい関係以外にも使えるの？

ＧＭ：「なぜ、そんな無む駄だなことに使わなければいかんのだね」（一同笑）

エナ：ブレないなぁ（笑）。たとえばの話だよ、たとえば……エフェクトを封印するとかさ。

ＧＭ：「ふむ……」考かんがえ込こむ黒沢くん。「固有レネゲイドパターンに干渉することで、エフェクト自体の強化や弱体化は可能かもしれんな。封印となると……専せん用ようのシステムを別に用意しないと、難しいと思うが」

エナ：ＡＲＦ……を、組くみ込こんでたりするのかな？

ＧＭ：「ＡＲＦ？　ああ、ウチで作ったアレか。いや、そんなことはないはずだぞ、多分」

エナ：そっか。──ん？　多分ってなに？

ＧＭ：「ロボ子のメインメモリは、研究所ブロックから提供されたものだからな。他の部分はともかく、メインメモリに関しては、俺も完全に把は握あくしているわけじゃない」

エナ：……なるほど。

ＧＭ：「ま、そんな感じだ。ロボ子のメンテナンスは、明日までかかる。俺は、飯でも食ってくる」──と言って、黒沢くんは、ラボを出て行きます。

エナ：その、メインメモリって調べられる？

ＧＭ：はい、追加の項目になります。〈知識：機械工学〉で難易度15。

エナ：手番はないし、難易度も高いな。よし、《インスピレーション》を使う。

ＧＭ：ＯＫです。黒沢くんがいない間に、コンピュータにアクセスした、ということになります。……ところで、エナのＨＰは何点かな？

エナ：……？　ええと、28点だけど。

ＧＭ：（ダイスを握にぎって）《攻こう性せい防ぼう壁へき》が発動。エナはＨＰを32点減へらしてください。

一同：し、死んだ──────────っ!?




　ロボ子のメインメモリ。それを調べるため、エナはコンソールを操そう作さした。

　その時──ディスプレイに警けい告こくメッセージが出たのと同時、エナの全身に、電でん撃げきが走る！　明らかに、殺意を持った出力だ。




エナ：ちょ、り、《リザレクト》して起き上がる！　Ａちゃん、なんてことするんだ!?（笑）

ＧＭ：これは、黒沢くんが仕し掛かけたものではありません。そうですね、警告メッセージからわかっていいでしょう。神かみ城しろ警けい備び保ほ障しようのロゴが出ます。

透子：神城……？

ＧＭ：アカデミアの警備を担たん当とうしている、セキュリティ企き業ぎようですね。

透子：そんなところが、殺すつもりのセキュリティを……。

エナ：う、うう、あたい、髪かみの毛けモジャモジャになって、ぷすぷす煙けむりを出してる……でも、判定自体は成功のはずだ。データを見よう。

ＧＭ：ロボ子のメインメモリの核かくになる部分には、レネゲイドクリスタル……賢けん者じやの石とも呼よばれる、レネゲイドの結けつ晶しよう体たいが使われています。

エナ：すごいもの使ってるな！

ＧＭ：そのため、レネゲイドの力を増ぞう幅ふくする「触媒カタリスト」である修太郎を兄として認にん定ていしたものと思われます。人じん格かくプログラムは黒沢くんの作なんですが、レネゲイドクリスタルのことは知らなかったので、誤ご作さ動どうしたんでしょうね。

エナ：あー……なるほどね。

ＧＭ：で、わざわざそんな物まで使って出力を上げたのは、黒沢くんの元々の設せつ計けいより、さらに詳しよう細さいに、固有レネゲイドパターンを解析するためです。

エナ：なんだろう。恋愛以外の用よう途とに使うつもり、みたいな感じ？

ＧＭ：まさに、そういう感じ。──それから、ロボ子にＡＲＦは搭とう載さいされていません。

エナ：む、そうなのか。通り魔はロボ子ちゃんじゃない……？

れい：よかった！　あたし、信じてたよ！

透子：ペロ、これは青せい酸さんカリとは何だったのか……（一同笑）。

ＧＭ：あれは、「この結けつ論ろんは誤ご解かいですよ」というサインです。

エナ：わかりにくいんだよっ!!（笑）

ＧＭ：ははは。それから、もうひとつわかること──このメインメモリと、基き礎そになる人工知能システムを作ったのは、研究所ブロックにいる、ＵＧＮのアイザック・アーガイル・アドミニスター博士という人物です。

エナ：長い（笑）。アイザック博士……か。

ＧＭ：彼はＵＧＮの中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんでもあり、このアカデミアの理事のひとりでもあります。

エナ：こりゃまた、すごい大物だな……。ともあれ、電撃喰くらって消しよう耗もうしたし、あたいは本部に帰ろう……（笑）。




　これほどに厳げん重じゆうなセキュリティを敷しく理由とは、なんだろう。

　ロボ子の眠ねむるポッドを見つめながら、エナは、不ふ吉きつな予感を抑おさえられなかった。



〈情報：ＦＨ〉　オーヴァードのテロ組織であるファルスハーツ（ＦＨ）の情報を扱う技能。

マスターエージェント　ＦＨの中でも、特に強力なエージェントに与えられる肩書き。

《攻性防壁》　特定の情報や機器にアクセスした者にダメージを与あたえる、ブラックドッグのエネミーエフェクト。









◆Middle08◆ロボ子の学園漫まん遊ゆう記きその三　Scene Player ─── 星川修太郎




　翌よく日じつ──ロボ子登場から三日目。

　休日であり、第三生徒会の面々は、午前中から、ロボ子と共に、本部に集まっていた。




ＧＭ：──というわけで、翌日です。ロボ子はメンテナンスから帰ってきます。黒沢くんからの伝言は、「異常は特に見つからなかった」でした。

修太郎：そっか。まあ、よかった。

ＧＭ：「お父様の想定より、ロボ子の人格プログラムが進化していて、違い和わ感かんはそのためではないか……ということでした」

エナ：まあ、進化ってことなら、よかったのか。うーん、でも、あたいは、ロボ子ちゃんが造つくられた目的を色々疑うたがっちゃうんだよなぁ……本人には、自覚ないんだろうけど。

透子：とりあえず、通り魔ではなかった、というだけで私は安心したな。

ＧＭ：ロボ子は、あと一日、学園のあちこちを見て回りたい、と言います。

れい：いいよ！　あたし、美お味いしいお店とか、教えてあげる！

透子：れいの好物……焼やき芋いもの美味しい店とかか？（笑）

れい：そう、すっごく美味しい屋台があるの♡

エナ：きっと、マキちゃんの育てた、丸いさつまいもとか使ってるんだな（笑）。




　学園のあちこちを、一緒に回る、ロボ子と、そして第三生徒会の面々。

　買い食いをしたり、カフェでお茶をしたり。

　市街区でのショッピングに、路上ライブの見物。

　仲間と一緒に、色々なものを見て、喋しやべって、騒さわいで──。

　それは言ってみれば、ごく平へい凡ぼんな、休日だった。




ＧＭ：キミたちが、そうやって、わいわいしてると、市街区でばったり、担たん任にんの機島先生に会ったりしますよ。サングラス越ごしに、無む表ひよう情じようにキミたちを見る。

修太郎：こっ、怖！（笑）　せ、先生、こんにちは！

ＧＭ：「……星川と御影、それに第三生徒会か」と、感かん情じようなく呟つぶやく機島先生。

れい：な、なんか怒おこられそう……すっごい騒いでたし（笑）。

ＧＭ：特に怒ったりはしません。「教室の外のことは、教きよう師しとしての役やく割わりではない」とだけ言って、そのまま去っていきます。

透子：……あれで、意外と可愛かわいい下着とか買いに来てたりするのかもな（一同笑）。

れい：それおかしい……（笑）。




　市街区を堪たん能のうし、路面電車に揺ゆられて学園のあちこちへ移い動どうする一行。

　体育館でミニバスケをし、グラウンドではＲファイトを観戦する。

　休日を満まん喫きつする、ただの生徒のように──普ふ通つうの、学園の一員のように。

　その一日は過すぎていった。




ＧＭ：夕方、ちょっと小高い場所にある、公園。ロボ子は、夕日に照らされる、学園都市、校こう舎しやや市街区を眺ながめて、ちょっと、ぼうっとしています。──他のみんなは飲み物を買いに行ったりして、今は、ロボ子と修太郎がふたりきり、という場面。

修太郎：じゃあ、後ろから声をかけよう。──ロボ子ちゃん、どうしたの？

ＧＭ：「お兄様……」振ふり向むいてから、言葉を探さがすように、ちょっと沈ちん黙もくするロボ子。その横顔も、夕日に照らされ……ごく普通の、少女のように見えます。

れい：やだちょっと、なんかいい雰ふん囲い気き……！

ＧＭ：ロボ子はしばらく考えてから、口を開きます。「ロボ子は、この三日……学園のあちこちを見て、いろんな人に、会いました」

修太郎：そうだね。なんか、アカデミア一周ツアーみたいな（笑）。

ＧＭ：「ここには、本当に、様々な生徒がいるのですね」

透子：幽ゆう霊れいもいるし、熊くまも木も喋しやべるしな（笑）。

ＧＭ：「なんだか、ロボ子も……普通の、みんなと同じ、仲間になった気がしました」

修太郎：ロボ子ちゃんは、みんなと変わらない、仲間だよ。

ＧＭ：「そうなんでしょうか……」心細そうな顔になるロボ子。

修太郎：そうだよ。なんなら、生徒になったっていい。フレーズちゃんも、レネゲイドビーイングの生徒として編へん入にゆうしたんだよ。

ＧＭ：「編入……。生徒になれば、お兄様も、もっとロボ子を妹っぽく扱あつかってくれる」

修太郎：それはともかく……この学園には、本当にいろんな人がいて、みんな、一いつ生しよう懸けん命めい、過ごしてるんだよ。僕は、それが、すごく大事だと思う。

ＧＭ：「ロボ子も……そんな風に、したいです」

修太郎：できるよ。一緒に、ここで。

ＧＭ：「……明日、エンディングが終わったら……。ロボ子も、生徒になって、お兄様や、みなさんと一緒に、この学園で過ごしたいです」

修太郎：うん、きっと楽しいよ。

ＧＭ：「そうですね、今日も……この三日間、ロボ子は楽しかったです。もっと、みんなと一緒にいたい……」夕日を眺め──ロボ子は、そう言って、微笑ほほえみます。──そんなところで、みんな戻ってきた感じで。

れい：なになに？　ロボ子ちゃんも生徒になるの!?　って！　にこにこする！

ＧＭ：「明日は、お兄様とメインヒロインのエンディングです。それが終わったら、ロボ子も普通の生徒になって、みなさんの仲間になりたいです」

透子：そうだな、私と修太郎の結けつ婚こん式しきが終わったら……。

れい：あほか！（一同笑）

ＧＭ：「ロボ子は、透子もれいも応おう援えんしていますが……明日になってみないと、どちらがメインヒロインかは、判定できません」（笑）

れい：（真面目な声で）あたし、多分、あたしで決まりだと思う。

透子：（悲しげな声で）あんな外れのイベントＣＧでか？（一同笑）

れい：それ言われると、まじヘコむ！　もう！　ロボ子ちゃんのせいよ！

ＧＭ：「ロボ子、真顔になっちゃいますが、ロボ子のせいじゃないです」（一同爆笑）

エナ：まあねえ……（笑）。




　そして、仲間たちは笑い合う。

　夕日に照らされた、楽しかった一日の終わりに。

　……それが自分のことを「ロボ子」と呼よぶ少女が、幸福に、笑って過ごした──。

　最後の日になった。







◆Middle09◆伝説の木の下で　Scene Player ─── 星川修太郎




　三日後、伝説の木の下で──とロボ子の告げた、当日。

〝伝説の木〟ケラススの周囲には、第三生徒会の面々と、ヒロイン候こう補ほたち。

　そして──大量の野や次じ馬うまがやってきていた。




ＧＭ：ケラススはちょうど、今朝から咲さいていて、大きな枝えだには、桜さくらの花が満開です。で、花見客がビニールシートを敷しいて騒いでたりもする。周囲には、たこ焼きや焼きそば、かき氷、お面に射しや的てきなどの屋台が並ならんでいます。

エナ：夏祭りだか花見だか、よくわかんない状じよう態たいになってんなー（笑）。

ＧＭ：「なんだなんだ、祭りか？」「なんか告白するらしいよ」「わはは、酒もってこい！」などと、大学生や教員なども混まざって大おお騒さわぎですね。ロボ子とキミたちは、桜の木──ケラススの横に立っている感じ。

修太郎：ケラススさん、なんか、大騒ぎになっちゃって、ごめんね。

ＧＭ：「まあ、いいってことよ。俺の花を見てもらうのは嬉しいしな」

れい：ケラスス、大人！（笑）

ＧＭ：ケラススの脇わきにはフレーズやヴィペラ、小石に千ち鶴づ香かなど、ヒロイン候補たちもやってきています。あ、あと団吉（笑）。

れい：やだもー……帰って！（笑）

透子：小石だけでも帰ってもらうか（笑）。

ＧＭ：「あ、小生もいるであります」

エナ：しねまちゃん……候補に選ばれなかったのに……。

ＧＭ：「小生もヒロイン！　ヒロインであります！」……あとは、サイダーで悪わる酔よいする黒沢くんとか、マキちゃんとかも見に来てますよ。マキちゃんはリンゴ飴あめ売ってる（一同笑）。

れい：やだ、似に合あう……（笑）。

ＧＭ：ま、そんなこんなでお祭り騒ぎになっております。──で、ケラススから少し離はなれた場所に、特とく設せつステージがありまして、そこに、ロボ子が上がります。

修太郎：もう、なにかっていうとステージ作るんだな、この学園は……（笑）。

ＧＭ：「みなさん、今日はお兄様とロボ子のために集まってくださり、ありがとうございます。ロボ子はこの三日、学園のすべてを、そして、生徒のすべてを見てきました」

修太郎：三日で、全部回ったもんなぁ……（笑）。

ＧＭ：「これから、お兄様は、運命のメインヒロインと、グッドエンディングを迎むかえます」

れい：…………っ！（ごくり）

透子：ふっ、私はヒロインとしてのスピーチの準じゆん備びをしていよう（一同笑）。

ＧＭ：「エンディングを迎えたお兄様とメインヒロインは、末すえ永ながく幸せに暮くらすことでしょう。……それでは、好感度スカウター、フラグレーダー、起動！」

エナ：みょいんみょいんみょいん。（[image: ←]起動音らしい）

ＧＭ：ロボ子の周囲に、大量のホログラムが出しゆつ現げんします。ハートマークで評ひよう価かされたヒロインたち──そして、大量の、オーヴァード生徒のデータが表ひよう示じされる。それは非ひ常じように膨ぼう大だいで、この学園の、全オーヴァード生徒を網もう羅らしたものです。

透子：ん？　ヒロイン候補だけじゃなく、全員なのか？

ＧＭ：はい。そして「運命のヒロインは──」と言いかけたところで、ロボ子の動きが止まります。ふっ、っと目から光が失われる。

一同：────!?

ＧＭ：「……上位コマンドを確かく認にん。管かん理り者しや権けん限げんでの割わり込こみにより、全タスク強きよう制せい終しゆう了りよう」

修太郎：ロボ子ちゃん？　ちょ、どうしたの？

ＧＭ：「……新しん規きタスク確認。全オーヴァードの固有レネゲイドパターンの認にん識しきおよび解析。実行──終了。続いて、パターンデータを送信──終了」

エナ：どういうことだ……（振り向いて）Ａちゃん？

ＧＭ：黒沢くんは目を見開き、叫さけぶ。「どういうことなんだ!?」（一同笑）

エナ：くっ、Ａちゃん役に立たねー!?（笑）　走っていって、ロボ子ちゃんを止める！

ＧＭ：その前に、ステージの裏うら側がわから、武ぶ装そうした兵士たちがなだれ込こんできます。兵士たちはロボ子を取り囲むと──周囲に銃じゆう口こうを向ける。

透子：なんだと、どういうことだ？

修太郎：周囲に、ってことは、ロボ子ちゃんを周りから守る形……？

ＧＭ：「──全員、そのまま、動かないように」……兵士たちの間から、ひとりの男が前に出てきます。白いスーツの、初老の男。ひどく冷たい目をした人物です。

修太郎：……誰だ？

エナ：多分だけど……アイザック・アーガイル・アドミニスター。ＵＧＮ中枢評議員だ。

ＧＭ：「ほう？　よく知っている。ははあ、大たい佐さの《攻性防壁》にかかったのは、キミか」

エナ：あのトラップもこいつらか。大佐……ってのがいるんだな。

ＧＭ：「ふん、まあいい。キミの言う通り、私がアイザック・アドミニスター。ＵＧＮ評議員であり、そして、このオーヴァード・アカデミアの理事のひとりでもある」

透子：その理事とやらが、ロボ子に何の用だ？

れい：そうよ！　ロボ子ちゃんを、離はなしなさいよ！

ＧＭ：「私は理事として学園の危き機きに対応しなければならんのだ」

修太郎：危機？　危機って一体……。

ＧＭ：「わからんかね？　オーヴァードどもが、好き勝手に能力を振ふるい、常に暴走の危き険けんを抱かかえている、この状じよう況きようが──危機でなくて、なんだというのかね」

エナ：こいつ……ひばりちゃんの言ってた〝管理派は〟か。

ＧＭ：「事実、つい先さき頃ごろ、全学園規き模ぼで暴走が起こっているわけだ。「非常事じ態たいにより、我々がこの学園を制圧する」同時に、ビリッ！　と、何か、空間が震ふるえるような感覚が──学園島全体を包みます。




　初夏の空の下、季節外れにも満開になっていた桜──ケラススの花が、一いつ斉せいに散った。

　同時に、あちこちから当とう惑わくの声が上がる。

　屋台の調理や、宴えん会かいでの芸でエフェクトを使用していたオーヴァードたちの声。

「なんだ……エフェクトが使えないぞ！」




一同：────ＡＲＦ!?

ＧＭ：はい。学園中がＡＲＦ──強化されたアンチ・レネゲイド・フィールドに包まれ、以後、オーヴァードの生徒は全員、エフェクトが使用できなくなる。

修太郎：ケラススはレネゲイドビーイングだから……能力を失って、桜が散ったのか。

ＧＭ：はい。ケラススは今はただの桜の木になっています。話しかけても喋しやべれない。キミたちの隣となりにいたフレーズも「あっ！」と叫ぶと──実体を失って消えます。

れい：フレーズちゃん！

透子：落ち着け、れい。一時的に実体を失っただけだ。

エナ：じゃ、じゃあ、あたいは……？

ＧＭ：天才性が失われます（一同爆笑）。

エナ：じゃあ、こける。ずべしゃー！　あ、あたいの天才が、飛んでいく……!?

透子：私も、ロボ子が囲まれたので《戦いの予感》を使おうとして──。

ＧＭ：はい、使用できません。

透子：くっ……まずいぞ、修太郎。エフェクトが使えない。

ＧＭ：「対象のエフェクトを封ふうじ込こめる強化型ＡＲＦを、全島に拡かく大だいしたのだよ。そのために、そこのロボットに、全オーヴァード生徒のデータを集めさせたのだ」

修太郎：そ、そんな……一体、この学園をどうするつもりなんですか！

ＧＭ：「言ったろう、制圧すると。では、始めよう」──アイザックが手を下ろすと、新たな兵士たちが周囲の生徒たちにも銃じゆうを突つきつけていく。




　この時──学園島全土で、同様の光景が繰くり広ひろげられていた。

　装そう甲こう車しやで乗り付ける兵士たち。完全に武ぶ装そうし、手にはアサルトライフルを構かまえている。

　エフェクトを失ったオーヴァード生徒たちは、なすすべもなく、制圧されていく。




ＧＭ：「オーヴァード生徒は隔かく離りしろ。リストで指定した、特とく殊しゆな能のう力りよくを持つ者は専用の檻おりに入れておけ。後ほど、私が実験に使う」アイザックはそう、周囲の兵士に指し示じを出し……そのまま、護ご衛えいに囲まれ、去っていこうとします。

れい：ロボ子ちゃんはどうなったの？

ＧＭ：ぐったりと力を失い、兵士に腕うでを摑つかまれています。兵士が「アイザック博士、これはどうしましょう」と言うと、アイザックは「そいつは用よう済ずみだ。ラボに送っておけ」とだけ言って、振ふり向むきもせずに、歩いていく。

透子：何も……できないのか？

ＧＭ：そこで、腰こしに日本刀を持った姫ひめ鶴づる千鶴香が、「こんな無法を許ゆるすわけにはいかん！」と叫さけび、周囲の兵士を振ふり払はらって、アイザックに向かって走り出します。「この私の居い合あいは、エフェクトなどなくとも──！」




　鍛きたえ抜ぬかれた動きで、兵士をかわし、進む千鶴香。

「集しゆう団だんを相手にするなら、頭を押おさえれば──！」

　その眼がん前ぜんに、ひとりの兵士が割わって入る！




ＧＭ：兵士は、千鶴香の抜いた刀を腕で受け止めると、もう片かた方ほうの手を千鶴香の肩かたに当て、電でん撃げきを放ちます。気を失い、ぐったりと倒たおれる千鶴香。

修太郎：ひ、姫鶴さ────ん!?

エナ：電撃……？　オーヴァードなのか？

ＧＭ：軍服に身を包み、サングラスで顔を隠かくした兵士は──機島です。

透子：……担任のか？

ＧＭ：はい。機島はぐったりと倒れた千鶴香を、周りの兵士に渡わたす。兵士が「大佐、お怪け我がはありませんか？」と言うと、機島は「心配など不要。私の腕は特とく別べつ製せいだ」と答えます。袖そで口ぐちが切れ──金きん属ぞくの腕が見えている。

修太郎：あれは……通り魔、機島先生だったのか！

エナ：大佐なのか。超ちよう偉えらいな……。

ＧＭ：兵士たちの指し揮き官かんのようですね。では、アイザックと機島は退たい場じようしていきます。

修太郎：待て……って、言っても仕方ないか。くっ。

ＧＭ：周囲のオーヴァードたちも、兵士たちによって次々と連行されていきます。ヒロイン候補たちも連れて行かれ……既すでに、周囲に残っているのは、キミたちだけ。

れい：やだ……なんなの、これ……。

ＧＭ：キミたちのところにも、兵士がやってきます。「オーヴァード生徒だな、連行する」と言って、銃を突つきつける。で、「リストにあった特とく殊しゆ個こ体たいです」と、修太郎を示しめす。

エナ：……「触媒」のことか。

ＧＭ：「では、こいつは別送だ」と、修太郎を引ひき離はなそうとする。

透子：修太郎に手を出すな！

れい：ううっ、ほっしーを連れていくなーっ!!




　──その時、一行に詰つめ寄よった兵士が、続けざまに倒れた。

　皆みなを庇かばうように立つのは──ロボ子。

「お兄様に手を出すのは……ロボ子が、許ゆるしません」




れい：ロボ子ちゃん！　元に戻ったんだ！

ＧＭ：……ロボ子の周囲には、ホログラムで、真っ赤なシステムメッセージが大量に表示されています。「警告」「警告」「コマンド実行エラー」──そして、ロボ子の体のあちこちから、煙が上がっている。

修太郎：ろ、ロボ子ちゃん!?

ＧＭ：「……お気になさらず。お兄様、みなさん、逃にげてください」

透子：そういっても、エフェクトが使えないのでは、逃げることも──。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです……。少しの間ですが、ロボ子がみなさんのレネゲイドパターンを偽装します。それで、ＡＲＦの影えい響きようから逃のがれることができる」




　ロボ子が、ホログラムのコマンドを展てん開かい。周囲に光が広がり、同時に、警告メッセージの量が一気に増ふえ──不気味な、黒いアイコンが浮かび上がる。




ＧＭ：「これで、しばらくはエフェクトが使えます。その間に島を脱だつ出しゆつしてください。この学園から……逃げるんです。お兄様を実験体になど、させるわけにはいかない」

れい：ロボ子ちゃんも一緒に逃げるんでしょ？

ＧＭ：「ロボ子は……もう、動けません」警告メッセージがどんどん増ふえ、ロボ子の体から煙が上がる。「自じ壊かいプログラムが作動しました。ロボ子は、もうすぐ……壊こわれます」

れい：そんな……。

ＧＭ：具体的には、みなさんは、これから３ラウンドだけエフェクトが使用可能になります。その間に兵士を突とつ破ぱすることで──その後どうするかはともかく──この場から脱出することができます。

エナ：倒たおしきれないと……エフェクトが使えなくなって、捕つかまる？

ＧＭ：はい。そのまま拘こう束そくされます。

透子：……修太郎を、実験体になど、させるわけにはいかない。

ＧＭ：「その通りです、透子。……れい、エナ」




　全身から煙を上げながら、ロボ子は、無理に口を動かし──微笑ほほえむ。

「ありがとう。みなさんと過ごした、この三日間、ロボ子は本当に楽しかったです。──お兄様のことを、お願いします」




一同：…………。

透子：……わかった。みんな、行くぞ。

れい：……やだ！

エナ：れーちゃん？

れい：なんなの、なんでそんなすぐ諦あきらめるの？　やだよこんなの！

修太郎：れいちゃん……。

れい：だめよ！　ロボ子ちゃんを置いて逃げるなんてできない！　そうでしょ？　だって、あたしたち、第三生徒会の仲間じゃない！　一緒じゃないとダメだよ！

透子：……だが、エフェクトを失ったら、私たちには抵抗する手しゆ段だんなどないんだぞ。

ＧＭ：「その通りです、早く逃げてください」

れい：生徒になって、一緒に学園に通うって言ったじゃない！

ＧＭ：「そうですね……」ロボ子は、目を閉とじる。「──とても、素す敵てきな夢ゆめでした」

れい：そんなっ、そんなの……だめだよ、あきらめちゃ……！

エナ：……自壊プログラムって、解除できるの？

ＧＭ：まず、パスワードがないと、アクセスできません。入手には情報収集の判定が必要です。さらに、ＦＳ判定によってプログラムの解除を行なう必要があります。

エナ：戦闘にプラスして、情報収集とＦＳ判定か。時間制せい限げんのある中で、戦闘以外に手番を使うのは……多分、大変だよ。

一同：…………。

修太郎：────やろう。

れい：ほっしー！

修太郎：諦めちゃダメだ。可能性があるなら、やってみよう。ロボ子ちゃんも助ける。ここから脱出する。それから──このアカデミアを、救う。

エナ：こりゃまた、欲よく張ばりだねえ……（笑）。

れい：それでこそほっしーよ！　ね、やろう、透子！

透子：プログラム解除か。……できるか、ちっこいの。

エナ：戦うのは全部任まかせることになるけど……できるよ。あたいは、天才だから。

透子：そうだな、お前は天才だ──エナ。戦いは任せろ。

れい：透子！

エナ：今、《インスピレーション》使って情報収集できる？

ＧＭ：可能とします。

エナ：……侵しん蝕しよく率りつを上げる。ジェネシフトだ。２Ｄ振ふって──[image: 108]。[image: 100]％を超こえたので、２回目の《インスピレーション》！

ＧＭ：ＯＫです。パスワードを入手しました。

修太郎：……ありがとう、透子ちゃん。れいちゃん。エナちゃん。──行こう。ロボ子ちゃんを、みんなを助けるんだ。そのための──第三生徒会だから！




　季節外れの、桜の花が舞まう中で、戦いが始まる。

　壊れかけた機械の少女と、そして、みんなの学園を救うために。



《戦いの予感》　１シナリオに１回、行動値を大幅に上昇させるエンジェルハィロゥのエフェクト。









　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆タイムリミット　Scene Player ─── 光月れい




　全身から煙けむりを上げるロボ子と、それを守るように立つ第三生徒会の面々。

　その周囲に、武ぶ装そうした兵士達が展てん開かいしていく──。




ＧＭ：ケラスス付近で展開している兵士は、ざっと一〇〇人ほど。全員、対オーヴァード戦せん闘とう用の特とく殊しゆ装そう備びに身を固め、抗こうワーディングマスクを着けています。

修太郎：オーヴァードじゃないんだ。……でも、さすがに多い！

れい：一〇〇人て!!

透子：ふん、何人いようが関係ない。

ＧＭ：それから、ＦＳ判はん定ていの条じよう件けんは次の通りです（次ページのＦＳ判定データを参照）。３ラウンド以内に敵てきを全ぜん滅めつさせないと、みなさんは軍に捕ほ獲かくされることになります。

[image: ]

エナ：３ラウンドか……。完かん了りよう値ち10だから、最低でも３回は判定が必要。ギリギリだね。

修太郎：行動を増ふやす僕ぼくのＤロイス「触媒カタリスト」をエナちゃんに使うよ。

エナ：いざとなったら、お願い。

ＧＭ：島全体を覆おおうＡＲＦが、脈みやく動どうするように出力を上げていきます。それに対たい抗こうするように、ロボ子の全身から煙が上がり、キミたちのレネゲイドパターンに干かん渉しようしていく──周囲のレネゲイドが暴あばれるような感覚、衝しよう動どう判定です！

修太郎：変へん異い暴ぼう走そうを受けたくない……よし、成功！　侵しん蝕しよく率りつは[image: 101]に！

れい：失敗、暴走したぁ！　侵蝕率は[image: 121]％！

透子：私わたしも失敗して、侵蝕率[image: 102]％だ。……「殺さつ戮りく」の変異暴走で、攻こう撃げき以外ができなくなった。ＦＳ判定は手伝えないな。

エナ：大だい丈じよう夫ぶ、あたいひとりでやってみせるよ。衝動判定は成功、侵蝕率[image: 122]％。

ＧＭ：了りよう解かいです、それでは、ラウンドを開始します。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち（第一ラウンド）

エナ　　　　　　　……18

透子　　　　　　　……17

兵士×10グループ　……16

れい　　　　　　　……６

修太郎　　　　　　……６
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ＧＭ：まず、ＦＳのハプニングチャート……81。レネゲイドが活かつ性せい化かし、進行判定後、侵蝕率が１Ｄ10上じよう昇しようします。続いて、セットアップ。

エナ：攻撃しないから、とんとんだね。あたいはセットアップなし。

透子：私か……行動値は相手に勝っているが、《戦いの予感》を使うかどうか……どうせこのラウンドしか使えないし、使おう。行動値37だ。

ＧＭ：続いて兵士たちのセットアップですが……全員、ドラッグのブルーゲイルを服用。行動値＋５して、21です。うーん、《戦いの予感》使わなかったら、先に動けたのに（笑）。

修太郎：あぶなっ!!　最後に、僕はガード値を上昇させる《虚きよ無むの城じよう壁へき》！

ＧＭ：各種行動で変化した後の行動値は、以下の通りです。




行動値（第一ラウンド、変化後）

透子　　　　　　　……37

兵士×10グループ　……21

エナ　　　　　　　……18

れい　　　　　　　……６

修太郎　　　　　　……６




ＧＭ：うーん、《戦いの予感》はナイス判はん断だんでした。では、透子さんから。

透子：実は侵蝕率も上げたかった。まだ足りないので、マイナーアクションでジェネシフト。４Ｄで──24上がって、[image: 128]！

れい：そんなに上げて、大丈夫なの!?

透子：[image: 120]％を超こえないと使えないエフェクトがあるのでな。しかも、今使う必要がある。

エナ：この配置だと、兵士は多分、シーン攻撃されても片かた方ほうがカバーリングして、半分は絶ぜつ対たい生き残るプランだろうからね。

ＧＭ：……うん、まあ、実はそうです。

透子：だから、カバーリングできなくなる《不ふ可か避ひの魔ま弾だん》が必要なのだ。どうせなら、リアクション不可の《ストライクミラージュ》も組み合わせて──《スターダストレイン》を入れたシーン攻撃！　「Ｓランク：スペシャリスト」も使って全力で攻撃だ！

エナ：そこに《支し援えん射しや撃げき》と「Ａランク：サポーター」！　ここが勝負所だよ！

透子：──いつもは薔ば薇らだが、今日はケラススへの仕打ちへのお返しで、硝子がらすの桜だ。舞まい散ちれ！　〝硝子の誘惑クリスタルミラージュ〟!!

ＧＭ：リアクション不可なので、何もできません！

透子：達成値は43──「対抗種カウンターレネゲイド」は発動しないな。ダメージ５Ｄだ。

れい：あたしも、新しく覚えた《爆ばく雷らい撃げき》を使う！　ダメージに＋３Ｄ！




　煌めくガラスの花びらが、風に舞い、兵士たちの装そう甲こう服を切きり裂さいていく。

　そこに、さらに降ふり注そそぐ──雷らい撃げき！

　れいが拳こぶしを地面に叩たたき付つけると同時、幾いく条もの稲いな妻ずまが兵士たちに降り注ぐ。




透子：……む、ダイス目が悪いな。ダメージは合計、49点だ。

ＧＭ：ガラスと雷らい光こうの煌めきが、兵士たちを一いつ斉せいに吹ふき飛とばす！　えー……《クリスタライズ》で装甲値も無む視しか。このままだと全員倒たおれます。

一同：おおっ！

ＧＭ：……が！　アーマーの表面がそこで自動的に爆ばく発はつ。攻撃を中和します。リアクティブアーマーで２Ｄ点ダメージを軽けい減げん。

修太郎：さすがに、装備が強い……！

ＧＭ：これがねー……２Ｄ10で、10以上出ればＨＰ残る。まじで半々、くらいの確かく率りつだよ！いくよ、１グループ目──７。倒れた（一同笑）。




　２Ｄ10の期き待たい値ちは11。半分以上は生き残る可か能のう性せいが高いが、ダイス目、揮ふるわず。

　結局、10グループ中、６グループは透子の一いち撃げきで倒れてしまう。




ＧＭ：うおおお……一気に減へった！

透子：私はこの一撃で侵蝕率が27％上昇！　[image: 155]％になった。

修太郎：それはキツい！　でも、半分以上片かた付づいたんだ、ありがたい！

ＧＭ：では、兵士の行動順。マイナーでＰＤＷの機き能のうを使用、「対象：範はん囲い（選せん択たく）」に変へん更こうして射撃で攻撃してきます。

修太郎：《孤こ独どくの魔ま眼がん》で対象を僕ひとりに変更！　〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ！

ＧＭ：こいつらのＰＤＷは神かみ城しろグループのエンブレムデータ「優ゆう良りよう兵器」で強化してある。オーヴァードじゃないとはいえ、攻こう撃げき力りよくはそこそこですよ……ダメージ41点！

エナ：《ディフェンスサポート》！　しゅーたろーのガード値＋12！

修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──ペルセウス座モード：ペルセウス！　《グラビティガード》……41点！　弾はじいた！

ＧＭ：では続けて別の兵士の攻撃です。

修太郎：《孤独の魔眼》、二回目。これで打ち止めだ……！




　修太郎は、続けての攻撃もガードし、ダイス目にも恵めぐまれダメージ０。

　しかし、範囲攻撃を防ふせぐ《孤独の魔眼》の使用回数はこれで尽つきてしまう。




ＧＭ：三発目の範囲攻撃、行きます！

修太郎：まだだ……〝魔眼〟の中で星が煌めく、羅針盤座モード：ピクシス！　重力で空間をねじ曲げて銃じゆう弾だんを叩たたき落おとす──《時の棺ひつぎ》！

ＧＭ：くっ、《時の棺》の効こう果かで判定失敗！　だが、四発目、最後の範囲攻撃がいきます！

透子：──展開したガラスが光を反はん射しやさせる。ダイスを減らす《フラッシュゲイズ》だ！

ＧＭ：一気にダイスが減った。ダイス１個こで判定して、達成値……16！

エナ：それでもけっこう高いな。回かい避ひは……う、５個振ふって最大５、失敗。

透子：私は４個で……クリティカルした！　が、達成値……15！　１足りない。

れい：あたし、ダイス11個！　クリティカルして……避さけたわ！

修太郎：僕はガード。誰だれかをカバーリングするけど……。

エナ：とーこちゃんだろうね。侵蝕率やばい。

修太郎：《崩くずれずの群むれ》で透子ちゃんをカバーリングする。〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ！
















　回かい避ひしきれなかった銃弾が、ついに第三生徒会の面々を捉とらえる！

〝魔眼〟の盾たてを展開した修太郎は、ダメージを受けつつも、それに耐たえるが──。




エナ：あたいはＨＰ０になって戦せん闘とう不ふ能のう！　うっ、昇しよう華かできるタイタスがない……。ご、ごめんＡちゃん、キミのことを忘わすれる……（笑）。Ａちゃんをタイタスにして昇華。

ＧＭ：別にタイタスにしたからって、忘れるわけじゃないけどね（笑）。では、これで兵士の攻撃は終わりです。




　激はげしい戦闘が繰くり広ひろげられる中──。

　エナは、全身から煙を上げるロボ子の脇わきで、かがみ込こんだ。




エナ：あたいはＦＳ判定をするよ。ロボ子ちゃん、今なんとかする！

ＧＭ：「……エナ、ロボ子のことは置いて、逃にげてください」

エナ：そうはいかないよ。しゅーたろーも、れーちゃんも……とーこちゃんだって、ロボ子ちゃんのことを見み捨すてるつもりなんてない。

ＧＭ：「……でも」

エナ：それにね、あたいも、個こ人じん的てきにロボ子ちゃんには言いたいことがあるんだ……っと、今はそれだけ言って作業をしよう。電でん脳のう部分にハッキングする感じだよね……イージーエフェクトの《セキュリティカット》、使える？

ＧＭ：はい。使用することで、最大達成値＋10か、難易度マイナス５の効果を得られます。

エナ：んー……難易度下げておこう。これで難易度は２だ。




　エナはヘッドフォンを外し、超ちよう思し考こう能のう力りよくを解かい放ほう。

　ロボ子の電脳部のセキュリティを解かい析せきし、パスワードを入力すると──。




エナ：クリティカル！　で、さらに《勝利の女神》を使用、＋18して達成値36！

ＧＭ：おお……上じよう限げんまでいきましたね。進行値、４点獲かく得とくです。

エナ：よし。これで残り６、上出来だ。ハプニングの効果で侵蝕率上昇……６上がって[image: 136]％。

ＧＭ：「エナ……」ロボ子は、意い識しきが薄うすれているようで、朦もう朧ろうとした感じでそう呟つぶやきます。で、ロボ子のセキュリティが、不正なアクセスに反はん応のう、防ぼう壁へきを展開します。以後、進行判定の難易度に＋５します。

エナ：うお、やばかったな。難易度下げて良かった！

ＧＭ：ですね、正せい解かいだと思います。──では、行動値６の、修太郎とれいちゃん。




　残っている兵士たちも、ＨＰはわずかだ。

　修太郎の〝魔眼〟の槍やりと、れいの雷光を纏まとわせた拳が、それぞれ１グループずつを倒たおした。




ＧＭ：──では、第一ラウンド終了。ここで、イベントが発生します。




　一いつ瞬しゆんにして、ほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいになった兵士たちは、動どう揺ようしていた。

「これがＳランクオーヴァードの力なのか……！」

「ちゅ、中隊長！　このままでは、全滅です！」

「……やむを得ん。アレを出すぞ」

「……了解。〝パンツァーＥＸ〟、起動します！」




修太郎：……パンツァーＥＸ？　パンツァーは……戦車、かな。

ＧＭ：その通り。背はい後ごの装そう甲こうトレーラーのコンテナが開き、そこから、一台の戦車が現あらわれます。どうやら無人機のようですが……「パンツァーＥＸ、起動！」という声と共に、その戦車は、周囲に《ワーディング》を展開する。

エナ：ＥＸって、ＥＸレネゲイドのＥＸか！

ＧＭ：指し揮き官かんが答える。「いまだ試験中だが、無機物にレネゲイドの宿ったＥＸレネゲイドを利用した自じ律りつ型がたレネゲイド戦車、パンツァーＥＸだ！」

エナ：さすがに、一般人の兵士と戦って終わりじゃない、か。

ＧＭ：ちなみに、《ワーディング》の感覚からわかるのですが、この戦車の元になっているＥＸレネゲイドはジャーム化しています。

修太郎：ジャーム戦車！　……なんて危ないものを。

透子：なんとなく、これもアイザックの作った物な気がするな。

エナ：たしかに。

ＧＭ：うん、その通りです。エナはなんとなくわかってもいいかな。自律型、というところが、ＡＩ作成技術を持つアイザック博士ぽいですしね。──それでは、第二ラウンドを開始しましょう。




◆第二ラウンド

行動値（第二ラウンド）

エナ　　　　　　　……18

透子　　　　　　　……17

兵士×２グループ　……16

れい　　　　　　　……６[image: →]14

パンツァーＥＸ　　……10

修太郎　　　　　　……６

[image: ]




ＧＭ：セットアップ。まずはＦＳのハプニングチャート──90。突とつ破ぱ口こうの発見、最大達成値＋10で、40になります。あんまり意味ないかな。セットアップの行動は……こちらはなし。

れい：あたし、《加か速そく装そう置ち》！　これで戦車より速くなるわ！

修太郎：取ってよかったねぇ……僕は《虚きよ無むの城じよう壁へき》！

ＧＭ：では──イニシアチブプロセスから。

れい：《フルインストール》！　機械の腕うでから、バリバリって電流が全身に！

ＧＭ：リミッターを解除され、れいの身体能力が上昇。このラウンド中のダイス──＋９個こですね。それでは、行動値の高い……エナ、どうぞ。

エナ：ＦＳ判定だ。ここで稼かせいでおきたい、〈知識：機械工学〉で判定、ダイスが７個。難易度は７！　──よし、クリティカル！　《勝利の女神》を使って、合計、達成値32！

ＧＭ：クリティカル値10なのに、がんばるねえ。これで進行値４獲得──合計８！

エナ：よし、次で成功すればクリアだ。もうすぐだよ、ロボ子ちゃん。

ＧＭ：「無理です！　ロボ子なんか見み捨すてて、逃げてください！」周囲に新たなアラート・ホログラムがポップアップ。ロボ子の体から、電光が走ります。──進行値５のイベントです。以後、進行判定を行なったキャラクターは、３Ｄ点のＨＰを失うことになります。

エナ：次で終わりだ。問題ない！

ＧＭ：──で、次は透子さん。

透子：……侵蝕率[image: 158]％、か。

れい：もう、攻撃しない方がいいんじゃ……。

透子：──やる。体を張はらなければ、命は助けられないからな。

れい：……か、かっこいい！

透子：全力とはいかんが、それでも──《レーザーファン》を組み合わせて範囲攻撃！　雑ざ魚こくらいは、片かた付づけておこう。達成値は……37。

ＧＭ：──兵士、戦車ともに命中です。戦車へのダメージには「対抗種カウンターレネゲイド」が発動します。

れい：二回目の《爆雷撃》！　透子、あたしも一いつ緒しよに戦う！

透子：ダメージは──兵士には35点、戦車には50点。装そう甲こう値ち無視！

ＧＭ：ぬお……戦車の装甲値、45点あったのに！　──兵士は倒たおれます。戦車は健けん在ざい。

透子：……これで、侵蝕率が[image: 171]％だ。

ＧＭ：では、れいの行動──の、前に。イニシアチブで、戦車がＥロイス。《さらなる絶ぜつ望ぼう》。

エナ：敵が増ふえるＥロイス!?

ＧＭ：同時にＥロイス《永えい劫ごうの奴ど隷れい》──倒れた兵士が１グループ、起き上がります。その目は正気を失っており、ジャーム戦車に操あやつられている。このＥロイスの効果で、このトループはラウンド中、ＨＰが０になっても倒れません。

エナ：あ、あの戦車本気でやばいじゃん！

ＧＭ：──では、復ふつ活かつした兵士１グループが行動します。新しいトループ扱あつかいなので、１シナリオ１回のＰＤＷの効果を使って、離はなれているれいちゃん以外に範囲攻撃！

透子：《フラッシュゲイズ》！

ＧＭ：ダイス１個になった──が、クリティカル！　さらにエンブレムデータの「スペシャルエージェント」も使用して達成値＋１Ｄ──合計達成値、30！

修太郎：ガードします！

透子・エナ：──回避失敗！

エナ：……あたいがここで倒れるわけにはいかない。……修太郎、頼たのむ。

修太郎：《崩れずの群れ》でエナちゃんをカバーリング！

ＧＭ：──ダメージ、28点。

修太郎：ガードして──ダメージ０！

透子：私は倒れて……。侵蝕率[image: 174]％か……。

エナ：起き上がっても、戦車の攻撃が一回、下手するとそれ以上ある。……厳きびしいよ。

透子：（しばし考えて）……このまま倒れる。

れい：透子！

透子：……信じているからな。私が倒れても、皆みなが、なんとかしてくれる、と。

れい：うん！　任まかせて！

ＧＭ：さて、れいの行動──の前に、戦車が割わり込こんで行動します。《加速する刻とき》！

エナ：やっぱり持ってたか……押おしてくる！

ＧＭ：《コンセントレイト：ブラックドッグ》《スプリットアタック》《ＭＡＸボルテージ》その他……車体から幾いくつもの砲ほう塔とうがポップし、全員に攻撃──達成値、42！

一同：喰くらった！

修太郎：アンドロメダ座モード：アンドロメダ！　エナちゃんをカバーリング！

ＧＭ：では、レネゲイドの力で加速した砲ほう弾だんが直ちよく撃げき！　ダメージ52点！

修太郎：38点防ふせいで14点抜ぬけ──２倍で28点、まだ、立ってる！

れい：倒れた！　でも、アイザックのロイスを取得して即そく座ざにタイタス化、昇華！　立ち上がるわ、あんな奴やつに負けるもんか！




　──ジャーム戦車の追加行動を終えたところで、エナが考かんがえ込こんだ。




エナ：……下へ手たすると、次のラウンドも《加速する刻》使ってくるな。そうすると、次のあたいの番までに、二回攻撃される。……今やるしかない。──しゅーたろー！

修太郎：「触媒カタリスト」！　〝星の魔眼スターズ〟御者座モード：アウリガ！　時間を操あやつって、エナちゃんに追加行動！

エナ：……ダイス７個で進行判定するぞ。達成値──くっ、７！

修太郎：判定は成功してるけど……進行値が１足りない！

エナ：まだだ！　ロボ子ちゃんへのロイスをタイタスにして昇華！　達成値＋１Ｄ！

ＧＭ：１Ｄで３以上出れば、達成値が10を超こえて、ＦＳ終了ですが……。エナ：──８！　成功だ！　……ねえ、ロボ子ちゃん──。




　いつになく、真しん剣けんな表ひよう情じようで。ヘッドフォンを外したエナは言った。

「ロボ子ちゃんはさ、自分のこと、『ロボ子』って言うでしょ。まるで他人ひと事ごとみたいに──まるで、モノみたいに」

「……ロボ子は、道具……ですから」

「わかるよ。あたいも昔は、自分のことを、そう思ってた」

「……エナ」

「目的のために造られたからね。でもさ、違ちがうんだ。ロボ子ちゃんは、学園を見て、学園で過すごして──楽しかったでしょ。楽しくて、失いたくなくて、だから、自分の意思で、アイザックに逆さからった」

「…………」

「だからさ。だから──あたいたちは、モノじゃない。道具じゃないんだ。だから──言うんだ。願いを。本当に、望むことを」

「ロボ子、は──」

　そして──煙を上げ、壊こわれる寸すん前ぜんの、少女は言う。

「わたしは、死にたくない。お兄様と、みんなと──一緒に、いたい」




エナ：それで──ロボ子ちゃんへのロイス、「Ｐ：ロボい／Ｎ：なつい」を昇華する。

ＧＭ：了解です。ＦＳ判定は終了。ロボ子の自壊モードは停止します。

一同：──やった！

ＧＭ：そして、エナは電流によって３ＤのＨＰを失う──15点。

エナ：ＨＰ12点だった。……これで倒れるよ。さすがに、もうタイタスを切れない。




　──透子に続き、エナが倒れる。

　気き絶ぜつする間ま際ぎわ、エナは「こっちは終わったよ」とだけ呟つぶやいた。




修太郎：あとは……こいつを倒すだけだ。

ＧＭ：……《加速する刻Ⅱ》。追加行動です。




　悲鳴のような駆く動どう音おんを立てて、戦車は攻撃を行なう。

　れいに砲弾が降ふり注そそぎ──。




修太郎：《命のカーテン》《崩くずれずの群れ》──離はなれた場所の、れいちゃんをかばう。

ＧＭ：ダメージは──60点！

修太郎：ガード……ダメだ。倒れる。でも《リバイブセル》で復活！

ＧＭ：しぶとい！

修太郎：時間を巻まき戻もどすみたいに傷きずが治る。〝星の魔眼スターズ〟──蛇遣い座モード：オフイウクス。

れい：ありがと、ほっしー！




　少年は、星の煌きらめく〝盾たて〟をかざして攻撃を受け止め──。

　そして、背後から、弾だん丸がんのように少女が飛び出した。




れい：《マシラのごとく》を組み合わせて、〝ラブ☆マックス〟！　達成値74！

ＧＭ：《フルインストール》中でダイス20個超ごえ！　さすがに速い！

れい：いくよっ、ダメージ──[image: 103]点！




　雷光を纏まとって拳こぶしが疾はしる。

　装甲を突つき破やぶった拳は無人戦車の内部で雷撃を解放！

　レネゲイドの力を宿した鋼こう鉄てつの巨きよ軀くに紫し電でんが走り──。




ＧＭ：ぬおっ、それで累るい計けい[image: 150]点超え──戦闘不能です！

一同：よしっ！

れい：じゃあ、慌あわてて、透子をかついで──。

透子：いや、私は修太郎に肩かたを貸かしてもらうから、いい（一同笑）。

れい：あんた……！　もうっ！　わかった、エナちんと、ロボ子ちゃんかつぐ！

修太郎：増ぞう援えんが来る前に、急いで、ここから離はなれよう。

ＧＭ：了解です。それでは、クライマックスを終了します。




　れいは、ロボ子に笑いかける。

「ね、言ったでしょ。あきらめないで、って。あたしたち、けっこうやるんだから」

「……そうですね、無理だと、思いました」

「無理でもやれるよ！　だって、あたしたちは、ロボ子ちゃんも──」

　そうして、れいは、満開の桜のように、明るく笑う。

「第三生徒会なんだから！」



エンブレム　各組織専用のアイテムデータ。『ユニバーサルガーディアン』収録。

「優良兵器」　アイテムを強化するエンブレムデータ。

「スペシャルエージェント」　達成値を上昇させる神城のエンブレムデータ。

《スプリットアタック》　攻撃の対象を複ふく数すう体に変更するモルフェウスのエフェクト。

《ＭＡＸボルテージ》　ダメージを上昇させるブラックドッグのエフェクト。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：さて、バックトラックです。今回は全員[image: 150]％超え……透子さんは[image: 174]％と、なかなかの激げき戦せんでした……。ちなみにＥロイスは、常じよう時じのものを含ふくめ、５つでした。

エナ：きつかった……（笑）。

修太郎：さすがに二倍振ぶりだなぁ。ええと……89％で、無事に帰き還かん。

エナ：あたいも二倍かな。──うん、ＯＫ。戻もどってきた。

透子：なんだか今いま更さらダイス目が爆ばく発はつして──一倍で98％。

ＧＭ：す、すげええ……!!　平へい均きん７以上出てる!!

れい：……うう、あたしは逆ぎやくに、二倍でいけるかな、って思ったらダメだった！　三倍振りして、しかも95％！　……ギリギリだわ。

ＧＭ：危あぶなかったですね。全員無事に帰還したところで、エンディングに行きましょうか。

透子：私わたしとエナは気き絶ぜつしてるのか。

エナ：それはシーン変われば気がつくけど……つか、どうなるんだこれ。

れい：ね！　これからどうすればいいんだろう！

ＧＭ：それを決めるシーンですね。それでは──エンディングです。







◆Ending01◆決けつ断だん　Scene Player ─── 星川修太郎




　ケラススの元──高等部校こう舎しや群ぐんを離はなれ、一行は小さな港──ヨット部やボート部の使う、停てい泊はく場に身を潜ひそめていた。

　透子とエナも目を覚まし、それぞれ、応おう急きゆう処しよ置ちを済すませる。

　そして──決断の時が来た。




ＧＭ：自動修しゆう復ふく機き能のうによって少し回かい復ふくしたロボ子が、自分の足で立ち上がり……あらためて、みなさんに頭を下げます。「ありがとうございました」

れい：いいってことよ！

ＧＭ：「お兄様……お兄様は、このアカデミアも救うとおっしゃいましたが……」

修太郎：うん、どうにかしないと。

ＧＭ：「──もう、エフェクトは使えないのですよ。ロボ子の機能も大半が失われて、さっきのようなこともできません。しかも、相手は軍隊です。……勝ち目は、ないです」

一同：…………。

ＧＭ：「もし捕つかまったら、お兄様がどんな目にあうか……今なら、まだ逃げられます」

透子：……むう（考かんがえ込こむ）。

修太郎：……それでも、放ってはおけないよ。このままじゃ、この学園が──この学園じゃ、なくなってしまう。

ＧＭ：それはその通りなので、ロボ子は困こまって沈ちん黙もくします。

修太郎：確かに、僕ぼくたちは今、何もできない。けど、何か、手はあるはずだ。あきらめたくないんだ。僕は、この学園が、好きだから。

れい：……うん。

透子：……だが、ロボ子の言うことも、もっともだ。

れい：どうしたの？　そんな弱気なの、透子らしくないよ！

透子：修太郎が……修太郎の身が危あぶないのは……嫌いやだ。

れい：それは……。

修太郎：うん。僕は、学園を、みんなを守りたいけど。僕自身は、弱いし、勝てないかもしれないって思う。

透子：だったら……！

修太郎：──だから、透子ちゃんが僕を守ってよ。

透子：……あ。

修太郎：透子ちゃんは、強い。僕は、強い透子ちゃんを、信じてる。

透子：…………まったく。仕方がない、な。

れい：ちょっと、あたしも！　あたしもいるよ!?（一同笑）

修太郎：もちろん、れいちゃんも。エナちゃんも、ロボ子ちゃんも。……僕は、ひとりでは何もできないけど、この学園を、守りたい。僕に力を貸かしてくれないだろうか？

エナ：そう、だね。あたいも……この学園がなくなるのは、やだ。……ここを離はなれたら、あたいたちは、第三生徒会じゃなくなっちゃう、しね。

ＧＭ：では、ロボ子も溜ため息いきをついて……「本当に、仕方のない人たちです」と、こぼす。それから顔を上げ──「わたしも、この学園を守りたいです。一いつ緒しよに、やらせてください」。

れい：わお♡

ＧＭ：「あと、一いち人にん称しようの件けんですが、普ふ段だんはロボ子のままにします。キャラ立てが崩ほう壊かいしてしまうので」（一同笑）

エナ：いいよそんなこと言わなくて！　黙だまってやんなよ!?（笑）

修太郎：じゃあ、立ち上がって、みんなを向こう。




「──行こう、第三生徒会として。この学園を、取とり戻もどしに」




一同：おう！

ＧＭ：──では、そこでシーンが終しゆう了りよう。マスターシーンが入ります。







◆Ending02◆人類の未来　Master Scene




　学園島中央、ＵＧＮブロック。運営機関カウンシルビル。

　最上階、理事の個こ室しつのひとつ。

　アイザック・アーガイル・アドミニスターは、窓まどを向いて立っている。

　背はい後ごでノックの音が響ひびき──ミラーシェードの女、機島が入ってくる。

「閣かつ下か……学園各所の制せい圧あつ、完かん了りようしました」

「うむ。ご苦労」

「アカデミアの一いつ般ぱん生徒、オーヴァード生徒、教きよう職しよく員いん、すべて、我わが軍の監かん視し下に入りました。……ただ」

「ただ？」

「例の……第三生徒会は逃とう亡ぼう中です」

「ふむ……まあいい。エフェクトも使えぬ子こ供どもなど、大きな問題にはなり得ない」

　そう言って、アイザックは機島に背せを向けたまま、言葉を続ける。

「ここは変わるぞ、機島大たい佐さ。オーヴァードに自由を与あたえるような、馬ば鹿かげた教育はもう終わりだ。オーヴァードは兵器として人間の管理下にあるべきだ。キミも、そう思うだろう？オーヴァードの、機島大佐」

「……はい、閣下」

　機島はそう、感かん情じようを込こめずに肯こう定ていする。

　その様子に、アイザックは満足げに頷うなずいた。




「昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた。

　だから──我われ々われは、戦わねばならんのだ。

　オーヴァードどもから人類を守るために」




　そう──独ひとり言ごとのように呟つぶやいて。

　アイザックは、真しん摯しな……使命感に燃もえる瞳ひとみで、学園島を見下ろした。








……To be continued.


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆最終話ですよ、最終話！




　第五話が終しゆう了りようしてから数日。ふたたび編へん集しゆう・萩はぎ原わらさんと打ち合わせなう。




萩原：いやー、ロボ子はひどいキャラでしたね。

やにお：ヒロインというよりオモシロキャラでしたね（笑）。

萩原：そういうことじゃないんですよ。やにおさーん……妹より姉ですよ、姉。

やにお：お、おう。

萩原：今からでも新キャラを……さすがに無理か。なにしろ、大ピンチですもんね。学園全体が軍隊に制せい圧あつされて、しかも、ＰＣはエフェクトが使えない。これは無理ゲー……。

やにお：プレイヤーに矢野がいますからね、追おい詰つめていかないと。

萩原：なるほど。矢野さんを信しん頼らいしているんですね。

やにお：いえ。あいつがＧＭの時にさんざん酷ひどい目に遭わされているので。

萩原：私し怨えんかよ!?

やにお：冗じよう談だんはさておき。エフェクトが使えない状じよう態たい、というのは、一度やってみたかったんですよね。

萩原：確たしかにその状じよう況きようでＰＣがどう変わるか、あるいは変わらないのか、興きよう味み深ぶかいですね。

やにお：戦せん闘とうとかになったら、どんだけひどいことになるか見てみたいですね！

萩原：見てみたいですね（笑）。

やにお：そして、いよいよ最終話ですから、これまで温めていたネタを、出だし惜おしみせずに、全部出し切ろうと思います。そのための、学園全体のピンチでもあります。

萩原：やにおさん、使わない小ネタ、山ほど溜ため込こんでるらしいじゃないですか。

やにお：色々ありますよ。アフロ団だん吉きちの将しよう来らいの夢ゆめとか。

萩原：その情じよう報ほうは誰だれ得なのっ!?（笑）

やにお：そんなわけで、この絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチから、どのように第三生徒会が学園を取とり戻もどすか、ということで、色々相談させてください。

萩原：わかりました。最終話ですから、後こう悔かいのないよう、出し切っていきましょう！




　そして、白熱した打ち合わせは深夜まで及および……。その後シナリオを詰つめること、一週間。いよいよ、『アカデミア』最後のセッションを迎むかえたのである。







◆Preplay02◆衝しよう撃げき！　佐藤有世さとう・ありせ最後のノート




　一年近く続いて来た、『アカデミア』のセッション──キャンペーンも、今日で最後。

　会議室に全員が集合し、いよいよ最後のセッションを始める……その前に。

　恒こう例れい、「有世ノート」の時間である。まずは、第五話の日記から見ていこう。




▲月△日　晴れ　『Catching Star』

　まぎらわしいぜロボ子ちゃん！　本当に妹さんかと思っちゃったじゃないか！

　それにしても……運命の相手を見つける能のう力りよくをもっているだなんて!!

　キタコレ!!　運命＝イコール光月れいでしょ？　こりゃあもう、どんどこアピールして、ほっしーをお婿むこさんにもらわなければ！　Going れい Way[image: ↑][image: ↑][image: ↑]




片岡：この「Going れい Way」の上う手まいこと言った感……！（一同笑）

佐藤：うまい？　えへへ……♡

やにお：そして翌よく日じつですが……ああ、これは、イベントＣＧ回かい収しゆう、の後ですね。

佐藤：そうなんです……出会った時の言葉を、覚えてなかったっていう……ショック。




▲月□日　晴れ　『Lightning Star』

　ＬＯＶＥが自じ己こ破は産さん寸すん前ぜんです。

　さよなら現げん実じつ！　グッバイ未来!!

　でもでも、もしかしたら照れて言えなかっただけかも？　そうよ……絶ぜつ対たいそうなのよ！

　もーう♡　ほっしーったらヒヤヒヤさせないでよぉ！

　心のほっぺもふくれちゃうゾ♡




片岡：私わたし、この「心のほっぺ」のくだり、好きだな。かわいい（笑）。

やにお：一方、れいちゃんの悲ひ劇げきとは逆ぎやくに、うまくイベントＣＧを回収した透子さん──。




　しかし……問題は透子や。エロスとかわいらしさのギャップを織おり交まぜてくるなんて……このきのこテクニシャン!!




やにお：ちょっと、この、きのこテクニシャンは紙面には書けないと思います。

片岡：下ネタじゃないですよ（一同笑）。

佐藤：え？　え？　どゆこと？

やにお：……ええと、続きいきましょう！




　もうちょっと魅み力りよくをおさえておくんなまし!!　じゃないと、このラブ☆バトル……負……ま……あ……あ……!!

　あめんぼ赤いな　あいうえお。




片岡：なんでいきなり発声練習始めたの!?（一同笑）

Ｏはた：し、しかも……この後……（笑）。




　改かい革かくこつこつ　かきくけこ。

　策さく士しに参戦　さしすせそ。

　確かに巧たくみだ　たちつてと。




一同：続いてる──────────っ!?（笑）

やにお：えー……ちなみに、このまま「わ」行まで続いてます。紙面の都合で、全部はお見せできないのが残念です（笑）。ひとまず、日記の紹しよう介かいはここまで！

Ｏはた：そ、そして最後の……これは……。

矢野：くっ……なんかやばい記事きたぞ（笑）。




透子と小石と恥はじらい

「恥じらう」

　自分の存そん在ざいや行動に、人から注目されるのが恥ずかしいという様子を見せること。

・照れる＋はにかむ＋恥じらい＝男子大喜び!!




やにお：なんでタイトルに小石ちゃんが……（笑）。

佐藤：それはですね、お母さんから朝八時に電話かかってきて。

やにお：急に何の話!?（一同笑）

佐藤：それで、お母さんが──「れいちゃんどうしちゃったの!?　やばいよ！　どんどん外れてってるよ!!」って言ってきて（一同爆ばく笑しよう）。

片岡：おっ、お母さん……っ（笑）。

佐藤：で、透子ちゃんと小石ちゃんがすごい良いヒロイン力を持っていると、れいちゃんは、三巻でがんばらないとダメだぞ、って！

片岡：って、お母さんが言ってきたの……？（笑）

佐藤：そう！　朝八時に！（一同笑）

やにお：（顔を上げて）佐藤さんのお母さん、読んで頂いただいてありがとうございます！　有世さんは、とても可愛かわいらしくて、楽しい女じよ性せいですよ！

矢野：どこに喋しやべってんだお前は（笑）。

佐藤：それで、透子ちゃんとか小石ちゃんを見習おう、って、考えたんですっ!!

やにお：それで、恥じらい……と、他のキャラの分ぶん析せきとかも書いてありますね。




小石ちゃん[image: →]おとなしく、何かを話そうとすると嚙かむ。守ってあげたくなるタイプ。

透子[image: →]おっぱいモンスターのくせに、恋こいだと認にん識しきした途と端たん、モジモジして乙女おとめになる。ギャップ萌もえタイプ。

紅之介[image: →]さわやかのくせに熱い、女性も男だん性せいもグッと心を摑つかまれるタイプ。




Ｏはた：なんで紅之介入ってるの!?（一同笑）

佐藤：一いち応おう、ライバルだと思って！

片岡：おっぱいモンスター……（笑）。

矢野：そ、そして……例によって、結けつ論ろんがすごい（笑）。




結論

　思ったことは口にせず。人前でオナラをするような女子になってはいけぬ!!




やにお：ちょっと待ってください。れいちゃん、オナラするんですか？

佐藤：そうなんです。そういう設せつ定ていがあったんです。

やにお：いらないですよそんな設定!?（一同爆笑）

佐藤：お芋いもが好きで、よく食べるから……。

片岡：やっぱ、恥じらいは必要だね。

佐藤：わかった！　今日はあたし、はにかむから！

Ｏはた：すごい宣せん言げんが……（笑）。

佐藤：今朝も、お母さんとの電話は「ヒロイン力！」って言って切ったからね。

やにお：今朝も電話してたんですか（笑）。

佐藤：そうなんです。もう、みんな、ダメ出ししてくるんです。

矢野：みんな？

佐藤：お兄ちゃんも、「お前のヒロインは壊こわれている」って！

やにお：お、お兄さん……（一同笑）。

矢野：佐藤家のみなさんが、見守っている……（笑）。

片岡：家族ぐるみの応おう援えんを受けて……はにかむんだね。

佐藤：そう。あたしがんばる。はにかむわ！

やにお：き、期待してます……じゃあ、セッションの方に進みましょうか（笑）。







◆Preplay03◆トレーラー＆ハンドアウト




やにお（以下、ＧＭ）：──では、えー、ノートでだいぶ盛もり上あがってしまいましたが、一方、オーヴァードアカデミアは大ピンチになっています。

矢野（以下、エナ）：そうだね。軍隊に制圧され、エフェクトは封ふうじられた……。

ＧＭ：はい。では、トレーラーを読み上げます。




●トレーラー

　オーヴァードアカデミアは、軍隊によって制圧された。

　学園島全土がＡＲＦに覆おおわれ、エフェクトは封じられている。

　オーヴァードたちは無力化され、監かん禁きんされてしまう。

　そして一いつ般ぱん生徒には、「オーヴァードを道具として扱あつかう」教育が施される。

　子こ供どもたちの楽園アカデミアは、大人たちによって蹂じゆう躙りんされ、その姿すがたを変えていく。

　残された時間はわずか。さあ──。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』最終話

「アカデミアの一番長い日」

　──戦え！　第三生徒会！




エナ：お、いつもと締しめが違ちがう。

ＧＭ：最終話ということで、変えてみました。三巻タイトルに合わせた感じ。

Ｏはた（以下、修太郎）：緊きん迫ぱくした感じですね……。

片岡（以下、透子）：こんな緊迫した状じよう況きようで──はにかむチャンスを見つけないといけないのか（一同笑）。

佐藤（以下、れい）：難むずかしいわ！　でもがんばる。はにかんでいく（一同笑）。

ＧＭ：がんばってください（笑）。それでは、ハンドアウトです。今回は、全員、ほぼ共通のハンドアウトになっています。細かい部分だけ各人違う感じですね。




ハンドアウト：星川修太郎

シナリオロイス：オーヴァードアカデミア　　　推すい奨しよう感かん情じよう　任にん意い

　キミがこのオーヴァードアカデミアにやってきてから、わずか一ヶ月あまり。

　その短い間に、キミは多くの友人を、絆きずなを得てきた。

　裁さばかれ、賞品にされ、追われ、モテて……それでもキミは、この学園が──。




ＧＭ：──というハンドアウト。最後は、感情が任意なので、ＰＣが決める感じにしてます。

修太郎：まだ一ヶ月……なんだかもう、九ヶ月くらい経たった気がする（一同笑）。

ＧＭ：そうだね（笑）。

修太郎：ロイスがアカデミアなのは、一話と同じなんですよね。なんだか、感慨深い。

ＧＭ：うん。一話では「Ｐ：憧しよう憬けい／Ｎ：不安」だった。

修太郎：……そうだなぁ、じゃあ、「Ｐ：幸福感／Ｎ：不安」にします。学園への想いの変化。不安の方も、前は未知への不安だったけど、今は喪そう失しつへの不安です。表は幸福感。

ＧＭ：了りよう解かい。では、続いて透子さんのハンドアウト──。




ハンドアウト：御影透子

シナリオロイス：オーヴァードアカデミア　　　推奨感情　任意

　……ずっと閉とじこもっていた。孤こ独どくなど気にしたことがなかった。

　そう思っていたけれど、気づけば、ずいぶんと、しがらみが、絆が、増ふえていた。

　修太郎が来たから……だけでは、ないだろう。キミは、いつしかこの学園が──。




透子：いいハンドアウトですね。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。

透子：透子さんのハンドアウトは、なんだかいいのが多かった気がするなぁ……。アカデミアへのロイスは、「Ｐ：感服／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん」で──最初は、表をネガティブにしておきます。

ＧＭ：お。面白いですね。

透子：やっぱり透子さんは慎しん重ちようというか、疑うたがい深いので、本当に学園を救えるのだろうか、とか、後は修太郎が心配で、ちょっとピリピリしている感じかな、と。

ＧＭ：了解です。では次──れいちゃん。




ハンドアウト：光月れい

シナリオロイス：オーヴァードアカデミア　　　推奨感情　任意

　ここしばらく、キミは運命の恋に真っ直ぐ突つき進すすんでいた。

　けれど、振ふり向むけばそこには、たくさんの思い出と、友人たち。

　いつだって全力で走ってきた、青春の日々。だからキミは、この学園が──。




れい：（透子の方をチラっと見て）……うひ♡

透子：え、今の何？

れい：ちょっと、はにかんでおこうかと思って（一同笑）。

透子：今!?　今はにかんでも、意味なくないか!?（一同笑）

れい：そうだった……ウェヒヒ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、今のはノーカウントで。感情はどうしましょう。

れい：「Ｐ：尽じん力りよく／Ｎ：不安」にしました！　もう、絶対助けるぞ！　っていうのと、あとはやっぱり、この状況が不安なんで……。表はポジティブ！

ＧＭ：了解しました。れいちゃんらしい。では最後、エナのハンドアウト。




ハンドアウト：エナ・ソフォス

シナリオロイス：オーヴァードアカデミア　　　推奨感情　任意

　ここは、夢ゆめのような場所だ。

　だからこそ楽しく、だからこそ脆もろい。キミは、ずっとそう思っていた。

　今、学園が失われる、その時になって、あらためて思う。キミはこの学園が──。




エナ：ついに、アカデミアに、あたいの意味不明な感情を付ける日が（一同笑）。

ＧＭ：おい、ゲームデザイナー。

エナ：うむ、「Ｐ：やわい／Ｎ：こわい」にしておこう。

ＧＭ：うん、全然わからん（一同笑）。ま、了解です。では、成長に進みましょう。

一同：はーい！




▼星川修太郎

ＧＭ：それでは、ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。

修太郎：はい。僕ぼくは《魔ま人じんの盾たて》を取得して２レベルに。これは、１シーンに１回しか使えないけど、ガード値ちを大おお幅はばに上げるエフェクトです。

ＧＭ：ここぞ、という時に止められるのはいいね。

修太郎：そう思って。それから、《骨ほねの剣けん》を１レベル取得。これは、素す手でを強化するエフェクト……これまで、素手ですごいダメージ下がってたんで、やっと少し強くしました（笑）。

ＧＭ：ガード値もけっこう高いし、修太郎にはいいと思う。強くなったねえ……ま、とはいえ、セッション開始時はエフェクト使えないんだけど（一同笑）。

修太郎：くう、恐おそろしい……（笑）。固定ロイスは、透子ちゃんとれいちゃんです。




▼御影透子

透子：私は、〈知覚〉でドッジを行なう《神の眼め》と、リアクションのクリティカル値を下げる《リフレックス：エンジェルハィロゥ》を取得。《リフレックス》を２レベルにして、それに合わせて、〈知覚〉を３レベル上げた。

ＧＭ：おお、回かい避ひができるように。いいですね。

透子：学園中を駆かけ回まわる展てん開かいになるかな、と思ったのと──《神の眼》という名前が気に入ったので（笑）。上から目線どころか、神目線（笑）。

ＧＭ：透子さんらしい（笑）。避よけるのも、能のう力りよく的てきに似に合あいますしね。

透子：固定ロイスは修太郎とエナ。で、ＰＣ間ロイスをれいに取る。修太郎には……「Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：不安」で。とにかく、死なせない、死なないで……と思っている。

ＧＭ：了解しました。




▼光月れい

れい：はいっ！　あたしは、《ＭＡＸボルテージ》と、《リミットリリース》を取りました！あと、〈白兵〉を１レベル上げて６に。

ＧＭ：ダメージを上じよう昇しようさせる《ＭＡＸボルテージ》と、シナリオ１回、さらにクリティカル値を下げる《リミットリリース》ですね。能力を横に広げる透子さんと、とにかく真っ直ぐ伸のばしていくれいちゃん──という感じで、最初から最後までいきましたね（笑）。

れい：器用なことできないんで！　もう、バリバリいきます！　固定ロイスは、ほっしーと透子！　ほっしーには「Ｐ：信頼／Ｎ：不安」。あたしは、ほっしー信じてるし、この学園も絶対助ける！　って思ってる。

透子：……うん。芯しんのところでは、透子さんより、れいの方が強いと思う。

れい：そうかな？　かしこくないだけだよ！（笑）




▼エナ・ソフォス

エナ：あたいは《コンバットシステム》を１レベル伸ばして、〈調達〉１レベル伸ばした。

ＧＭ：それだけ？　あと30点くらい余あまってたんじゃない？

エナ：うむ。残り30点で、レールガンを買った！

ＧＭ：どゆこと!?（一同笑）

エナ：こんなこともあろうかと開発しておいた、すごい兵器だ。ビームが出る。

ＧＭ：ビームて……まあいいや、了解（笑）。

エナ：固定ロイスは、ずっと、ひばりちゃんだったんだけど、今回は、とーこちゃんと、れーちゃんに。さすがに最終回だからＰＣのロイス全部取りたいし、やっぱりＮＰＣいっぱい出て来そうだからね。感情は、とーこちゃんが「Ｐ：まぶい／Ｎ：やばい」、れーちゃんには「Ｐ：はやい／Ｎ：うすい」。両方、表はポジティブ。

れい：うすいってどこのこと!?（一同笑）

修太郎：ひどい……。

エナ：はっはっは。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：再さい確かく認にんになりますが、みなさんはエフェクトが使えない状態で開始します。

透子：むう。カヴァーも、「元Ｓランクオーヴァード生徒」とかに変へん更こうした方がいいかな。

れい：あたしもや！

ＧＭ：そうですね、「元Ｓランクオーヴァード生徒」でいい気がします。そうすると……エナは、「元天才」になる（一同爆笑）。

エナ：あっ、あたいの天才が……あたいの天才が、どこかに！

修太郎：一度消えて、戻もどってきたのに……（笑）。

エナ：また消えてしまった！（笑）

ＧＭ：面白いから、エナは「元天才」にしといてください（笑）。

れい：ひどいー……（笑）。

ＧＭ：──では、セッションに入りたいと思います。最終話……よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いします！
















　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆アイザック・アーガイル・アドミニスター　Master Scene




　学園島中央、ＵＧＮブロック。運営機関カウンシルビル。

　最上階、理事の個こ室しつのひとつ。

　壁かべ一面に設せつ置ちされたモニタに、肩かたにミミズクを留とどまらせた少女が映うつっていた。




ＧＭ：最初はマスターシーン。アイザック博士と、テレーズが会話しています。テレーズは弱じやつ冠かん十五歳さいにして中枢評議員を務つとめる天才少女で、オーヴァードと一いつ般ぱん人じんの共きよう存ぞんを目指す〝穏おん健けん派は〟のひとりです。
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「アドミニスター評議員。オーヴァードアカデミアにおいて、神かみ城しろ警備保ほ障しようの部隊が出動したという報告は、事実ですか？」

「事実だよ、ブルム評議員。何しろ、一万人のオーヴァードが暴ぼう走そうする事じ件けんがあってね。その対たい処しよのために、私の指し揮きの下もと、軍に出動を願った……というわけだ。集しゆう団だん暴走は、私が開発したＡＲＦと、軍によって既すでに制圧した」

「一万人のオーヴァードが暴走した……それを、食い止めたのですか!?」

「ああ、そうだ。ＡＲＦ──アンチ・レネゲイド・フィールドによって、登録されたオーヴァード生徒一万人のエフェクトは封ふうじてある」

「それは……事実だとすれば、恐おそるべき成果です」

「事実だよ。後ほど、正式に報告を上げる。……もうひとつ、中枢評議会アクシズに報告がある」

「なんでしょう」

「このオーヴァードアカデミアは以後も、ＡＲＦで管理した区く域いきとする。オーヴァードを無力化し、人間の手で管理する実験区域とするつもりだ」

「アドミニスター評議員。オーヴァードも人間です。言葉には気をつけてください」

「ハッ！　キミたちは相変わらず、建たて前まえがお好きなようだ。……まあいい、報告は以上だ」

「…………わかりました」




ＧＭ：──という感じで、会話は終わり、テレーズとの通信も終了します。

透子：……一万人の暴走事件とは、なんのことだ？

ＧＭ：その疑ぎ問もんについては──アイザック博士の背はい後ごから、別の声がします。「仮か面めんによる大だい規き模ぼな暴走事件は、生徒の手で解かい決けつしたはずです、アドミニスター理事！」

修太郎：四話の、〝薔ば薇らの仮か面めん〟の事件のことか……。




　アイザックの背後で、兵士に拘こう束そくされているのは、県初恵あがた・はつえ──アカデミア学園長。
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　アイザックは県の鋭するどい声を涼りよう風ふうのように受け流し、嗤わらう。

「学園全土で暴走事件が発生したのは事実だ。そんな危き険けんな状態を放置しておくわけにはいかないのだよ」

「貴方あなたは、自分の妄もう想そうを実じつ現げんするために、この学園を利用しているだけよ！」

「私は世界をあるべき姿に戻もどしたいだけだ。……学園長を、別室にお連れしろ」




ＧＭ：両りよう脇わきの兵士に連れられて、学園長は連行されていきます。

エナ：……対外的な言いい訳わけは通ってる。こりゃ、外からの助けは来ないな。

ＧＭ：──そして、アイザック博士は窓まどから学園を見下ろして、呟つぶやきます。




「あと二四時間……それで、オーヴァードアカデミアは消滅する」







◆Opening02◆アカデミア解かい放ほう作戦　Scene Player ─── 星川修太郎




　──警備部隊の包ほう囲い網もうから脱だつ出しゆつして、丸一日が経けい過かした。

　第三生徒会の面々は、学園島の廃はい屋おくに潜せん伏ぷくし、傷きずを癒いやしていた。




ＧＭ：では、あらためてオープニング。全員登場で、場所は……そうですね、山岳地帯の山小屋にしましょうか。以前、逃とう亡ぼうした修太郎が隠かくれていたところ。

れい：今、学園はどうなってるの？

ＧＭ：偵察したり、放送を聞いたりして、状況はいくらか分かっています。こんな感じ──。




・学園島全体にＡＲＦが展開され、エフェクトが使用できない状態である。

・ＰＣ以外のオーヴァード生徒は全員無力化され、監かん禁きんされている。

・教きよう職しよく員いんやＵＧＮ職員も同様に監禁状態。表向きは安全確かく保ほのため、となっている。

・一般生徒も、軍の監かん視し下にある。とはいえ、オーヴァード生徒よりは自由に行動できる。




修太郎：オーヴァードは全員監禁されてるのかぁ……。

ＧＭ：ですね。それからＴＶなんかも、アカデミア独どく自じの番組はすべて休止状態。警備軍の用意した広こう報ほうビデオが流れています。こんな内ない容ようです──。




「オーヴァード生徒の大規模な暴走に対たい応おうし、現げん在ざい、警備軍が治安出動を行なっています。オーヴァード生徒は全員、危険な状態にあるため、こちらで拘こう束そく、監視を行なっています。一般生徒は、くれぐれもオーヴァード生徒に近づかないように──」




修太郎：なんだこれ……。でたらめじゃないか。

エナ：……まあ、あのアイザックちゃんは、そういう勢せい力りよくなんだよね。ＵＧＮの中でも〝管かん理り派は〟って呼よばれる勢力のひとり。

修太郎：アカデミアは、一般人とオーヴァードの、共存の場なのに……。どうにかしないと。

ＧＭ：──さて、このシーンでは、状況の確かく認にんと、これからの行こう動どう方ほう針しんを決めます。方針が決まったらミドルフェイズに移うつる、という進行です。

エナ：ん。わかった。

透子：どうやら、傷の方は皆みな、動ける程度には回復したが……これからどうする？　私たちはエフェクトが使えない。このままでは、手の出しようがないぞ。

れい：ロボ子ちゃんは、どうしてるの？

ＧＭ：応おう急きゆう処しよ置ちと自己修しゆう復ふく機能で、動くことに支し障しようはありません。ただ、前回やったような、ＡＲＦに対たい抗こうする──正せい確かくには、レネゲイドパターンに干かん渉しようして、ＡＲＦのターゲットから除じよ外がいすることは、現在はできません。

エナ：ロボ子ちゃんを修しゆう理りすれば、またエフェクトが使用可能になる？

ＧＭ：「そうです。ロボ子を修理してください。ロボ子をもっと修理してください！」

透子：おい、明らかに壊こわれてるぞ、このロボット（一同笑）。

ＧＭ：「お兄様、あなたの妹が故こ障しようしているんですよ！」

エナ：妹っていうのは故障するものじゃないと思う。

ＧＭ：「黙だまりなさい元天才！」（一同笑）

エナ：うっ、うう……あたいは……あたいは天才なんだ……うう……（笑）。

修太郎：でも、ロボ子ちゃんの故障……えーと、怪け我がを治すのは大事だね。エフェクトが使えるようになるし、やっぱり怪我してるのはかわいそうだし。

ＧＭ：「お父様に会えれば、修理だけでなく、もっと長い時間、ＡＲＦ解除の効果が得られるように、改かい造ぞうしてもらえると思います」

エナ：おお、Ａちゃんか！　Ａちゃんも捕つかまってるのかな。

ＧＭ：はい、オーヴァード生徒は全員監禁されています。誰がどこにいるか、までは、今はまだわかりません。

修太郎：まずは、情じよう報ほうが必要か……。

ＧＭ：「それと……」と、ロボ子が遠えん慮りよがちに言います。「センサーの機能が半減しているので、確たしかではないのですが、ＡＲＦがさらに強化されているように思います」

れい：どゆこと？

ＧＭ：「もし、推測が正しいと、ＡＲＦの強化が終了した時点で、個こ々このレネゲイドパターンに干渉しなくても、エフェクトの無む効こう化かが可能になります」

修太郎：……つまり、ロボ子ちゃんを修理しても、そっちが完成すると、無む駄だになるのか。

ＧＭ：「はい。現げん状じようのＡＲＦは、個々のレネゲイドパターンを解かい析せきしてそれに合わせる……つまり、出力が弱い分、指し向こう性せいを強くしている状態です。それが、島内では常つねに発はつ揮きできる状態に変わる……ということです。こうなると……ゲームオーバーです」

エナ：……その強化が終わるまで、どのくらい時間かかるか、わかる？

ＧＭ：「恐おそらく、ですが……」ロボ子は考えてから言う。「早ければ、二四時間」

エナ：二四時間か……。それまでに、Ａちゃんを解放してロボ子ちゃんを修理して──。

修太郎：僕らの能力を取とり戻もどして。

エナ：あたいが天才に戻って（笑）。

透子：ＡＲＦを止めて、アイザックを叩たたきのめす、ということだな。

れい：一日でやるんだ。忙いそがしい～！

透子：ああ、長い一日になるぞ。

ＧＭ：「しかし、お父様を解放するにしても、エフェクトの使えない状態では難しいです。お父様はアホですが重要人物なので、警備も厳きびしいかと……」

エナ：Ａちゃんがアホ呼よばわり……まあ、アホだけどさ（笑）。

ＧＭ：「協力者を探さがしたり、役に立つアイテムを手に入れるといいでしょう」

透子：協力者か……しかし、全員監禁されているのではな。

れい：オーヴァードじゃない人に手伝ってもらえないかな？

修太郎：一般生徒か。生徒会長さんとか、しねまちゃんとか……。いいかも。

透子：……私は、一般生徒にはあまり期待できないな。

れい：なんで？

透子：軍の連中は、オーヴァードだけを監禁しているんだぞ。連中はこのままでも安全だが、私たちの手助けをすれば、同じように監禁されるかもしれんのだ。その状態で、手助けしようと言い出す人間がいるか……。

れい：いるよ、絶対いる。

透子：……れい。

れい：味方になってくれるよ！　しねまちゃんも、生徒会長も！　役に立たないだろうけど、ギルバートだってさ。友達でしょ？

透子：……どうだろうな。

修太郎：透子ちゃん、アイザックは、オーヴァード生徒を隔かく離りしようとしてる。その状態で、僕らが一般生徒を信じられなくなったら、あいつの思い通りだよ。

透子：…………。

修太郎：とにかく、まずは情報が必要かな。

エナ：だね。

ＧＭ：ちなみに、そういった状況ですので、ミドルには時間制せい限げんがつきます。手分けして行動することになると思ってください。

修太郎：まずは黒沢くんの居い場ば所しよを突つき止とめて、あとは協力してくれる人とか、突とつ破ぱするための情報とかを集めよう。

ＧＭ：はい、ＯＫです。方針が決まったところで、ミドルフェイズに進みます。

修太郎：よし……。行こう──アカデミアを、守るために！




　そして第三生徒会は動き出す。

　皆の理想や、夢ゆめや、そして、日にち常じようを──この学園を守るために。







　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆学園の情じよう報ほう屋や　Scene Player ── エナ・ソフォス




　何をするにも、まず最初に必要なもの。

　それは──情報だ。




ＧＭ：さて、具体的な進行を説明します。このシナリオの特別ルールその一。時間制せい限げんを表ひよう現げんするため、ミドルフェイズでは「ターン制せい」の進行になります。全員が一回ずつ行動したら──具体的には、シーンに登場したら、１ターン終しゆう了りよう。これが、３ターンまであります。

エナ：むむ、ひとり三回までしか登場できないってこと？

ＧＭ：特定の条じよう件けんで、イベントシーンが発生します。イベントシーンは、ターンとは関係なく登場することができます。たとえば「黒くろ沢さわＡ太た郎ろうの救出」は、イベントシーンです。

修太郎：全員が登場したら１ターンってことは、別々のシーンに登場した方が、得られる情報も多いよね……なるべく手分けして行動したほうがいいね。

ＧＭ：誰だれに会いたいか、もしくはどこに行きたいか、という宣せん言げんで、シーンが発生します。情報を入手すると行けるようになる場所なんかも設せつ定ていしてあります。

修太郎：なるほど。……協力してくれそうな人、か。

エナ：まずは……とにかく、情報が欲ほしい。

修太郎：一いつ般ぱん生徒で、協力してくれそうで、情報を持ってる……。

れい：しねまちゃんがいいんじゃない？

エナ：あとは、ひばりちゃんとかね。

透子：ふむ……。どこにいるのか、わかるのか？

ＧＭ：ロボ子が「恐おそらく、蜷にな川がわしねまは報ほう道どう部ぶ。雲雀宏一ひばり・こういちは生徒会本部ビルにいるはずです」と、ホログラムで学園島のマップを表ひよう示じして、顔アイコンを配置します。

れい：すごい機き能のう！（笑）

ＧＭ：「ちなみに報道部では〈情報：アカデミア〉の判定が、生徒会本部ビルでは〈知覚〉の判定が必要な気がします」（一同笑）

修太郎：むちゃくちゃ便利だなその機能！（笑）

ＧＭ：「ふふふ、もっとロボ子を褒ほめてください！」

エナ：ふむ……。他の判定がわからないけど、とりあえず、成功しやすい順でいこう。〈情報〉なら、あたいが一番得意だから、まず報道部にあたいが行く。

ＧＭ：ＯＫです。それでは、ここからあらためて第一ターン最初のシーン。エナは、侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

エナ：10上がった！　これで47％。はやくスペリオルミックスを買いたい……つか、購こう入にゆう判定ってできるの？

ＧＭ：現げん状じようでは、できませんね。ということで、報道部のシーンです。




　　　　＊　＊　＊




　サークル団だん地ちの一角。報道部の部室。

　いつもは大おお勢ぜいの報道部員に、アイドル研や演えん劇げき部ぶに所しよ属ぞくする芸げい能のう生徒といった関係者が盛さかんに出入りするそこも、今は静まりかえっている。




エナ：あたいは、ひとりで報道部部室の近くまで来てるよ。隠かくれながら……ロボ子ちゃんが前回用意してくれた、郵ゆう便びんポストの着ぐるみとか着てる（一同笑）。

ＧＭ：あ、うん、じゃあ兵士に見つからずに、近くまで来れた（笑）。

エナ：すげえな、着ぐるみ！　……さて、人がいないっぽいな、どうするか。

ＧＭ：では、そこで〈情報：アカデミア〉の判定をしてください。難なん易い度どは８。

エナ：──お、クリティカル！　達たつ成せい値ち18！

ＧＭ：やるね～。では、キミが報道部を監かん視ししていると、とんとんと肩かたを叩たたかれる。

エナ：鋭するどい動きで振ふり向むいて、懐ふところから羊よう羹かんを出して突つきつける。

修太郎：なんで銃じゆう突きつけるみたいな動きで羊羹出してるの!?（一同笑）

ＧＭ：相手は、「なんで小生のところに修太郎クンが来ないのでありますかね!?」と言って、羊羹をもぐもぐ食べます（一同笑）。しねまですね。

エナ：おー、しねまちゃん。まあ、あたいが来たのは技ぎ能のうの関係だよ。

ＧＭ：「修太郎クンも天才クンも、【社会】は同じなのに。遺い憾かんであります！」

エナ：相変わらずメタだなぁ……ロボ子ちゃんといい、こんなのばっかだ（笑）。

ＧＭ：「ま、それはともかく」しねまは、こそこそした感じで囁ささやきます。「小生も、第三生徒会の皆みなを捜さがしていたであります。まずは、ここを離はなれるでありますよ」

エナ：お？　軍に監視されてるとか？

ＧＭ：「スタジオのひとつに兵士が常じよう駐ちゆうしているであります。あの、しょうもない放送を流すためでありますよ」

エナ：あ、なるほどね。

ＧＭ：「小生たちは、こっちに集まっているであります」──と言うと、少し離れた雑ざつ居きよビルの地下に案内します。

エナ：じゃ、こそこそとしねまちゃんについていこう。




　しねまが案内したのは、雑居ビルの地下にある空きテナントだった。

　以前は飲食店が入っていたのか、機材こそないものの、キッチンらしき設せつ備びと、椅い子すやテーブルが並ならんでいる。そこでは、十数人の報道部員たちが、土木用ヘルメットをかぶり、口元をハンカチで隠して、密みつ談だんしていた。




エナ：レジスタンスみたいだな。

ＧＭ：「そんな感じであります。小生たちは、あちこちで情報を集め、地下新聞や海賊放送で広めようとしているところでありますよ」

エナ：みんな、一般生徒だよね。オーヴァード生徒のために、危あぶないことしてるんだ？

透子：…………。

ＧＭ：「別に、オーヴァード生徒のためだけでもないでありますよ」しねまは、あちこちに散らばった資し料りようを集めながら、「小生たちは、自由な報道を、自由な学園を愛しているであります。それを守るためでありますよ」──と言って、笑います。

エナ：そっか。……頼たのもしいね。

ＧＭ：「照れるでありますな～」（一同笑）

エナ：で、知りたいのは、Ａちゃんが監かん禁きんされてる場所なんだけど。

ＧＭ：「ういうい、わかるでありますよ」しねまは、テーブルに広げられた地図を示しめします。あちこちに赤ペンで情報が書かき込こんである。

エナ：頼たよりになるね～。

ＧＭ：「オーヴァード生徒は、基き本ほん的てきにランクごとに分けられて監禁されているであります。ＣランクからＳランクまで、もちろん、ランクが高いほど警けい備びも厳きびしいであります」

エナ：Ａちゃんってランクなんだっけ。……名前からしてＡランクかな（笑）。

ＧＭ：「正せい解かいであります。……が、黒沢クンは、どうもひとりだけ、別の場所に監禁されているようであります」──そう言って、しねまが指したのは、研究所ブロックです。「何かの研究を手伝わされているのではないかと思うであります」

エナ：ＡＲＦの調ちよう整せいあたりかな。

ＧＭ：「ありそうな話でありますね。で、このラボは研究所ブロックでもかなり重要ぽい場所にあって、ＩＤカードがないと入れないのであります」

エナ：ＩＤカードか……。くっ、あたいの天才が、《セキュリティカット》があれば……！

ＧＭ：「天才クンは……もう天才クンじゃないのでありますね。悲しい事じ件けんであります……。それはそうと、他にも情報があるのでありますよ」

エナ：お、助かるね。

ＧＭ：「まず、一般生徒のほとんどは、寮りようにいるであります。出入りは監視されていて、外にも兵士や戦車がウロウロしているでありますからね」

エナ：戦車もか……こないだ暴ぼう走そうしてたやつとかは困こまるな。

ＧＭ：「もっと小型の、自動兵器でありますね。さすがに、一〇〇〇人程てい度どの兵士では、学園島全体をカバーするのは無理でありますから」

エナ：なるほどね。

ＧＭ：「それから、美化委員会本部で、何か揉もめているようであります。警けい備び軍ぐんの兵士が集まっていてあんまり近づけないので、詳くわしくはわからないであります」

エナ：ん、了りよう解かい。やっぱり全員で手分けするので正解だね。

ＧＭ：「最後に──」と言うと、しねまは荷物をまとめて、ナップザックを背せ負おいます。「小生も、第三生徒会のみんなを手伝うでありますよ」

れい：しねまちゃん、来てくれるんだ！

ＧＭ：「小生も、この学園を守りたい。第三生徒会のみんなと、一いつ緒しよに戦いたいであります」──ここで、本シナリオの特別ルールその二、「ＮＰＣカード」を入手します。

一同：ＮＰＣカード？

ＧＭ：こういうものです──（名めい刺し大だいのカードを取り出す）。




ＮＰＣカード：蜷川しねま

《小生の出番であります！》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効果：対象が判定を行なった直後に使用する。その判定の達成値を＋２する。この効果は１ターンに１回使用できる。




ＧＭ：こんな感じで、本シナリオでは、ＮＰＣの協力をカードで表現します。

修太郎：これはいいなぁ。盛もり上あがる！

れい：嬉うれしいね！

ＧＭ：では、そんな感じで、しねまはエナについてきます。部屋に残った報道部員は「がんばれよ！」「なんかわかったら連れん絡らくする！」と声をかける。

エナ：ありがとう、みんな！　……じゃあ、行こう、しねまちゃん！　モテキ城じよう以来のコンビで活かつ躍やくだ！（笑）




「了解であります！」

　頼もしい味方をくわえ、エナはふたたび走り出したのだった──。




　　　　＊　＊　＊




れい：……ふう、よかった。しねまちゃんは味方だよね。がんばってる。すごい。

透子：……（佐さ藤とうさんを見て）なんで、ありさんはさっきから、おしぼりをひっきりなしに細かく畳たたんだり広げたり、また畳んだりしてるの？（笑）

れい：見ないで！（一同笑）

透子：あと、私わたしのサイコロを回かい収しゆうして別のに取とり替かえたりしてくる……なんか、ものすごい落ち着きがない（笑）。

れい：あのね、ヒヤヒヤしてるの……。

エナ：緊きん迫ぱくした状じよう況きようだから。

れい：そう、そうなの！　あ～もう、ドキドキする。

透子：うん、でも私のサイコロ持っていくのやめて（一同笑）。

ＧＭ：……では、次のシーンに行きましょうか。誰が、どこに向かうか、ですが。

修太郎：もう少し情報が欲しい……となると、生徒会本部か。

エナ：〈知覚〉だから、とーこちゃんが向いてるけど、どう？

透子：……行ってみよう。まだ不安は強いがな。

ＧＭ：了解です。では、次のシーンへ──。







◆Middle02◆生徒会長　Scene Player ─── 御影透子みかげ・とうこ




　生徒会本部ビル。

　学園自治の中ちゆう枢すうであるそこは、さすがに多くの兵士によって守られていた。




ＧＭ：では、透子さんが生徒会本部に侵しん入にゆうするシーン。まず、〈知覚〉判定をしてください。身を隠したり、警備をかわしたり、といった判定です。難易度は厳きびしめで、10。

透子：私は直感型なので、勘かんでずんずん進んでいく。──達成値12。




　裏うら口ぐちから侵入した透子は、まるで警けい備び兵へいの動きを知っているように、的てき確かくに足を止め、身を隠して巡じゆん回かいを避さけていく。




ＧＭ：生徒会本部ビルには、一般生徒のうち、生徒会や他の委員会などで役やく職しよくについていた生徒が集められているようです。で、会議室──というか、広い教室のような部屋があってですね、そこに雲雀や、他の生徒が集められている。

透子：ふむ……扉とびらを細く開いて、覗のぞき込こもう。

ＧＭ：前方には、機島大たい佐さが立って、何やら講こう義ぎのようなことを行なっています。




「お前たちは、一般生徒の中でも、管理を行なう側にいた者たちだ。いわば、オーヴァードという兵器を統とう制せいする、文民のトップに当たる。だからこそ、オーヴァードの危き険けん性せいを熟じゆく知ちし、オーヴァードを管理するための知ち識しきと行動を身に着けなければならない」




透子：──あいつも、オーヴァードのはずだな？

ＧＭ：そうです。ですが、機島は淡たん々たんと、感かん情じようを込こめずにそう話している。──で、そこで雲雀が口を挟みます。「いやあ、まったく先生のおっしゃるとおり！」（一同笑）

エナ：ひ、ひばりちゃん……（笑）。

透子：……やはり、あいつは信用できないな。

ＧＭ：「ですが機島先生、オーヴァードという強力な能のう力りよくを持った存在を、一体どんな風に管理すればいいんですか？」と、にこやかな笑顔で、雲雀は言う。

修太郎：……情報を引き出そうとしてくれてる？

エナ：そうだろうね。

ＧＭ：──機島は淡々と答えます。「ＡＲＦが完成すれば、オーヴァードのエフェクトを封ふうじるのみでなく、その思考をもコントロールできるようになる」

修太郎：ちょ、なにそれ……！

ＧＭ：「それはすごいですねえ、一体どんな理り論ろんで──」と、雲雀が言ったところで、機島は不意に、「時間だ」と言います。同時に、全学園にチャイムが響ひびく。

エナ：時計も見ずに時間がわかるのか。そういや腕うでとか機械だったもんな。

ＧＭ：「特別講義は午後、ふたたび行なう」──そう言って機島は部屋を出る。

透子：……隠かくれていよう。

ＧＭ：機島が去った後、生徒たちもバラバラと部屋を出て……雲雀が、ちらっと透子さんの方を見た後、人気のない方に歩いて行きます。

透子：……気づいていたか。隠れながら、後を追おう。

ＧＭ：雲雀は、使われていない部屋──そうですね、倉庫のような部屋まで来て、振ふり向むきます。「無事で何よりだ、御影くん」

透子：渋しぶ々しぶと近づこう。……どういうつもりだ、雲雀。

ＧＭ：「さっきの？　あれは、機島くんから情報を引き出そうと思ったんだけどね。ま、おおむね、知ってた内ない容ようの再さい確かく認にんだったかな」

透子：ＡＲＦがオーヴァードの思考をコントロールする……それを事前に知っていたというのか？　なぜお前が知っている。

ＧＭ：「中枢評ひよう議ぎ員いんとしての彼は、オーヴァードに自由を与あたえず、一いつ般ぱん人じんの手で管理すべき、と主しゆ張ちようしている。なら、今回の目的も予想がつくさ」

透子：……ふむ。──やっぱり、透子は雲雀への疑うたがいを捨すてきれない。なんだろうな……。

れい：ずっとニコニコしてるからかな？

ＧＭ：それは雲雀くんのキャラクター性なので、治りません（笑）。

透子：そうだな。じゃあ、こう聞こう──雲雀、なぜ一般人のお前が、オーヴァードと一般人のいる、このオーヴァードアカデミアの生徒会長になった？

ＧＭ：「みんなで幸せになりたいから、かな」

透子：……（ＧＭに）真ま面じ目めに言っているように見える？

ＧＭ：ニコニコはしてますけどね、噓うそには聞こえません。「みんなが、手に手をとって、うまくやっていけたらなぁ、と思ってるよ。……まあ、僕はどっちかっていうと、その場の調整に特化したタイプだからね、別のやり方もあるとは思うけど」

透子：……アイザックのやり方も認みとめるのか？

ＧＭ：「いいや」と、これははっきりと首を振ふります。「こんなの、みんなで幸せになれないでしょ？　でも、そういう風じゃなくて、もっと良い方向に変える方法はあるかもね」

透子：どういうことだ？

ＧＭ：「僕みたいな日和見じゃなくて、もっと……他人を助けるのに一いつ生しよう懸けん命めいになったり、目の前で困こまったり悲しんでいる人を見み捨すてておけない、みたいなタイプ……そういうタイプなら、学園を変えられるかも──ってことさ」

透子：それは……修太郎を思おもい浮うかべるな。

ＧＭ：その表ひよう情じようを見て、雲雀はにっこり笑います──と、いうところで、キミたちの背はい後ごから声がします。「なるほどな。〝昼ひる行あん灯どん〟などと呼よばれている割わりに、悪わる知ぢ恵えの働く男だ。こんなところで、脱だつ走そう者しやに情報提てい供きようとはな」

透子：──機島か！　くっ、尾つけられていたか。

ＧＭ：「御影くん、エフェクトの使えないキミでは、対たい抗こうできない。逃にげるんだ」と雲雀が言って、キミに一いち枚まいのカードを渡わたします。「これを持っていくといい」

透子：……これは？

ＧＭ：「僕のＩＤカードだ。普ふ通つうの生徒より、色んな場所にアクセスできる。バレたら対たい策さくを取られるだろうけど、一回くらいは使えると思うよ」

修太郎：黒沢くんのいる研究所に入るためのアイテムか！

ＧＭ：そういうこと。無む表ひよう情じように機島が迫せまるんですが、雲雀が壁かべのスイッチを操そう作さすると──室内に隔かく壁へきが下りてきて、機島の前を封ふう鎖さします。

エナ：なんで部屋の中にそんな仕し掛かけが！（笑）

ＧＭ：「ここは生徒会本部だからね、色々仕し込こんであるんだよね」──さらに、透子の横にある壁がスライドして、隠し通路が開きます。

透子：雲雀、お前はどうするんだ？

ＧＭ：「残るよ。僕が行っても、足手まといにしかならないからね。ま、これでも生徒会長だ。捕つかまっても、それほど手て荒あらな目にはあわないさ」

透子：……お前を完全に信じたわけじゃない。だが──必ず、助けに来る。




　透子が飛び込むと、隠し通路の扉とびらが自動的に閉しまる。

　同時に、雲雀の背後で──隔壁が雷らい鳴めいと共に粉ふん砕さいされた。

「ずいぶんと好き放題やってくれるものだな、生徒会長」

「ははっ、やだなぁ先生……」

　殺気と紫電を纏まとって突つき出だされる拳こぶしを前に、雲雀はにこにこと笑う。

「まずは、話し合いましょう？」




　　　　＊　＊　＊




エナ：ひばりちゃんは、捕つかまったか。

ＧＭ：はい。以後、監かん禁きんされた……ということは、予想できていいでしょう。

エナ：まあ、ひばりちゃんなら大だい丈じよう夫ぶそうではある。

ＧＭ：──さて、黒沢Ａ太郎の居い場ば所しよと、そこに至いたるための手しゆ段だんを入手しました。これによって、第一ターン終了時に、「黒沢Ａ太郎の救出」というイベントシーンが発生します。

エナ：後は、救出に役に立ちそうなＮＰＣカードを集める感じかな。

ＧＭ：はい。そういうことになります。

エナ：とにかく戦せん闘とうがおっかないなぁ……戦えそうな人は──。

修太郎：関口先生とかかな。一般人だけど、すごく強い。
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ＧＭ：ロボ子は「職しよく員いん寮りようにいると思いますが……警けい備びがすごく厳しいと思います。正直、あまりおすすめできません」と言う。

透子：とはいえ、現状、他に戦えそうな人間も……。

修太郎：──いるかもしれない。エフェクト使える人。

れい：どゆこと？

修太郎：（ＧＭに）ＡＲＦでエフェクトを封じられているのは、登録されたオーヴァード生徒だけなんですよね？

ＧＭ：はい、そうです。

修太郎：ということは、一般生徒として登録されているオーヴァードなら……。

れい：あっ、紅之介！

ＧＭ：ロボ子が、「春日紅之介かすが・こうのすけなら、春風寮にいます」と言います──では、次のシーンは、春風寮にしましょう。







◆Middle03◆一般生徒たち　Scene Player ── 星川修太郎




　オーヴァードアカデミアが警備軍に制せい圧あつされて、一日。

　校こう舎しや群ぐん、市街区ともに、あちこちに兵士が立ち、物々しい雰囲気だ。自然と、ほとんどの一般生徒は、この騒そう動どうの行方ゆくえに不安を抱いだきながら、寮で過すごしていた。




修太郎：では、ほっかむりをして、こそこそと寮に侵入します。

ＧＭ：じゃあ、そうですね……男女共用の、ロビーがあって、そこに入っていきます。ロビーにはテレビが置いてあって、アイザックが映うつっている。

エナ：演えん説ぜつでもしてるのかな。

ＧＭ：そんな感じです。「──いいかね、諸しよ君くん。先日の事件でわかるように、オーヴァードとは、非ひ常じように危き険けんな存在だ。オーヴァードを野放しにしてきた学園の体たい制せいは、変えていかねばならない。キミたち一般生徒が、オーヴァードを管理する側になるのだ」

修太郎：こそこそしながら、紅之介を捜さがそう。

ＧＭ：では──キミがこそこそしていると、兵士のひとりが「おい、そこの生徒。なにをこそこそしている」と近づいてきます（一同笑）。

修太郎：こっ、こそこそなんて！　してないですじょ!?（一同笑）

れい：あやしいよぉ……（笑）。

ＧＭ：「あやしいな」（笑）

修太郎：こ、ここで〈交こう渉しよう〉の判定か。れいちゃんより【社会】が高いといいつつ、僕も２しかないんだよなぁ……ダイス２個。

ＧＭ：──そこで、ちょっとしたイベントがあります。ロビーにいた一般生徒が、兵士に話しかける。「えーとー、これ、今、市街区とか行ってもいいんですかね」「あのー、二階の蛍けい光こう灯とうが切れかけてるんですけどー、なんとかしてくれないっすかねー」

修太郎：……助けて、くれてる？

ＧＭ：兵士が、うるさそうな顔で、「そんなことは我われ々われの管かん轄かつではない」と答えてるんですが、話しかけた生徒の方は修太郎の方を見て、チラチラと目配せします。──生徒の手助けで、ごまかしやすくなります。判定のダイス＋２個、難なん易い度どは６です。

修太郎：あ、ありがとう！　──達たつ成せい値ちは７！　判定成功。

ＧＭ：では、兵士は修太郎に「あー、もういい。なんでもない」と言って、「うるさい連中だ」と、逃げるように、巡回に戻もどっていきます。

修太郎：あ、ありがとうみんな！

ＧＭ：「同じ寮の仲間だろ」「つうか、なんなんだ、今の状じよう況きよう」と、生徒たち。

修太郎：この状況をなんとかしたくて、来たんだ。紅之介、捜してるんだけど。

ＧＭ：「紅之介か」「どこにいたっけな」……と、生徒たちが首をかしげたところで、新たな人物が登場。「そういうことなら、わらわが手伝おう」

一同：リオーネちゃん！

修太郎：あ、ありがとう。助かるよ！

ＧＭ：「わらわは、ある程度自由に動けるからの」と言って、修太郎と一いつ緒しよに、男だん子し寮りように向かいます。入り口に兵士がいますが、止めようとして──リオーネを見ると、黙だまる。

エナ：ああ、要人扱あつかいなのか。王女様だもんね。

透子：国こく際さい問題になるからか。

ＧＭ：はい、そういう理由です。リオーネが一緒に歩くことで、兵士が関わって来なくなる。そんな感じで、ふたりは寮の中に入っていきます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：ふたりで歩きながら、リオーネが言う。「……おぬしら、第三生徒会が行方不明と聞いて、心配しておった」

修太郎：ありがとう、リオーネちゃん。

ＧＭ：「うむ。まあその……無事でよかった」と言ってリオーネははにかみます。

れい：ちょっと！　それあたしの作戦よ!?（一同爆笑）

透子：まさかの伏ふく兵へいがこんなところに（笑）。

ＧＭ：それはそうと、「……アイザックとやらの話を聞いたか？」とリオーネ。

修太郎：オーヴァードは危険だから一般生徒が管理しないと、っていう、あの話？

ＧＭ：「……わらわも、国元では、同じような教育を受けておった」

修太郎：……そうなんだ。

ＧＭ：「スクードも含ふくめ、オーヴァードは皆みな、強大な〝力〟そのもの。それを正しく扱あつかえてこそ、王家の者たる資し格かくがあると──まあ、アイザックの話と同じことじゃ」

修太郎：ちょっと違ちがうとは、思うけど……。

エナ：王族らしい考え方ではあるね。

ＧＭ：「スクード以外のオーヴァードといえば、第一王女たるわらわを狙ねらう暗殺者くらいしか知らなかったしの。この学園に来るまでは、恐おそろしい存在じゃと思っておったのじゃ」

修太郎：……うん。

ＧＭ：「じゃが……それでも、いや、そう思っていたわらわだからこそ、あのアイザックの話に頷うなずくわけにはいかん。スクードは道具ではない、わらわの友人じゃ」

修太郎：そうだね。

ＧＭ：「この学園に通って……あの、モテキ城の事件を経へて。今は、スクード以外にも、心を許ゆるせるオーヴァードの友人もできた。利用したり、恐きよう怖ふするだけではいかんのじゃ。お互たがいにわかりあい、協力してゆかねばならん。それが、わらわの目指す女王じゃ」

修太郎：うん。すごく、いいと思うよ。

ＧＭ：「じゃから、おぬしが婿むこに──」

れい：ちょっとぉ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「う、うむ。おほん、今はそんな話をしている場合ではなかった」（一同笑）

修太郎：そうだった。紅之介を捜さがさないと。

ＧＭ：──というわけで、紅之介の部屋までやってきました。

修太郎：紅之介、いるかい？

ＧＭ：「ああ」──と、いつもより静かな感じで返事がある。部屋に入ると、紅之介がベッドに座すわって、腕から包帯を外しているところです。

修太郎：……紅之介、キミに、お願いがあって来たんだ。

ＧＭ：「わかってるよ。俺おれの力が必要なんだろ？」──紅之介はそう言うと、顔を上げて、キミに向かって笑いかけます。「頼たよってくれて嬉うれしいぜ、修太郎」

修太郎：……本当は、キミに力を使って欲ほしくない。傷きずついてしまうから。勝手なこと言ってるとは思うけど……。

ＧＭ：「今、力を使えるのは俺だけだ。心配するなよ修太郎、俺はそんなに弱くない」──と、包帯を取った右手を見せる。「ほれ、この間の傷きずも、この通りだ」

修太郎：……頼たのむ。力を貸かして欲しい、紅之介。

ＧＭ：「頼まれるまでもないさ。ただ、今の、仮か面めんのない俺じゃ、全力でエフェクトを使えるのは、一回だけだ。それも、お前に制御を手伝ってもらう必要がある」

修太郎：わかった。なんでもするよ。

ＧＭ：「ああ、一緒に熱くなろうぜ！」というわけで、紅之介のＮＰＣカードを入手します。




ＮＰＣカード：春日紅之介

《もっと熱くなれよ！》

タイミング：マイナーアクションの直前　　　対象：単体

効果：対象はそのメインプロセスの間、エフェクトが使用できる。さらに、メインプロセスでの攻こう撃げきの対象を「シーン（選せん択たく）」とし、ダメージロールに＋５Ｄする。この効果は１シナリオに１回、修太郎のみが使用できる。




エナ：へえ、合体攻撃みたいな効果だ。

ＧＭ：紅之介がエフェクトを全力で使うと、本人に致ち命めい傷しようを与あたえてしまいかねないので、それを修太郎が補おぎなうことで攻撃を可能にする……というイメージです。

修太郎：ありがとう、紅之介！

ＧＭ：それと、扉の外にいたリオーネが「話は終わったかの？」と顔を出して、「わらわも、修太郎たちを手伝うのじゃ！」と言います（カードを裏うらにしたまま置く）。

透子：これは、まだ使えないのか？

ＧＭ：はい。「スクードが解かい放ほうできれば、わらわのカードも使えるのじゃ」（笑）

エナ：メタだなぁ……（笑）。

れい：でも嬉しい！　味方が増ふえてくよぉ……。

ＧＭ：ということで、紅之介とリオーネが付いて来ることになりました。「よし、行こうぜ。修太郎。熱くなろうぜ！」「うむ、学園を取とり戻もどすのじゃ」

修太郎：ああ！　行こう、ふたりとも！




　修太郎は、力強く頷いた。

　日にち常じようを過すごしていた場所。春風寮。そこの皆は、自分たちを応おう援えんしてくれる。

　そのことが、なによりも心強かった。







◆Middle04◆貴き族ぞくの誇ほこり　Scene Player ─── 光月れい




　美化委員会本部。委員会本部の中でも特に豪ごう華かなその建物は、しねまの言った通り、警けい備び兵へいに囲まれていた。

　光月れいは、変装し、身を隠かくしながら、そこに近づいていく──。




ＧＭ：では、れいちゃんのシーンです。美化委員会本部に向かったところですね。

れい：たすきをしてます。

ＧＭ：……たすき？

れい：はい！　「今はオーヴァードではありません」って書いてある（一同爆ばく笑しよう）。

透子：ちょ、なに、どういうことなの……（爆笑）。

れい：だって、今はオーヴァードじゃないから……。

ＧＭ：は、はい。そうですね。

透子：れいをひとりで行かせてよかったのだろうか……。

ＧＭ：それでは、様子が見えてきます。兵士たちに囲まれた美化委員会本部の前には、ギルバートが、壇だんに上のぼって立っています。その背はい後ごには、一いつ般ぱん生徒の美化委員たち。

エナ：みかん箱だな。

ＧＭ：じゃあそれで。みかん箱に乗ったギルバートは、ふんぞりかえって、こう叫さけんでいます。「ただちに、このアンチ・レネゲイド・フィールドを解かい除じよしたまえ！」

一同：おお！

ＧＭ：兵士たちは、生徒たちが集まっているので、対たい応おうして囲んでいるだけ、という状じよう態たいですね。で、見ていると、兵士たちの間から、アイザック博士が出て来ます。

れい：わ……あいつ！

ＧＭ：アイザックは、落ち着いた感じで──。「どういうことかね、美化委員長。キミは成せい績せき優ゆう秀しゆうな一般生徒であり、貴族でもある。知ち性せいと誇りを持つ人物だ。学園の管理側として、最さい適てきな人材だと思っていたのだがね」

一同：…………くっ（[image: ←]こらえきれず吹ふき出だす）。

透子：あいつの目は、節ふし穴あなか……（笑）。

ＧＭ：「それに美化委員会では、ＡＲＦの試作機の運用経けい験けんもあるという。新しく生まれ変わるアカデミアでは、キミには多くの活かつ躍やくの場があるだろう。このような騒そう動どうを起こすのは、キミにとってよくないと思うがね」

透子：そうだな。ＡＲＦを使っていたものな。

ＧＭ：そう言われると、ギルバートは真顔で、深く頷うなずきます。「確たしかに、あなたの言うとおり、この美しき美男子、ギルバート・エデンは人の上に立つのにふさわしい男だ」

一同：えー……（笑）。

ＧＭ：「ＡＲＦを使ったのも事実だ。だが──こんな、無差別なやり方は、許ゆるせない」

一同：おおっ!?

エナ：ギルバートちゃん、いつになく怒おこってる？

ＧＭ：はい、かなり怒っているみたいです。握にぎった拳こぶしが震ふるえている。「──オーヴァード生徒の能のう力りよくを無差別に封ふうじるなど、断だんじて行なってはならない！　わかっているのか？　オーヴァード生徒の中には、能力でその活動を維持している者もいるんだぞ」

エナ：……ケラススちゃんとか、フレーズちゃんとかだね。

ＧＭ：「レネゲイドビーイングはもちろん、何らかの形でエフェクトを利用することで、日にち常じよう生活が可か能のうになっているオーヴァード生徒もいるのだ。彼かれらが学園生活を送れるのは、このアカデミアだけなんだぞ……わかっているのか！」




　ギルバートの熱ねつ弁べんに、アイザック博士は、しらけた表ひよう情じようで言葉を返す。

「レネゲイドビーイングを災さい害がいと断じてＡＲＦを使用したキミとは思えない言葉だね」

「──あれは、私が間違っていたのだ」




透子：ギルバート……。




「私は、同じ過あやまちを繰くり返かえすわけにはいかない。見み過すごすわけにはいかないのだ」

「いやいや、見事な演えん説ぜつだ」

　アイザック博士は気のない様子で拍はく手しゆをする。そして、その手を軽く挙げ──言った。

「拘こう束そくしろ」




れい：だめっ!!　飛び出して、ギルバートを助ける！

ＧＭ：了りよう解かいです。それでは、〈回かい避ひ〉の判はん定ていを行なってもらいます。

エナ：お。れいちゃん向きの判定だ。

ＧＭ：判定のその前にちょっと描びよう写しや──れいが飛び出したのを見た美化委員たちが「光月れいだ！」「ギルバート様を頼たのむ！」と言ってきます。美化委員たちは、ギルバートをかばって、兵士たちの前に立ちふさがる。

エナ：意外に人望あるんだね、ギルバートちゃん。

ＧＭ：うん。愛されてますよ。普ふ段だんから「あ、ギルバート様、重い物は我われ々われが持ちますよ」「ギルバート様は座すわってるだけでいいですから」みたいな扱あつかい。

エナ：マスコットキャラじゃん（一同笑）。

ＧＭ：そうとも言う（笑）。てなわけで、ギルバート救出への美化委員の協力で、ダイス＋２個こしてください。ただし難なん易い度どは厳きびしめ──10。

れい：いくぞー、ギル・バー・ト！（ダイスを振ふる）

修太郎：なにその掛かけ声ごえ!?（笑）

れい：やった、ぴったり10出た！

ＧＭ：では、生徒と兵士が揉もみ合あっているところに──疾しつ風ぷうのように、れいが飛とび込こむと、ギルバートをひっつかんで、離り脱だつします。

れい：みんなのことも、あとで助けにくるね！　って言って、ギルバート持って、走る！

ＧＭ：──はい。問題ありません。相手より市街区の土と地ち勘かんがあることもあって、れいちゃんは、兵士を撒まいて逃にげることができます。

れい：恐ろしや～！

ＧＭ：で、ずるずる引きずられているギルバートは、「だ、誰だれだ。この美しき美男子を引きずるのは……はっ、このたすき……『オーヴァードではありません』！　わかったぞ、キミはオーヴァードではないな!?」（一同笑）

れい：あたしよあたし、光月れいよ！

ＧＭ：「はっ、光月れい！　キミは……オーヴァードではなかったのか」（一同笑）

修太郎：くっ……このシーン、ツッコミがいない……！（笑）

れい：ちがうわ！　これは、隠してるの。変装よ、変装！

ＧＭ：「確かに、そのたすきがあれば、オーヴァードであるとは気づかれないだろう」

れい：いいアイデアでしょ。

透子：ばかやろう（一同爆笑）。

修太郎：透子ちゃんが耐たえきれなくなった……（笑）。

れい：第三生徒会のみんなは、なんとか逃にげられたの。フレーズちゃんは消えちゃってるけど……でも、すぐ取とり戻もどすわ！

ＧＭ：「そうか。では、このギルバート・エデンの親友、星川修太郎も無事なのだな」

れい：そうよ。あたしたち、あきらめてないの。……ここにも、戦ってる人がいたし。

ＧＭ：「……ところで、なぜ親友の星川修太郎がこの私を助けに来ないのだ？」（一同笑）

透子：みんな修太郎好きすぎ（笑）。

れい：なによ、あたしじゃ不満なの？

ＧＭ：「いや、まあ……オーヴァードじゃないみたいだし」（一同笑）

れい：エフェクトは、今は使えないからオーヴァードじゃないけど、ロボ子ちゃんを直したら、ビィンって出て、使えるようになるのよ。……これ大だい丈じよう夫ぶ？　伝わってる？（一同笑）

ＧＭ：「ああ、大丈夫だ。ロボ子か……私も会ったな。なるほど、修しゆう理りをすればいいのか」

れい：そうよ。そのために、ロボ子ちゃんを作った人を助けるの。

ＧＭ：「わかった。そういうことなら、このギルバート・エデンも手伝おう」

れい：わ！　ほんとに？　ありがと！

透子：お前が来ても役に立たなそうなのだが……（笑）。

ＧＭ：「フッ、この美しき美男子、ギルバート・エデン。こう見えても美化委員長だ」

エナ：何の仕事もしてないのに……あ、いや、そうでもないな。活躍したことが……。わかった。だいたい想そう像ぞうついたぞ（笑）。

修太郎：どうしたの？

エナ：モテキ城じようの時のあれだ。ヴィペラちゃんに盾たてにされてた。

ＧＭ：「フッ、馬ば鹿かな。このギルバート・エデンの能力といえば、この溢あふれ出でる美しさ、そして美しさに決まっているではないか」──はい、ではＮＰＣカードを入手します。




ＮＰＣカード：ギルバート・エデン

《フッ、この美しき美男子に任まかせたまえ》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効こう果か：対象がダメージを受ける直前に使用することで、そのダメージを０にする。１シナリオに１回使用できる。使用後、ギルバート・エデンは戦せん闘とう不ふ能のうになる。




エナ：やっぱり……（笑）。

透子：あいつ、なんであんなタフなんだろうな……（笑）。

ＧＭ：貴族としての心意気です。では、あらためて──。「このギルバート・エデンも、学園を守るため、キミたちと共に戦うぞ」

れい：ありがと！　あんたの演説……ちょっと感動したよ！

ＧＭ：「フッ、そうか。……ところで、星川修太郎は聞いてなかったのか？」（一同笑）

れい：この人うざいわ！（笑）　ほっしーは、寮りように行ったの！

ＧＭ：「あの暑苦しい男のところか……くっ」

れい：いいからほら、いくわよ！




　──光月れいとギルバート・エデンは、監かん視しの目をかいくぐって走る。

　こうして、味方となる一般生徒、そして必要な情じよう報ほうは揃そろった。

　いよいよ、黒沢Ａ太郎救出作戦の開始である！







◆Middle05◆激げき戦せん！　無む能のう力りよくバトル！　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　学園島中央。研究所ブロック。

　ＵＧＮや各かく企き業ぎよう、大学部の研究者が集まり、レネゲイドに関わる研究を行なう場所だ。

　その一角に、第三生徒会の面々と、仲間たちは集まっていた。




ＧＭ：──というわけで、全員登場。研究所ブロック、黒沢くんが捕とらえられている建物の近くまでは、隠かくれながらやってくることができました。

修太郎：しねまちゃんたちも来てるんだね。

ＧＭ：はい。紅之介としねま、ギルバートが来ています。ロボ子はまだ運動機き能のうが完全ではないので、リオーネが面めん倒どうを見つつ、隠れ家がに残っています。

れい：何かあったら、ギルバートを盾にしようね！

ＧＭ：ギルバートは「えっ？」みたいな顔してますよ（一同笑）。

エナ：うう、あたいは、そろそろ天才欠けつ乏ぼう症しようになりそうだ……（笑）。

ＧＭ：「フッ、このギルバート・エデンが美男子でなくなったようなものか……？」

エナ：え。知らない（笑）。

ＧＭ：「フッ……」──えー、というわけで、みなさんは、雲雀ひばりから預あずかったＩＤカードを利用し、建物の中に進んでいきます。

れい：すごいね、このカード！

ＧＭ：さて、いくつかのゲートを進んだところで、カードを操そう作さしていた……んー、しねまでいいか、しねまが言います。「ここから先は、進めるでありますが、警けい報ほうが鳴ってしまう気がするであります。後はスピード勝負でありますね」

エナ：具体的には、判定が始まる？

ＧＭ：そうです。ここからはＦＳ判定になります。

修太郎：よし──行こう。しねまちゃん、扉とびらを！

ＧＭ：「了解であります！」しねまがカードをリーダに通すと、扉が開き……そして、警報が響ひびきます。それでは──ラウンド進行です！

[image: ]




◆第一ラウンド

ＧＭ：まず研究所を突とつ破ぱするためのＦＳ判定を行ないます。そして通路の脇わきから、銃じゆうを構かまえた警けい備び員いんたちが現あらわれます。

[image: ]

れい：いち、にい……ううっ、５グループもいる！

ＧＭ：ＦＳ判定と平行して、敵てき──警備員からの攻こう撃げきがあります。相手に攻撃することもできますが……みなさんはエフェクトを使用できない。《リザレクト》もできないため、戦闘不能になったら、起き上がることはできません。

エナ：厳きびしいねー……。

ＧＭ：というわけで、まずはＦＳ判定のハプニングチャートを振ふりましょう。修太郎どうぞ。

修太郎：31！　「幸運が微笑ほほえむ。進行判定のクリティカル値マイナス１」！

一同：おお────っ!!

ＧＭ：こいつは大チャンスだ！　ちなみに兵士５グループは行動値５。では、行動値18のエナからどうぞ！

エナ：〈知覚〉で判定──よし、クリティカル！

ＧＭ：いきなりか！　達成値……18だね。

エナ：いや、ここでしねまちゃんの能力を使う！　＋２すれば進行値１上がる。

ＧＭ：了解です。では《小生の出番であります！》。しねまが、カメラのズーム機能で、離はなれた場所の地図を読み取る！　「あっちであります！」　達成値が＋２されて20になり、進行値３獲かく得とく！　完了値まで残り３になります！




　ハプニングチャートとしねまの能力で、みるみるＦＳを進めるＰＣたち。

　透子、れいも判定に成功し、それぞれ進行値１を獲得。これなら警備兵の行動順までに終わりそう──ということで、修太郎もＦＳ判定に参加する。




ＧＭ：技ぎ能のうは変へん更こうされて〈知ち識しき：機械工学〉。黒沢くんが幽ゆう閉へいされた部屋の前まで来ましたが、電子ロックを解除しなければなりません。

修太郎：【精せい神しん】は３あるからダイス３個──よし、11で成功！

ＧＭ：了解です。それでは、ロックが解除されたことで、二重の扉が開き──。二枚まい目の扉の向こうから、黒沢くんの声が聞こえます。「くそっ、なんだこのゲーム！　おかしいだろ、なんで戦国武ぶ将しようが全員男なんだよ!?」（一同爆笑）

エナ：Ａちゃん……戦国武将は、だいたい男だよ……。

修太郎：だ、脱だつ力りよくしながら、最後のドアを開けます（笑）。

ＧＭ：「クソッ！　三さん国ごく志しの武将も円えん卓たくの騎き士しも全員男だと!?　やってられるか!!」と、キーボードに拳を叩たたきつけている黒沢くんの姿すがたが。

エナ：扉を閉しめる。

ＧＭ：「おい！　ちょっと待ってくれたまえ！　俺を助けに来てくれたんじゃないのか!?」

エナ：……もう一回開ける。

ＧＭ：じゃあ、キーボードをきちんと置いて、ネクタイを締しめ直した黒沢くんが。「こんな、ギャルゲーのひとつもないような場所からは、早く出たいんだ！　来てくれてありがとう！」と、笑顔。

透子：……ところで、気になっているのだがな。

れい：どしたの？

透子：警備兵は、まだ近くにいるんじゃないのか？

修太郎：ＦＳ判定は終わったけど……。

ＧＭ：……実は、このように（もう一いち枚まい、ＦＳ判定シートを取り出す）。脱だつ出しゆつするためのＦＳ判定が。
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一同：げえええ──────っ!?

エナ：も、もしかして……ラウンドは……。

ＧＭ：継けい続ぞく。つまり、次の行動は──警備兵５グループ。

一同：うそ────────ん!?




　兵士たちはエフェクトを使用しない一いつ般ぱん人じんだが……軍用装そう備びの威い力りよくは高い！

　ＧＭのダイス目も走り、ＰＣたちは次々と攻撃を受けてしまう。




修太郎：15点受けた！　残りＨＰ18。なんとか半分残った……。

エナ：あたいは敵のダイス目が低くて10点で済すんだ。残り18点。

透子：くっ……15点受けて、残り８点！




　エフェクトなしの攻撃でも、同様にエフェクトを封ふうじられたＰＣには脅きよう威いだ。高い【肉体】を持つ、れいのみは回避に成功したものの……。




ＧＭ：さて、最後の一体は対象をランダムで……透子さんに攻撃。

エナ：一番弱ってるとこに……！

エナ：ギルバートちゃんの効果でかばってもらう？

れい：使っちゃおう。すぐ使っちゃおう、こんな人（一同笑）。

ＧＭ：演説に感動したって言ってくれたのに……（笑）。




「危あぶない、御影透子！」

　透子に向けられた銃じゆう口こうの前に、美しい影が飛び出した！




ＧＭ：「ぐはっ」銃じゆう弾だんを受けて倒たおれるギルバート。命に別べつ状じようはありませんが、戦闘不能です。

透子：お前……私をかばって……。

ＧＭ：「フッ、ノブレス・オブリージュ、弱き者を守るのは貴族の務つとめだ。それに……撃うたれる私もまた、美しい……」（一同笑）

エナ：なんで最後に笑わせようとするんだ（笑）。

ＧＭ：では、これで第一ラウンドは終了です。続いて第二ラウンド！




◆第二ラウンド

ＧＭ：では、ふたつ目のＦＳ判定を開始しましょう。制せい限げん時間は、このラウンドからカウントします。まずはハプニングチャートから──透子さん、どうぞ。

透子：05……「特になし」だ。ふう、下手なものが出てはかなわんからな。

エナ：なんとか、進められるといいけど──。




　──が、技能が【肉体】メインの〈回避〉であるため、行動値の高いふたりは苦戦。

　エナはなんとか達成値７を出して進行値を１獲得するものの、透子は失敗してしまう。

　れいは、順当に成功して進行値を１獲得。そして──。




修太郎：……じゃあ、僕ぼくは紅之介のカードを使おう。《もっと熱くなれよ！》（一同笑）。

ＧＭ：了解です。修太郎はエフェクトが使用できるようになります。紅之介が、修太郎と背せ中なか合あわせになって──「俺の力は、少しでも油ゆ断だんすると、こっちの体まで一瞬で燃もやしちまう……コントロール、頼むぜ、修太郎」と言う。

修太郎：ああ、任まかせてよ！　それじゃあ、《コンセントレイト：エグザイル》と《伸しん縮しゆく腕わん》、《漆しつ黒こくの拳》を組み合わせて判定！

ＧＭ：こちらは、ドッジの達成値が固定になる《イベイジョン》です。ちなみに達成値13。

修太郎：そのくらいなら当てられる────！（ダイスを振る）

一同：（ダイス目を見て）げ、げえっ!?

修太郎：あばばばばば!?　達成値……10っ!?

エナ：ちょ、それは……ここで外すと、全ぜん滅めつするぞ!?

修太郎：あと３……やるしかない。タイタスを昇しよう華かして、達成値を１Ｄ10上げる！

透子：それしか──ないか。

修太郎：紅之介へのロイスをタイタスに！　１Ｄ10で１か２が出ると終わる──。

一同：……っ!!

修太郎：──よし、10！　達成値20で命中！




　紅之介の生み出した炎ほのおはあまりに激はげしく、修太郎のコントロールなど、及およびそうにない。そう思った時、合わせた背中から、声がする。

「諦あきらめんなよ、修太郎！」

　ふたりの少年は、手を合わせて伸のばす──炎が、確たしかな意い志しのもと、渦うず巻まいた。




修太郎：ダメージは８Ｄ……こっちはすごいダイス目がいい！

ＧＭ：げえ、８Ｄで50って……どんだけ……っ！




　兵士たちは高熱に吹ふき飛とばされ、気き絶ぜつする。

　炎が渦うず巻まき、消えたその後には──体を焦こがして、うずくまる紅之介。




ＧＭ：「へっ、ちょっと張はり切きりすぎたな……後は任せた、ぜ」──紅之介は気絶します。これで、想いを託たくした……というタイタス化、って感じかな。

修太郎：はい。それで……無理、させすぎたな……。

エナ：しゅーたろー、まだ終わりじゃないぞ！

修太郎：そうだね……。紅之介を背せ負おって、走る──。




◆第三ラウンド

ＧＭ：では、第三ラウンドです──（ポーンをふたつ並ならべる）。

一同：う、敵が……！

ＧＭ：はい、増ぞう援えんが２グループ。５グループ未満の場合、毎ラウンド２グループ追加されるという状況です。──そして、ハプニングチャートをどうぞ。

れい：あたしが振る……41！

エナ：あっ……やべ。

修太郎：「一か八かのチャンス。達成値上じよう限げんと進行判定の難易度＋10」……これは。

ＧＭ：エフェクトの使えない状況で、難易度16──ですね。




　さすがに、この状況ではまともに成功は狙ねらえない。

　【肉体】の高い修太郎とれいを、透子とエナが支し援えんする作戦に出るが──。




修太郎：15！　……１足りない。失敗っ！

れい：（ダイスを握って）おねがいっ！　オー・ヴァー・ド！（[image: ←]かけ声）

ＧＭ：16──ぴったり成功！　これで進行値２獲得、合計４ですね。

透子：時間がない。あと１ラウンドで進行値２……ギリギリ、だな。

ＧＭ：そして、敵の攻撃です。対象はダイスでランダムに決定……れいちゃんと、透子さん。




　新たな警備兵が、通路の先から現あらわれる。自動小しよう銃じゆうの銃口が向けられ──。




れい：喰くらった！　14点受けて……残りＨＰは20！

透子：私は残りＨＰ８で──ダメか。攻撃を受けて、12点ダメージ。戦闘不能。

れい：透子!?

透子：……オーヴァードでない私は、こんなにも、弱い……か。

れい：透子は、あたしが背負ってく……。

ＧＭ：──次が最後のラウンドです！




◆第四ラウンド

ＧＭ：──では、開始時に、また２グループの警備兵が追加。計４グループ。

エナ：こいつらの攻撃には耐たえられない……とはいえ、どのみちＦＳ判定の時間制限は、このラウンドまでだ。時間までに終わらないと──。

ＧＭ：全員、捕ほ獲かくされます。

修太郎：ですよね……。もう、やるしかない。

ＧＭ：では、ハプニングチャート──エナ、振ってください。

エナ：78……まずい。「ピンチ」だ。

れい：えぇっ!?

エナ：このラウンドは進行判定のダイス、マイナス５……てことは……。




　マイナス修しゆう正せいを受けて、ダイスが０以下の場合、判定自体を行なうことができない。

　つまり、このラウンド、ＦＳ判定を行なえるのは──れいだけだ。

　全員の顔が、絶ぜつ望ぼうすれすれの緊きん張ちように包まれる。




エナ：とにかく、れいちゃん以外は全員支援判定するしかない。




　支援判定には全員が成功。これで達成値に＋９の修正が得られる。

　達成値10を出せば、ＦＳ判定はクリア。つまり、ほぼ成功となる……が、しかし──。




エナ：れいちゃんも、ダイスは１個しか振ふれない、そして、振ったダイスが全部１ならファンブル……達成値も出せずに、失敗だ。

修太郎：つまり、１個振って１が出たらダメ……。

れい：ううう……もう！　どうしてこんなギリギリなの!?

ＧＭ：──では、振ってください。

れい：う……うりゃ────────────っ!!




　ダイスは机つくえの上を転がる……。そして────５の目を上にして、止まった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──というわけで、みなさんは、なんとか研究所を脱出。気絶した紅之介は修太郎が、透子さんはれいちゃんが、ギルバートは……まあ、しょうがないので黒沢くんが背負って、研究所ブロックを離はなれます。

エナ：七人で行って、三人気絶とか、シャレにならないよ！

ＧＭ：いやあ、無事でよかったねえ……（しみじみ）。──さて、みなさんは、ロボ子やリオーネと、第三生徒会本部で合流します。




　黒沢Ａ太郎は、さっそくロボ子の修理と改かい造ぞうにとりかかり、気絶した透子、紅之介、ギルバートには、しねまや修太郎が応おう急きゆう手当を施ほどこす。そして、数時間の作業と休息の後──。




ＧＭ：──作業用の部屋から、黒沢くんとロボ子が出て来ます。「待たせたな。ロボ子の修理と、改造が終わったぞ」と、黒沢くん。ちなみに、気絶してた人も回かい復ふくしてＯＫです。

透子：じゃあ、包帯だらけで……これで、力が戻もどるのか？

ＧＭ：「ああ、大丈夫だ」（カードを取り出す）




ＮＰＣカード：星川ロボ子

《ラブラスの魔まプラス》

タイミング：メジャーアクション　　　対象：単体

効果：対象は、以後、エフェクトを使用できるようになる。この効果は、対象を第三生徒会本部につれてくることで使用できる。




修太郎：よし！　早速、僕らに使おう。

ＧＭ：「お任せください、お兄様。新しいロボ子の力、お見せしましょう」……ロボ子が手をかざすと、青白いフィールドが展てん開かい。身体の奥おくに、なにかムズムズする感じがあって……しばらくすると、力が沸わいてくる気がする。全員、エフェクト使用可能になります。

エナ：あ、あたいの天才が……天才が戻もどってきた!!

ＧＭ：ああ、カヴァーを「元天才」から「天才」に戻していいよ（一同笑）。全員、能力が使用可能になる。さらに、ロボ子が虚こ空くうに手をかざすと──フレーズが、ぽん、と実体化。

一同：フレーズちゃん！

ＧＭ：「みなさん！　無事だったんですね～！」フレーズのカードも入手します。




ＮＰＣカード：フレーズ・ウエハラ

《みなさ～ん、妖よう精せいの手ですよ～》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効果：フレーズは《妖精の手》を使用する。この効果は、１シナリオに２回使用できる。




エナ：おお、２回になってる！

ＧＭ：「えへへ、２レベルになったんですよ」（一同笑）

れい：身体が戻ってよかったよぉ……。

ＧＭ：「はい！　わたしも、一緒にがんばります！」──さらに、黒沢くんも能力復ふつ活かつ。




ＮＰＣカード：黒沢Ａ太郎

《ギャルゲーマスター》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効果：対象の判定の直前に使用する。その判定のダイスを＋５個する。この効果は１シナリオに１回使用できる。




ＧＭ：黒沢くんは、ギャルゲー時空を展開してサポートしてくれる、みたいな感じです。

エナ：うん、詳くわしくは聞かなくていいや（笑）。

れい：透子、怪け我がは大丈夫？

透子：ああ、もう大丈夫だ。……（シリアスな口調で）オーヴァードでない私は、本当にただの、おっぱいの大きい美人でしかないのだな……思い知ったよ。

れい：うん。遠い目をして、聞かなかったことにする（一同笑）。

ＧＭ：で、黒沢くんが、あらためてキミたちに向き直ってですね──。「能力も戻ったところで、捕まっている間にわかったことを話したいと思う」

エナ：Ａちゃん、ただゲームやってただけじゃないの？（笑）

ＧＭ：一いち応おう、彼は科学者としての知識と技ぎ術じゆつを見み込こまれて、特別扱いされてたんですよ（笑）。で、その間にわかったことが──。




　黒沢によれば、この全島に展開されたＡＲＦを制せい御ぎよしているのは、ＵＧＮブロックに設せつ置ちされている、メインコンピュータであるという。

　外部からのハッキングは不ふ可か能のうな上、警備は非ひ常じように厳げん重じゆう。単なる兵士ではなく、オーヴァードの力を持った兵士や自動兵器が配置されている。




ＧＭ：「俺の見るところ、今ここにいる戦力では、攻こう略りやくできない。ロボ子の能力を利用して、もっと多くの、オーヴァードの力を集める必要があるだろう」

修太郎：……つまり、今度はオーヴァードの味方を集めることになるのか。

れい：よし、みんなを助けよう！

透子：そうだな……私は、ここで、しねまや、リオーネ、そしてギルバートに向き直る。

ＧＭ：三人は、きょとんとした顔をしてます。

透子：……お前たちの協力がなければ、黒沢を救出することも、力を取り戻すこともできなかった。……ありがとう。

ＧＭ：……では、代表して、しねまが答えます。「小生たちは、同じ、学園を愛する仲間でありますよ。協力しあうのは、あたりまえであります」

修太郎：ここにいるみんなだけじゃなくて、寮や美化委員会で、たくさんの生徒が協力してくれた。みんな、この学園が好きなんだよ、透子ちゃん。

透子：ああ……すごいな、このアカデミアは。──そう呟つぶやいて、ここで、オーヴァードアカデミアへのロイスを、ポジティブの感かん情じよう「感服」を表にする。

ＧＭ：──では、これで第一ターンは終了です。

透子：やれやれ。ここまでは、ずいぶん苦労させられたが──。

修太郎：──ああ、ここからは、反はん撃げきの時間だ。




　一般生徒の仲間による協力で、力を取とり戻もどした第三生徒会の一同。

　一般人とオーヴァード。生徒たちが手を取り合って──。

　アカデミアの逆ぎやく襲しゆうが始まる。







◆Middle06◆Ｃランクオーヴァード解放　Scene Player ─── 星川修太郎




　オーヴァードとしての能力を取り戻した第三生徒会の次の目的は、戦力の確かく保ほ。

　すなわち、囚とらわれのオーヴァード生徒たちの解放である。




ＧＭ：──というわけで、第二ターンとなります。

エナ：オーヴァード生徒の解放だね。また、色んなポイントがあるのかな？

ＧＭ：はい。今回はわかりやすく、解放したいオーヴァード生徒の、ランクごとに違ちがう場所、という扱いです。第一ターンと同じく、手分けして回る想定。

修太郎：そういえば、ランク別に監かん禁きんされてるんだっけ。

ＧＭ：判定はすべて、攻撃の命中判定。ランクが上がるごとに、目もく標ひよう値ちも上じよう昇しようしていく。Ｃランクなら15、Ｂランクなら20、Ａランクなら30、Ｓランクは40となります。

透子：後半はなかなか厳しいな……。

エナ：達成値の出せる、とーこちゃんとれーちゃんがＡランクＳランクに挑いどむ感じだね。

修太郎：エナちゃんは技能が高いから、僕がＣランクに向かうのがいいだろうね。

ＧＭ：では、修太郎がＣランクオーヴァードを解放しにいく……でいいかな。

修太郎：はい。じゃあ向かいます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：Ｃランクオーヴァードは人数が多いので、いくつかの場所に分けて監禁されています。修太郎が来たのは、そのうちのひとつ。病院です。

修太郎：病院なんだ。

ＧＭ：エフェクトが封じられたことで動けなくなった生徒なんかも収しゆう容ようされています。Ｃランクオーヴァード生徒が捕まっているのは、もともと暴ぼう走そうなどに対たい処しよするために用意されている大きな部屋ですね。

エナ：Ｃランク相手でも、けっこう用心深いね。

ＧＭ：その分、警備は自動兵器、ロボットだけです。

修太郎：なるべく、見つからないように侵しん入にゆうしよう……とは思うけど。

ＧＭ：さすがに、監禁されている場所には門番のように配置されています。

修太郎：となると、仕方ないな。〝魔ま眼がん〟を展開して、離れた場所から攻撃をする。《コンセントレイト：エグザイル》と《伸縮腕》だけで……〝星の魔眼スターズ〟──一角獣座モード：モノセロス！

エナ：槍やりを撃うちだして攻撃する感じだね。

修太郎：そうそう。達成値は……お、クリティカル２回！　──25！

ＧＭ：おお、それなら、一瞬で警備ロボットは沈ちん黙もくします。

修太郎：じゃあ、鍵かぎを開けて……みんな、大丈夫かい？

ＧＭ：中には、Ｃランクのオーヴァード生徒が、数十人います。「お、第三生徒会の会長だ！」「無事だったんだな！」と、ざわざわするね。

修太郎：ああ、こっちは大丈夫。エフェクトも、取り戻したんだ。

ＧＭ：すると……能力は使えないけど、やっぱり存そん在ざい感の薄うすい小石が「そうなの……？」と、びっくりした顔をする。そして、「星川くんが無事で、よかった……」と。

修太郎：説明すると長いんだけど……。ここから逃げて、第三生徒会本部に来れば、みんなも能力を取り戻すことができるんだ。

ＧＭ：すると、生徒たちは顔を見合わせて──。「でも、なぁ……」「俺たち、しょせんＣランクだし」「能力を取り戻しても、あんまり役には立てそうにないよ」

エナ：Ｃランクのほとんどは、イージーエフェクトしか使えないような感じだもんねぇ。

修太郎：──いいや。能力の強さは関係ない。本当を言えば、オーヴァードかどうかも関係ない。ただ、この学園を守るためには、僕らの力だけじゃ足りない……みんなの力が、必要なんだ。Ｓランクオーヴァードが全員揃っても、それだけじゃダメなんだよ。

ＧＭ：「俺たちの」「力が……」

修太郎：うん。もし、この学園を守りたい、って思ってくれるなら……。

ＧＭ：もうひとり、知った顔が立ち上がります。「そうですぅ、私も、戦闘とかに使える能力はないですけど、一緒に学園を守りたいですぅ！」──手芸部のココさんです。
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一同：おおー！

ＧＭ：他の生徒たちも、次々と立ち上がる。「僕もたいした能力はないけど」「俺は簡かん単たんな幻げん術じゆつが使えるぜ」「あたし、指から花火が出る能力しかないけど」

修太郎：ありがとう、ありがとう、みんな！

れい：花火いいな……（笑）。

ＧＭ：というわけで、Ｃランク生徒たちを解放しました。カードとして入手できるのは、小石とココです。




ＮＰＣカード：七なな節ふし小石

《石ころかくし》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効果：「対象：単体」以外の攻撃の命中判定直前に使用する。その攻撃の対象から一体を除じよ外がいする。１シナリオに１回使用できる。




ＮＰＣカード：ココ・エルメス・アラバスタ

《超ちようスピード作業》

タイミング：常じよう時じ　　　　　対象：ＰＣ全員

効果：対象は１ターンに１回、購こう入にゆう判定を行なうことができる。




修太郎：こ、小石ちゃん強いなぁ……（笑）。

エナ：購入判定ができるの嬉しいなぁ！

ＧＭ：さて、他の生徒ですが……役に立つ能力の持ち主は、第三生徒会本部に向かい、能力を復活させることに。他の生徒たちは、一般生徒と合流したり、他のＣランク生徒の解放を手伝ったりすることになります。

透子：本ほん格かく的てきに動き始めたな……気づかれるのも、時間の問題だ。

修太郎：急がないと、敵も動きそうだね。

ＧＭ：そうですね。実じつ際さい、ここから脱出するだけでも、けっこう大変です。

修太郎：Ｃランクだもんなぁ……僕が陽動して、警備を引きつけたりできるかな？

ＧＭ：お、いいですね。ちょうど、ひとつイベントもあったので……では、修太郎は、陽動のために、一いつ旦たん、ひとりで病院の中に向かいます。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：病院の中を走っていた修太郎ですが、警備兵に追われ、逃にげ場ばを失っております。

修太郎：げええ、ピ、ピンチ！　どこか隠かくれる場所は……。

ＧＭ：──そこにちょうど、病室の扉が。

修太郎：慌あわてて飛とび込こみます、ゴロゴロゴロ！

透子：なんで回転してるんだ（笑）。

ＧＭ：病室は個こ室しつでして、ベッドの上には、そうですね……小学校低学年くらいの、金きん髪ぱつの少女が寝ねています。で、ドアが開く音に、寝ねぼけた声で──「ダンキチ？」。

修太郎：だ、団吉？　団吉の知り合い？

ＧＭ：「ちがうの？」少女は、寝ぼけまなこをこすりながら、キミの方を見ます。ベッドサイドの机には、見覚えのある花が、花か瓶びんに挿さしてある。

れい：あーっ!!　一巻の時の、畑で育ててた花！　女の子にあげるって言ってた！

ＧＭ：よく覚えてますね（笑）。女の子は首を傾かしげてキミを見る。「わたし、ナオミよ」

エナ：……くっ、ナオミってお前……団吉だからって……（笑）。

透子・れい：？




　エナが受けてるのは、「お笑いマンガ道場」という昭和（から平成初期）のテレビネタです。

「だん吉なお美のおまけコーナー」ってのがあったんです、はい。

　エナは天才だから昭和のテレビ番組にも詳くわしいんだなー。




ＧＭ：追いかけてきた警備兵は、病室をスルーして別の場所に行ったみたいです。少女は修太郎に「あなたは？」と聞いてくる。

修太郎：……ちょ、ちょっと待ってください。く……っ、ナオミ……（笑）。

ＧＭ：お前もか！（一同笑）

修太郎：い、いえ、大丈夫。えーと……僕は、星川修太郎。団吉の友達なんだ。

ＧＭ：ナオミは、キミの名前を聞くとニコニコします。「わたし、知ってる！　ダンキチのソウルフレンドでしょ？」

修太郎：ソウ……うん、まあ、そうかな（笑）。

ＧＭ：「ダンキチは、いつもお見み舞まいに来てくれるの。あなたの話もしてるのよ、シュータロー。そのお花、あなたのおかげで咲さいたんだって」

修太郎：お見舞いに……そうなんだ。うーん、親しん戚せきとかなのかな。

ＧＭ：病室の名札には、ナオミ・マリー・オータムと書いてありますね。「あのね、ダンキチは、小児科のお医者さんになるのが夢ゆめなのよ。医学部志し望ぼうで、小児科にもボランティアに来てくれて、それで知り合ったの」

透子：す、すごい、ただのいいやつだ、団吉！（一同笑）

ＧＭ：実は一話の時から設せつ定ていはあったんですけど、言う暇ひまがなくて……（笑）。

修太郎：団吉はいいやつだからね。その花も、団吉が育てたんだ。僕は何もしてないよ。

ＧＭ：「うーん。そうね、いい人だわ。でもあの髪かみ型がたはダサいわよね」（一同笑）

修太郎：そ、それはその、彼の……スタイル、だから……（笑）。

ＧＭ：「髪型さえなんとかしてくれたら、ナオミの旦だん那なさまにしてあげてもいいのにな」

透子：かわいいなぁ……。

ＧＭ：「昨日から、なんだかまわりがうるさいのね。病院にも、怖い軍人さんがいっぱいいるし……。ダンキチもこないし……」と、少しさびしそう。

修太郎：……もうすぐ来るよ、きっと。ちょっと、外はバタバタしてるんだ。

ＧＭ：「そうね。ダンキチは、約束を守ってくれる人だもの」と、ナオミはちらっと花瓶の花を見て、微笑ほほえみます。「──わたし、もうすぐ、オーヴァードのお医者さまに、手しゆ術じゆつしてもらうの。そしたら、ダンキチと外で遊ぶのよ。シュータローも一緒に遊びましょ」

修太郎：ああ、もちろんだよ。

ＧＭ：「今でも、たまにお外に出てるんだけど」と悪戯いたずらっぽく笑います。「ふふ、シュータロー、軍人さんに追いかけられてたでしょう？」

修太郎：うん……まあ、そうなんだよね、実は。

ＧＭ：「これ、これ」と、ナオミはカーテンで隠していた梯子はしごを取り出します。「わたしが、こっそり病室を抜ぬけ出だすのに使ってるの。シュータローにも使わせてあげる」

修太郎：ありがとう！　……でも、勝手に出たりするの、もうやめなよ。お医者さんに怒おこられちゃうからね。

ＧＭ：ナオミは、ぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。「ダンキチと同じことを言うのね」

修太郎：はは、友達……ソウルフレンドだからね。

ＧＭ：「仕方ないわねえ」と、ナオミは大人ぶって頷きます。「わかったわ。でも、お外で遊ぶ約束は忘わすれないでね。ダンキチも一緒よ」

修太郎：ああ、もちろん。またお見舞いに来るよ、ナオミちゃん。

ＧＭ：「うん！」──ナオミは、そう言って、にっこり笑います。では、キミが病室から抜ぬけ出だしたところで、このシーンは終了です。




　──無事に抜け出したところで、修太郎は病室の窓まどを見上げる。

　病室の少女は、明るく手を振ふっていた。

　修太郎は手を振りかえして、走り出す──学園を救うため、少女の明日を守るために。







◆Middle07◆Ｂランクオーヴァード解かい放ほう　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　天才を取とり戻もどしたエナは、意い気き揚よう々ようと走っていた。

　目指すはＢランクオーヴァードの監かん禁きん場所。




エナ：というわけで、次はあたいがＢランクオーヴァード生徒を解放しにいくよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。Ｂランクオーヴァードの監禁場所は、オーヴァード用の体育館です。

一同：体育館？

ＧＭ：はい。エフェクトを使うスポーツや授じゆ業ぎように使うためのもので、エフェクトに耐たえられるように頑がん丈じように作られている。そのため、トラブルでエフェクトが復ふつ活かつしたりしても大丈夫……ということで選ばれたようです。見み張はりはやっぱり警けい備びロボット。

エナ：任まかせろ。天才に戻ったあたいには問題ない！　《コンバットシステム》だけ使って……お、ぴったり20。危あぶない危ない。

ＧＭ：では、成功。警備ロボットを無力化して、体育館に入れます。

エナ：みんなー！　天才がきたぞー！

修太郎：Ｂランクっていうと、団吉がいるのかな。

ＧＭ：はい。アフロ団吉と、あとキング・ブロッコ。ふたりで向かい合って、「ＨＡＨＡＨＡ、ユーはなかなかナイスな髪かみ型がただね」「超ちようお前も超なかなかグッドなヘアーだな」「ＨＡＨＡＨＡ、ブロッコリー食べる？」「超うめえ！」とか会話している（一同笑）。

エナ：人の話を聞けよ！（笑）　助けに来たぞ、天才が助けに来たぞー！

ＧＭ：「おう、第三生徒会の超天才じゃねえか」と団吉。

エナ：そう、あたい天才。みんなも能のう力りよくを取とり戻もどせるんだよ。かくかくしかじか。

ＧＭ：「ＯＫ、超わかった。超任まかせろ」「どうやらミーたちが大おお暴あばれする時間みたいだな」団吉とブロッコは、ふたり並ならんでハリウッド映えい画がみたいなポーズ取ってる。

透子：絵面が暑苦しい。

ＧＭ：ちなみに、もちろん他のＢランクオーヴァードもいます。報ほう道どう部ぶのプリシラとかもいて、「で、天才クン、これからどうするんだＹＯ？」「チュー？」と聞いてくる。
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エナ：第三生徒会本部に来れば、エフェクトを取り戻せるんだ。あたいたちは、学園を守るために戦おうと思う。手伝って欲ほしい。

ＧＭ：その声を聞いた生徒たちは、しばらくざわざわします。「……俺おれたちの能力じゃ、エフェクトが戻っても軍隊相手には役に立たないぜ」

エナ：Ｓランクのとーこちゃんやれーちゃんも復活してるし、他のＳランクやＡランクも解放するよ。でも、それはどうでもいいんだ。ここに来るまでにも、能力を持ってない一いつ般ぱん生徒がいっぱい協力してくれた。

ＧＭ：「一般生徒が……」何人かはだいぶ驚おどろいていますね。

エナ：みんな、嫌いやなんだよ、こんなの。この学園が、好きだから。

ＧＭ：……しばらくして、彼かれらは「そういうことなら、手伝わせてもらうぜ」「俺たちも、ここが好きだからな」と、一いつ斉せいに頷うなずきます。

エナ：ありがとう、みんな！

ＧＭ：「超俺様のアフロも復活するしな」「ミーのブロッコリー畑もピンチね」

エナ：お前らはさっき出しゆつ陣じんポーズ取ってたじゃん（笑）。

ＧＭ：というわけで、ＮＰＣカードは、団吉とブロッコです。

れい：ブロッコなの!?（笑）

エナ：プリシラちゃんじゃないんだ……（笑）。




ＮＰＣカード：アフロ団吉

《ソード・シールド＆ファイア》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効こう果か：対象がダメージロールを行なう直前に使用する。そのダメージロールのダイスを＋２個こ、もしくはマイナス２個する。この効果は１ターンに１回使用できる。




修太郎：団吉、地味に強いな。

透子：１ターン１回なのがいいな。




ＮＰＣカード：キング・ブロッコ

《キングダム・ブロッコ》

タイミング：常じよう時じ　　　　　対象：なし

効果：第三生徒会本部襲しゆう撃げきイベントの効果をキャンセルできる。




エナ：おおお、やっぱあったんだ、襲撃イベント。

ＧＭ：襲撃イベントが発生すると、ブロッコを入手するまで、あらたなＮＰＣカードが入手できない……という効果でした。

透子：こんな奴やつが役に立つなんて……（笑）。

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ！　エフェクトが戻ったら、ミーの《キングダム》で、第三生徒会本部を要よう塞さい化するぜ。ちなみに二巻かんではオルクス／ソラリスって書いちゃったけど、ミーは本当はモルフェウス／ソラリスだ」

エナ：そんなこと今言うなよ（笑）。

ＧＭ：では、そんな感じで、生徒たちは次々脱だつ出しゆつして第三生徒会本部に向かう。

エナ：あ、そうだ。ココちゃんの能力で、購こう入にゆう判はん定ていしていい？

ＧＭ：いいですよ。何買います？

エナ：修太郎のガード値ちを上げるため、クリスタルシールドを買う。〈調達〉の判定は……うし、財ざい産さんポイントつぎ込こんで達成値25！　成功！

ＧＭ：ココが作ってもいいんだけど……そうだな、じゃあ、Ｂランク生徒の中から、アンコ型に太った一いち団だんが、透とう明めいな盾を持ってくる。「これを見てほしいでごわす」

エナ：お、おまえらは……クリスタル囲い碁ご相撲すもう部ぶ！

透子：まさか出番があるとは（笑）。

ＧＭ：「そうでごわす。この盾は、我わがクリスタル囲碁相撲部に代々伝わる秘ひ宝ほう……第三生徒会会長さんに、使って欲しいでごわす」

エナ：代々って……おまえら、クリスタルついたの、とーこちゃんが掃そう除じしてからだろ。まだ一ヶ月くらいしか経たってな……いや、まあいいや（笑）。

ＧＭ：では、そんな感じで、Ｂランクを解放したところで、このシーンは終しゆう了りよう。

エナ：よーっし！　みんな、行っくぞー！




　アフロに埋うまったエナを先頭に、Ｂランク生徒たちも走り出す。

　学園を守る力が、集まりつつあった──。







◆Middle08◆動き出す敵てき　Master Scene




　学園島。ＵＧＮブロック中ちゆう枢すうにある、アイザックのラボ。

　その最さい奥おう部ぶの廊ろう下かを、ひとりの兵士が走っていた。




ＧＭ：ここでマスターシーンです。──廊下を走ってきた兵士が、奥おくの研究室の前で、立ち止まります。「アイザック評ひよう議ぎ員いん、報ほう告こくです！」

エナ：（兵士になって）「オーヴァード生徒が脱だつ走そうしています！」

ＧＭ：そうそう、そういう話。エフェクトを取り戻もどして……という話もする。で、アイザックは扉の奥から──「私わたしは今、手が離はなせん。対オーヴァード部隊で対たい処しよしろ」と淡たん々たんと返す。

修太郎：（兵士になって）「はっ、それでは、第三生徒会本部を制せい圧あつします！」

ＧＭ：……さて、兵士が立ち去った後。扉の奥、研究室の中では、アイザックが、巨きよ大だいなコンピュータを操そう作さしています。




「ふん、もうすぐだ……もうすぐ完成する。人類がオーヴァードどもに立ち向かう方法が。これで私は──人類の救世主となる」

　アイザックがそう呟つぶやくと、コンピュータが唸うなりを上げる。

　学園島全体を包つつみ込こむＡＲＦは、さらにその出力を高めていった。




ＧＭ：というところで、描びよう写しやは終わり──そして、学園島全体のＡＲＦが活かつ性せい化かしたことにより、全員、衝しよう動どう判定をしてください。

一同：うお!?

ＧＭ：シーンに登場しているわけじゃないですが、島全体のことなので、影えい響きようを受けます。

修太郎：判定は成功！　侵蝕率が２Ｄ10──10上がって、68％。

透子：達成値３で失敗。侵蝕率は14上がって60％だ。

れい：あたし成功！　13上がって67！

エナ：んー、あたいは失敗して、７上がった。周りの生徒も影響受けてそうだな。

ＧＭ：そうですね。気分が悪くなる生徒も出ますが、大きな影響はありません。

修太郎：このＡＲＦの変化……嫌な感じだ。




　学園島の上空に、どす黒い雲が渦うず巻まいていく。

　生徒たちの中で、レネゲイドがざわめく。

　それは、今以上の変化……破は滅めつを予感させるざわめきだった。







◆Middle09◆Ａランクオーヴァード解放　Scene Player ─── 御影透子




　能力を取り戻もどした透子は、堂々と学園内を歩いていた。

　もはや物もの陰かげに潜ひそむ必要はない。周囲に展てん開かいしたガラスが光を歪ゆがめ、彼かの女じよを不ふ可か視しに変える。これが〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟──Ｓランクオーヴァードの力だ。




ＧＭ：──というわけで、Ａランク解放は、透子さんですね。

透子：うむ。ささきがいるだろうから、私が来た。

ＧＭ：Ａランクオーヴァード生徒が監禁されているのは、オーヴァード用の訓練施し設せつです。先ほどの体育館より、さらに耐たいエフェクト設せつ備びが充じゆう実じつしている。で、外には、かなりの数の自動兵器と、銃じゆうを持った兵士がいます。

透子：エフェクトさえ戻れば、この程てい度ど……ッ！

ＧＭ：さて、ここで、プリシラを解放したことによるイベントが発生します。

一同：お？

ＧＭ：透子さんが、訓練施設の前で一いつ旦たん、姿すがたを現あらわすと、周囲の茂しげみから「あ、御影透子だ」という声。見れば、一般生徒や、Ｂランク、Ｃランクのオーヴァード生徒などが集まっています。

透子：なんだお前たち……？

ＧＭ：「自分たちも、オーヴァード生徒を解放しようと思ってさ」「報道部の海かい賊ぞく放送で色々流れてるんだよ。あんたたちが、がんばってることとか」

透子：……そうなのか。

ＧＭ：「でも、警備が厳げん重じゆうすぎて……」「Ｓランクの御影さんが来てくれたなら、なんとかなりそう」「俺たちも手伝うよ！」と。

透子：う、うむ……私はどうも、あまり人と交わらないので、こういう状じよう況きように慣なれていないというか、戸と惑まどってしまう。

ＧＭ：他のみんなは脳のう天てん気きですよ。「怖こわそうだと思ってたけど、味方になると思うと、ものすごい頼たのもしいなー」とか「第三生徒会に入ってから、丸くなったよね」とか。

透子：うむ……むう……と、なんとなく赤くなって──はにかみます。

れい：いやっ、なんで使うの!?　あたしのはにかみなのに!?（一同爆笑）

エナ：じ、実に自然なタイミングだった……（笑）。

ＧＭ：──では、彼らの協力で、難なん易い度どが５下がって25になります。陽動したり、目め眩くらましのエフェクトで援えん護ごしてくれる感じです。

エナ：この５は大きいな。嬉うれしいイベントだ。

透子：ありがたいな……じゃあ、助かる、と、照れた感じにボソっと言って、ガラスを展開しよう。《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》と《光の手》《砂すなの刃やいば》──達成値、43。

ＧＭ：透子さんの放ったガラスの針はりは、一いつ瞬しゆんにして、自動兵器と兵士を無力化します。

透子：──では、中に進もう。

ＧＭ：はい。施設の通路を入って行くと、奥にＡランクの生徒たちがいます。で、姫鶴ひめづる千鶴香・ちづかが「御影透子？　どうやってここに！」と驚おどろきます。

透子：ロボ子の力で、エフェクトを取り戻した。行くぞ。

修太郎：と、透子ちゃん、説明が少ない……（笑）。

ＧＭ：Ａランク生徒たちは、ざわっとしますが──「なるほど、そういうことね。じゃあ、あたしたちも、学園を取り戻すのに協力しようじゃないか」と声がして、生徒たちの動どう揺ようが収おさまります。「そうだな」「協力しよう」

修太郎：お、ここはずいぶんスムーズだな。

透子：声の方を見よう。

ＧＭ：はい。すっくと立った丸いシルエット──マキちゃんです。彼女がいるので、ここの生徒たちは、わりと統とう制せいが取れている感じ。

透子：さすがだ、マキ。頼もしい。

ＧＭ：で、ここで入手できるＮＰＣカードは、マキちゃんと千鶴香です。

透子：うん？　……ささきはどうした？

ＧＭ：千鶴香が、少し不安そうな顔で──「総そう番ばん長ちようもここにいたのだが、兵士たちに連れて行かれてしまったのだ」と言います。

透子：なんだと？　ささきが？

れい：なんかすごい嫌な予感……。

ＧＭ：「だ、だが、心配はいらない。総番長はいないが、この三番隊番長、姫鶴千鶴香の居い合あいが、貴き様さまたちの役に立つだろう！　この私の力が！」

透子：えー……？（[image: ←]疑うたがい深い目）

修太郎：どんな能力なの？（笑）




ＮＰＣカード：姫鶴千鶴香

《一文字流抜ばつ刀とう術じゆつ》

タイミング：イニシアチブプロセス　　　対象：範はん囲い（選せん択たく）

効果：シーン内の１エンゲージに存そん在ざいするトループを即そく座ざに戦闘不ふ能のうにする。




エナ：弱い奴には強いんだね、千鶴香ちゃん……（笑）。

ＧＭ：「くっ、総番長に比くらべれば頼たよりないかもしれないが……」

透子：……千鶴香の目を見て──頼たのんだぞ、と言う。

ＧＭ：「み、御影透子……！」感動する千鶴香。

エナ：ちょろいなぁ、つるつるは……（笑）。

ＧＭ：「第三生徒会本部に行けば、能力が取り戻せるんだね？　ここにいるのは、みんなＡランクのオーヴァードだ。戦力になるよ」と、マキちゃん。能力はこんなです。




ＮＰＣカード：ボール・マキ

《マキちゃん特とく製せいスタミナドリンク》

タイミング：メジャーアクション　　　対象：単体

効果：対象のＨＰを全ぜん快かいさせる。１ターンに１回、ラウンド進行時以外のみ使用できる。




透子：こ、これはすごい助かる！

修太郎：しかも１ターン１回か、嬉しいなぁ。

れい：もうっ、マキちゃーん!!

エナ：他にＡランクっていなかったっけ……。

修太郎：熊くまのスクードさんがＡランクかな。

ＧＭ：あ、そうですね。Ａアニマルオーヴァードなので別室ですが、スクードもいます。これで、リオーネのカードがオープンになって、使用可か能のうになります。

ＮＰＣカード：リオーネ・ベスティア

《ゆけい、スクードよ！》

タイミング：オートアクション　対象：単体

効果：判定の直前に使用する。その判定のクリティカル値をマイナス１する。この効果は１シナリオに１回使用できる。




エナ：サポート系けいか。いいね。

修太郎：あとは……ヴィペラさんもＡランクだっけ？

ＧＭ：「美化副委員長ならＡランクだわね。でも、姿は見てないわよ」とマキちゃん。

透子：いないのが、ささきと、ヴィペラか……。どうにも嫌な予感がするな。

修太郎：なんか、特に戦闘向きの人がいないっていう……怖こわいね。

透子：……まあ、考えても仕方がないな。マキ、千鶴香。行くぞ。

ＧＭ：「はいよ」「ああ、了解だ」──それでは、Ａランク生徒たちは透子さんと一いつ緒しよに、第三生徒会本部に向かいます。




　Ａランクオーヴァードという大きな戦力を解放した透子。

　しかし、無道ささき、そしてヴィペラの不ふ在ざいに、微かな不安を覚えるのだった……。







◆Middle10◆Ｓランクオーヴァード解放　Scene Player ─── 光月れい




　能力を取り戻したれいが、学園島を疾しつ走そうする。

　もはやコソコソと一般生徒のふりをする必要はない。

　今の彼女が身に着けるたすきは──。




ＧＭ：というわけで、第二ターン、四シーン目です。ええと、新しいたすき……？

れい：はいっ！　今は「あたしは恋こいするオーヴァード」！（一同爆笑）

透子：どういうこと？（笑）

れい：もう力を取り戻したから、新しいたすきなの！

修太郎：どんどん変わっていくのか……（笑）。

ＧＭ：えー、Ｓランクオーヴァード生徒の監かん禁きん場所ですが、これは、風紀委員会が使用している、特とく殊しゆな施し設せつです。

エナ：特殊な施設？

ＧＭ：留りゆう置ち場じよう……というと大げさですが、暴走したオーヴァードなどを、一時的に閉とじ込こめておくための独どく房ぼうです。

修太郎：そんな場所があるのか……風紀委員こえー！（笑）

ＧＭ：まあ、警けい察さつみたいな役やく割わりですからね。──で、れいちゃんはそこに向かっているのですが、やはり、風紀委員会本部の周囲には、一般生徒やＣランクのオーヴァード生徒などが、救出を手伝おうと来ています。

れい：うれしい！

ＧＭ：知ってる人もいますよ。五話でジェーンさんとのデートを手伝った、地味川くん。

一同：おおー。

透子：ジェーンを助けに来てるのか。

ＧＭ：はい。彼女は「測そく定てい不ふ能のう」を示しめすＥＸランクです。能力を自分でコントロールできないのと、強度が不安定なので。ＥＸランクの中でも、危き険けん性せいを認にん定ていされた一部の生徒は、このＳランク収しゆう容よう施設に送られた……と、地味川くん。

れい：そうなんだ……じゃ、一いつ緒しよに助けよう！　って、たすきをかけてあげる！

修太郎：「恋するオーヴァード」のたすきを!?（笑）

エナ：オーヴァードじゃないのに……（笑）。

ＧＭ：「わかったよ、僕ぼくがオーヴァードのふりをして、囮おとりになって敵てきを引きつける！　大だい丈じよう夫ぶ、きっと生きて帰るよ。帰ったら……彼女に伝えたいことがあるんだ」

修太郎：なんか死にフラグ立て始めた────っ!?（一同笑）

れい：（慌あわてて）ちがうの！　おんなじ気持ちだね、って言いたかったの！

ＧＭ：ですよね（笑）。じゃあ、そうですね……慌てるれいちゃんを見て、地味川くんや、他の生徒たちが、笑い出します。「冗じよう談だん、冗談だよ」

れい：びっくりしたぁ……覚かく悟ごしすぎ！　って思っちゃった……（笑）。

ＧＭ：「ごめんごめん。……なんか、Ｓランクのオーヴァードなんて、すごすぎて、遠い存在な気がしてたんだけど……そうだよね、同じ、高校生だもんね」

れい：そうだよ～、えへへ……って、苦笑いする。

透子：はにかまないの？（一同爆笑）

れい：あ……ああっ!!　はにかむ！　はにかみますっ！　今はにかむ！

ＧＭ：残念ですが、苦笑いになってしまいましたね。タイミング良くボタンを押おさないと、はにかむのに失敗して、苦笑いになってしまう。

修太郎：なんのゲーム!?（笑）

ＧＭ：さて、れいの隣となりで、地味川くんがふと、遠い目になります。「僕の家は、両親がＵＧＮ職しよく員いんでね。父親が、オーヴァードの暴走に巻まき込こまれて怪け我がをしたこともある。だから、アカデミアに来る時も、やっぱりオーヴァードって怖こわいのかな……って、不安だったんだ」

れい：うん……。

ＧＭ：「でも、一緒に学園生活を送ってみたら、そんなことはなくて。オーヴァードも、そうじゃない人も、みんな同じだって、そう思ったんだ」

れい：そうだよ。そうだよね。

ＧＭ：「そして、僕は彼女と……ジェーンさんと出会ったし、キミたち第三生徒会のおかげで、付き合うこともできた。キミたちにも、このアカデミアにも、すごく感かん謝しやしてる」

れい：…………。

透子：どうした？

れい：……感動してるの。うう……。

透子：……うん。

ＧＭ：そうこうしているうちに、陽動が始まります。イージーエフェクトを使ったり、市し販はんの花火を使ったりして警けい備び兵へいをおびきだしていく。

れい：……うん、あたしも、バックパックからサイバーアームを出して装そう着ちやくする。

ＧＭ：鋼はがねの腕は、ひさしぶりの出番を喜ぶように、鮮あざやかな紫し電でんを走らせます。

れい：あたしもさ、アカデミアに来るの、怖かったよ。

ＧＭ：「……え？」

れい：これまでは、オーヴァードだってわかったら、すぐ転校しちゃってたから、友達もできなかったし。また、怖がられたり、嫌いやがられたりするのかな、って。

透子：…………。

れい：でも、ここには、同じオーヴァードだけじゃなくて、オーヴァードでも受け入れてくれる人がいっぱいいたよ。それが、嬉うれしかったんだ！

ＧＭ：れいの周りで、オーヴァード生徒たちが、頷うなずいています。

れい：学園を守りたいって、ジェーンちゃんを助けたいって思ってくれて、ありがと！　絶ぜつ対たい、助けるから後は任まかせて！　《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》！一気に飛び出して、思いっきり、兵士たちのとこに突っ込むっ!!

ＧＭ：他の生徒の協力で難なん易い度どは下がりますが……それでも、難易度は35ッ！

れい：「学生王者ヘラクレス」使う！　それを合わせて──達たつ成せい値ち、38　!!

一同：よしっ！

エナ：フレーズちゃんの能のう力りよくも使わずに済すんだ。これは大きいよ。

ＧＭ：ですね。──突とつ風ぷうのように飛び込んだれいの周囲で、風と雷らい光こうが渦うず巻まき、兵士たちは吹ふき飛とばされ──気き絶ぜつします。

れい：中に入るよ！　みんな大丈夫!?

ＧＭ：では、留置場に入ると──まず、影かげ田たくんがいます。

れい：シャド田くん！　無事でよかった～！

ＧＭ：「影田です。ありがとうございます」（一同笑）

修太郎：そういえば、シャド田くんはＳランクだった。

ＧＭ：ですね。「光月れい、エフェクトが戻っているのですか。どうやって？」

れい：うん！　あのね、えーと、一言でいうと、ロボ子ちゃん！

透子：一言でいいすぎ（一同笑）。

ＧＭ：「……なるほど。星川ロボ子の能力ですか」

エナ：さすがシャド田くん、察しがいい（笑）。

れい：ベッキーは？

ＧＭ：「風紀委員長なら、アイザック評議員が、どこかへ連れていきました」

透子：……む。ベアトリスもか。

れい：……ど、どうしよう。シャド田くんは大丈夫なの？

ＧＭ：「影田です。自分は問題ありません」

エナ：Ｓランクで設せつ定ていされてるのって、他にいたっけ。

ＧＭ：カミーユとかですね。「フッ、この私の力が戻もどるなら、軍隊など、ものの数ではない……」ってポーズつけてる（一同笑）。

[image: ]

エナ：あいつ、嚙かませ犬用ＮＰＣなんだよなぁ……（笑）。

修太郎：「馬ば鹿かな！　このＳランクの私の攻撃が通用しないだと!?」みたいな役（笑）。

ＧＭ：うん、まあそういう人です。今は「フッ、この私がいればもはや勝ったも同然」とか言ってますけど（笑）。──で、ここでカードになっているのは影田くんだけです。




ＮＰＣカード：影田七なな生お

《影の守り手》

タイミング：リアクション　　　対象：単体

効果：対象がリアクションの判定を行なった直後に使用する。対象は、その対決に勝利したことになる。１シナリオに１回使用できる。




エナ：リアクション絶対成功か！

修太郎：さすがＳランク……！　マジ強い！

ＧＭ：影田くんは、他人の代わりにリアクション判定したり、ターゲットを操作する系のディフェンダーなので、こういう能力にしてみました。

れい：頼たよりにしてるよ！

ＧＭ：「はい。生徒会長からも、第三生徒会を手伝うよう、言われています」と影田くん。

エナ：そうか、ひばりちゃん捕つかまってるんだもんね。

透子：まあ、今すぐどうこうされることは、ないだろう。あいつはしぶといしな。

ＧＭ：解放されたジェーンも、れいに「べ、別に感謝しているわけじゃありませんけど、助かりましたわ！」とか言ってきます。

透子：こんな時までツンデレなのか（笑）。

ＧＭ：で、地味川くんに「いや、そこは感謝しとこうよ」と突つっ込こまれてる（笑）。

れい：いひひ、どういたしまして♡

ＧＭ：──そんなところで、そろそろ締しめましょうか。

れい：よっし！　じゃあみんな、ついてきて！　第三生徒会本部に行って、能力を取り戻して、それから、アカデミアも取り戻そう！

ＧＭ：「おう！」と周囲の声が揃そろって──シーン終了です。




　オーヴァードも、一般生徒も、分わけ隔へだてなく協力している。

　れいは、その光景が嬉うれしく、そして──。

　この戦い、絶対に勝つと。そう決意した。







◆Middle11◆転章　Master Scene




　──夕ゆう暮ぐれ。

　長い長い一日の、日が暮くれようとしている。

　学園島のあちこちで、生徒たちが走り、仲間を解放していく。

　兵士たちが反はん撃げきしようとしたところで、力を取り戻したオーヴァード生徒が参戦し、兵士たちにエフェクトで対たい抗こうしていく。




ＧＭ：それでは、第二ターンの最後。マスターシーンです。学園島全土に、軍からの放送が流れます。




「現げん在ざい、一部の生徒が暴ぼう動どうを起こしている。全生徒は、暴動に参加しないように。参加した者には、厳げん重じゆうな処しよ分ぶんが下される」

　学園島のあちこちに設せつ置ちされた街頭モニタやスピーカーから、警けい告こくが流れる。

「暴動の首しゆ謀ぼう者しやは第三生徒会である。第三生徒会メンバー、および協力者は、軍による拘こう束そくの後、放校処分となる……繰くり返かえす……」

　対オーヴァード装そう備びで身を固めた兵士たち、そして自動兵へい器き群ぐんが、校こう舎しや群を通つう過かしていく。向かう先は当然──第三生徒会本部。

　数百人のオーヴァードに対抗すべく武ぶ装そうした彼らは──しかし、山中に突とつ如じよ出しゆつ現げんした、巨きよ大だいな〝壁〟に行く手を塞ふさがれる。

「なんだこれは……？　エフェクト……？」

「中隊長！　退たい路ろも塞がれています！　これは、迷めい路ろです！」




ＧＭ：本部では、ブロッコリーのようなヘアスタイルの男が、不ふ敵てきに笑う。

一同：キング・ブロッコ！（笑）

修太郎：お、お前……そんな超ちよう人じん演えん出しゆつなのかよ（笑）。

ＧＭ：あとは、傷きずついた防ぼう壁へきを、土木研の生徒たちが即行で直したりもしてます。田中権ごん三ざぶ郎ろうくん十七歳さいもいて、オーヴァード大工に指し示じを出したりしている。

れい：わ、なつかしい！　有ゆう能のう！

ＧＭ：で、本部の中ではロボ子が次々とオーヴァード生徒の能力を復活させています。ちなみに、キミたちはまだ学園のあちこちを走り回っている状況。

修太郎：なるほど。

ＧＭ：そして──ここで、イベントが発生します。修太郎、登場してください。

修太郎：え、僕？




　──同どう時じ刻こく。学園島、市街区。

　修太郎は、囚とらわれた生徒の解放、一般生徒や解放されたオーヴァード生徒への指示と、忙いそがしく走り回っていた。

　そんな修太郎の眼がん前ぜんに──ふたりの大人が立ちふさがる。




ＧＭ：「ずいぶんと派は手でにやってくれるじゃないか、星川修太郎くん」

修太郎：……アイザック！　てことは、もうひとりは──。

ＧＭ：「……」アイザックを守るように横に立つのは、機島雷架きじま・らいかです。

修太郎：先生……。

ＧＭ：「私は教きよう師しではない。その呼よび方かたは……不要」と、機島。アイザックは愉ゆ快かいそうに、「ははっ、機島大たい佐さが教師か。案外と、似に合あいかもしれんな」と言ってから──軽く、手を上げます。すると、どこかで、Ｅロイス《悪意の伝でん染せん》が使用される。

エナ：……シーンに他のキャラクターを登場できなくするＥロイスか。

透子・れい：──っ!?

ＧＭ：「さて、本題だ。──おとなしく我われ々われに捕つかまってもらえるかな、星川くん」

修太郎：……嫌いやだ、と言ったら？

ＧＭ：「そうだね」アイザックは、にこやかに「……さきほど、キミが訪おとずれた病院ね。あそこには、Ｃランクのオーヴァードだけでなく、エフェクトの喪そう失しつで行動不能になったり、意い識しき不明になったオーヴァードも収容されているんだ」と言う。

修太郎：……人ひと質じち、ですか。それが、あなたのやり方ですか！

ＧＭ：「そうだね。これが私のやり方だ」

修太郎：……僕を捕まえても、みんなは止まりませんよ。みんな、この学園を守りたいと、そう思っているんだから。

ＧＭ：「ああ、オーヴァードの子こ供どもが暴あばれていることなど、どうでもいいのだよ」

修太郎：え？

ＧＭ：「もうすぐＡＲＦが完成する。そうすれば、今キミたちが使っているごまかしも通用しなくなる。その前に、暴れ方が過すぎるようなら──」アイザックは肩かたをすくめる。「ミサイルでも使えばいい。オーヴァードだ、死んでも生き返るだろう？　ＡＲＦが完成するまで、適てき当とうに、何度か殺しておけばいい」

修太郎：……なんてことを。

ＧＭ：「ま、キミがおとなしくしてくれるなら、多少、穏おだやかなやり方でいくよう、指示しておこう。私が今、一番興きよう味みを持っているのは、キミの能力なのでね。星川くん、ついてきてくれるね？」

修太郎：……わかった。この場は、あんたについていく。でも、あんたの思い通りにはならない。この学園は、きっとみんなが、仲間が守ってくれる。あんたのやり方で、僕の仲間たちを止めることなんて、できない！

ＧＭ：「はは、友ゆう情じようかね。感動的だな──だが無意味だ」アイザックは、機島に合図をし、背せを向けます。「拘束しろ」

修太郎：みんな……。




　機島が手て袋ぶくろを外し、鋼こう鉄てつの手を露あらわにする。

　そして、電でん撃げきが走り──修太郎の意識は、闇やみに飲まれた。




　　　　＊　＊　＊




透子・れい：…………っ!!

エナ：……こいつは、ずいぶんと話が変わってきたな。

れい：ほっしー……つかまっちゃった。

ＧＭ：──さて、シーンの最後に、全員、衝しよう動どう判定をしてください。これは、ＡＲＦの出力がさらに高まったため、という理由です。

修太郎：またか……！

エナ：つうかこれ、ＡＲＦが完成したらオーヴァードを操あやつれるとか言ってるけど、その前に全員、ジャームになるんじゃないのか……？

ＧＭ：難易度は変わらず、９です。判定どうぞ。……お、全員成功か。

エナ：でも、侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようが、そろそろキツいぞ。……あたいは、13上がって84％。

修太郎：12上がって85です。

透子：９上がって、77％だな。

れい：（ダイスを振ふって）ありゃ、10がふたつ！　20上がって、97！

ＧＭ：なかなか上がってきましたね。では、これで第二ターン終了です。

エナ：しまったな、せっかく買ったクリスタルシールド、渡わたせなかった。

ＧＭ：ですね、ちょっとタイミングがなかった。ああ、そうだ、マキちゃんの能力、今誰だれかに使っていいですよ。修太郎以外。

エナ：さっき応おう急きゆう手当キットで多少回かい復ふくしたけど……れーちゃんが14点減へってるな。じゃあ、れいちゃんに。これでＨＰ全快。シールドも、れーちゃんに渡しておく。

ＧＭ：了解です。では──第三ターンに入ります。







◆Middle12◆決けつ断だん　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　時じ刻こくは既すでに夜。解かい放ほうされた生徒が次々と集まる第三生徒会本部。

　みな、それぞれに、休息や食事を行なっている。

　──修太郎が戻もどってこない。

　そのことが気になり始めた時、扉とびらが勢いきおいよく開かれ、しねまが飛び込んできた。

「大変であります！　修太郎クンが、捕つかまってしまったであります！」




ＧＭ：──という場面。修太郎以外は全員登場です。

れい：うう、もう、ガタッって立ち上がる！　どういうことなの！

ＧＭ：「報ほう道どう部ぶで、学園のあちこちを見み張はって、情じよう報ほうを集めているのでありますが……ＵＧＮブロックに、修太郎クンが連つれ込こまれたという報ほう告こくが来たのであります……」

れい：すぐ助けに行こうよ！

ＧＭ：そこで、黒沢くんが、渋しぶい顔になって口を開きます。「待て。それはダメだ」

れい：どういうこと!?

ＧＭ：「ＡＲＦが完成すれば、我われ々われには何の手も打てなくなる。その前に、メインコンピュータを奪だつ還かんせねばならん。そして、そこに至いたるには、ここにいる全員の力が必要だ」

透子：修太郎を助けてからメインコンピュータを破は壊かいするのではダメなのか？

ＧＭ：ロボ子が、それぞれの場所をホログラムのマップに表ひよう示じします。同じＵＧＮブロックではありますが、それなりに距きよ離りがある。「……難むずかしいだろうな。どちらも厳げん重じゆうな警けい備びが予想される」と黒沢くん。「片かた方ほうに行けば、もう片方は手て遅おくれになる公算が高い」

れい：じゃ、どうすればいいの？

ＧＭ：「星川修太郎は──見み捨すてるしかない」

れい：ちょっと、何言ってんのよ！

エナ：……修太郎を救うか、学園全体を救うか……。選せん択たくしろ、って話か。

ＧＭ：はい。そういう場面です。

透子：修太郎救出とメインコンピュータ破壊で分かれて行動するのは？

ＧＭ：それには、影田くんが答えます。「難しいでしょうね。黒沢Ａ太郎の言う通り、現げん在ざいある戦力はすべて投入しないと、メインコンピュータ周辺の警備を突とつ破ぱするのは困こん難なんです」

一同：…………。




　エナの言う通り、ここは、「修太郎を助けに行く」か「メインコンピュータを破壊する」かを選択してもらうシーンである。ＰＣの選択によっては、非ひ常じように困難な状じよう況きようとなる。




透子：……透子さんは、実はもう意見は決まっているんだが。ただ、言う前に、みんなの意見を聞きたい。

ＧＭ：そうですね、先にＮＰＣたちの反はん応のうを描びよう写しやしましょうか。




「み、見み捨すてるなんて……無理です。星川くんを助けに行きましょうよっ」

　そう言ったのは、七節小石。団だん吉きちとフレーズも、それに同調する。

「超ちようその通りだぜ。超俺様のソウルフレンド、修太郎を見捨てるなんて超できねえ」

「そうですよ～。だって、あのアイザックって人は、修太郎さんを、実験体にしようとしてるんですよ。放っておいたら、何されるか……」




れい：う、うう……そうだよぉ……。

ＧＭ：マキちゃんは腕うで組ぐみして無言。影田くんも、何も言いません。千ち鶴づ香かは、立ったり座すわったりしている（一同笑）。

透子：落ち着け、番長。

ＧＭ：「ううむ、だが、しかし、その、なんだ、むむむ……」と悩なやんでいます。そして──。




「私わたしは──黒沢Ａ太郎の言う通り、星川修太郎は見捨てるべきだと思う」

　そう言ったのは、ギルバート・エデン。




れい：ちょっ、なにいってるのよギルバート！　ばか！

ＧＭ：「……ＡＲＦが完成すれば、オーヴァードは……特に、力の弱い者はどうなる。事実、フレーズくんはそこのロボ子の力で復ふつ活かつするまで、実体を失っていたではないか。それに、出力の上じよう昇しようで、多くのオーヴァード生徒が苦しんでいるのだろう」

エナ：衝しよう動どう判はん定ていな……。マキちゃんがいるから、対たい処しよできるかもしれないけど。中には暴ぼう走そうしたり、ダメージ受けたりする人もいるよな。

ＧＭ：さらに、「……わらわも、ギルバートめに賛さん成せいじゃ。修太郎ひとりのために、多くの生徒を犠ぎ牲せいにするわけにはいかん」と、リオーネ。熊くまが、主人を心配そうに見ています。

透子：……そうか。

れい：うー……エナちゃんは、どうなの？

エナ：あたいは、実は──決められない。だから、おろおろしてる。

れい：ええっ！　エナちんが!?

透子：いや、エナはそうだろうな。わかる。

エナ：作戦を考えたりはできるけど、みんなの意見が決まらないと、実はあたいは決めることができないんだよね。あっちこっちをきょろきょろ見てる。

ＧＭ：しねまも同じような感じですね。紅之介は、何か考かんがえ込こんでいる。あとは……ブロッコが「まあミーには何もできないからなー。ブロッコリー食う？」と言う（一同笑）。

エナ：まあ、ブロッコちゃんには、本部を守っててもらわないといけないしね。

ＧＭ：フレーズが不安げに、みんなを見ます。「ほ、ほんとに修太郎さんを見捨てたり、しないですよね……？」




　フレーズの問いかけに、エナは困こまった顔できょろきょろし、透子は落ち着いて、ゆっくり口を開く──その前に、れいが立ち上がった。




れい：ほっしーを見捨てるなんて、しないわ！

ＧＭ：フレーズや小石が嬉うれしそうにれいちゃんを見る。

れい：でも、先にメインコンピュータを壊こわしに行く。みんなで。

エナ：……どういうこと？

れい：あたしね、考えたの。もし、ここにほっしーがいて、この中の誰だれかが、捕まってたら、ほっしーはなんて言うかなって……。




　立ち上がったれいは、ひとつひとつの言葉を探さがすように、ゆっくりとそう言った。

　会議室にいる全員が、れいの声を、黙だまって聞いている。




れい：きっとね、ほっしーなら、諦あきらめないって思う。みんなで、とにかくコンピュータ先生を急いで壊して、それで、助けに行く。捕まってるのが、あたしでも、透子でも、エナちんでも、そんな簡かん単たんにやられるはずない、って。信じてくれる。

エナ：……れーちゃん。

れい：だから、見捨てるとかじゃなくて、みんな、みんな助けるから。だから、コンピュータ先生のとこに最初に行く。




　黙っていた透子が、ふっ、っと唇くちびるをほころばせる。




透子：私は、れいとまったく同じ意見だ。

れい：透子！

透子：……先に助けに行っても、修太郎は喜ばないだろうからな。

エナ：あたいは……驚おどろいてる。てっきり、ふたりなら、しゅーたろーを助けに行くって言うかと思ってたから。……しゅーたろーがいなくても、もう、みんなを助けよう、って思うんだね。そうだよね、とーこちゃんも、れーちゃんも、みんなもう……第三生徒会なんだ。

透子：そうだな……。前なら、迷まよわず修太郎のところに行っていたと思う。

エナ：なんだか、眩まぶしそうに、みんなを見てるよ。

ＧＭ：考え込んでいた紅之介が言う。「そうだな。俺も、修太郎なら、そう言うと思う」

れい：うひ♡　さすが、わかりあってる♡

透子：親友だものな。

ＧＭ：団吉とギルバートが「え、俺は？」みたいな顔しますよ（一同笑）。

エナ：ふたりの意見も、らしくてよかったよ。ギルバートちゃんは、貴き族ぞくなんだねぇ。

透子：リオーネも、王女だからな。

ＧＭ：では、マキちゃんが腕うで組ぐみを解といて──「決まったようだね」と言います。

れい：よし、行こう！　急いで壊して、ほっしーも助けよう！

透子：……ああ。行こう！




　会議室にいる仲間たちが次々と立ち上がる。

〝さあ、みんなで学園を守ろう〟

　ここにはいない修太郎の声が聞こえたような気がして──みな、一いつ斉せいに頷うなずいた。







◆Middle13◆囚とらわれの修太郎　Scene Player ─── 星川修太郎




　修太郎が連れて来られたのは、ＵＧＮブロックの外れにある建物だった。

　どうやら宿しゆく泊はく施し設せつのようで、人の気配のしない、いくつもの部屋には、ベッドや小さな机つくえが設せつ置ちされている。無む機き質しつな作りは、ビジネスホテルか──刑けい務む所しよのようだ。




ＧＭ：機島は、部屋のひとつに修太郎を放ほうり込こみます。ドアには、大きな窓まどがついていて、そのドア越ごしに「そこにいろ」と、そっけなく言う。

修太郎：ドアに窓ついてるとか、ますます刑務所っぽい。

ＧＭ：部屋自体は、ビジネスホテル風ですけどね。収しゆう容ようにも使えるし、外部から客が来た時はホテルにも使えるし、という作りなのかもしれません。で、機島は、なぜかしばらくキミを見てから……何も言わずに、背せを向けます。

修太郎：機島先生。

ＧＭ：「……私は教きよう師しではない」足を止めます。何か聞きますか？

修太郎：うん、ずっと気になってたんで……先生は、オーヴァードなんですよね？

ＧＭ：「そうだ」機島は淡たん々たんと言います。

修太郎：……なら、なんで、オーヴァードを道具や実験体扱あつかいするアイザックに従したがってるんですか？

ＧＭ：「オーヴァードは道具になるのが正しいからだ」即そく答とうします。

修太郎：それは……それはおかしいでしょう。同じ人間ですよ。

ＧＭ：「オーヴァードは全員が強い衝動を持ち、常つねに暴走の危き険けんがある。そして、人間を易やす々やすと殺害する、兵器と同等の能力を持っている。そんなものを自由にさせていいはずがない。兵器であるからには、管理されねばならん」

エナ：アイザックと同じ意見かぁ。

れい：オーヴァードなのに……。

修太郎：衝動にだって、耐たえることはできるはずです。

ＧＭ：「お前は、いつ、いかなる時でも、自分が衝動を抑よく制せいできると言い切れるのか？」

修太郎：それは……。く、二話で暴走しかけた時とか思い出すな。……それは言い切れないです。けど、仲間がいれば、仲間の助けで、きっとできます。この学園は、そんな仲間を見つけるところでもあるんですよ！

ＧＭ：「確かく実じつとは言えないな。私は、物理的に介かい入にゆうするアイザック閣かつ下かの技術の方が、オーヴァードを管理する適てき切せつな方法だと考えている」

修太郎：……この、アイザックのやり方が正しいと思うんですか？

ＧＭ：「……たとえ正しいと思えないことがあっても、道具は、兵器は、自分で判はん断だんはしない。ただ、使い手の意い志しに従したがうだけだ」

修太郎：そんな……。

ＧＭ：──では、そんなところで、機島は背を向けます。「いずれにせよ、そこにいる限かぎり、貴き様さまにできることはない。諦あきらめるのだな」

修太郎：僕ぼくは、諦めたりしません。そして、それは仲間たちも同じです。

ＧＭ：返事はなく、機械のように規き則そく正ただしい靴くつ音おとが、遠ざかっていきます──。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、修太郎はどうしますか？

修太郎：脱だつ出しゆつする方法を探さがします。窓を見たり、ドアを調べたり、廊ろう下かを覗のぞいてみたり。

ＧＭ：では、脱出する方法はないことがわかった。

修太郎：そんなあっさり!?（一同笑）

ＧＭ：今のキミは、エフェクトも使えないしね。普ふ通つうの高校生が、道具もなしに脱出できるような部屋ではない。外の廊下も隔壁で塞がれたりしている。

修太郎：やっぱり、ホテルというより牢ろう獄ごくだな……。

ＧＭ：「そうだねー」と返事がある。

修太郎：………………誰だれ？

ＧＭ：ドアの外に、神父が立っています。キミに向かって、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

修太郎：いやホントに誰だよ!?（一同笑）

ＧＭ：「ははは、見ての通り、神父です」

修太郎：な、なんだこの人……っていうか、知ってる人かな。

ＧＭ：顔くらいは知ってるかな。学園島の教会にいる神父。オピス・プロパトールさん。

[image: ]

エナ：「悩なやみ事ごとがあれば相談に乗りましょう」みたいなキャラだっけ。

ＧＭ：そうそう。「どうもどうも、通りすがりの神父です」

修太郎：なんでこんなとこを通りすがるんだよ!?（笑）

ＧＭ：「や、ほら。ウチの教会、近所なんですよね」（地図を開いて）実じつ際さい、この教会のすぐ近くではあります、この建物。

修太郎：確たしかに近い……って、いや、そうじゃなくて！

ＧＭ：「いやほんと、近いんですよ。ほら、窓の外見てください。下にあるでしょ、この間、キミと御影透子さんがイベントＣＧ回かい収しゆうしてた教会です」

修太郎：見てたのかよ!?（一同笑）

ＧＭ：「むっちゃ見てました。『神しん聖せいなる教会で何してくれちゃってるの!?』って思って見てましたよ。でも邪じや魔ましちゃ悪いから隠かくれてた」（一同笑）

修太郎：そ、そうだったのか、それはすいません……って、その話はいいんですよ。一体、どうやって入ってきたんですか。鍵かぎとか、かかってたでしょう？

ＧＭ：「いえ？　私が通った時は開いてました。たまたまでしょうかねー不思議だなー」

修太郎：そんなはずないですよ、鍵とか全部かかってるってＧＭが言ってたでしょ！（笑）

ＧＭ：「ハァ？　ＧＭゥ？　何言っちゃってんですかキミィ？」（一同笑）

修太郎：くそっ……コイツ……ッ（笑）。

ＧＭ：「そんな人間を超こえた存そん在ざいとかいるわけないですよ。何がＧＭだ馬ば鹿か馬鹿しい」

エナ：おい神父（一同笑）。

ＧＭ：「ま、そんな話はどうでもいいんです。私はね、一度キミと話をしてみたかったんですよ……星川修太郎くん。キミの持つ、特別な力についてね」

修太郎：力……なんか、アイザックにもそんなこと言われたけど、別にそんな──。

ＧＭ：「先日の、〝血と薔ば薇らの仮か面めん〟しかり、今、この島に展てん開かいされているＡＲＦしかり、キミの能力がなければ、事じ態たいはここまで拡かく大だいしていなかった」

修太郎：あれ、この神父、一いつ般ぱん人じんじゃないのか……？

エナ：『ディスカラードレルム』にはオーヴァードじゃないって書いてある……まあ、此この花はなリリーさんとか、隠かくし事ごとの多いページだけどさ、ここ。

ＧＭ：うん、一般人てことになってるよ。〈ＲＣ〉12レベル持ってるけどね（一同笑）。

修太郎：怪あやしすぎるだろ!?（笑）

ＧＭ：「キミの力は、周囲のレネゲイドを強化する……あるいは、進化させる。それは、そうだね──ＵＧＮの考えからすれば、あってはならない能力だ」

修太郎：そんなこと、言われても……。

ＧＭ：「ＵＧＮは、オーヴァードと一般人の共きよう存ぞんを唱となえているがね、なんのことはない、彼かれらが守りたいのは、一般人の世界だ。オーヴァードを機械のごとく管理しようとするアイザックの考えも、ＵＧＮの枠わくの中にある」

修太郎：それは……。

ＧＭ：「だからね、修太郎くん。オーヴァードを強化する能力は、世界を変えうる力。ＵＧＮの守るべき世界から見れば、そう──世界の敵となるものだ。それでもキミは、一般人の視し点てんしか持たない、この世界を守る側に立とうとするのかね？」

修太郎：…………。

ＧＭ：「それとも──もうひとつの考え方もある。より強い能力を持つ者、すなわち、オーヴァードこそが世界の支し配はい者しやとなるべきだと。キミは、どう思う？」

エナ：なんか、すごい勧かん誘ゆうしはじめたぞ……（笑）。

透子：す、すごい悪役臭しゆう……しかもボスっぽい（笑）。

修太郎：そんなのは……。

ＧＭ：「この世界を変えたいか？　と聞いた方がいいかな。──キミには、その力がある」

修太郎：……変えたいと、思うことは、それはありますよ。でも──。

ＧＭ：「でも？」

修太郎：それは、アイザックが今やってるみたいな、あるいは、能力を使ってどうにかするみたいな、そういうことじゃないと思います。もっと、一歩ずつ、少しずつ、きちんとみんなが、納なつ得とくして進めていくものです。

ＧＭ：「理り想そう論ろんだねぇ」神父は、どこか蛇へびを思わせる笑えみを浮うかべます。

修太郎：……オーヴァードと、一般人とか、分けるんじゃなくて。同じなんだって、思えないと、ダメだと思うんです。互たがいを、同じ人間だと、そう思わなかったら……アイザックみたいに、多くの人を踏ふみにじるやり方になってしまう。

ＧＭ：「ふむ。だが実際に、オーヴァードとそうでない者は違ちがう。そうだろう？」

修太郎：（首を振ふって）それは、互いのことを知らないからです。知らないから怖こわい。知らないから自分と違うと思う。でも、互いのことをもっと知れば、仲良くなれば──オーヴァードも、そうでない人も、同じ人間だって、わかりあえるはずです。

ＧＭ：「ふむ……」

修太郎：そのために、この学園は、オーヴァードアカデミアはあるんだと思います。

れい：ほっしー……かっこいい。

透子：うむ。

ＧＭ：「なるほどね。……ところで話は変わるんだけどさ」

修太郎：はい？

ＧＭ：「キミ、仮面とかどう思う？」

修太郎：いきなり何言い出したのこの人!?（一同笑）

ＧＭ：「ほら、あの、ディオゲネス的なね、クラブっぽい感じの、仮面っていうの？」

修太郎：仮面は……よくないと思います。

ＧＭ：「なんだとォッ!?」（一同爆ばく笑しよう）

エナ：なんで怒おこってんだよ!?（笑）

修太郎：叶かなえたいことや、辛つらいことがあっても……仮面をかぶるんじゃなくて、そのままの自分でいられるような、そんな場所になることが、この学園の意味だと思うから。だから……ディオゲネスクラブの人とも、仮面を外した方が、仲良くなれると思います。

ＧＭ：「なるほどねぇ……」神父は、なにやら思案げに顎あごを撫なでる。

修太郎：この人なんでこんな話するんだろう？　と、今さらすごい疑ぎ問もんになってきた（笑）。

ＧＭ：「ふむ、自覚はないみたいだけど、確かにキミは世界の敵だ」

修太郎：ええええ!?　い、いや、そんなことはないと思いますけど……（笑）。

ＧＭ：「世界を変えたいと願い、それを実じつ現げんする力がある。まだ、うまく形になっていないけどね。そういうことさ。……それにまあ、アイザックなんかよりずっとマシだ」

修太郎：褒ほめられてるのか、なんなのか……。

ＧＭ：「もちろん肯こう定ていしているのさ。いやあ、面白かった。ありがとう」神父は、そう言って笑うと──すたすたと、立ち去っていきます。

修太郎：え？　ちょっと！（笑）

透子：鍵かぎとか開けてくれないのか……。

修太郎：……もう、フテ寝ねしようかな。一いち応おう、ドアが開かないか試してみるか……。

ＧＭ：開きますよ。

修太郎：開けたならそう言ってよ！　寝るとこだったよ!?（笑）

ＧＭ：とりあえず、見える範はん囲いには見み張はりなどはいませんね。

修太郎：よし、脱出しよう。

透子：あの神父、何しに来たのかよくわからないな。ドア開けるだけなのか……。

ＧＭ：それは、後ほどわかるでしょう。──では、シーン終しゆう了りようです。




　──時間がない。ここを脱だつ出しゆつし、みんなと合流しなければ。

　修太郎は、誰もいない廊下を駆かけ出だした。







◆Middle14◆コアストライク！　Scene Player ─── 光月れい




ＧＭ：──というわけで、第三ターンのイベントは、研究所を襲しゆう撃げきする透子、れい、エナの側と、ビルから脱出する修太郎の側のふたつに分かれて、同時にラウンド進行になります。三人の側は戦せん闘とう、修太郎の方はＦＳ判定ですね。

修太郎：ひ、ひとりでＦＳ判定か。厳きびしいなぁ。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと敵てきも出てくるから。

修太郎：なんにも大丈夫じゃない!?

ＧＭ：それでは、それぞれの場面を演出していきましょう。まずは、他の生徒たちと共に、メインコンピュータのある研究所に向かった三人の側から──。




　ＵＧＮブロック中央。いくつもの建物が並ならぶ中を、生徒たちが走って行く。

　先頭を走るのは、御影透子、光月れい、エナ・ソフォス。それに、集まった中でも戦せん闘とう能のう力りよくに優すぐれたオーヴァード生徒たちが続く。

　警けい備び兵へいたちを苦もなく無力化し、目的の研究所に到とう着ちやく。

　だが、建物の前には、これまでよりも重じゆう武ぶ装そうの警備兵たちと、その中心に立つ、ミラーシェードの軍人──機島雷架。




ＧＭ：周囲では、味方の生徒たちと、警備兵たちの戦闘が始まります。機島は、手て袋ぶくろを外し、鋼こう鉄てつの手に雷らい光こうを走らせる。「抵てい抗こうするなら、命の保ほ証しようはできないぞ」

透子：ごたくはいい、かかってこい。

ＧＭ：──では、そこで場面が切きり替かわります。




　──一方、ＵＧＮブロックの東側。ビルの中。

　星川修太郎は、出口を捜さがし、通路を走っている。




修太郎：はぁ、はぁ……あの神父、どうやって出ていったんだ……（笑）。

ＧＭ：で、しばらく進んだところで警けい報ほうが鳴なり響ひびき、武ぶ装そうした警備兵が現あらわれる。

修太郎：くそっ、通してくれ！　僕は、行かなきゃいけないんだ！

ＧＭ：彼らは、無言で銃じゆうを構かまえます。──というわけで、両方とも、ラウンド進行に入りますが……その前に、また、ＡＲＦの出力が跳はね上あがる。全員、衝しよう動どう判定をしてください。

一同：ゲエエーッ！

修太郎：きょ、今日のやにおさんは、マジ容よう赦しやない……！

ＧＭ：最終話だからね！　衝動判定の処しよ理りが終わったら、ラウンド開始します！




◆第一ラウンド：ＶＳ機島戦

ＧＭ：では、まずは研究所サイドから。キミたちの前には兵士たちと機島。周囲でも、味方と兵士が戦っていると思ってください。ちなみにＡＲＦの影えい響きようで、周囲のオーヴァード生徒も苦しんだり暴走したりして、苦戦しています。

れい：やっばい！

エナ：こっちは、衝動判定は全員成功だよ。侵しん蝕しよく率りつはやばいけどね。

ＧＭ：機島がゆっくりと前に出た──ところで、Ｓランクオーヴァードのカミーユが、「ふっ、この〝光ラ・リミユエール〟の異い名みようを持ち、重力を自じ在ざいに操あやつるカミーユ・マルシェにかかれば、この程てい度どの敵！」とか言って、光の剣けんを抜ぬいて機島に突とつ進しんします（一同笑）。

エナ：どうしてそんな嚙かませ犬っぽい動きなんだ、あいつは（笑）。

ＧＭ：機島はカミーユの光剣を素す手でで止めると、そのまま、拳こぶしをカミーユのボディに叩たたき込こむ。「うっ」と呻うめいて気き絶ぜつするカミーユ。

一同：あーあ……（笑）。

エナ：ちなみに、機島ちゃんを倒たおせば、この戦闘全体がなんとかなったりする？

ＧＭ：はい、します。勝利条じよう件けんは機島を戦闘不能にすることです。

透子：では……Ｓランクならここにもいるぞ。そいつより強いのがな、と前に出る。

れい：あたしも！　「愛の力は偉い大だいです」って、たすきつけて出る！

エナ：こ、このタイミングで新作だと……（笑）。

ＧＭ：機島の方も「どうやら、お前たちを黙だまらせれば、後は烏う合ごうの衆しゆうだな」と言います。それから、そうですね──「最後にもう一度聞いておく、降こう伏ふくする気はないか」。

透子：あるわけがない。

ＧＭ：「なぜ、理り性せいある人間の管理を受け入れない。オーヴァードを自由にさせておけば、いずれ必ず暴走し、周囲を無差別に傷きずつけるのだぞ」

エナ：だから道具になれって？　……ごめんだね。

れい：エナちんが怒ってる。

エナ：過か去この経けい験けんから、道具扱いされることに拒きよ否ひ感かんが強いからね。

ＧＭ：「お前ならわかるはずだ、御影透子」

透子：うん、言われるんじゃないか、と思っていた。

エナ：こっちの過去まで調べてるのか。

ＧＭ：一時的ですが担たん任にんになった時に、生徒のプロフィールを見たので。「──お前も、大切な人間を傷きずつけたことがあるのだろう」

透子：……ある。だからといって、自分の意志を捨てるのでは……死人と同じだ。

ＧＭ：機島は、「……死人、か」と呟つぶやきます。──では、セットアップに行きましょう。




行こう動どう値ち（第一ラウンド）

透子　　　　　　　……17[image: →]37

兵士×６グループ　……16[image: →]21
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エナ　　　　　　　……18

れい　　　　　　　……６
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透子：《戦いの予感》だ。これで行動値37。侵蝕率は98％になった。

ＧＭ：こちらは、兵士たちが一斉にブルーゲイルを使用。五話に出て来たのと同じデータですね。──では、イニシアチブです。

エナ：トループはけっこうタフだったな。千鶴香ちゃん、頼たのむ！

ＧＭ：「私の出番だな！　私の居い合あいが輝かがやく時！　任まかせろ！」超はりきってる（一同笑）。

透子：千鶴香、かわいいなぁ。

ＧＭ：ではイニシアチブで千鶴香の《一いち文もん字じ流りゆう抜ばつ刀とう術じゆつ》が使用されます。千鶴香が飛び出して、鍔つば鳴なりを響ひびかせると──兵士の一いち団だんが、全員バタバタと倒たおれる。「心配するな、峰みね打うちだ」と呟く千鶴香。

れい：かっこいい！

透子：（しみじみと）はじめて、ちゃんとかっこいいところを見た気がする（一同笑）。

ＧＭ：三話ではけっこうがんばったのに……（笑）。で、同じくイニシアチブフェイズに、機島が《加速する刻とき》を宣せん言げんします。

エナ：割わり込こみ行動か。

ＧＭ：はい。機島の腕から、グレネードランチャーがポップアップ！　《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アタックプログラム》《雷らい光こう撃げき》で、電光を纏まとって榴りゆう弾だんが放たれる！

エナ：とーこちゃん、れーちゃん。しゅーたろーがいないから、防ぼう御ぎよが薄うすい。バンバンＮＰＣカード使っていくよ！

透子・れい：おう！

ＧＭ：こちらは達成値39で範はん囲い攻こう撃げきですが──。

透子：《神の眼め》《リフレックス：エンジェルハィロゥ》。複ふく数すうの鏡きよう像ぞうを囮おとりにして回かい避ひする。──よしっ、達成値48！　ガラスの破は片へんが舞まう先に、無む傷きずで立っている。

れい：透子すっごい！　あたしは、シャド田くんに助けてもらう！

ＧＭ：「影田です。いきます、《影の守り手》」──影田くんはワイヤーを使って、れいを強きよう制せい移い動どう。回避させます。ＮＰＣカードの効こう果かで、ドッジが自動成功。

エナ：さっすがＳランクディフェンダー！　あたいは、小石ちゃんの能力で対象から外れてる。こう、頭を押おさえてしゃがみこんでると、見えなくなる。小石のポーズ！

ＧＭ：「べ、べつに、そんなポーズしなくても……見えなく、なる。エナちゃん……守るよ」と小石は能力を発動。「こ、これで役に立てば……嫌きらわれなくなる」

透子：いやあ、それはどうかな？（一同笑）

ＧＭ：「ひ、ひどい……」（笑）




　機島の攻撃を無傷で切きり抜ぬけたＰＣたち。

　続いては、驚きよう異いの行動値37となった透子。マイナーアクションで、範囲攻撃を避さけるために離り脱だつ。メインの行動はもちろん──。




透子：〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟、シーン攻撃だ。達成値は30！
















ＧＭ：んー……達成値があんまり高くないな。れいはまだ[image: 120]％エフェクトの《爆ばく雷らい撃》は使えないし……兵士はリアクティブアーマーで生き残る方に賭かける！　カバーリング等はなし、ダメージください。

エナ：団吉ちゃん！　出番だ！　《ソード・シールド＆ファイア》でダメージ＋２Ｄ！

透子：──合計、52点だ。組み合わせた《クリスタライズ》の効果で装そう甲こう値ちは無む視し。ガラスの花か弁べんが舞まい散ちって、兵士たちを固めていく。

ＧＭ：52点か。２Ｄ10で13以上出さないと倒たおれる……カバーリングすればよかった！




　──が、ＧＭのダイス目も走り、トループ２グループが生き残る。

　そして、機島へのダメージは、オーヴァードへのダメージが増ぞう加かする「対抗種カウンターレネゲイド」の効果で＋２Ｄ──58点となる。




ＧＭ：機島はガードしてます。《球電の盾たて》《磁じ力りよく結界》でダイス６個こ振ふるよ。

エナ：レベル高いな……ピュアブリード？

ＧＭ：そうです。ガード値は……合計、43点。透子さんの《砂すなの刃やいば》があるからガード値マイナス５で38──20点抜ぬけ。さらにＤロイス「機械化兵フルボーグ」で10点軽けい減げん。……10点受けました。

れい：か、固い……！

透子：厄やつ介かいだな。




　続いて、生き残った兵士の攻撃が二回、ＰＣたちを襲おそう。

　一撃目はエナとれいを狙ねらった範囲攻撃。これはエナが《守りの弾たま》に《勝利の女神》を使用して撃うち落おとす。

　もう一撃は、透子を狙うが──ふたたび、《神の眼》により回避された。




透子：──達成値58で回避。銃じゆう弾だんが狙ったのは、すべて鏡像だ。

ＧＭ：うお、エフェクトが復活したら、透子さんにまったく当たらなくなった……（笑）。




　そして行動値20。機島本来の行動順となる。

　先ほどと同じくグレネードランチャーで、れいとエナを狙う機島。

　透子の《フラッシュゲイズ》でダイスを削けずられるものの、れいとエナに命中する。




ＧＭ：ダメージは45点。これでふたりとも、倒れるかな。

エナ：うん、倒れた。機島ちゃんへのロイスをタイタスにして昇しよう華か。立ち上がる。……道具としてのあり方しか望まないなら、機島ちゃんとはもう話せないな。

れい：あたしは、クリスタルシールドでガードしたんで……２点残った！

ＧＭ：それがあったか！

透子：クリスタル囲い碁ご相撲すもう部ぶの秘ひ宝ほうが役に立ったな……（笑）。

ＧＭ：エナは《守りの弾》を使ったので行動済ずみ──では、れいちゃん。

れい：全力で行くよ！　シールドは、オートアクションで投なげ捨すてる！　《フルインストール》して──いっけー、〝ラブ☆マックス〟！




　れいの小さな体に雷光が走る。

　駆かけだしたその動きは、全身を機械化した機島にも劣おとらぬ……いや、凌りよう駕がする速度。

　その激はげしさはまさに──ハリケーン！




れい：《マシラのごとく》に《バリアクラッカー》、「学生王者ヘラクレス」も全部使って……うっ、ダイス目あんまりよくない～！

エナ：ここは押おし込こもう、フレーズちゃんの《妖よう精せいの手》！

れい：これで49！

エナ：しねまちゃんの能力も使う！　51！

ＧＭ：ドッジは……無理か。ガードも不ふ可か。ダメージください。

れい：「Ｓランク：アタッカー」で＋２Ｄして──合計、[image: 123]点！

一同：すげええ────────っ!!




　渦うず巻まく風と雷かみなりを纏まとい、鋼こう鉄てつの拳こぶしが機島に迫せまる。

　だが、機島の鋼鉄の手がれいの拳を受け止め、激はげしい雷光が閃ひらめいて──。




ＧＭ：《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》。ダメージマイナス20の効果を６回使用。さらに「機械化兵フルボーグ」で10点軽減して──ダメージ、０。

れい：ぜ、ゼロッ!?

透子：こいつ……強い！

ＧＭ：機島は無む表ひよう情じようのまま、「同じブラックドッグ能力、パワーは貴様の方が上、だが、振ふり回まわすだけの力では、私は倒たおせん」と言います。

れい：うう……っ。

エナ：向こうも回数制せい限げんつきの能力をあれだけ盛せい大だいに使ったんだ。余よ力りよくはないはず。

透子：……ああ、そうだな。一撃で倒せないなら、何度でもぶつかるまでだ。

ＧＭ：──では、場面は修太郎側に切り替わります。




◆第一ラウンド：修太郎脱出行

行こう動どう値ち（第一ラウンド）

兵士×３グループ　……16

修太郎　　　　　　……６




ＧＭ：では、ビルの通路を走る修太郎。前後には兵士が迫せまり、銃弾を放ってきます。

修太郎：戦ってる暇ひまはない。ガードしながら、走はしり抜ぬける！

ＧＭ：では、脱出のためのＦＳ判定になります。ハプニングチャート振ってね。

[image: ]

修太郎：よし、チャートの結果は何もなし！　セットアップで《虚きよ無むの城じよう壁へき》。

ＧＭ：こちらは特になし。では──兵士の攻撃。




　兵士の持つＰＤＷが銃弾をバラ撒まく。

　しかし、修太郎の〝魔眼〟を貫つらぬくことはできず、ことごとく弾はじかれてしまう。




ＧＭ：さすがに、修太郎には一般人兵士の攻撃は通用しないねぇ。

修太郎：けっこうギリギリですけどね。そして侵蝕率もどんどん上がっていく。

ＧＭ：では、修太郎の行動順です。

修太郎：ＦＳ判定します。〈回避〉で──お、クリティカルした。達成値16で進行値２。

ＧＭ：はい、キミは兵士を振ふり切きり、階かい段だんを駆かけ下おりる。どうやら、一階まで来たようだ。

修太郎：あとは、この通路を抜ぬければ……！

ＧＭ：──が、その通路の先には、新たな人ひと影かげがあります。

修太郎：うう、また兵士？

ＧＭ：いいえ、アカデミアの生徒です。ひとり。

修太郎：…………ものすごく、嫌いやな予感。

ＧＭ：虚うつろな目をしたその生徒の髪かみがゆらりと持ち上がって──蛇になる。

一同：ヴィペラちゃんだ────っ!!

ＧＭ：──では、第二ラウンドへ。




◆第二ラウンド：ＶＳ機島戦

行動値（第二ラウンド）

機島　　　　　　　……20

エナ　　　　　　　……18

透子　　　　　　　……17

兵士×２グループ　……16

れい　　　　　　　……６
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エナ：まだミドルだってのに、侵蝕率やばぁ……。

れい：でもっ、やるしかないよ！

ＧＭ：セットアップないですね？　では、機島の行動ですが──ＰＣ全員、位置がバラバラだな。仕方がないので、目の前のれいを拳で殴なぐります。

れい：うう、きなさい！

エナ：ブラックドッグ同士、鉄てつ拳けん同士の殴りあい！

ＧＭ：では《アタックプログラム》その他で──達成値、む、低い……17！

れい：ドッジします！　……ちょっと足りない。

エナ：フレーズちゃん、２回目の《妖精の手》だ！

ＧＭ：「は、はい～！」フレーズが、周囲のあれこれを浮うかせて攻撃を妨ぼう害がいし、れいは回避に成功！　しかし、機島の拳から放たれる電でん撃げきで、半はん透とう明めいの体が吹ふき飛とばされます。これでフレーズの能力は打ち止め──続いて、エナです。

エナ：よし、あれを使うぞ。団吉ちゃんのアフロから材料を取り出して組み立てる……レールガン！

ＧＭ：「任まかせとけ！」ってノリノリで団吉が一いつ緒しよに組み立てるよ（笑）。

エナ：砲ほう身しんに「天才」と書いてある、でっかい銃が完成する！　くらえ、あたいビーム！

一同：あたいビーム！（笑）




　即そく席せきで作った砲ほう塔とうから、猛もう烈れつな加速と共に、砲ほう弾だんが撃うち出される。

　電でん磁じ力りよくを纏った砲弾が、近きん距きよ離りから機島を襲う！




エナ：ええい、この際さいだ、《勝利の女神》も使って達成値──84！　《バリアクラッカー》でガード不可だ！

ＧＭ：ドッジとか無理。ダメージください。

エナ：合計ダメージが……78点！

ＧＭ：残った《電磁反応装甲》を全部、２回使用。28点抜ぬけた。

エナ：よし、相手のリソースが削けずれてきた。

透子：次は私か。（考えて）……こっちの兵士を先に倒たおす。《レーザーファン》を組み合わせて範囲攻撃だな。




　透子は、トループのカバーリング対たい策さくに、マイナーアクションでジェネシフト。侵蝕率を[image: 123]％まで上昇させて《不ふ可か避ひの魔ま弾だん》を使用。

　カバーリング不可となったガラスの茨いばらにより、兵士たちは絡からめ取とられて戦闘不能となる。




ＧＭ：では、透とう明めいな茨で拘こう束そくされ、「な、なんだこれは……」と動けなくなります。

透子：よし。あとは、れい──決めてしまえ。

れい：行くわよ！　ラブ☆ハリケーン！　達成値49っ！

エナ：よし、高い！　最後の《バリアクラッカー》でガードも不可だ。

ＧＭ：……ドッジします。

透子：49は出ないだろう。

ＧＭ：ここで──Ｄロイス「戦場の死神ジエノサイダー」を使用。対決に勝利します。

エナ：！　「陽炎かげろうの戦場」専せん用ようＤロイスか！　また珍めずらしいものを……。

ＧＭ：さらに、《朧おぼろの旋せん風ぷう》。ドッジに成功したので、即そく座ざに追加行動！




　至し近きん距きよ離りでの殴なぐり合あい──。

　れいの巨きよ拳けんが機島を捉とらえたように見えた、次の瞬しゆん間かん。

　機島の姿すがたは朧のように薄うすれ、れいの背はい後ごへと回まわり込こんでいた。




ＧＭ：「力ちから任まかせでは、私は倒せんと言ったはずだ」れいの背せ中なかに手を当て、電撃を放ちます。

れい：ううっ……避さけられなかった。ダメージ55点、倒れるけど……。機島先生のロイスをタイタスにして……「尊そん敬けい」を、あんたなんか先生じゃないや！　って昇華！

ＧＭ：「いや、まあ、うん。教師ではない」（一同笑）

エナ：最初に教師として出て来たんで、イメージが先生っぽいんだよね。

透子：あと、意外と教え好きに見える。アドバイスするし（笑）。

ＧＭ：そうですね（笑）。でも、機島は「私は……兵器だ」と言う。

れい：そんなわけないのに……もおっ！

ＧＭ：──では、第二ラウンド、修太郎サイドです。




◆第二ラウンド：修太郎脱出行

行動値（第二ラウンド）

兵士×３グループ　……16

ヴィペラ　　　　　……10

修太郎　　　　　　……６




ＧＭ：では、第二ラウンド。修太郎の前には、明らかに操あやつられているヴィペラ。

透子：ＡＲＦが完成したら、オーヴァードを操そう作さできる、とか言っていたが……。

エナ：それを先行で試した、ってところなんだろうね。

修太郎：ヴィペラさん、ちょっと！　気を確かに！

ＧＭ：はい、ＦＳ判定の技ぎ能のうは、〈意志〉〈交こう渉しよう〉に変へん更こうです。ヴィペラに声をかけて、正気に戻もどす……という判定。あ、別に攻撃してもいいですよ。

修太郎：しません！（笑）　が、その前にハプニングチャート……ひとりだとハプニング怖いんだよなぁ……お、進行判定のダイス＋５個！　これはいい。

ＧＭ：ラッキーだね。だがしかし、先に敵が動くのであった。

修太郎：前のラウンドに、マイナーで《骨ほねの剣けん》出したんで、ガード値20になってます。

ＧＭ：20！　それはちょっと……。




　修太郎が生み出した〝魔眼〟の盾たては、かつてないほど強力だった。

　第一ラウンドでも、ダメージを全然与あたえられなかったのに、さらにガード値が上昇。これはちょっとダメージを与えるのは無理だろう……と思いきや。




修太郎：一発目は《グラビティガード》してダメージ０。二発目は、ダメージ17点だったので、もうエフェクトなしで普通にガードしてダメージ０！

ＧＭ：うへえ……三発目の達成値は15だよ。

修太郎：それなら今回もエフェクトなしでガードします。

ＧＭ：ダメージは……おや？　２Ｄ10で20出して、合計34。

修太郎：げっ、げえ！　14点通って……残りＨＰ１!!

エナ：余よ裕ゆうぶっこいて、素すガードとかしてるから……（笑）。

ＧＭ：そして、ヴィペラの行動です。ふふ、第二話から、ほぼそのままデータを持ってきました。マイナーの《オウガバトル》《骨の剣》から、メジャーは《急所狙い》その他！

修太郎：くっ……《グラビティガード》《魔ま人じんの盾》！　〝星の魔眼スターズ〟──ペルセウス座モード：ペルセウスに……さらに竜座モード：ドラコ！　竜の鱗うろこで強度を上昇！

ＧＭ：げ、《魔人の盾》があったか……だが、ダメージは65点！　どうだ！

修太郎：ガード値は50＋４Ｄ10……70点まで止めます。




　ヴィペラの髪かみが無数の蛇となって伸のび、修太郎に襲おそいかかる。

　だが、星せい座ざをふたつ宿した〝魔眼〟の盾は、蛇髪を易やす々やすと弾き──逆ぎやくに修太郎は一足で、ヴィペラの眼がん前ぜんに迫る。




修太郎：ヴィペラさん、聞こえる？　キミは、もうそんな風に操られたりしないはずだ。一度は、仮面の誘惑にも耐たえたんだから！　──〈交渉〉の判定、クリティカル！

ＧＭ：うお、二回クリティカルして23か！　一気に進行値５になった。




　修太郎の言葉に、ヴィペラの瞳ひとみに光が戻もどる。

「星川……修太郎？　私、は……」




修太郎：よかった……。戻ったんだね。

ＧＭ：「そうか、私は、あの機械で……。星川修太郎、あの機械はまずい。止めなければいけません」と、ヴィペラは苦しげに膝ひざをつきながら言います。

修太郎：うん、もちろんだよ。あんな風に洗せん脳のうされるなんて、許ゆるせない。

ＧＭ：「いえ、それだけではないのです。あのＡＲＦは、強引にレネゲイドの動きを抑おさえ込こみます。そのせいで、かえって体内では活かつ性せい化かしてしまう」

修太郎：どういうこと？

ＧＭ：「フィールドが完成してしまったら、その中のオーヴァードは、遠からず全員がジャーム化します」

一同：なんだって!?

ＧＭ：「そして、私が操られていたのは……あれは、洗脳ではないのです。アイザックの目的は、レネゲイドそのものを支し配はいすること──」




　ヴィペラは言う。

　アイザックの研究は人工知ち能のうではなく、「レネゲイドそのものにプログラムを刷すり込こみ、オーヴァードを操ること」。つまり、侵蝕されていればいるほど、管理しやすくなる。




ＧＭ：｢私が意い識しきを取とり戻もどせたのは、まだジャーム化していないからです。ＡＲＦで全員をジャーム化させ、それをロボットのように操る……それがアイザックの計画です」

修太郎：な、なんだよそれ……。

エナ：あ、それで五話の戦車はジャームだったのか。

ＧＭ：そうです。ヴィペラはさらに何か言おうとして、咳せき込こむ。

修太郎：ヴィペラさん、無理しないで。とにかくここを出よう。みんなと合流すれば──。

ＧＭ：と、言っているところで──進行値４のイベントです。通路の先に大きな扉とびらがあります。それがこのビルの出口なのですが、その扉が開き──。

修太郎：光だ！　あそこから出れば……。

ＧＭ：そこに、無道ささきとベアトリス・ハックマンが立っている。もちろん、目はうつろ。

修太郎：ギャ──────────────────っ!?（一同笑）

透子：ささきー！

れい：もう、ベッキー、ばかっ！

エナ：これ、修太郎……消し炭になるんじゃ……（笑）。

修太郎：や、やばい。やばすぎる！

ＧＭ：ふたりが構かまえたところで──第二ラウンド、終了です。




◆第三ラウンド：ＶＳ機島戦

行動値（第三ラウンド）

機島　……20

エナ　……18

透子　……17

れい　……６
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エナ：こりゃもう、速そつ攻こうで倒すしかない。相手も、そうＨＰに余裕はないはず。

ＧＭ：そうですね。体のあちこちが傷きずつき、機械が見えて、そこからバチバチと電気が走っている。「負けはしない……私は兵器だ。負けるわけにはいかんのだ！」

透子：…………お前、もしかして、負けたいんじゃないのか？

ＧＭ：「何を、言っている？」機島が初めて、不思議そうに透子を見ます。

透子：お前は、過去に暴走して誰かを傷きずつけたんだろう？

ＧＭ：「……弟だ」そう呟つぶやいて拳を握にぎると──力を入れすぎて、装甲が割われる。

透子：罰ばつを……自分を終わらせる方法を、探してたんじゃないのか。

ＧＭ：「違う！　私は、道具だ。機械だ！　ただ、それだけだ……」

れい：……必死すぎて、機械には見えないよ。

ＧＭ：「機械になるんだ。そうじゃなくちゃ……なんのためにこの身体を手に入れたのか。私は、私はもう……繰くり返かえしたくない。繰り返させるわけにはいかない！」

透子：それで、他人からも意志を奪うばいとるつもりか。お前は……逃にげているだけだ！

れい：透子……。

透子：失敗して、繰り返したくないから逃げ出したんだ！　……そんなのは、ダメだ。逃げて、大事なものを作らないようにして、閉とじこもって……それじゃ、ダメなんだよ。

ＧＭ：「黙だまれ……黙れ！」──機島は叫さけんで、右みぎ腕うでのサイバーアームが変形。剝むき出だしになった機械の腕を、地面に叩たたき着けると──周囲に電撃が広がります。

エナ：うっ、もしかして《フラッシングプラズマ》？

ＧＭ：はい。シーン全体を攻撃する、ピュアブリード専用エフェクト。シナリオ１回。

エナ：そんなもの持ってたんだ……！

ＧＭ：では、機島の行動。マイナーアクションで《メタルフュージョン》。機械部分が再さい生せいしていって、ＨＰが回かい復ふく。う……７Ｄで19。低い！　……27点回復。

れい：回復してくぅ～！

ＧＭ：メジャーアクションは《フラッシングプラズマ》《雷光撃》その他で攻撃。ダメージとか達成値は下がりますが、全員を対象に攻撃します！

透子：──《フラッシュゲイズ》！

ＧＭ：元のダイスが減へってるからきついな。２個で判定か……だが、クリティカル値７！

エナ：これを喰くらうと、わりともう戦えなくなる。つーか、まだクライマックスでもないのに、無茶苦茶だ！（笑）

ＧＭ：ははは。最終話だからね！　ダイス振るぜ！　とうっ……！

れい：（ダイスを見て）一番高いダイス目が、３。

ＧＭ：……達成値……７です。

エナ：お前、とーこちゃんの話で、むちゃむちゃ動どう揺ようしてるじゃん……（笑）。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな！」うおー、まさかこんなことに！

エナ：まあ、《守りの弾たま》で止めておくよ。──成功。あたいはこれで行動済み。

透子：やはりお前は、負けたがってるんだよ。

ＧＭ：「違う。私は……。そんな……弟のために……」

透子：自分の傷を他人に押おしつけて！　守ることから逃げ出して！　──大切な人を傷つけたことは、なかったことにはならないのに！

れい：あたしも、たすきで……「命の重みと明るい未来」って見せておく。

修太郎：ちょ、え？　ポスターの標語……？（一同笑）

透子：攻撃するぞ。相手はひとりだが、《レーザーファン》で範囲にしておく。──達成値51！　《ストライクミラージュ》を組みあわせて、リアクション不可だ。

ＧＭ：ガードができない……！　命中です！




　ガラスの花弁が舞う。機島は鋼こう鉄てつの腕うでで身体をかばうが──。

「──れい」

「おっけー！」

　透子がガラスの花弁を放つと同時。れいの腕から激はげしい雷らい撃げきが放たれる。




透子：れいの《爆雷撃》を合わせてダメージは80点。ここまでだ、機島。

ＧＭ：……ぐ、そうですね。これで倒たおれます。「そんな、馬鹿な……」

透子：……お前は、自分の罪つみから目を逸そらしていた。どうせ守れないから、本当に守りたいものを見なかったことにしてたんだ。──私と、同じだ。

ＧＭ：「なら、何な故ぜ……私は負けた」

透子：私には仲間がいるからだ。間ま違ちがっていることを教えてくれた。お前も──お前も、自分の傷を……痛いたいから助けてくれと、そう言えばよかったんだ……。




　膝をつく機島。機島の前に、立たち尽つくす透子。

　そして──れいは、機島の前に進み……彼かの女じよを抱だきしめた。




ＧＭ：「光月れい……何のつもりだ」

れい：あたしも、透子も。エナちんだって、ほっしーだって、ひとりじゃ、うまくできなかったもん。でも、一緒だから、なんとかなるって思えるんだよ。

ＧＭ：「…………」

れい：あなたは間ま違ちがえたけど、弟さんを傷つけちゃったけど、それで、自分じゃなくなるなんて、機械になるなんて、できないよ。だめだよ。

ＧＭ：「……でも、私は……」

れい：あなたはさ──そのままの、あなたでいいんだよ。

透子：れい……。

エナ：れーちゃん……。

透子：自分は言われたことないのに。

れい：ちょっと！　今大事な話してるの!!（一同笑）

ＧＭ：──では、れいに抱きしめられて、機島は力を抜ぬきます。戦闘終了です。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：ということで、修太郎くんの方にも変化があります。

修太郎：あ、向こうの戦闘が終わったからか。

ＧＭ：はい。……ささきの、全力攻撃……したかった……（一同笑）。

エナ：なんだそれ（笑）。

ＧＭ：ささきは、固こ定てい値ちで[image: 150]点くらいのオーラ出てた。

修太郎：死ぬ、それ喰くらったら欠片かけらも残らず死ぬ！（笑）

ＧＭ：なのですが……えー、ささきに向かって、衝しよう撃げき波はがいくつも飛びます。ささきはそれを拳で弾はじき飛とばす。そして、ベッキーには、〝従じゆう者しや〟が飛びかかる。

一同：────新手!?

ＧＭ：──ここで、割り込みで回想シーンが入ります。




　何処とも知れぬ、暗い──闇に包まれた部屋。

「──お待たせしました、全員分の、新しい仮面です」

　不意に、幾条ものスポットライトが灯り、仮面の男女が照らし出される。

「皆さんには、この新しい仮面を使って……第三生徒会を助けてもらいたい」

「どういうことだ？」

　顔の見えない神父姿の男は、穏やかな笑みを返した。

「この学園が失われるのは、みなさんの〝欲望ねがい〟にとっても、望ましくないでしょう？」

　仮面の者たちは、神父の言葉に沈黙──肯定を返す。

「それでは、見せてやりましょう。我ら、ディオゲネスクラブの力を！」




一同：ディオゲネスクラブがきた──────っ!?

修太郎：さっきの新手は〝マスターブレイド〟と、〝プラネータ〟か！
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ＧＭ：〝プラネータ〟が修太郎を見る。「お兄ちゃんも、〝星〟の能力使うんだって？　ボクたち、トモダチになれそう！」

修太郎：き、キミたちは一体……！

ＧＭ：で、〝マスターブレイド〟は、ささきの前に進んで、「以前の決着がまだだったな、総そう番ばん長ちよう──無道ささき」と刀を構かまえる。ささきは「ガルルルル！」と言う。（一同笑）

透子：ささき……なんか、あんまり違い和わ感かんがない（笑）。

修太郎：もしかして、助けてくれるの……？

ＧＭ：「……足止めだけだ。さっさと、メインコンピュータとやらを破は壊かいしろ」

修太郎：ありがとう！

ＧＭ：ヴィペラも「先に行ってください。私も足止めをしておきます。ＡＲＦを破壊できれば、無道ささきとベアトリス・ハックマンは元に戻るはずです」。

修太郎：わかった。気をつけて。と言って──走り出す！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：──一方、三人の方でも、変化があります。周囲では、他の生徒が兵士に押おされているんですが、そこで──花びらが舞まい、兵士がバタバタと倒れていく。

透子・れい：カルっぺだ！
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ＧＭ：「こんなところでグズグズしてないで、早くＡＲＦとやらをなんとかしなさい」

エナ：く、美お味いしいとこだけ取りに来やがって……（笑）。

透子：お前たち、機島にやられたんじゃなかったのか？

ＧＭ：「──さっき、うちのボスが新しい仮面を持ってきてくれたんで、エフェクトがまた使えるようになったのよ」

エナ：……ボス？

ＧＭ：「うん。いつも影に隠れててよく見えないひと。仮面どこから持ってくるのかも、よくわかんないんだよね。あ、そういえば、『星川修太郎に会ったけど、あいつ面白いねー』とか言ってたわよ」

修太郎：神父だよなぁ……あ、あいつがボスだったのか……（笑）。

ＧＭ：「ま、それはともかく。わたしたちも、あのアイザックってのは気に入らないからね。ＡＲＦを止めるのは、手伝ってあげる」

れい：助けてくれるんだ！

ＧＭ：「あなたたちとは、掲かかげる理想は違うけど……学園自体がなくなるのは、こっちも困こまるもの。ま、仲間になるわけじゃないけど、今だけ、協力するわ」

エナ：よし！　ここはカルっぺちゃんに任まかせて、メインコンピュータを破壊しにいこう！

れい：うん、行こう！

透子：……機島をチラっと見て。──ああ、行こう。

ＧＭ：では、クライマックスです！



《アタックプログラム》　攻撃の達成値を上昇させるブラックドッグのエフェクト。

陽炎の戦場　東欧の小国を舞台にしたミリタリーものステージ。『ディスカラードレルム』掲載。

《朧の旋風》　ドッジ成功時に追加行動を行なう一般エフェクト。ＨＰを10点失う。

《オウガバトル》　ダメージを上昇させるノイマンのエフェクト。

《急所狙い》　ダメージを上昇させるノイマンのエフェクト。

《レーザーファン》で範囲に　れいの《爆雷撃》は範囲攻撃のみダメージ増加が可能なので、範囲攻撃にしている。









　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆決戦、オーヴァードアカデミア　Scene Player ─── 星川修太郎ほしかわ・しゆうたろう




　指し揮き官かんである機き島じまは倒たおれ、そして、ディオゲネスクラブの増ぞう援えん。

　戦せん闘とうのプロである兵士たちは、今や、押おし寄よせる生徒たちに圧あつ倒とうされていた。

　ＵＧＮブロック。研究所前。

　傷きずつきながらもたどり着いた三人の前に──修太郎が、立っていた。




ＧＭ：──と、いうわけで合流です。

れい：ほっしーっ♡

透とう子こ：無事だったか、修太郎。（ほっと息をついて）……信じていたぞ。

エナ：自力で脱だつ出しゆつしてくるなんて、すっごいじゃん！

修太郎：いや、自力……ってわけじゃないけど。説明すると長い（笑）。とにかく、急いでメインコンピュータを止めて、ＡＲＦを解かい除じよするんだ。このＡＲＦはただエフェクトを封ふうじたり、洗脳するだけじゃない、もっと危あぶないものなんだよ。

エナ：……まあ、エフェクト使用禁きん止しにするけど副作用はない、なんて。都合よすぎると思ったんだよねー。

ＧＭ：キミたちの後ろには、団だん吉きちやしねま、黒くろ沢さわくんにリオーネや小石、千ち鶴づ香かにロボ子、フレーズなど、仲間たちが来ています。で、マキちゃんが、「だいぶ傷きずついているようだね」と、ドリンクを出す。「一個こしか残ってなくて、悪いけど」

エナ：あ、１ターン１回の効こう果かって、クライマックスでも使えるの？

ＧＭ：そうです。団吉やしねまも使えますよ。

透子：では、修太郎が飲むといい。

修太郎：ありがとうマキさん！　これでＨＰ全ぜん快かい。

エナ：そうだ、クリスタルシールドも拾って、しゅーたろーに渡わたしておこう。

修太郎：おお、これは、いいものだ！

れい：これで、準じゆん備びバッチリだね！

透子：ああ。では、研究所に行くか。

ＧＭ：みなさんが、メインコンピュータのある研究所に入ろうとすると……正面の大きな扉とびらが、勝手に開きます。

一同：ん？

ＧＭ：さらに、その向こうにある扉も、その次の扉も──次々と開いていく。そして、一番奥おくには、円えん筒とう形けいの巨きよ大だいなコンピュータがあり、その脇わきにはアイザックが立っている。

修太郎：アイザック！　すぐに、そいつを止めるんだ！

ＧＭ：アイザックは、大げさに溜ため息いきをついてみせます。「まさか、ここまで迫せまられるとはな。機島め、まったく、役に立たないガラクタだ」

透子：……お前。

れい：ひどいこと言わないでよ！

ＧＭ：「ははは、殴なぐり合って友ゆう情じようが芽生えたか？　機島も、ずいぶんと情じように流されていたようだしな。──まあ、いい。キミたちの望む通り、ＡＲＦを解除しよう」

修太郎：え？

透子：……ずいぶん、あっさりだな。

エナ：自分は戦う能のう力りよくがないから……とか、そういう話かな。

ＧＭ：「コレを起動するためには、制せい御ぎよ能力をすべて割わり振ふらねばならないのでね。だから、使いたくはなかったのだが……こうなってしまっては、仕方がないな」

修太郎：一体、何の話をしてるんだ？

ＧＭ：「ＡＲＦの起動実験は中止ということだ。そして、キミたちの相手は──この私わたしが造つくり出だした、オーヴァードの完成形が、することになる」研究所全体、いや、ＵＧＮブロック全体が揺れ始めます。そして、道路や建物が変形し、割われたり移い動どうして──ブロック全体が、起き上がっていく。

修太郎：ま、まさか……まさか……！（笑）

ＧＭ：そして、アイザックのいる部屋を頭部に収納し──高さ数十メートル以上もある、超ちよう巨きよ大だいな人型の機械が起き上がっていきます。

一同：巨大ロボだ────────────っ!!（爆ばく笑しよう）




　地下に格かく納のうされていた脚きやく部ぶ。道路やビルが変形、組み合わさってできた腕わん部ぶ。それは人型──というよりは、不ぶ格かつ好こうな人形のような存そん在ざいだった。




ＧＭ：そして、強きよう烈れつなレネゲイドの波動が周囲に放たれる。アイザックが、キミたちを見下ろし──ええと、どこにいるんだコイツ。……じゃあ、肩かたに乗ってる（一同笑）。
















透子：み、見える……姿すがたが、ありありと（笑）。

ＧＭ：「ふふふ、どうだね。貴き重ちようなレネゲイドクリスタルを核コアとした、ジャーム化したＥＸレネゲイド。それが、この……この……」（[image: ←]シナリオをぺらぺらめくっている）

れい：この？

ＧＭ：「………………ジャームロボだ」（一同爆笑）

修太郎：なんでそんな適てき当とうな名前なんだよっ!?（笑）

ＧＭ：「な、名前が、思いつかなかったのだ……」

エナ：お前それ、アイザックじゃなくて、やにおのセリフだろ（笑）。

修太郎：前回出て来たジャーム戦車の巨大バージョンみたいな感じかな。

ＧＭ：「そうだ、あれは、このジャームロボのためのテスト機だ。無む論ろん、このジャームロボは、あの戦車などとは比くらべものにならない強さを誇ほこっている」

エナ：（しみじみと）アホっぽくなってきたなぁ、お前（一同笑）。

ＧＭ：「ふん、このロボの力を見ても、笑っていられるかな？」




　巨人の体、そのあちこちから、銃じゆう口こうや砲ほう塔とう、ミサイルポッドなどが現あらわれる。

　巨人が、全身から炎ほのおの糸を放ち──数すう瞬しゆん後。

　学園島の各所で、大だい規き模ぼな爆ばく発はつが起こる。




一同：げえっ！

修太郎：ちょ、ちょっと、学園ごと破は壊かいするつもりなのか!?

ＧＭ：「そうとも。学園島は一度更さら地ちにして、作つくり替かえる。私の理想のための実験場。オーヴァードを完全に支し配はいし、機械に変える場所に」

修太郎：その実験に使われたオーヴァードは、ジャーム化するんだろう!?

ＧＭ：「元の意い志しや思考など残すつもりはないのだからね。ジャームで何の問題がある」

透子：コイツは……最悪だな。話にならないぞ。

ＧＭ：「オーヴァードが、自分を人間だと思っていることこそ、最悪の事じ態たいなのだよ。貴き様さまらはバケモノ、人類の天てん敵てきたる怪かい物ぶつだ！」

れい：こいつ……！

ＧＭ：「このジャームロボこそ、人類の希望！　…………う」

れい：どうしたの？

ＧＭ：「もっとマシな名前つければよかった」（一同爆笑）

エナ：まったくだよ……（笑）。

修太郎：アイザック……お前は、間ま違ちがってる。オーヴァードだって、同じ人間だよ。この学園にいるみんなは、そのことをわかってる！

ＧＭ：修太郎がそう言うと──「そうでありますよ！」と背はい後ごから声がする。しねま、ギルバート、リオーネ……一いつ般ぱん生徒たちが、声をあげる。「フッ、第三生徒会の諸しよ君くんは、いや、オーヴァードの生徒たちは」「わらわたちの、友じゃ！」

れい：みんなぁ……！

透子：……そうだな。

ＧＭ：そして、「まったくだね。みんなで幸せになろうよ」という声が。

透子：雲雀ひばりか！




「──やあ、こっちもなんとか脱出できたよ」

　にこにこする雲雀と、傍かたわらに、文字通り影かげのように立つ影田。

「あのロボが暴あばれると、被ひ害がいが島中に及およびそうだ。僕ぼくは、他の生徒たちの保ほ護ごや、避ひ難なん誘ゆう導どうをやる。だから、ロボはキミたちが──止められるね？」




修太郎：もちろんです。そのための、第三生徒会ですから。

エナ：避難誘導とか、どうやるの？　割わりと学園中混こん乱らんしてるけど。

ＧＭ：「彼かの女じよの力を使えば、島中に声を届とどけることができる」──そう言った雲雀の背後には、なにやら、バツが悪そうな顔をした、ベアトリスが（一同笑）。

れい：あんた、なんか洗せん脳のうされて……。

ＧＭ：「いっ、言うな！」と、真っ赤になるベアトリス。そしてその向こうには、眠そうなささきと、それを支ささえるヴィペラの姿も。

修太郎：よかった、無事だったんだね。

ＧＭ：続々と、修太郎の前に生徒たちが集まってきます。戦闘のサポートをする者もいれば、避難の手伝いや治ち療りようを行なう者も……みな、修太郎を見ています。

エナ：しゅーたろー、みんなに、何か言ってあげよう。

修太郎：……うん。みんな、敵てきはあんなに巨大で、恐おそろしいけれど。でも、僕らが──みんなが、力をあわせれば、きっと勝てる。

一同：……。

修太郎：僕は……この学園が好きだ。オーヴァードも、一いつ般ぱん人じんも、一いつ緒しよに、友達として過すごせる、この学園が。そのままの自分でいられる……ここが。

透子：……そうだな。

修太郎：だから、学園を守りたい。そのために、力を貸かして欲ほしい。みんなの力を合わせれば、絶ぜつ対たいに勝てる。あいつはひとりだけど、僕らには、仲間がいるんだから！

れい：もちろん♡

透子：ああ──修太郎の言う通りだ。

エナ：だね！

ＧＭ：生徒たちが一いつ斉せいに「おう！」と声をあげます。

れい：あたしのたすきも、「心をひとつに！」ってなってるよ！（一同笑）

ＧＭ：「お兄様、ロボ子も──わたしも、一緒に戦います」

修太郎：ありがとう、ロボ子ちゃん。ありがとう、みんな。──さあ、行こう！




　こうして、アカデミアを守るための、最大の戦いが──始まった！




ＧＭ：学園中の仲間が協力してくれる、ということで、全員、回数制せい限げんのあるリソースが１回分、回かい復ふくします。エフェクト以外の装そう備びやＮＰＣカードの効果でも構かまいません。

一同：おおっ！

ＧＭ：回復するものは、選んでおいてください。続いて──それを見たアイザックが、ロボの上から「ふん、茶番だな」と吐はき捨すてます。そして、ロボから強烈なレネゲイドの力が放たれ、衝しよう動どうが刺し激げきされる。

エナ：うお！　衝動判はん定ていか！

修太郎：やばい。もう侵しん蝕しよく率りつが厳きびしい。これ以上は──。

ＧＭ：──そこで、〝ぱん！〟と、手を叩たたく音がすると、周囲に渦うず巻まいていたレネゲイドが一気に雲うん散さん霧む消しようする。

一同：……!?

ＧＭ：「やれやれ、子こ供どもたちばっかりにがんばらせて、情なさけないねえ」手を叩いた姿し勢せいで、苦笑いしているのは、〝魔ま女じよ〟フレデリカ・ソールド。
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エナ：魔女のばーちゃん！

ＧＭ：はい。彼女の能力で、衝動判定がキャンセルされました。その隣となりには、和わ服ふく姿すがたの関口香西せきぐち・こうさい。「遅おそくなってすまないね」

修太郎：関口先生！

透子：オールスターだな。

ＧＭ：その後ろには、学園長や、一般人の教きよう師し、麻生麻美子あそう・まみこも立っています。彼らは彼らで、ＵＧＮに連れん絡らくしたり、市街区の一般人を保護したりしてました。

[image: ]

エナ：なるほどね。教師たちも仲間だ、って演えん出しゆつだ。

ＧＭ：はい。一般人の麻美子ちゃんはオロオロしながら、「こ、こんな危ないこと……先生がなんとかします！」って、バットとか持ち出して、周りの生徒に止められている（一同笑）。

れい：ええひとや……。

ＧＭ：学園長は、「私は、生徒を信じています。あなたたちなら……きっと、できる。頼たのんだわよ、第三生徒会」と言います。

修太郎：はい！　大だい丈じよう夫ぶです。この学園を守りたいって思う、みんながいるから。

れい：そうだよ！

ＧＭ：──では、ラウンド進行に入りましょう。




◆第一ラウンド

行こう動どう値ち（第一ラウンド）

ジャームロボ　……17[image: →]33

エナ　　　　　……18

透子　　　　　……17

れい　　　　　……６

修太郎　　　　……６
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ＧＭ：まずはセットアップ。ジャームロボは、Ｅロイス《ありえざる存在》で取得した《加か速そく装そう置ち》を使用。行動値が33に上昇！

修太郎：速いっ！

ＧＭ：さらに、Ｅロイス《唯ゆい我が独どく尊そん》でセットアップをもうひとつ。「ふっ、どれだけ頭数を集めても無む駄だだ。ジャームロボが起動した以上、待ち受けるのは……破は滅めつ！」と叫さけぶと、Ｅロイス《破滅の足音》を使用します。

エナ：あれかぁ（笑）。

ＧＭ：１Ｄ10して……４。＋１で──５ラウンド後のクリンナッププロセス、つまりラウンドの最後に、シーン内のキャラクターは全員、戦せん闘とう不ふ能のうになります。

透子：すごいボスっぽい能力だ……。

エナ：でも、５ラウンド後だからね。そんなに戦闘続かないよ（笑）。倒たおせば効果解除だし。

ＧＭ：「ふっ」アイザックは、小こ馬ば鹿かにしたように笑う。「貴様らでは……いや、誰だれも、このジャームロボを止めることはできん！　無む敵てきのバリアがある限かぎりはな！」──えーと、具体的にはＥロイス《不ふ滅めつの妄もう執しゆう》を持っています。

修太郎：うお？　倒しても復ふつ活かつするＥロイス？　ちょっと、それは困こまる！

ＧＭ：──が、そこで演出が入ります。




「ふふ、永えい遠えんに続くものも、決して壊こわれないものも、この世にはないわ」

　声と同時に、ロボの体に花びらが、従じゆう者しやが、そしてすべてを断たち切きる刃ブレイドが襲おそいかかり──虚空に亀裂が入る。

〝カルペ・ディエム〟、〝プラネータ〟、そして〝マスターブレイド〟。

　──ディオゲネスクラブ。




ＧＭ：それ以外にも、多くの生徒たちが、それぞれにロボに立ち向かっていきます。




　千鶴香の刀が、ささきの拳こぶしが、ヴィペラの蛇へびが、ベアトリスの超ちよう音おん波ぱが。

　影田の斬ざん糸しが、カミーユの光こう剣せんが、団吉の砲ほう弾だんが、スクードの爪つめが。

　マキの体当たりが、フレーズの念力が、ロボ子のミサイルが。

　サッカー部の魔ま球きゆうに野球部のバット。ありとあらゆるエフェクト、そして一般生徒までが、空くう気き銃じゆうやパチンコを持ち出して攻撃にくわわる。本当に多くの──みんなの力が。

　ロボを覆おおうバリアに集まり、そして──砕くだいた。




ＧＭ：学園にいる、みんなの力が集まったことにより、《不滅の妄執》は解除されました。

れい：すごいね、みんな、一緒に戦ってるんだね！

ＧＭ：その通りです。──では、ＰＣのセットアップ。

修太郎：《虚きよ無むの城じよう壁へき》！　……いくよ、みんな。

一同：おう！

ＧＭ：アイザックは、バリアが砕かれたことで忌いま々いましげに顔を歪ゆがめる。「オーヴァードどもが……！」──行動値33で動きます！　マイナーアクションで、《ハンドレッドガンズ》《ダブルクリエイト》《オウガバトル》。




　ビルほどもある巨人の全身に、新たな砲塔が突つき出でると、一斉に火を噴ふいた。




ＧＭ：兵器を起動させて、《ギガンティックモード》《マルチウェポン》その他で、ＰＣ全員を対象に範はん囲い攻撃！　ファイア！

エナ：武ぶ器きを造って、《ギガンティックモード》の代だい償しようで破壊する、って繰くり返かえしか。確たしかに、兵器が山ほどある感じの動きだ。

修太郎：みんなは僕が守るよ。《孤こ独どくの魔ま眼がん》！　〝星の魔眼スターズ〟──アンドロメダ座モード：アンドロメダ！

ＧＭ：「ちっ、〝魔眼〟による重力操作か。だが、盾たてになって砕くだけ散ちるがいい！」さすがにロボはダメージでかいですよ。達成値48の──ダメージ、90点！

れい：やだ、ほんとに強い！

エナ：《ディフェンスサポート》！

修太郎：《魔ま人じんの盾》！　大丈夫、僕は負けない。




　銃じゆう弾だん、砲弾、榴りゆう弾だん、ミサイル、レーザー──巨人が放ったすべての攻撃が、星せい座ざの煌きらめく〝魔眼〟に吸すい寄よせられ──爆ばく発はつ。炎ほのおと煙けむりが揺ゆらぎ、そして──。




修太郎：ガード値は68＋４Ｄで──92！

ＧＭ：「むっ、無む傷きず！　無傷だと!?　　どいつもこいつも、バケモノの分ぶん際ざいで、人間様に逆さからいおって……」アイザックはぶるぶる震ふるえて──さらに多くの兵器をポップアップさせる！　イニシアチブで、《加速する刻とき》！

エナ：追加行動来たね。

ＧＭ：「それほどの防ぼう御ぎよ力りよく、そう何度も使えないだろう！」同じコンボで達成値29。

エナ：今度は《魔人の盾》も《ディフェンスサポート》もないからな……。

修太郎：でも、侵蝕率が[image: 160]％を超こえたから、防御力は上がってる！　《孤独の魔眼》！

ＧＭ：「消し飛べ！」達成値の分、だいぶダメージが下がって──73点。

修太郎：ガード値が──63点。10点受けた。

ＧＭ：うお、固い……！

透子：修太郎を舐なめるからだ。

エナ：よし、あたいの番だ！　いくよ、使用回数を回復したレールガン！

ＧＭ：じゃあ、団吉がキミの前に、追加の材料を置いていく（笑）。

エナ：かちゃかちゃ組み立てて、くらえ、あたいビ──────ムッ！

ＧＭ：「この分ぶ厚あつい装そう甲こう、貫つらぬけるものか！」

エナ：あ、うん。《バリアクラッカー》で装甲値無む視しだから（笑）。達成値は24だけど……いいや、使っちゃえ、《勝利の女神》して42！

ＧＭ：実は巨大すぎてドッジができない、というデータです。武器はないのでガードもなし。

エナ：んじゃ、50点！　装甲無視ね。




　ちゅん──。地上から放たれた一いち条じようのビームが、分厚い装甲を易やす々やすと斬きり裂さいた。

「みたか、あたいビーム！」




ＧＭ：装甲が有ゆう効こうなら弾はじいていたのに……！

透子：だが、装甲無視されれば意味のない数字だ──私の番だ。いくぞ。

ＧＭ：「ふん。貴様、装甲値無視の《クリスタライズ》は使い切っただろう！」（一同笑）

修太郎：だんだん追おい詰つめられて、メタなこと言い始めた（笑）。

透子：生あい憎にくだが、今の私はもう、ひとりではないのでな……さっきの回復を、《クリスタライズ》の使用回数に使ってある。ガラスを矢にして放つ──「Ｓランク：スペシャリスト」も使って、達成値40。矢が空中で分ぶん裂れつして範囲攻撃──れい！

れい：任まかせて！　合体、ラブ☆サンダー！




　ガラスの矢が装甲に突つき立ち、穿うがつ。そして、その疵きずに向けて迸ほとばしる電でん撃げき！

　内部から灼やかれ、巨きよ体たいがバランスを崩くずす。




透子：──80点、装甲無視だ。

エナ：みんな、強くなったよねぇ（しみじみ）。

ＧＭ：くう、次のイニシアチブで《分ぶん割かつ思考》！　行動値マイナス10で未行動に！

修太郎：ノイマンのエネミーエフェクト！　また追加行動か！

ＧＭ：で、行動値23で、ふたたびロボの手番です。「いくらお前が鉄てつ壁ぺきでも、その能力の範はん囲い外がいまでは守れまい……」《ギガノトランス》を組み合わせ、シーン攻撃とします。




　巨人の全身から、さらに兵器が突つき出だされる。

　その銃口は全方位を向き──修太郎たち以外の、避ひ難なん中の生徒や、様々な建物。そして、力なく座すわり込こむ機島をも狙ねらっている。




ＧＭ：「ふん、役に立たなかったガラクタも、ついでに始末してやるさ。機島ァ！」

修太郎：《時の棺ひつぎ》……〝魔眼〟が複数に分裂する。




　修太郎は、静かに目を閉とじ──開く。

　前方に、後方に、空中に、そして機島の前に。数多あまたの黒球が──〝魔眼〟が出しゆつ現げん。

　それぞれが別の星座を宿し、輝かがやく。

　それはまるで、満天の星空のように。




修太郎：〝星の魔眼スターズ〟──全天モード：アトラス。

ＧＭ：……放たれた攻撃は、すべて〝魔眼〟に防ふせがれる。キミたちの後ろで、機島が顔を上げます。「……私も、守ってくれたのか？」

修太郎：透子ちゃんやれいちゃんと、どんな会話があったかは、僕は知らないけど。……機島先生は、もう、機械には見えないです。学園にいる、ひとりの──人間です。

ＧＭ：「……星川、修太郎」

れい：それでこそ、ほっしーだわ♡

ＧＭ：では、ここで機島のＮＰＣカードを入手します。

一同：おおっ！




ＮＰＣカード：機島雷架

《ファイアリンクシステム》

タイミング：オートアクション　　　対象：単体

効果：対象がダメージロールを行なう直前に使用する。そのダメージロールのダイスを＋４個こする。この効果は１シナリオに１回使用できる。




エナ：ダメージ増ぞう加かか。嬉うれしいね。

ＧＭ：それでは、行動値６の修太郎とれいの番です。

れい：よっし、あたしからやる！

ＧＭ：……もう、聞くまでもないんですが。使用回数を復活させたのは──。

れい：《マシラのごとく》！　いくよ、ラブ☆マックス！

エナ：よし！　ここは全力でいこう！　「Ａランク：サポーター」と《支し援えん射しや撃げき》！　それから──出番だよ、リオーネちゃん！　Ａちゃん！

ＧＭ：「うむ。《ゆけい、スクードよ！》」とリオーネ、「任まかせろ。俺おれがなぜ《ギャルゲーマスター》と呼よばれているのか──見せてやる」と黒沢くん！




　盾スクードの名を持つ熊くまが吼ほえ猛たけり、天才科学者が事象に介かい入にゆうする。

　光月れいの右みぎ腕うでで、サイバーアームがかつてないほどの激げき烈れつな電光を纏まとった。

　スクードが巨人の脚あしを駆かけ上あがり、その背をさらに、れいが蹴ける！　数十メートルの巨人に、鋼はがねの拳こぶしを固めた少女が挑いどみかかる。




れい：《リミットリリース》も使ってクリティカル値５！　ダイス23個で──。

ＧＭ：《マシラのごとく》でマイナス５個されてそれかぁ！

れい：──達成値、98！

エナ：しねまちゃん！

ＧＭ：「いっけー、光月れい！　であります！」一緒に熊に乗っていたしねまが、れいの背せ中なかを思いっきり押おします！

れい：これで達成値[image: 100]！　団吉！　さっき入った機島ちゃんも使っちゃえ！

ＧＭ：「超ちよう了りよう解かい。いくぜ、アフロボンバー！」れいの拳に合わせて、団吉がミサイルを放つ！　機島はれいに、「雷らい撃げきを拡かく散さんさせず、収しゆう束そくさせろ。お前の力ならいける」とアドバイスしつつ、サイバーアームにリンクして、出力を上昇させます。

れい：よおっし！　ダメージは──[image: 175]点！

一同：きたぁ──────────────っ!!

ＧＭ：累るい計けい、[image: 305]点！　ロボの胴どう体たいに大おお穴あなが空き──膝ひざをつく！

エナ：やった……？

ＧＭ：ロボのＨＰは、ちょうど[image: 300]！　これで戦闘不能になりますが──《魂たましいの錬れん成せい》！　Ｈモード：サジタリウスＰ50点で復活！

エナ：50点か……。みんなリソースが尽きてる、けっこう辛いぞ。

修太郎：僕に任せて。──行こう、紅之介。

ＧＭ：「ああ、こっちも回復してる。いけるぜ──《もっと、熱くなれよ！》」

修太郎：復活させた紅之介のＮＰＣカードで、ダメージ＋５Ｄ！　盾を投なげ捨すてて、〝魔眼〟を槍やりに変える！　さらにそれを〝魔眼〟の弓につがえる。〝星の魔眼スターズ〟──射手座モード：サジタリウス！

ＧＭ：〝魔眼〟の槍が炎を纏い、矢となって──巨人の胸むねを貫つらぬきます、ダメージどうぞ！

修太郎：ダメージは……52点、装甲値無視！

ＧＭ：巨人の体、その内部から、炎が吹ふき出だす。肩の上で、アイザックが呆ぼう然ぜんとします。「馬ば鹿かな……馬鹿な！　馬鹿なァ──────ッ！」




　ビルほどもある巨人。その姿は、学園島のあらゆる場所から見えている。

　学園中が見守る中、巨人は炎に貫かれ、ゆっくりと……倒たおれた。



《ダブルクリエイト》　複数の武器を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を分裂させ範囲攻撃を行なうモルフェウスのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器で同時に攻撃するノイマンのエフェクト。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックです。ジャームロボが持っていたＥロイスは７個こです。

エナ：Ｅロイスのおかげで、みんなバックトラックはＯＫだね。

れい：あたしだけ三倍振りしたけど、90％で帰ってきた～。

ＧＭ：うん。それなら、エンディング前に軽いイベントが入ります。

エナ：このタイミングで？

ＧＭ：そう。〝魔ま女じよ〟フレデリカが、機島の肩かたに、ぽんと手を置いて──Ｄロイス「古代種」の専せん用ようエフェクト、《リフレッション》を使います。

修太郎：侵しん蝕しよく率りつを下げるエフェクトか。

ＧＭ：これによって、機島はジャーム化しない。まあ、[image: 120]％制せい限げんのエフェクト《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》を８回も使ってるからね。本来はやばかったのです。

修太郎：なるほど。

れい：機島先生も無事でよかったよ！

透子：ああ、これでジャームになられても、寝ね覚ざめが悪いからな。

ＧＭ：では、最終話……最後のエンディングフェイズです。







◆Ending01◆勝利の凱がい歌か　Scene Player ─── 全員




　炎ほのおの槍やりに貫つらぬかれた巨きよ人じんは崩くずれ落おち、停止した。

　学園中から、勝利の歓かん声せいが上がる。その歓声の中心にいるのは──。




ＧＭ：ＡＲＦもロボも停止したことで、警けい備び軍ぐんも任にん務むを放ほう棄きし、兵士たちも銃じゆうを捨すてます。周囲からは、生徒たちの歓声が上がる。

修太郎：勝ったぁ……！

ＧＭ：さて、戦いを終えて……ディオゲネスクラブのメンバーたちがやってくる。で、〝カルペ・ディエム〟が──「ふふ、これで共きよう闘とうもおしまいね。案外、楽しかったわ」と。

修太郎：……うん、ありがとう。

ＧＭ：「でも、わたしたちは、学園を、それぞれが望む形に変えることをやめるわけじゃないわ。それは、あなたが思う理想とは違ちがうでしょう」

修太郎：それでも、いつかはわかりあえる……そう、思っているよ。

ＧＭ：「ふふ、いい男ね、星川修太郎……って、別に口説いてないし、惚ほれてもいないから、わたしをそんな目で見るのはやめなさい、光月れい」（一同爆ばく笑しよう）

れい：うう……（笑）。

ＧＭ：「それじゃあね。次に会う時は、また敵てき同どう士しね」──と言って、ディオゲネスクラブの面々は、シュッとエフェクトを使って退たい場じよう。

透子：相変わらずだな、連中は。

ＧＭ：それからキミたちのところに、学園長がやってきます。「学園を守ってくれたこと、大人を代表して、お礼をいいます。ありがとう」

修太郎：いえ、学園のみんなの力です。

エナ：アイザックはどうなったの？

ＧＭ：そうですね、学園長の背はい後ごで、アイザックが関口先生に捕つかまっています。で、学園長が「ひとまず、私の権けん限げんで拘こう束そくします。その後はＵＧＮに引ひき渡わたすことになりますが……いずれにせよ、現げん在ざいの地位には、いられないでしょう」と。

エナ：まあ、明らかに独どく断だんで暴ぼう走そうしてるからね。

ＧＭ：「言いい訳わけのしようもないでしょうね。神かみ城しろ警備保ほ障しように関しても、運営機関カウンシルを通して撤てつ退たい指し示じを出しました」

修太郎：そっか……。アイザックは、生きてはいるんですよね？

ＧＭ：ボロボロですが、ふてぶてしいツラ。「私は間ま違ちがっていない！」

透子：負け犬の遠とお吠ぼえだな。

ＧＭ：それから、機島もキミたちのとこに来る。

れい：体、大丈夫？

ＧＭ：「……私を心配してくれるとはな」と呟つぶやいてから、少し黙だまって──「すまなかった。私もアイザックと同様、裁さばきを受けることになるだろうが、お前たちには、謝あやまっておく」。

透子：……私も、修太郎やれいや、エナと出会わなかったら、お前と同じようになっていたかもしれない。──機島には感かん情じよう的てきになってしまったので、ちょっと申もうし訳わけない顔。

ＧＭ：「いいや、御み影かげ透子、お前は強いよ、私と違ちがって──それに、友人にも、恵めぐまれている」と、れいとエナを見る。

れい：きっと、これからでも友達できるし、やり直せるよ！

エナ：ま、実じつ際さい、アイザックちゃんが無理矢理指し揮き権けんとって命令したわけだしね。

ＧＭ：それから機島は修太郎を見て──「かばってもらって、感謝している」と言う。

修太郎：無事でよかったです。それに最後、助かりました。

エナ：機島ちゃんの援えん護ごで、ちょうど相手を削けずりきれたからね。

ＧＭ：「……星川修太郎、お前の言う通りだった。仲間のいるお前たちは強い。……レネゲイドに、負けないくらいにな」

修太郎：みんながいるから、そして、この学園だからです。

ＧＭ：「そう、か」そう言った後、機島はじっと修太郎の顔を見て──。「お前は、どことなく……弟に面おも影かげが似にているようだ」

透子：おい、なんだ急に。

ＧＭ：「お姉ちゃんと呼よんでもいいんだぞ」（一同爆笑）

エナ：なんで急にフラグ立ったみたいになってんだよ！　それに、会話で説得したの、とーこちゃんとれーちゃんだろ！（笑）

ＧＭ：だって、萩はぎ原わらさんが、お姉ちゃんキャラ出せって言うから（一同笑）。

修太郎：なんでも萩原さんのせいにしないでくださいよ!?（笑）

ＧＭ：まあ、ええと、修太郎に助けられたからね、だからだよね。

透子：ふん……どうせなら、学園に残って、お前も修太郎争そう奪だつ戦せんに参戦すればいい。私が負けるはずもないしな。

れい：いいわ先生！　「Welcome ライバル」ってたすきかける！

ＧＭ：「いや、別に私は参戦とか……それに私は先生ではないし、この後はＵＧＮで裁さい判ばんになると思うし、というか、なんだその、たすきは」（一同笑）

エナ：でも、いいかもね、先生。教きよう師しっぽいよ、機島ちゃん。

ＧＭ：「私は……戦場しか知らない人間だ。教師など……」と困こん惑わくしてます。

エナ：──そこで、学園長を見て。「初はつ恵えちゃんも、いいと思わない？」

ＧＭ：おっと、そう来たか。そうですね……。「アカデミアの側は問題ないわね」──と、言うでしょうね、県なら。機島は「いや、そんな……」と言うけど。

修太郎：やり直すなら……ここが、この学園が一番いいと僕ぼくも思います。ここは、オーヴァードと一般人が、互いに、歩あゆみ寄よる場所だから。

ＧＭ：「私は……」と沈ちん黙もくした機島に、学園長が微笑ほほえみかけます。「ゆっくり考えるといいわ。でも、覚えておいて……アカデミアは、あなたを歓かん迎げいします」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、キミたちのところに、カメラを持ったしねまが来ます。「勝利の光景は、学園中に中ちゆう継けいされたであります。これから、生徒会長と学園長のコメントを流すので、それで混こん乱らんも一いつ旦たん落ち着くと思うでありますよ」

修太郎：中継してくれてたんだ。ありがとう。

ＧＭ：「まあ小生のカメラは生中継とかできないので、いかにも自分の手て柄がらのように言ったでありますが、実は他のスタッフがやっていたでありますよ」（一同笑）

エナ：言わなきゃいいのに（笑）。

ＧＭ：次々と仲間たちや、生徒たちが合流して、キミたちはパレードの行列のようになりながら、学園島を歩いて行きます。あちこちから歓声が上がる。

エナ：ほんとに凱がい旋せんパレードみたいな感じだねえ。

ＧＭ：行く手には、ケラススが見えてきます。一度は花の散ったケラススですが、今はふたたび、桜さくらの花が満開になっていて、各所から生徒たちが集まってきている。

透子：相変わらず春だか夏だかわからんな、ここは（笑）。

ＧＭ：ケラススの下には、幼おさない子こ供どもが集まっています。ＡＲＦ停止後、ケラススがその力で保ほ護ごしていたようですね。枝えだが、子供たちを守るように伸のびている。

れい：ほんと、いいひとだわ！　ケラススもお疲つかれ様さま！

ＧＭ：「やれやれ、枝が凝こったぜ」とケラススがわさわさ枝を揺ゆらすと、花びらが舞まい散ります。その下で、ブロッコが上じよう機き嫌げんでブロッコリー囓かじったりしている（一同笑）。

エナ：ブロッコちゃん、あんなに活かつ躍やくするとは思ってなかったなぁ……（しみじみ）。

修太郎：そうだね。本当に、みんなの力で──。

ＧＭ：「ロボ子もがんばりました。ロボ子活躍しました。ロボ子も褒ほめてください」

修太郎：う、うん……がんばったね（笑）。

透子：そうだ、ちょうどいい。おい、ロボ子。

ＧＭ：「なんでしょう。ロボ子を褒めますか？　褒めてもいいですよ？」

透子：ちょうどケラススもいるし──あの件は、どうなったんだ。

れい：（はっとして）そうだ！　運命の！　メインヒロイン！

修太郎：……せっかく、うやむやになってたのに……。

ＧＭ：「その件ですか。少し日は過すぎてしまいましたが、ちょうど伝説の木の下ですしね、わかりました。運命のメインヒロインを発表しましょう」と頷うなずくロボ子。

透子・れい：……（ごくり）。

ＧＭ：「お兄様にもっともふさわしいヒロイン、それは──」

れい：それはっ!?

ＧＭ：「ロボ子です」

れい：はいっ!?（一同笑）

透子：何を言っているんだ、お前は（笑）。

ＧＭ：「ロボ子、生まれてから激げき動どうの数日を過すごし、みなさんと触ふれ合あった結果、人の心を手にし、感かん情じようが芽生えました。この成せい長ちよう率りつ、将しよう来らい性せい、高こう機き能のう、オープン価か格かく、ロボ子こそお兄様の伴はん侶りよにふさわしいといえましょう。妹だけどロボだから問題ないですし」

修太郎：いやいやいや！　あと関係ない項こう目もく混まじってるから！

れい：ちょっともう……人の心とか感情とか……そりゃ、育って欲ほしいって思ってたけど！

透子：というか、それもう能のう力りよくとかじゃなくて願望だろう（笑）。

ＧＭ：……さて、そんなところで、キミたちのところに雲雀ひばりが来ます。「や、みんな、大変だったね～」背後には影田くん。

エナ：で、ひばりちゃん、学園島の様子はどう？

ＧＭ：「施し設せつにはあちこち被ひ害がいが出てるけど、幸い、生徒や他の住人には大きな被害はなかったよ。ロボが暴あばれ回まわる前にＡＲＦが解かい除じよされてたんで、力を取とり戻もどしたオーヴァードが、防ぼう御ぎよや治ち療りように回れたのが大きかったね」

修太郎：それはよかった。

ＧＭ：「うん、ま、しばらくは後始末で大変だけど。まずはめでたいな……と、いうわけで」と、雲雀は、後ろでカメラを構かまえている報ほう道どう部ぶの面々を示しめす。「最大の功労者といっていい、第三生徒会の会長くんに、一言スピーチをお願いしようかな、って」

修太郎：ちょ、そういうの、生徒会長がやってくださいよ!?（笑）

透子：面めん倒どうくさいんだろう、きっと（笑）。

ＧＭ：「ははは、御影くん、正せい解かい！」

修太郎：う、うう……またこんなのか……ええと、その、なんとか、学園の危き機きを脱だつすることができました。これは、学園にいるみんなの、本当にみんなのおかげです──。




　そして、夏の日差しと、満開の桜の下で。一ヶ月前にアカデミアに来た少年は。

「僕は、この学園に来て、そして、みんなに会えて、本当によかった」

　そう言って──照れくさそうに、笑ったのだった。







◆Ending02◆約束の島へ～僕のいる場所～　Scene Player ─── 星川修太郎




　アカデミア全体が危機に陥おちいった大だい騒そう動どうから、一週間後。

　学園島は夏真まっ盛さかり。晴はれ渡わたった空には、入道雲が浮うかんでいた。




ＧＭ：キミたちは今、学園島の港に来ています。背後、市街区の方からは、土木研の重機が破は損そんした建物を修しゆう復ふくする音が聞こえてきます。

修太郎：僕たちは、なんで港に来てるんだろ？

ＧＭ：定期船の到とう着ちやくを待っています。それには、ある人物が乗っていて──で、修太郎くん。キミの妹の名前はなに？

修太郎：げ、げえ！　つ、ついに来てしまうのか……！

ＧＭ：アカデミアに落ち着いて、手紙とか出したんでしょ？

修太郎：ええまあ。ここで元気にやってますよ、って。絵はがきとか。

ＧＭ：四年も消息不明だった修太郎から連れん絡らくが来たので、ご家族も喜んだでしょう。でまあ、色々あった結果、妹が来ることになりました。

修太郎：な、なりましたのか……。

エナ：なんでそんなびびってんの（笑）。

修太郎：いや、なんとなく（笑）。名前は、そうだなあ……星川なんで、ひかり、で。

ＧＭ：了りよう解かい。ちなみに、学園はもう、夏休みに入っております。

れい：わあ、夏休み♡

透子：れいは補ほ習しゆうとかありそうだけどな（笑）。

修太郎：……そういや、妹にオーヴァードの話とかしていいのかな？

エナ：ま、いいんじゃない？　やばかったら、ＵＧＮなり運営機関カウンシルがなんとかするでしょ。しばらくいるんだろうから、その間に見極めたり、説得したりさ。

ＧＭ：そんなこんなしているうちに、定期船が到着します。ぼー。（[image: ←]汽笛のつもりらしい）

修太郎：せめて和なごやかなムードを出そうと、「歓かん迎げい！　ようこそ楽園のパラダイス、学園島へ」って旗を持っています。

ＧＭ：──だだだだだ！　と駆かけ寄よってくる音がして、キミに跳び蹴りが炸裂する。「楽園とパラダイスで意味かぶってんでしょうが──────っ!!」

修太郎：おぶはぁ────────っ!!（[image: ←]吹ふき飛とんだ）

エナ：さすが、しゅーたろーの妹。ツッコミキャラだ。

ＧＭ：「つうか、四年も連絡なしで帰ってこないとか、何考えてんの!?」

修太郎：い、いやあ、待ってくれよ、ひかり、これには深いわけがあってだな、お前も話せばわかってください──と土ど下げ座ざしている。

れい：い、妹に土下座……。

ＧＭ：「この！　あほか！　馬ば鹿か兄！」と、げしげし蹴けってますよ。

修太郎：おぶっ、おがっ、こ、この蹴り……かつてない衝撃っ！

エナ：ミサイルとか受け止めて来たのに、何言ってんだ（笑）。

透子：──ふ、相変わらずだな、ひかり。

ＧＭ：「え？　……あれ、その髪かみ……透子ちゃん？」

透子：ああ。久ひさしぶりだ。

ＧＭ：「そうだね、透子ちゃんも変わらな……え、いや、なにそのおっぱい」（一同爆笑）

透子：成長期というやつだ。来ない奴やつもいるが。

れい：ばっかやろぅっ！　あたしはこれからだっつうの！（笑）

ＧＭ：「ええと、それで、その人たちは？」と、ひかりは修太郎を蹴るのをやめて聞きます。

修太郎：ああ、この学園に来て入ったっていうか、できたっていうか、僕のいる、第三生徒会の……大切な、仲間だよ。

エナ：んじゃ、懐ふところから羊よう羹かんをサっと取り出して、突つきつける。包みに「天才」って書いてある。──あたいは、こういうものだ。

ＧＭ：（シリアスな口調で）「天……才……っ!?」（わなわな）

エナ：満足げに頷うなずいて羊羹をしまう。

れい：いや、あげなよ！（笑）

エナ：くっ、あたいの羊羹……まあいいや、この船に、こないだお取とり寄よせした分が積んであるはずだし、お近づきの印にあげようじゃないか。

ＧＭ：「わぁい羊羹！　ひかり羊羹大好き！」（一同笑）

修太郎：なんでうちの妹は急に幼よう児じ化かしたの!?

ＧＭ：ちょっと赤くなって、「羊羹好きなの。知ってるでしょ」って言ってから……じゃあ、れいに顔を向けよう。「えっと……」

れい：はじめまして！　この場所で、ほっしーと運命的な出会いをした光月れいです!!

ＧＭ：「え？　えーと……運命？　ほ、ほっしー？」（一同笑）

れい：はい！　立りつ候こう補ほしてます！

透子：さすが兄妹だ、初見のリアクションが同じだぞ（笑）。

ＧＭ：「立候補？　え？　……あ、だから、たすきかけてるの？」（一同爆笑）

れい：はい！　立候補者として！

修太郎：え！　そうなの!?（一同笑）

透子：ひかり……れいの言うことは、あまり気にしない方がいいぞ。

ＧＭ：「え、あ、うん。えーと……」としばらく悩なやんでから、気にしないことにしたみたいで、みんなに向き直る。「あらためて、はじめまして、修太郎の妹の」「ロボ子です」

修太郎：なんか割わり込こまれた!?（笑）

ＧＭ：「え、あ、妹？　え？」ってなってるひかりに、ロボ子が自信満々に「はい、妹の星川ロボ子です、妹さん」と挨あい拶さつしている。

透子：というか、ロボ子もいたんだな。

ＧＭ：はい。第三生徒会のメンバーになったので。フレーズもいて、猫ねこの海を抱だいて挨拶している。ひかりは「わ！　この人、透すけてる！　あと猫だ！　つうかさっきのひと、ロボだ────っ!?」とびっくり三ざん昧まい。

修太郎：ま、まあ、後でちゃんと説明するけど、みんな、僕の大切な仲間だよ。

ＧＭ：「そっかぁ……。お兄ちゃん、なんか、すごいトコにいるんだね」

修太郎：うん、変わった学園だけど、いいところなんだ。

ＧＭ：「ていうか、なんかお兄ちゃんの友達って、女の子ばっかりだね」

エナ：しゅーたろーはモテるんだぞー。

ＧＭ：「ええっ、お兄ちゃんが？　意外すぎる……。じゃあ、お兄ちゃんはこの中の──誰だれと付き合ってるの？」
















れい：（挙手して）はい！　あたしです！（一同笑）

透子：……と、いう設定の妄もう想そうなんだ。気にしないでくれ。

ＧＭ：「え、そんな……そうですか」そっと目を伏ふせるひかり。

れい：ちょっと！　ばか！　妄想じゃないって！

修太郎：ええと、ひかり、みんなは仕事の仲間で、そういうんじゃないん──。

エナ：まあでも、そろそろはっきりさせておきたいよね。

修太郎：え？

エナ：しゅーたろーはさ、誰が……っていうか、どっちが好きなの？




　ぴたりと、場が静止し、沈ちん黙もくが流れる。

　全員の視し線せんが修太郎に集中し────。




透子：これは──最後のアピールタイムだと思っていいんだな。

ＧＭ：そうですね、このキャンペーンのラストですからね。

れい：え、じゃ、あたし！　あたし言うよ！




　どん！　と、勢いよく踏ふみ出だした光月れい。

　その瞳ひとみは恋こいに煌きらめき、その頰ほおは恋に染そまった──恋の嵐ラブ☆ハリケーン。




れい：あたし、ほっしーに──毎日、お味み[image: ]そ汁しる作ったげる！

透子：プロポーズか！（一同爆笑）

エナ：え、ちょっと、なんでそのセリフを選んだの？（笑）

れい：だってこれ、プロポーズってことじゃないの？

修太郎：ど、どうしてそうなるの……（笑）。

透子：ふっ、わかっていないな、れい。私は最近、「重い」というのは、あまりよくない、ということに気づいたのだ。

エナ：とーこちゃん、いままですごいヘビー級だったもんね（一同笑）。

ＧＭ：「うん、透子ちゃんは、おままごとでも浮うわ気きを許ゆるさないタイプだった」と妹。

透子：だが、今は違うぞ──修太郎。




　ふわり、と、透子の銀ぎん髪ぱつと、耳元のガラスが揺ゆれる。

　透すき通とおるような瞳は、脆もろく、けれど強い──硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ。




透子：今すぐ嫁よめにしろなどとは言わない。まずは恋こい人びとから始めよう。

修太郎：そこは普ふ通つう、友達からじゃないのかな!?

透子：なに、贅ぜい沢たくは言わん。私が特別で、一番であれば、それでいい。

れい：あんた贅沢なのよ！（一同笑）

修太郎：う、うう…………あっ、あれは何だ!?　と、空を指さす。

一同：……？

修太郎：そして、ダッシュで──逃にげます（一同爆笑）。

エナ：しゅーたろー……（笑）。

透子：ちっ、逃げたぞ、追え！

れい：もう！　どこ行くのよ！

ＧＭ：「お兄ちゃん、あんたはまた、そうやって逃げ出して！」（一同笑）

修太郎：いや、だって今具体的にピンチだった、命とかの！

ＧＭ：逃げる修太郎の行く手に──フレーズが手を広げて浮ういてます。「修太郎さん、その答え、わたし……気になります！」

修太郎：ちょ、慌あわてて曲がる！

ＧＭ：「お兄様、ロボ子と手に手を取って逃げましょう。エンディングの向こうへ」

修太郎：いやいやいや！　もう〝魔ま眼がん〟使って加速して逃げるよ！

ＧＭ：すると──誰もいない場所で、何かに、ドン！　とぶつかります。「あ、あうう……星川くん……あの、わたしも……」

透子：ちっ！

れい：奴だわ！

ＧＭ：はい、七節小石。……最後まで小石に厳きびしい（笑）。そして、また別の方向にはヴィペラが。「私も是ぜ非ひ、答えを聞きたいですね。……石にしてから、ゆっくり聞きましょうか」

修太郎：いきなりヤンデレに覚かく醒せいしないで!?（一同笑）

ＧＭ：そばの茂しげみからは、巨きよ大だいな熊くまが飛び出し、その背でリオーネが「プロポーズなら、わらわが最初じゃ！」。そして電柱の陰かげからカメラを構かまえた影が！　「小生のことも、忘わすれてはならないでありま────っす！」

れい：もうっ！　しねまちゃんまで！

ＧＭ：騒さわぎを聞きつけ、刀を手に千ち鶴づ香かが走ってくる。「貴き様さまら、何を騒さわいでいる！　破は廉れん恥ちな！」そして、ギルバートが「何だ何だ、星川修太郎を捕つかまえるのか？　ふっ、この美しき美男子、ギルバート・エデンに任まかせたまえ」。

透子：お前は来なくていい（笑）。

ＧＭ：「おいおいおい、超ちようソウルフルだな、超祭まつりの予感だぜ」と、団だん吉きちがナオミと一いつ緒しよに笑って、そして新たな声が──。「もっと熱くなれよ！」（一同爆笑）

修太郎：う、うおお────っ！　もう逃にげ場ばがない！　海に飛とび込こむ！

ＧＭ：すると、ざぱーん！　と海が割われて、巨きよ大だいな触しよく手しゆが、「イカ────っ!!（久しぶりだね、修太郎くん！）」と現あらわれる。

一同：イカだ──────────────っ!!（爆笑）

ＧＭ：巨大な水柱が立ち──真夏の太陽が、水みず飛沫しぶきをキラキラと虹にじ色いろに輝かがやかせる。

エナ：こいつ、カメラを空にＰＡＮして強引にシーン閉とじに来たぞ！

ＧＭ：最後に空と陽光を映うつしておけば、シーンは終わるんだよ!!（一同爆笑）

れい：……はあ、もう、どうしてこうなるの。最後まで……（笑）。

透子：仕方がない。ラブコメだからな（一同笑）。




「だが、まあ、これからさ、れい」

　煌きらめく水飛沫に目を細め、透子は抜ぬけるような青空を見上げる。

「何しろ、夏休みは始まったばかりだ。夏はまだまだ、これからだぞ」

「そっか！　恋の季節だもんね。あたし、がんばるわ！」

　ライバルにして親友は、笑い合って騒ぎに飛とび込こんでいく。

　空はどこまでも蒼あおく、海はどこまでも青い。

　真夏の太陽の下、学園島に、仲間たちの笑い声が響ひびいていった。








『戦え！　第三生徒会』了りよう









　　　　あとがき




れい[image: ]ｓ Ｄｉａｒｙ




▲月×日　曇くもり　『Defending Star』

　な……長い一日だった……。この学園を守るために必死になって戦った。でもそれはあたしだけじゃない。みんなで力を合わせて頑がん張ばった。みんな同じ気持ちなんだってわかって……。ひとつになれたような気がして、本当に本当に嬉しかった。

　あたしにとってこの学園は、自分の力と向き合い、どうやって使うべきかを学ばせてくれる場所。力を持っていたとしても、人間らしくいることができる場所。素す敵てきな人たちと出会わせてくれた場所。この学園に入らなければ、大好きな人、大好きな親友に出会うことはできなかったし、第三生徒会に入らなければ、大切な仲間に出会うことや、この学園が大切なんだって思うこともできなかったかもしれない。

　すべての出会いや、すべての出来事が、私にとって運命だった気がする。

　だから、これからも、第三生徒会のメンバーとして、ほっしーの未来のお嫁よめさんとして、全力投球でがんばる！　目指せスイカップ[image: ↑][image: ↑]

　──どもども、やにおでございます。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』シリーズも、これにて大だい団だん円えんとなりました。予定より一冊さつ増ふえ、こうして無事にラストを迎むかえられたのも、読者のみなさんのおかげです。ありがとうございます。

　ちなみに冒ぼう頭とうの、「れい[image: ]ｓ Ｄｉａｒｙ」は、最終話のセッション終しゆう了りよう後に、佐藤有世さとう・ありせさんが書いてくださったものです。もう紹しよう介かいするタイミングがないよ！　と慌あわてていたら、矢野が「あとがきに載のせちゃえば？」というので、載せてみました。ちなみに、特集記事までありまして、「鈍どん感かん男子 Forever」「れい[image: ]ｓ 心の川せん柳りゆう Special Version」の二本立て。心の川柳は実に二六本もの川柳が載っており……中から、厳げん選せんしてご紹介します。




　色気には　眼鏡めがねと白衣が　必ひつ需じゆ品ひん

　天才は　お菓か子しを食べれば　なれるのか

　親友が　心を開いて　くれました

　絶ぜつ対たいに　この学園を　守るんだ

　アカデミア　あたしにとって　宝たから物もの

　ほっしーよ　いつまで鈍どん感かん　つらぬくの




　……ちなみに最後のやつは「ラスト」とついて、でっかい文字で書いてあります。

　全六セッション、毎回、日記と記事を書いてきてくれた「有世ノート」は、最終話終了後の更こう新しんで、すべてのページが埋うまりました。最後の数ページには、佐藤さんの手による、第三生徒会の面々、そして学園の日にち常じようを描えがいたイラストが、アルバムのように並ならんでいました。

　キャンペーン終了時の打ち上げの後、佐藤さんから頂いただいたメールには、こうありました。

「ダブルクロス──それは、仲良しを意味する言葉」




　さて、普ふ段だんなら、ここでシナリオ解かい説せつをするところなんですが、今回ちょっとページが足りないので、割かつ愛あいさせて頂いただきます。もし、解説が読みたい、という方がいらっしゃれば、えー、そのうち、Twitter（ID:yanioman）か、ブログ「やにやに日記」の方で。すいません！




『アカデミア』はこれにて最さい終しゆう巻かんとなりますが、『ダブルクロス The 3rd Edition』はまだまだ、展開が続きます。わたくしもプレイヤーとして〝かわいく〟出しゆつ演えんしている加納正顕かのう・まさあきの『デイズ』シリーズ、矢野俊策の『ナイツ』シリーズもまだまだ続きます。

　また、この本と同時に発売されている『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ①』にも、わたくしプレイヤーとして出演しております。著ちよ者しやは天下の怪かい人じん、畏い友ゆう、田中天たなか・たかし。こちらも是非、よろしくお願いします。

　最後に謝しや辞じを。富士見書房の萩はぎ原わらさん、剱けん持もちさん、進行に関していつもに増ましてご迷めい惑わくをおかけしてすみません！　特に剱持さんには、ぐうたらしている自分を励はげまし、叩たたいていただき、感かん謝しやに堪たえません。最後まで素す晴ばらしいイラストを描いてくださった、しらび先生、大量のＮＰＣを生き生きと描いて頂いた、kaya8先生、しのとうこ先生、Crote先生にも、心からの感謝を。そして、最終話へのアドバイスを頂いた友人の作家、三田誠さんだ・まこと先生、おかげで最後のテーマをはっきりさせることができました。ありがとうございます。

　そして、読者のみなさま。みなさんのおかげで、こうしてエンディングを迎えられました。本当にありがとうございます。最後まで楽しんでいただけたら、とても嬉うれしいです。

　それではまた、どこかでお会いしましょう。





二〇一二年七月　中村やにお






追つい伸しん　実は、最終話のセッションには、もう一シーンあります。この後に載せておきますね。最後までお付き合い頂き、ありがとうございました！







　　　　◆Extra Ending◆僕たちの未来　Master Scene




　いつかの未来──。




ＧＭ：さて、これが本当に、当シリーズ、最後のシーンになります。いつか……どのくらい先かはわからない、少し、未来を描いた、短いシーンです、

れい：……！（はっ、とした顔をする）

ＧＭ：いえ、多分れいちゃんが考えている、「ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それともハリケーン？」みたいなシーンじゃないです（一同爆笑）。

れい：うう……ちがった……。

透子：本当にそんなの想そう像ぞうしてたのか（笑）。

ＧＭ：未来の、誰だれかの視し点てんのシーンです。




　ずっと、独ひとりだった。

　どこにも、居い場ば所しよなどなかった。

　ここでもきっと、同じことの繰くり返かえしだ。




　船が波をかきわけていく。

　近づいてきた島はとても綺き麗れいだけど、でも、それだけだ。

　綺麗なものにも、優やさしそうなものにも、いつでも、拒きよ否ひされてきたのだ。

　──不意に、船が大きく傾かたむいた。

　なんだ？　波──触手？　ダメだ、海に、落ち──意識が、暗転する。




　……気がつくと、そこは浜はま辺べだった。

　ずぶ濡ぬれで、でも……怪け我がはないみたいだった。

　目の前には、四人の生徒がいる。制せい服ふくは、今日から通うはずの、学園のもの。




「おー、気がついたな。ここは、オーヴァードアカデミアだぞ」

　子供だ。ニコニコして、こちらに何か差し出してくる。なんだこれ……羊よう羹かん？

　意味がわからない。なのに、子供は自信満々に頷いている。




「ようこそ、オーヴァードアカデミアへ♡　いひひっ、歓迎しまっす！」

　鋼の腕。明るい表ひよう情じようをした少女だ。目をキラキラさせて、こちらを見つめている。




「ふん。お前は運がいい。私たちに助けられたことも……この学園に来たことも、だ」

　長身に、白衣を纏まとった銀髪の少女。耳元で、ガラスの板が煌きらめいている。




「……怖こわがること、ないよ」

　気弱そうな、頼たよりのない感じの、少年。

　怖がっている？　違う、ただ、諦あきらめているだけだ。

「違うんだ。ここは、そんな場所じゃない。ここは、キミが──そのままのキミで、いられる場所なんだ」

　差し出された羊羹。屈くつ託たくのない笑顔。「歓かん迎げい」。「運がいい」。

　信じられないのに──なぜか、心のどこかが、暖あたたかくなる。

「だから……一いつ緒しよに、学園生活を楽しもう。あらためて──」




　四人が声を揃えて、言う。

「ようこそ、アカデミアへ！」

　そしてキミは、差し出された手を──────。





Double Cross The 3rd Edition Replay Academia ...THE END
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